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1 Altova FlowForce Server 2017

FlowForce Server は、 Web を使用した、 Windows、 Linux、 および OS X /  macOS サーバーとワー
クステーション上のタスクを自動化するためのクロスプラットフォームのソフトウェアソリューションで
す。FlowForce Server は、他の Altova サーバー製品(MapForce Server、 StyleVision Server、 およ
び2種の Raptor XML Server) を統合し、 MapForce マッピングの実行、 StyleVision 変換の実行、
XML または XBRL ファイルの検証などの機能を自動化します。FlowForce Sever を使用して、電子メ
ールの送信、ローカルシステムまたはネットワーク上でのファイルの管理、ファイル転送プロトコル
(FTP) を使用したファイルの管理、シェルスクリプトの実行などの共通のサーバータスクの作成を行う
ことができます。

FlowForce Server ドキュメントは以下の主なセクションに整理されています

FlowForce Server 概要
インストール
ライセンス
サーバーの構成
ユーザーアクセスの管理
ジョブと作業
FlowForce 式言語
MapForce/StyleVision Server 統合
コマンド ライン インターフェイス
ビルトイン関数
式関数
ジョブの構成の例
用語

最終更新日: 2017 年 04 月 27 日
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1.1 新規機能

FlowForce Server 2017r3

FlowForce Server は、 MapForce Server だけではなく、新たしいバージョンの 「MapForce Server
Accelerator Edition」の統合をおこないます。 MapForce Server と MapForce Server Accelerator
Edition はシームレスに FlowForce と統合することができます。  Release 2017r3 から(MapForce
Server と MapForce Server Accelerator Edition の両方ではなく) 1つのサービスが FlowForce と同時
に作動することができます。 Windows と OS X での FlowForce Server のインストール中、 MapForce
Server Accelerator Edition (以前のリリースで問われた MapForce Server のインストールのオプションでは
なく)を任意でインストールするオプションがプロンプトされます。
FlowForce Server と FlowForce Web Sever は共に(暗号化されていない)プレーンな  HTTP および
(SSL-暗号化された)  HTTPS接続を受け入れることができます。HTTPS 接続設定は、 セットアップページ (次
を参照: ネットワークの設定の定義) 、または、構成ファイルを使用して定義することができます (次を参照: ファイル
参照の構成)。 ウィンドウでは、接続設定はインストール中に定義することができます。次を参照してください： ネット
ワークの構成 (Windows のみ)。
Windows 上での FlowForce Server インストール中、 FlowForce Server と FlowForce Web
Server に対応する Windows サービスを特定のオペレーティングシステムユーザーとして実行するように構成する
ことができます。サービスの開始(自動、手動) もセットアップすることができます。次を参照してください： Windows
サービス構成 。
新規のシステム管理コマンドがコマンドラインで使用できます: compactdb。

FlowForce Server 2017

システムのシャットダウン時の改善された振る舞い
内部のアップデートと最適化

FlowForce Server 2016 R3

ジョブのステップ、トリガー、および パラメーターを新規 「複製」 (  ) ボタンを使用することにより複製することがで

きます。 また、ステップ、トリガー、またはパラメーターを削除した後に「元に戻す」 (  ) ボタンを使用することがで
きます(以下を参照: 入力パラメーターの管理 ステップの管理、および トリガーの管理)。
他のジョブに呼び出されたジョブは、存在する場合パラメーターの説明とヒントとして表示します。 パラメーターの追加
に関する詳しい情報は、以下を参照してください: 入力パラメーターを追加する.

FlowForce Server 2016

既存のジョブが新規の名前で保存されることができ、新規のジョブのテンプレートとしての役割を果たします  (以下を
参照: ジョブの複製 )。
ジョブの管理の強化: コンテナー内の特定のジョブのみだけではなく、サブコンテナーを含むコンテナー全体を削除また
はエクスポートすることが可能になりました (以下を参照: ジョブのインポートとエクスポート )。
コマンドラインインターフェイスから、ルートパスワードのリセットを行うことができます (以下を参照: ルートパスワードの
再設定 )。
パフォーマンスの向上: 集中したジョブの実行による Web インターフェイスのタイムアウトは大幅に削減されました。 
ビルトイン /system/mail/send 関数は、 SMTP サーバーへの SSL/TLS 接続をサポートします (以下
を参照: 電子メールパラメーターの設定 )。
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FlowForce Server 2015 R4

Mac OS X のための FlowForce Server インストールの、ディスクイメージ (.dmg) ファイルをご利用いただけま
す (以下を参照: 上で実行されている FlowForce Server のインストール )。
失敗したジョブの出力を処理する柔軟性。ジョブの実行が失敗すると、 新規"「エラー時には中断」" パラメーター
は、ジョブが中断されるか、関数が false を返すかを決めます。このパラメーターは、/system/filesystem  /
system/ftp  /system/mail、および /system/shell の関数に適用されます。 
パフォーマンスの向上: ジョブ構成ページ内で大きなジョブが速くロードすることができます。

FlowForce Server 2015 R3

Web 管理インターフェイスから、(ジョブまたは 関数などの) オブジェクトが作成された、または、変更された日時、お
よび変更を行ったユーザー名を確認することができます (以下を参照: コンテナーを理解する)。

FlowForce Server 2015

Windows Active Directory 統合
ユーザーパスワードの複雑性の構成
システム特権のレポート
ジョブ インポートとエクスポート
 実行中のジョブの停止

FlowForce Server 2014 R2

FlowForce キャッシュ拡張
に名前を付ける能力 ユーザーとロール
コンテナー/オブジェクト の名前変更機能
新規のステップ 式 関数
RaptorXML (キー/値 パラメーターペア)のためのパラメーターのリスト

FlowForce Server 2014

新規のサーバー 管理 関数
ジョブの結果のキャッシュ 機能と、結果を他のジョブで使用する機能
拡張された RaptorXML へのサポート

FlowForce Server 2013 R2

RaptorXML Server エディションとの統合
条件をベースにしたジョブステップジョブの実行を許可する フローの管理
実行ステップの繰り返し を無制限に行う機能
1つのステップを次のジョブステップで使用することを許可する ステップ変数 の定義
電子メールの通知、 FTP サーバー インタラクション、式の計算を許可するン ビルトイン ステップ の拡張されたセット

最終更新日: 2017年04月27日
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2 FlowForce Server 概要

このセクションでは、 FlowForce Server 概念、機能および以下の項目のブラウザーベースのインターフェイスの概要につい
て説明されています:

基本概念
セキュリティ概念
動作の説明
Web 管理インターフェイス
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2.1 基本概念

ジョブ
ジョブとは FlowForce Server 内のコア概念です。この概念サーバー上で実行されるはタスクまたはタスクのシーケンスを表
します。ジョブは、電子メールの送信など1つのステップから構成されるジョブであることができます。しかしながら、複数のアクショ
ンを実行し結果(例えば、ファイル)を他のジョブのパラメーターとしてパスするジョブを作成することもできます。ジョブは入力パラ
メーター ステップ トリガーおよび他の設定から構成されます。

FlowForce ジョブの構成

入力パラメーター
FlowForce Server ジョブ のコンテキストで、入力パラメーターは、どのジョブが特定の方法で実行されるかを表したジョブ
に与えられた任意の情報を意味します。ジョブの入力パラメーターは、関数引数にプログラム言語の観点から類似していま
す。 入力パラメーターは多種の型(例えば、ファイルまたはディレクトリレファレンス、テキスト、番号、ブール値、その他  )である
ことができます。 一部のジョブの型に対しては、 FlowForce Server は、入力パラメーターを自動的に作成します。

トリガー
ジョブを作成する際、 トリガーとしてジョブをトリガーする条件(または基準) を指定する必要があります。  FlowForce
Server は、定義されたトリガーを監視し、トリガーの条件が満たされるとジョブを実行します。

ステップ
ステップは、 FlowForce Server ジョブが実際に行う内容を定義します(例えば、ファイルの削除、 MapForce マッピン
グの実行、または電子メールの送信など )。 最も簡単な形式としては、ステップは失敗または成功した成果を持つオペレー
ションで、実行されるために 関数 を必要とします (以下を参照: 実行ステップ )。 しかしながら、ループとして他のステップを
条件付きで実行する方法を与えるステップも存在します  (以下を参照: 選択ステップ  エラー/成功の処理ステップ および
For-Each ステップ )。 同じジョブ内で必要な数だけステップを作成し、実行される順序を設定することができます。



10 FlowForce Server 概要 基本概念

(C) 2017 Altova GmbHAltova FlowForce Server 2017

関数
ジョブ のコンテキストでは、関数は、FlowForce Server により理解される、ターゲットファイルシステム上のオペレーションを
実行するための命令です。関数は以下であることができます:

ビルトイン FlowForce 関数 (以下を参照: ビルトイン関数)
StyleVision 変換
MapForce マッピング
ジョブの実行ステップ

関数の多くは入力パラメーターを有します。必須インプットパラメーターは、ステップを成功裏に実行するため呼び出し側により
与えられる必要があります。

実行の結果
FlowForce Server 内では、ステップの実行はステップの実行後に返される内容を定義します (例えば、ファイル、または、
テキスト )。 ジョブと作業する際、ステップの実行の結果を特定のデータ型(文字列またはブール値)になるように、または破棄
されるように、明示的に宣言することができます。通常、結果を他のジョブで使用する場合、または、結果をキャッシュする場
合、実行の結果を宣言する必要があります。

資格情報
資格情報の記録は、ジョブが実行される FlowForce Server オペレーティングシステム上のユーザーアカウントに関連した
ユーザー名とパスワードにより構成されています。FlowForce Server 内でジョブを定義すると、実行される必要のあるジョ
ブの資格情報を与える必要があります。与えられた資格情報に関連したユーザーアカウントが、オペレーティングシステム上で
十分な権利がない場合、ジョブを成功裏に実行することはできません。

設定
ジョブの作成時、以下の任意の設定を構成することができます:

Web サービスとしてジョブを使用できるようにします (以下も参照: ジョブを Web サービスとして表示する)。
同じジョブのために平行して実行されているインスタンスの数を制限します (以下も参照: キュー設定の定義)。
ジョブにより返された結果をキャッシュします (以下も参照: ジョブの結果をキャッシュする)。
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2.2 セキュリティ概念

FlowForce Server は、企業またはビジネスモデルのニーズと構造に従って構成されるロールをベー
スにしたユーザーのアクセスを管理するメカニズムを使用しています。 例えば、 ジョブと資格情報を
特別なデータコンテナーに整理し、閲覧または変更するには、アクセス権利を必要とするパッケージ
化することができます。対応するアクセス権利を有するユーザーのみがコンテナー内部のデータにア
クセスすることができます。 

コンテナー
名前が意味するように、コンテナーはパッケージされたデータです。 FlowForce Server では、コンテナーは、オペレーシング
システム上のフォルダーと大まかに比較することができます。コンテナーは以下を含むことができます: ジョブ, 資格情報, 関数,
と他のコンテナー。コンテナーで パーミッション を設定することにより、コンテナー内のデータを閲覧およびデータにアクセスする権
利を管理することができます。データをコンテナー別に整理し、対応するパーミッションを各コンテナーのためにセットアップするこ
とは、よいセキュリティ対策となるでしょう。

ユーザー
ユーザーとは FlowForce Server にログオンしジョブを構成、または MapForce または StyleVision 変換をデプロイ
し、 FlowForce Server を管理する個人を指します。ユーザーが使用することのできるアクションは以下には 影響されま
せん:

a) 割り当てられた パーミッション または 特権
b) ユーザーがメンバーであるロールに割り当てられているパーミッション と 特権 

ロール
ロールは、ビジネスニーズをベースにしたセキュリティの強化を手助けする 特権 のセットです。標準的なロールをベースにしたセ
キュリティには、最低2つのロールが含まれます: 管理者と一般ユーザー。各ロールは、ロールに与えられた特権により定義さ
れています。例えば、 管理者は、自身のおよび他のユーザーのパスワードを変更することができますが、一般ユーザーは自身
のパスワードのみしか変更することができません。ユーザーにロールを割り当て、必要に応じて、ユーザーのロールを取り消すこと
ができます。 

特権
特権は、FlowForce Server 内でユーザーが行うことのできる内容を定義します(例えば、 自身のパスワード設定、ユーザ
ーとロールの読み取り、ジョブの停止、など )。 特権は、パーミッションはコンテナーへのユーザーアクセスを管理し、特権はグロ
ーバルに FlowForce Server 全体に対して効果がある点でパーミッションと異なります。次の簡単なルールは、特権とパー
ミッションの違いを理解する助けになります: 特権はグローバルであり、パーミッションはローカルです。

パーミッションに類似して、特権は個々のユーザーとロールに割り当てることができます。ですから、ユーザーが FlowForce
Server にログオンすると、有効な特権は以下により決定されます:

a)直接割り当てられた特権
b)ユーザがメンバーであるロールに割り当てられた特権 

パーミッション
パーミッションは、ユーザーのコンテナーへのアクセスを管理します。特権と同様、 パーミッション は、ユーザーとロールに与えられ
ることができます。ですから、ユーザーがロールの一部である場合、ロールに与えられたパーミッションは、ユーザーにも自動的に
適用されます。

デフォルトで、コンテナーに設定されたパーミッションは、親コンテナーから継承されます。 例えば、 コンテナー A には、子コンテ
ナー B があるとします。コンテナー A にアクセスするパーミッションを持つユーザーは、コンテナー B にもアクセスすることのできる
デフォルトのパーミッションを持つことになります。しかしながら、管理者は、コンテナーの階層の全てのレベルで、全てのユーザー
およびロールのパーミッションを再定義することができます。
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パスワードポリシー
FlowForce Servers は、管理者が複雑なユーザーパスワードを管理するパスワードポリシーを使用します。パスワードポリ
シーとは、有効になるためにユーザーパスワードが必要とする最低条件です (例えば、 最低 N 文字のなど)。 
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2.3 動作の説明

標準的な FlowForce Server インストールは、下の図に表されています。任意でライセンスが必要なコンポーネントは点
線で囲まれています。 

標準的な FlowForce Server インストール

図に示されているように、標準的な FlowForce Server インストールは、 FlowForce Server として同じサーバーマシ
ンにインストールされている複数のサーバー製品 (または、技術的な用語では、サービス) により構成されています。
FlowForce Server ソリューションは、以下の2つのサービスから構成されています: FlowForce Web Server と
FlowForce Server。これらの2つのサービスは、異なるサービスとして作動し、個別に構成、開始、停止することができま
す。これら2つのサービスの管理は、オペレーティングシステム (Linux、Windows、Mac OS) によりことなり、また、このド
キュメントで更に詳しく説明されています。

FlowForce Web Server は、 HTTP クライアントからのリクエストを受け入れ検証し、 FlowForce Server にパスし
ます。および FlowForce Server は、FlowForce Server ソリューションのコアであり、視覚的なユーザーインターフェイス
を使用することなく背景のサービスとして作動します。FlowForce Server は、継続的にトリガーの条件をチェックし、ジョブ
実行を開始および監視し、詳細なログを作成します。更に、 FlowForce Server は、 Web サービスとして公開されて
いるジョブのためのリクエストをリッスンします (ローカルマシンとリモートのクライアントからの HTTP リクエストを受け入れるように
構成することができます、次を参照してください： ネットワーク設定の定義)。

FlowForce Web Server、はその一方、ジョブを監視し、多種の FlowForce 設定を管理する Web 管理インター
フェイスからのリクエストを処理します。 FlowForce Web Server は、 HTTP  (または HTTPS) 接続を次のクライアン
トの型から受け入れます:

Web ブラウザー Web ブラウザーを使用して、 FlowForce Server ジョブと他の設定を構成
することができます (概要に関しては、 以下を参照してください: Web 管理イ
ンターフェイス)。

MapForce Enterprise または
Professional Edition

MapForce は、 Altova の視覚的なデータマッピングのためのデスクトップアプリ
ケーションです。MapForce で作成されたマッピングを FlowForce Server
にデプロイし、柔軟に構成することのできるジョブに変換することができます。 例え
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ば、マッピングジョブを毎日指定された時間、またはファイルが監視されるディレク
トリに追加されると実行するように構成することができます。 デプロイされた
MapForce マッピングからジョブを実行するには、 FlowForce Server は、
役割がマッピングを実行し、結果出力ファイルを作成する MapForce Server
を呼び出します。 詳細に関しては、MapForce と MapForce Server 製
品ページを参照してください。

StyleVision Enterprise または
Professional Edition

StyleVision は、 XML、 SQL データベース、および XBRL 入力をベースに
してレポートをデザインするデスクトップアプリケーションです。スタイルシートがテス
トされ、デバックされると、 FlowForce Server にデプロイすることができます。
デプロイされたファイルは、サーバー上で変換ジョブのために使用することができま
す。 デプロイされた StyleVision 変換から作成されたジョブを実行するには、
FlowForce Server は変換と結果出力ファイルを作成する StyleVision
Server を呼び出します。 詳細に関しては、 StyleVision と StyleVision
Server 製品ページを参照してください。

各製品の詳細に関しては、 Altova ドキュメントのページを参照してください(https://www.altova.com/ja/
documentation.html).

RaptorXML Server
(略して RaptorXML と呼ばれる) Altova RaptorXML Server は、パラレル コンピューティング環境と最新の標準のた
めに最適化された Altova の第3世代の、高速 XML プロセッサーです。 高水準なクロスプラットフォームの機能性のために
デザインされたエンジンは、 XML の高速な処理を行うために、現在のマルチコアコンピュータの利点を活用しています。
RaptorXML には2つのエディションが存在します: (i) RaptorXML Server と (ii) RaptorXML+XBRL
Server。 RaptorXML+XBRL Server エディションは、 XML に加え、 XBRL (eXtensible Business
Reporting Language) ドキュメントの検証と処理へのサポートを含んでいます。

RaptorXML Server が FlowForce Server と同じサーバーにインストールされている場合、関数は、ビルトイン
FlowForce Server 関数として使用することができます。これは、 XML ドキュメントの整形式をチェックする、または検証
する、または、 XSLT と XQuery ドキュメントを変換するジョブを作成することができることを意味します。 関数のリストに関
しては、 RaptorXML Server 関数を参照してください。

http://www.altova.com/mapforce.html
http://www.altova.com/mapforce/mapforce-server.html
http://www.altova.com/stylevision.html
http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
http://www.altova.com/stylevision/stylevision-server.html
https://www.altova.com/ja/documentation.html
https://www.altova.com/ja/documentation.html
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2.4 Web 管理インターフェイス

FlowForce Server Web 管理インターフェイスは、サーバーを管理し、ジョブを構成する FlowForce Server のフロン
トエンドです。Web 管理インターフェイスにアドレスとポートの構成 の Web のブラウザーからアクセスすることができます。 

以下のセクションでは Web 管理インターフェイス内で使用することのできるメニューアイテムについて説明しています。

ホーム
構成
ログ
管理
ヘルプ

メモ: Web 管理インターフェイスから使用することのできるリソースとアクションへのアクセスは、ユーザーアクセス管理メカニズ
ムにより管理されています。これは、割り当てられたパーミッションが許可する限り、構成データにアクセスし変更するこ
とができます。同じように、対応する特権が与えられている場合、アクションを実行し (対応するメニューアイテムを閲
覧する)ことができます。

ホーム

現在実行されている、または、中断されたジョブとアクティブなトリガーのリストを表示します。

ジョブまたはトリガーのリストを更新するには、「グリッドのリロード」 ( ) をクリックします。

構成

現在定義されている FlowForce コンテナー ジョブ  資格情報、および 関数 を表示します。オブジェクトのコンテンツと詳
細を確認するには、対応する記録をクリックしてください。

デフォルトで以下のコンテナーを使用することができます:
/public
/system
/RaptorXML (ライセンスが与えられた RaptorXML Server を使用できる場合)

コンテナーに関する詳細は、以下を参照してください: コンテナーを理解する.

関連するアクセスの権利があると仮定して、構成ページから、 コンテナー、ジョブ、資格情報および関数、を管理し、コンテナ
ーにパーミッションを設定することができます。

ログ

サーバーログを表示します。表示されたログエントリはサーバーに関連した、また、ジョブに関連したメッセージを含みます。内
容はアクセス権利により異なります。

結果を、時間、ジョブ、名前と最小の重要度により結果(情報、警告、エラー)を絞ることができます。

結果を、昇順 または 降順の順序で次の条件に従い並べ替えることができます:

日付 エントリがログされると、日付を指定します。
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重要度 ログされたエントリの重要度を指定します。有効な値は以下の通りです:
情報
警告
エラー

モジュール 内部 FlowForce Server モジュールのログされたエントリが由来する箇所を指定します。

ユーザー ログされたエントリに関連するユーザー名を指定します。

インスタンス ID (適用可能な場合)システムインスタンス ID を指定します。

メッセージ ログされたエントリと関連したメッセージテキストを指定します。

サーバーログを更新するには、「更新」 ( )をクリックしてください 。

ログのコンテンツをエクスポートするには、「エクスポート」をクリックします。フィルターの条件に一致する記録は、 JSON
(JavaScript Object Notation) ファイルとして圧縮されます。 「エクスポート」 をクリックすると、 ZIP アーカイブをローカ
ルディレクトリに保存する、または、ブラウザーのデフォルトのダウンロードディレクトリに保存するようにプロンプトされます。エクス
ポートすることのできるレコードの最大数は、100,000 です(この数量はパフォーマンスの理由に由来します)。 エクスポート
中は、Web インターフェイスは、他の HTTP リクエストに反応しないことに注意してください。

管理

管理エリアから、サーバー構成とユーザーの管理に関連したアクションを実行することができます。管理エリアは以下のメニュー
アイテムから構成されます:

ユーザー
ユーザーの作成、削除、および、特権、ロール、とパスワードポリシーの変更を含む、管理を行います。詳細に関して
は、 以下を参照してください: ユーザーアクセスの管理。

レポート
アクセスコントロールのロールを作成、削除および保持することができます。詳細に関しては、 以下を参照してくださ
い: ユーザーとロール。

パスワードポリシー
パスワードの難易度のポリシーを作成、削除、および保持することを許可します。詳細に関しては、 以下を参照して
ください: パスワードポリシー。

レポート
現在割り当てられているユーザーと件に関するレポートの閲覧を許可します。 詳細に関しては、 以下を参照してく
ださい: 特権レポートの閲覧。

設定
デフォルトのタイムゾーン、電子メールサーバー、及び Windows Active Directory の設定の定義を許可しま
す。詳細に関しては、 以下を参照してください: サーバーの構成。

ヘルプ

FlowForce Server ドキュメントを別のブラウザータブまたはウィンドウで開きます。 
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3 インストール

このセクションでは、 Linux  Mac、および Windows プラットフォームに適用することのできる FlowForce Server イン
ストールの手続きについて説明しています。
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3.1 システム必要条件

サポートされるプラットフォーム
Linux

CentOS 6 または以降
RedHat 6 または以降
Debian 7 または以降
Ubuntu 12.04 または以降

次のライブラリはアプリケーションをインストールし実行するために必要とされるライブラリです。下のパッケージが使用中
Linux のマシンで使用できない場合、 yum (または、適用できる場合、 apt-get を) コマンドを実行してインストー
ルしてください。

サーバー CentOS  RedHat Debian Ubuntu

FlowForce Server libidn, krb5-libs libidn11, libgssapi-
krb5-2

libidn11, libgssapi-
krb5-2

LicenseServer krb5-libs libgssapi-krb5-2 libgssapi-krb5-2

Mac OS X

OS X 10.10、 10.11、 macOS 10.12  または以降

Windows

Windows Vista, Windows 7/8/10

Windows Server

Windows Server 2008 R2 または以降

ブラウザーへのサポート
Web 管理インターフェイスには、 Microsoft Internet Explorer、 Mozilla Firefox、 および Google Chrome の
最新バージョンを使用してアクセスすることができます。 



20 インストール Linux

(C) 2017 Altova GmbHAltova FlowForce Server 2017

3.2 Linux

Linux 上で実行されている FlowForce Server に適用することのできる以下のインストールタスクを含
んでいます:

FlowForce Server のインストール
FlowForce Server 2017 への移行
現在インストールされている製品の確認
FlowForce Server のアンインストール
インストールディレクトリ
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3.2.1 FlowForce Server のインストール

必要条件

ローカルマシンまたはネットワーク上で Altova LicenseServer の最新バージョンがインストールされて実行されて
いることを確認してください。
ルートユーザーまたは、 sudo 特権を持つユーザーとしてインストールを行ってください。
FlowForce Server を他の Altova サーバー製品とインストールする場合は、  FlowForce Server を最初に
インストールすることが奨励されます。

FlowForce Server のインストール方法

1. Altova Web サイト からローカルディレクトリにインストールパッケージをダウンロードしてください。
2. FlowForce Server インストールパッケージをダウンロードしたディレクトリに変更し、インストールします。

ディレクトリを変更するには、  cd コマンドを実行します。 例えば、 ディレクトリ /home/User/MyAltova にパッケージを
ダウンロードした場合、以下のコマンドを実行します:

cd /home/User/MyAltova

FlowForce Server をインストールするには、以下のコマンドを実行してください:

Debian

sudo dpkg --install flowforceserver-2017-debian.deb

Ubuntu

sudo dpkg --install flowforceserver-2017-ubuntu.deb

CentOS RedHat

sudo rpm -ivh flowforceserver-2017-1.x86_64.rpm

3. FlowForce Server をインストールする前に Altova サーバー製品をインストールした場合、 対応する製品の /
etc ディレクトリから、 .tool ファイルを FlowForce Server /tools ディレクトリにコピーします。

.tool ファイルに各 Altova サーバー製品の実行可能ファイルへのパスが含まれています。 ツールファイルをコピーする
には、 cp コマンドを実行します。例えば、 MapForce Server インストールパスから .tool ファイルをコピーする場
合、以下を実行します:

cp /opt/Altova/MapForceServer2017/etc/*.tool /opt/Altova/
FlowForceServer2017/tools

4. FlowForce Web Server サービスを開始します。 

[CentOS 6]:    sudo initctl start flowforcewebserver 
[CentOS 7]:    sudo systemctl start flowforcewebserver 
[Debian 7]:    sudo /etc/init.d/flowforcewebserver start 
[Debian 8]:    sudo systemctl start flowforcewebserver 
[RedHat]:      sudo initctl start flowforcewebserver 
[Ubuntu <=14]: sudo initctl start flowforcewebserver 
[Ubuntu 15]:   sudo systemctl start flowforcewebserver

初回実行では、カスタム構成ファイルが存在しない場合、FlowForce Web Server は、ランダムなポート上で

http://www.altova.com/download-trial-server-linux.html
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開始され、セットアップページが作成されます。 

FlowForce Web Server が開始されるランダムなポートのアドレスがファイアウォールによりブロックされていないこ
とを確認してください。

Web ブラウザーでセットアップページを開くには、 以下を実行します (このアクションには、 root 特権が必要なこと
に注意してください):

file:///var/opt/Altova/FlowForceServer2017/flowforceweb.html 

Linux マシンに Web ブラウザーが存在しない場合は、 FlowForce Web サーバーログページから、以下のコマ
ンドを使用して、セットアップページへの URL を抽出します:

sudo grep running /var/opt/Altova/FlowForceServer2017/data/ffweb.log

Debian 8、Ubuntu 15 および CentOS 7 上では、ログはシステムログに書き込まれます。ですから、そのような
システム上では、システムログからセットアップページへの URL を抽出することができます:

CentOS 7

sudo grep running /var/log/messages

Debian 8 Ubuntu 15

sudo grep running /var/log/syslog

出力は以下に類似します:

FlowForceWeb running on http://127.0.0.1:34597/setup?key=52239315203

ネットワーク上の他のマシンからセットアップページにアクセスするには、このリンクをブラウザーのアドレスバーにコピーし、
"127.0.0.1" を使用中のサーバーマシンのホスト名と置き換えます。 

5. FlowForce Server を Altova LicenseServer に登録します(以下を参照: Register FlowForce
Server)。 

6. Web 管理インターフェイスのネットワークアドレスとポートを構成します (以下を参照: ネットワークアドレスとポートの
設定 )。 

7. Web 管理インターフェイスにログオンし、 (前のステップ内でアドレスとポートを変更しない限り、デフォルトでは、 
http://localhost:8082  です) デフォルトの FlowForce Server ルート パスワードを変更します。デフォルト
のログイン名とパスワードはそれぞれ、 root と root です。
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3.2.2 FlowForce Server 2017 への移行

必要条件

FlowForce Server 2017 がインストールされている必要があります (以下を参照: 上で実行されている
FlowForce Server のインストール )。
ルートユーザーまたは、 sudo 特権を持つユーザーとしてデータの移行を行ってください。

FlowForce Server 2017 にデータを移行する

1. FlowForce Web Server サービスを停止します。

[CentOS 6]:    sudo initctl stop flowforcewebserver 
[CentOS 7]:    sudo systemctl stop flowforcewebserver 
[Debian 7]:    sudo /etc/init.d/flowforcewebserver stop 
[Debian 8]:    sudo systemctl stop flowforcewebserver 
[RedHat]:      sudo initctl stop flowforcewebserver 
[Ubuntu <=14]: sudo initctl stop flowforcewebserver 
[Ubuntu 15]:   sudo systemctl stop flowforcewebserver 

2.  インストール中に作成されたデータディレクトリを、削除または、別の名前を与えます。

Debian Ubuntu

sudo rm -rf /var/opt/Altova/FlowForceServer2017/data

CentOS RedHat

sudo rm -rf /var/opt/Altova/FlowForceServer2017/data

3. FlowForce Serverのコマンドラインインターフェイスを使用して、既存のデータを migratedb コマンドを実行して
移行します。 

sudo /opt/Altova/FlowForceServer2017/bin/flowforceserver migratedb
--olddatadir=/var/opt/Altova/FlowForceServer2015/data --datadir=/var/opt/
Altova/FlowForceServer2017/data

4.  FlowForce Web Server サービスを開始します。

[CentOS 6]:    sudo initctl start flowforcewebserver 
[CentOS 7]:    sudo systemctl start flowforcewebserver 
[Debian 7]:    sudo /etc/init.d/flowforcewebserver start 
[Debian 8]:    sudo systemctl start flowforcewebserver 
[RedHat]:      sudo initctl start flowforcewebserver 
[Ubuntu <=14]: sudo initctl start flowforcewebserver 
[Ubuntu 15]:   sudo systemctl start flowforcewebserver
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3.2.3 現在インストールされている製品の確認

Altova サーバー製品がインストールされているかをチェックする

次のコマンドを実行してください:

Debian Ubuntu

dpkg --list | grep [product name]

product name] を以下のいずれかと置き換えます: flowforceserver, stylevisionserver,
mapforceserver, licenseserver.

CentOS RedHat

rpm -qa | grep server
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3.2.4 FlowForce Server のアンインストール

FlowForce Server のアンインストール:

次のコマンドを実行してください:

Debian Ubuntu

sudo dpkg --remove flowforceserver

CentOS RedHat

sudo rpm -e flowforceserver

他のパッケージをアンインストールする場合、 上と同じコマンドを使用し、 "flowforceserver" を削除するパッケージ名と置
き換えてください。 例:

Debian Ubuntu

sudo dpkg --remove licenseserver

CentOS RedHat

sudo rpm -e licenseserver
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3.2.5 インストール ディレクトリ

Linux 上での、 FlowForce Server インストールディレクトリの場所は、 以下の通りです:

/opt/Altova/FlowForceServer2017/bin
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3.3 OS X /  macOS

Mac OS X 上で実行されている FlowForce Server に適用することのできる以下のインストールタスク
を含んでいます:

FlowForce Server のインストール
FlowForce Server 2017 への移行
FlowForce Server のアンインストール
インストールフォルダー
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3.3.1 FlowForce Server のインストール

必要条件

Altova LicenseServer が、ローカルマシンまたはネットワーク上にインストールされ、実行されていることを確認し
てください。
管理(ルート) 特権を持つユーザーとしてインストールを行ってください。
FlowForce Server を他の Altova サーバー製品と共にインストールする場合、 FlowForce Server を最初
にインストールすることが奨励されます。
Mac マシンは、 IP アドレスに対して名前が解決されるように構成される必要があります(すなわち、コマンド ping
<hostname> を使用してターミナルからホスト名を ping することに成功する必要があります)。

FlowForce Server のインストール方法:

1. Altova Web ページから( http://www.altova.com/ja/download.html ) から、ディスクイメージファイル
(.dmg) をダウンロードし、開くためにクリックします。これによりインストーラーがコンピューター上で新規ドライブとして
表示されます。 

2. FlowForceServer2017.pkg をダブルクリックして、インストールウィザードに従いインストールします。これらのス
テップは、説明を必要とせず、続行する前に、ライセンス使用許諾書に同意するステップ１つが含まれています。ウィ
ザードを完了すると、 FlowForce Server アイコンがアプリケーション内に表示されます。  パッケージは以下の
ディレクトリに /usr/local/Altova/FlowForceServer2017/ 。

3. Altova License Server がインストールされていない場合、または、最新バージョンにアップグレードする場合、対
応するパッケージ (.pkg) ファイルをダブルクリックし、画面の説明に従ってください。 Altova LicenseServer は、
FlowForce Server を含む Altova サーバーアプリケーションを実行するために必須です(以下を参照: ライセン
ス  )。

4. アプリケーション内で、 FlowForce Server アイコンをダブルクリックします。 これにより FlowForce Server 構
成ページが開かれます。

Mac マシンの名前が IP アドレスを解決できない場合、ブラウザーは次のメッセージを表示するページを開きます :
「http://<hostname>:<port> で FlowForceWeb を使用できません。再起動の後、このページを再ロードしてく
ださい。」このメッセージが表示されると以下を行ってください(次を参照してください: 必要条件): 

a. このメッセージ内のリンクをクリックする。
b. ブラウザーのアドレスバー内の <hostname> を使用中の Mac の IP アドレスと置き換えてください。

5. 構成ページから、 Altova LicenseServer を使用して、 FlowForce Server を登録します。(以下を参照: 
FlowForce Server の登録)。

6. Web 管理インターフェイスのネットワークアドレスとポートを構成します (以下を参照: ネットワークアドレスとポートの
設定 )。 

7. Web 管理インターフェイスにログオンし (アドレスとポートが前のステップで変更されていない限り、デフォルトでは、 
http://localhost:8082 です。) デフォルトの FlowForce Server ルート パスワードを変更してください。 デ
フォルトのログイン名とパスワードはそれぞれ root と root です。

インストール後にインストーラードライブを取り出す:

 右クリックし、 "取り出し"　を選択します。

メモ: FlowForce Server をインストールする前に、 Altova サーバー製品 がインストールされている場合、
FlowForce Server /tools ディレクトリへ、対応する製品の /etc ディレクトリから .tool ファイルをコピーしてく
ださい。 .tool ファイルは、各 Altova サーバー製品の実行可能ファイルへのパスを含みます。ツールファイルをコピー
するには、ターミナル内で cp コマンドを実行してください。例えば、 MapForce Server インストールパスから、ファ
イルをコピーする場合、以下を実行します:

http://www.altova.com/ja/download.html
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cp /usr/local/Altova/MapForceServer2017/etc/*.tool /usr/local/Altova/
FlowForceServer2017/tools
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3.3.2 FlowForce Server 2017 への移行

必要条件

FlowForce Server 2017 がインストールされている必要があります (以下を参照: FlowForce Server のイ
ンストール )。
データの移行を管理者 (ルート) の特権を持つユーザーとして行います。

FlowForce Server 2017 にデータを移行する:

1. FlowForce Server サービスを停止します。

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/
com.altova.FlowForceServer.plist 

2. FlowForce Web Server サービスを停止します。

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/
com.altova.FlowForceWebServer.plist 

3. インストール中に作成されたデータディレクトリの名前を変更するか削除します。これにより、手動のアップグレードを
行う前のインストールの後に作成された新しいバージョン内のオブジェクトが削除されます:

sudo rm -rf /var/Altova/FlowForceServer2017/data

4. migratedb コマンドを実行します:

sudo /usr/local/Altova/FlowForceServer2017/bin/FlowForceServer
migratedb
--olddatadir=/var/Altova/FlowForceServer2015/data --datadir=/var/
Altova/FlowForceServer2017/data

5. FlowForce Server サービスを開始します。

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceServer.plist 

6. FlowForce Web Server サービスを開始します。

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/
com.altova.FlowForceWebServer.plist 
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3.3.3 FlowForce Server のアンインストール

FlowForce Server のアンインストール:

1. FlowForce Server サービスを停止します。

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/
com.altova.FlowForceServer.plist 

2. FlowForce Web Server サービスを停止します。

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/
com.altova.FlowForceWebServer.plist 

サービスが停止下かを確認するために、アクティビティモニターターミナルを開き、サービスがリストに存在しないことを確
認します。

3. 「アプリケーション」 内の FlowForce Server アイコンを右クリックし、「ゴミ箱に移動する」を選択します。
FlowForce Server 構成データは別途に保管されており、この段階では削除されないことに注意してください (次
のステップを参照してください )。

4. 任意で、 FlowForce Server 構成データも削除する場合、 以下のコマンドを実行します:

sudo rm -rf /usr/local/Altova/FlowForceServer2017/ 

警告: このアクションを開始すると、FlowForce Server 構成データは永遠に削除されることに注意してください。
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3.3.4 インストールディレクトリ

Mac OS X 上で FlowForce Server インストールディレクトリの場所は、 以下の通りです:

/usr/local/Altova/FlowForceServer2017
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3.4 Windows

Windows 上で実行されている FlowForce Server に適用することのできる以下のインストールタスク
を含んでいます:

FlowForce Server のインストール
データを手動で移行する
インストールフォルダー
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3.4.1 FlowForce Server のインストール

必要条件

管理者の特権を持つユーザーとして、インストールを行います。

FlowForce Server のインストール方法:

1. Altova Web サイトからインストールファイルをダウンロードし、実行します。 (https://www.altova.com/ja/
download-trial-server.html)。 

2. 任意で、 ウィザードの左下のボックスからインストール言語を選択します。 「次へ」をクリックします。ここで選択される
言語は、 Web ブラウザー内の FlowForce Server ユーザーインターフェイスの言語も決定します。必要であれ
ば、後に、コマンドラインから言語を変更することができます。(次を参照してください: コマンドラインインターフェイス)。

3. 以下のうちの1つを行ってください:

a. Altova LicenseServer がまだインストールされていない場合、デフォルトの設定を保持してください。 ウィザー
ドが最新バージョンの Altova LicenseServer をウィザードを作動しているコンピューターにインストールしま
す。

b. Altova LicenseServer がまだインストールされていなく、他のコンピューターに Altova LicenseServer を
インストールする場合、 「使用中のコンピューターに Altova LicenseServer をインストールする」チェッ
クボックスをクリアして、「後で登録」を選択します。この場合、  Altova LicenseServer のインストールと
FlowForce Server の登録を個別に行う必要があります。

c. Altova LicenseServer が既に使用中のコンピューターにインストールされているが、インストールウィザードに
より示されているバージョンよりも低い場合は、 デフォルトの設定を保持してください。 この場合、 インストール
ウィザードが自動的に LicenseServer バージョンをダイアログボックスに表示されたバージョンにアップグレード
します。既存の登録およびライセンス情報はアップグレードの後も保存されます。

d. Altova LicenseServer が既に使用中のコンピューター、または、ネットワークにインストールされており、 ウィザ
ードに示されるバージョンと同じの場合は、以下を行ってください:
i. 「使用中のコンピューターに Altova LicenseServer をインストールする」チェックボックスをクリックし
てクリアします。

ii. 「この製品を登録する」からを登録する Altova LicenseServer インスタンスを選択、または、「後で登
録」を選択してください。 

4. 「次へ」をクリックします。
5. 任意で、インストールする追加 Altova サーバー製品を選択してください。
6. FlowForce Server と FlowForce Web Server に適用することのできるネットワークの設定と Windows サ
ービスの構成を任意で定義することができます。詳細に関しては、次を参照してください ネットワーク構成
(Windows のみ) と Windows サービスの構成。 同じダイアログボックスから適用することのできるタブをクリックし
て、FlowForce と同時にインストールされる他の Altova 製品のためにネットワークとサービスの設定を任意で定
義することもできます。これらの設定をインストール後に行う場合、「次へ」をクリックします。

http://www.altova.com/ja/download-trial-server.html
https://www.altova.com/ja/download-trial-server.html
https://www.altova.com/ja/download-trial-server.html
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7. ウィザードに従いインストールを完了してください。インストールが完了すると、システム通知エリアに、 Altova

ServiceController アイコン (  ) が追加されます。

インストール後のタスク

1. 既に行われていない場合は、 Altova LicenseServer を使用して、 FlowForce Server を登録します。(以
下を参照: FlowForce Server の登録)。 

2. Web 管理インターフェイスのネットワークアドレスとポートを構成します (以下を参照: ネットワークの設定の定義). 
3. Web 管理インターフェイス (前のステップでアドレスとポートが変更されていない限り、デフォルトでは、 http://

localhost:8082 です) にログオンし、デフォルトの FlowForce Server ルート パスワードを変更します。デフォ
ルトのログイン名とパスワードはそれぞれ root と root です。 
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3.4.2 Windows サービスの構成

Windows オペレーティングシステム上に FlowForce Server をインストール中、以下の設定を構成することができます:

FlowForce Server を Windows サービスとして開始する方法: 自動、または、オンデマンド、遅延された自
動、または、無効化。
FlowForce Server によりオペレーティングシステム ユーザーアカウントを Windows サービスとして使用する方法
: Local System  Local Service Network Service、または 他のユーザー。
FlowForce Server が他のユーザーとして実行されるように構成されていると、 Windows Services 管理コン
ソールと同様にこのユーザーのユーザー名とパスワードを設定することができます。

メモ: 上にリストされる設定は、FlowForce Web Server のために構成することもできます。

設定には、 Windows Services 管理コンソールからサービスプロパティを変更することと同じ意味があります。

インストール中に上記の設定を定義するには、インストールダイアログボックスの関連するタブをクリックします (FlowForce
Server または FlowForce Web Server) 。そして、「サーバーの構成」の横の「変更」をクリックします。

インストール後に設定を変更する場合、 Windows Services 管理コンソール を開き、必要とするサービスのプロパティを
変更します。 Windows Services 管理コンソールを開くには、 コマンドラインウィンドウを開き、 Services.msc を入
力します。
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3.4.3 ネットワーク構成 (Windows のみ)

Windows オペレーティングシステム上に FlowForce Server をインストール中、以下の設定を構成することができます:

FlowForce Server への暗号化されていない接続が許可されている場合のポート番号。

FlowForce Server への安全な (SSL-暗号化済み) 接続が許可されているポート。デフォルトで安全な接続
は無効化されます。SSL-暗号化済みの接続を有効化するには、証明書へのパスと、 .pem フォーマット内の秘
密キーファイルが指定されている必要があります。 ホスト(バインドアドレス) をインストール後のセットアップページから
指定することができます (次を参照する: ネットワーク設定の定義)。

メモ: 上にリストされる設定は、FlowForce Web Server のために構成することもできます。
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インストール中に上記の設定を定義するには、インストールダイアログボックスの関連するタブをクリックします (FlowForce
Server または FlowForce Web Server) 。そして、横の「変更」をクリックします。

上記の設定を後で行う場合は、「次へ」をクリックします。この場合、 FlowForce Server は、ダイアログボックスの対応す
るタブの下に表示されるデフォルトのオプションを使用してインストールされます。インストール後、ネットワーク設定の定義で説
明されているとおり設定を変更することができます。 
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3.4.4 データを手動で移行する

Windows では、構成データを手動で移行する必要は通常ありません。 FlowForce Server の新しいメジャーバージョ
ンをインストールする際に、前のバージョンが既にインストールされている場合、インストールウィザードは、構成データの移行に
関してプロンプトします。

構成データを手動で移行する場合、以下の手順を踏んでください。

構成データを手動で移行する:

1. システム通知エリアで、 Altova ServiceController (  ) が実行されていることを確認してください。 それ以外
の場合、  Altova ServiceController 開始 してください。

2. FlowForce Server サービスと FlowForce Web Server サービスを停止します。 
3. 2017 インストールウィザードによりインストールされた FlowForce Server データフォルダーを削除してください。

Windows バージョンによりデータフォルダーへのパスは異なります (以下を参照: FlowForce Server の構成デ
ータの保管方法 )。

4. コマンドプロンプトで、 migratedb コマンドを使用して FlowForce 実行可能ファイルを実行します。
FlowForce Server .exe ファイルへの正確なパスおよび、使用中の Windows バージョンに適用することのでき
る構成データフォルダーを指定してください。 (以下を参照: FlowForce Server の構成データの保管方法 )。
例えば、64-ビット Windows 8 上で作動している FlowForce Server 32-ビット のための、コマンドは以下の
通りです:

"C:\Program Files(x86)\Altova\FlowForceServer2017\bin
\FlowForceServer.exe" migratedb
--datadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2017\data --
olddatadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2015\data

5. FlowForce Server Web と FlowForce Server サービスを開始します。
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3.4.5 インストールフォルダー

Windows 上で FlowForce Server のデフォルトのインストールディレクトリのパスは、 以下の通りです:

Windows XP C:\Program Files\Altova\

Windows Vista Windows 7/8 C:\Program Files\Altova\

64-bit OS 上の 32-bit バージョン C:\Program Files (x86)\Altova\
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3.5 Altova Server の移行

このトピックでは、１つのサーバーマシンから(多種のサポートされるプラットフォームを含む )他のマシンへの Altova サーバーの
移行について説明されています。 これらの手順は、「古いサーバー」または「古いマシン」という用語をデータを移行する元のマ
シンを説明するために使用し、「新しいサーバー」または「新しいマシン」と言う用語をデータを移行する先のマシンを説明する
ために使用します。

Altova LicenseServer

 Altova LicenseServer を1つのサーバーマシンから、他のダウンタイムの少ないものに移行するには、以下のステップを実
行してください:

1. Altova LicenseServer を新しいマシンにインストールします。
2. 新しいマシンの Altova LicenseServer を停止し、licenseserver.db データベースファイルを古いマシンから
新しいマシンにコピーします。後に、何らかの理由で最初の状態に戻す必要があるかもしれないので、
licenseserver.db を新しいサーバーでバックアップしてください。 licenseserver.db ファイルは、
LicenseServer アプリケーションディレクトリ内にあり、パスはオペレーティングシステムにより異なります:

Windows Server 2008, Windows Server
2012, Windows Vista, Windows 7,
Windows 8, Windows 10

C:\ProgramData\Altova\LicenseServer

Linux /var/opt/Altova/LicenseServer

Mac OS X /var/Altova/LicenseServer

3. 古いマシンの Altova LicenseServer を停止し、新しいマシンで Altova LicenseServer サービスを起動して
ください (手順を追った方法に関しては、以下を参照してください: LicenseServer の起動  )。
LicenseServer の2つのインスタンスが同時に作動していることを確認してください。

4. すべての Altova サーバー製品を新しい Altova LicenseServer に登録します。移行するライセンスの数が少な
い場合は、製品の登録 で説明されている通り通常の方法で行います。 移行するライセンスの数が多い場合、カス
タム化されたスクリプトとコードを使用して登録を以下のように自動化することができます:
コマンドを"登録"するコマンドラインスクリプトを作成し、Altova LicenseServer コントロール下にある各サーバ
ー製品のために呼び出します。
各 Altova サーバー製品の *.licsvr ファイルをプログラミング的に開き、 Altova LicenseServer を指すよう
に "ホスト" 属性を変更します。 それぞれのサーバー製品のアプリケーションディレクトリ内に .licsvr ファイルは
存在します (上に示されるとおり、オペレーティングシステムによりパスは異なります)。

Altova FlowForce Server

移行の準備:

1. 古い、および、新しいサーバーマシン上で管理者の特権を保持していることを確認してください。
2. 全てのジョブが(ローカルではなく)グローバルに保管される資格情報を使用することが奨励されます。ローカルに保管
されている (インライン) 資格情報をジョブで使用する場合は、これらのジョブはすべて、新しいサーバーマシン上で、
オペレーティングシステムにリンクされたユーザー資格情報に一致するように編集される必要があります。一方、グロー
バルに保管される (スタンドアロン) 資格情報を使用する場合は、新しいサーバーマシン上のスタンドアロン資格情
報のみを編集する必要があります。 詳細に関しては、 以下を参照してください: 資格情報との作業方法。

3. 使用中の FlowForce Server が Windows Active Directory 統合を使用する場合、円滑な移行のため
に、 新しいサーバーマシンが、古いマシンと同じ オペレーティングシステム ユーザーと構成を有していることを確認して
ください。

4. 使用されていない FlowForce ファイルを削除します (ジョブ、 MapForce マッピング、 StyleVision 変換) 。
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更に、 ビルトイン関数 "archive-log"、 "cleanup-ファイル"、および "truncate-log" を実行し、一般的な
FlowForce Server のクリーンアップと管理を行います。これにより、古いサーバーから新しいサーバーへ構成データ
ーをコピーするために必要な時間を大幅に削減することができます (下のステップで説明されているとおり )。

移行の実行:

1. 新しいサーバーマシンで、 FlowForce Server をインストールします。移行中のサーバーダウンタイムを最小化する
ために、新しいサーバーマシンにライセンスを移行せずに、Altova LicenseServer に FlowForce Server を登
録します。登録は後のステップで行います。 手順を追っての FlowForce Server のインストールに説明に関して
は、以下を参照してください: インストール。

MapForce Server、 StyleVision Server、および RaptorXML(XBRL) Server も移行する場合、
FlowForce Server インストールの一部としてこれらの製品をインストールすることが奨励されます。

2. 古いサーバーマシン上で、実行中のジョブが存在しないこと、また、 FlowForce Server と FlowForce Web
Server サービスの両方が停止されていることを確認してください。 各オペレーティングシステムのサービスを開始、停
止する手順については、以下を参照してください:

Linux: サービスの開始と停止 (Linux)
Mac OS X: サービスの開始と停止 (Mac OS X)
Windows: サービスの開始と停止 (Windows)

3. 古いサーバーで、 FlowForce Server の data ディレクトリを検索し、(以下を参照: FlowForce Server ア
プリケーションデータ )、 新しいサーバーマシンにコピーし一時的な名前を付けます。 例えば、 "C:\transfer
\migrated_data"。 data ディレクトリは デプロイされたジョブ、 MapForce マッピングと StyleVision 変換、
および FlowForce ユーザー、 システム関数, 設定、およびログを含みます(完全なリストに関しては、以下を参照
してください: FlowForce Server アプリケーションデータ  )。 このオペレーションの要する時間は FlowForce 構
成データのサイズにより異なります。

FlowForce Server ログを事前にクリーンアップすることにより、コピーに要する時間が大幅に削減されます
(上記で説明されたとおり、以下を参照してください: "移行のための準備" )。

4. 新しいサーバーマシン上で、 FlowForce Server と FlowForce Web Server サービスを停止し、 data ディ
レクトリを data_backup または類似した名前に名前を変更します。これにより、新しいサーバー上で最初の
FlowForce Server 構成 バックアップとしての役割を果たします。

5. コマンドラインインターフェイスから、現在のディレクトリを FlowForce プログラムディレクトリに変更し、
"migratedb" コマンドを実行します 例:

FlowForceServer migratedb --datadir=C:\ProgramData\Altova
\FlowForceServer2017\data --olddatadir=C:\transfer\migrated_data

UNIX システムでは、実行可能ファイルを呼び出す、または、パスを必要に応じて調整するには、小文字 
flowforceserver を使用してください (以下を参照: FlowForce Server アプリケーションデー
タ  )。現在のディレクトリを示すために"./" 文字をto flowforceserver の先頭に追加する必要がある
かもしれません。
ソース データ ディレクトリが移行する FlowForce Server バージョンよりも古い FlowForce Server の
メジャーバージョンである場合、構成データは自動的に新しい FlowForce Server バージョンにアップグレ
ードされます。同じ結果を手動で "upgradedb" コマンドをコマンドラインインターフェイスからを実行すること
により取得することができます。 

6. 新しいサーバーマシンで、 FlowForce Server と FlowForce Web Server サービスを (この順序で)起動し
ます。
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7. まだ登録を行っていない場合は、register FlowForce Server を Altova LicenseServer に登録してくださ
い。手順を追っての手順に関しては、以下を参照してください:  FlowForce Server の登録 。

8. Altova LicenseServer Web インターフェイスから、 古いサーバーで使用中の FlowForce Server ライセン
スを無効化し、新しいサーバーマシンに割り当てます  (以下を参照: 登録された製品にライセンスを割り当てる  )。

Altova MobileTogether Server

MobileTogether Server ドキュメント内で説明されているとおり、バックアップと復元の機能を使用してください。

Altova MapForce Server

MapForce Server、 では、新しいマシンへの移行は、古いマシンから新しいマシンへのライセンスの再割り当てから構成さ
れています。手順は以下の通りです: 

1. MapForce Server を新しいマシンにインストールします。 FlowForce Server インストールの一部として既に
インストール済みの場合、 このステップを無視してください。

2. 新しいマシンで、 MapForce Server を Altova LicenseServer に登録します。
3. 古いマシンでは、クライアントがサーバーを使用していないことを確認してください。 (例えば、マッピングが実行されな
い場合 )。

4. Altova LicenseServer 管理ページを開き、 古い MapForce Server マシンからライセンスを非アクティブ化
し、新しいマシンに再割り当てします (以下を参照: 登録された製品にライセンスを割り当てる  )。

Altova RaptorXML(XBRL) Server

RaptorXML(XBRL) Server では、新しいマシンへの移行は、古いマシンから新しいマシンへのライセンスの再割り当てか
ら構成されています。手順は以下の通りです: 

1. RaptorXML(XBRL) Server を新しいマシンにインストールします。 FlowForce Server インストールの一部
として既にインストール済みの場合、 このステップを無視してください。

2. 新しいマシンで、 RaptorXML(XBRL) Server を Altova LicenseServer に登録します。
3. 古いマシンでは、クライアントがサーバーを使用していないことを確認してください。 (例えば、変換 が実行されない場
合 )。

4.  Altova LicenseServer 管理ページを開き、 古い RaptorXML(XBRL) Server マシンからライセンスを非ア
クティブ化し、新しいマシンに再割り当てします (以下を参照: 登録された製品にライセンスを割り当てる  )。

Altova StyleVision Server

StyleVision Server、 では、新しいマシンへの移行は、古いマシンから新しいマシンへのライセンスの再割り当てから構成
されています。手順は以下の通りです: 

1. StyleVision Server を新しいマシンにインストールします。 FlowForce Server インストールの一部として既に
インストール済みの場合、 このステップを無視してください。

2. 新しいマシンで、 StyleVision Serverを Altova LicenseServer に登録します。
3. 古いマシンでは、クライアントがサーバーを使用していないことを確認してください。 (例えば、 変換 が実行されない
場合 )。

4.  Altova LicenseServer 管理ページを開き、古い StyleVision Server マシンからライセンスを非アクティブ化
し、新しいマシンに再割り当てします (以下を参照: 登録された製品にライセンスを割り当てる )。
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4 ライセンス

このセクションでは、FlowForce Server へのライセンスの割り当てに関して説明されています。FlowForce Server は、
他の Altova サーバー製品と同様、Altova LicenseServer を使用してライセンスが与えられます。
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4.1 Altova LicenseServer

Altova LicenseServer (今後は略して LicenseServer と称されます) は、 Altova 製品のライセンスを集中して
管理する場所です。ネットワークで作動する Altova アプリケーションは LicenseServer からライセンスを割り当てられま
す、ですから、管理者はライセンスを管理及び監視する柔軟性を有します。

現在のバージョン: 2.3

Altova LicenseServer ライセンスのプロセス
LicenseServer を介して、 Altova サーバー製品にライセンスを割り当てるには、以下の手順を踏みます:

1. LicenseServer の開始
2. LicenseServer の Web UI である LicenseServer 構成ページ を開きます。  Windows Linux、 また
は Mac OS X

3.  Altova to LicenseServer から受け取ったサーバー製品ライセンスをアップロードする 。構成ページ内のライセン
スプールタブで行います。

4.  LicenseServe で Altova サーバー製品 (FlowForce Server MapForce Server  StyleVision
Server  RaptorXML(+XBRL) Server) の登録を行います。

5. 構成ページの クライアント管理  タブで Altova サーバーへのライセンスの割り当てを行います。

今後、ライセンスは便利に LicenseServer で集中して監視および管理することができます。 使用可能な機能については
構成ページ レファレンス を参照してください。

メモ: LicenseServer 構成ページ は SSL をサポートしません。

LicenseServer のバージョンと他の Altova 製品との互換性

Altova サーバー製品の新しいバージョンは、サーバ製品のリリース時に最新のバージョンである LicenseServer のバ
ージョンによりのみライセンスを受けることができます。ですが、 Altova サーバー製品の古いバージョンは新しいバージョン
の LicenseServer と作動することができます。

ですから、新しいバージョンの Altova サーバー製品をインストールする場合、現在の LicenseServer のバージョンが
最新でない場合、この古い LicenseServer バージョンをアンインストールし、Altova Web サイトで利用可能な最
新バージョンをインストールしてください。古いバージョンの LicenseServer の全ての登録およびライセンス情報は、ア
ンインストール時にサーバーマシンのデータベースに保存され、新しいバージョンに自動的にインポートされます。 新しい
バージョンの LicenseServer をインストールする際は、古いバージョンを新しいバージョンをインストールするまでにアン
インストールします。

現在インストールされている LicenseServer のバージョンは、 LicenseServer 構成ページ (全てのタブ)の下部に
表示されます。 

現在のバージョン: 2.3

このドキュメントについて
このドキュメント は、以下のパートに整理されています:

以下についての基本情報: ネットワークの必要条件  Windows  Linux 、および Mac OS Xへのインストール
方法、および Altova ServiceController。
ライセンスの割り当ての方法は、Altova LicenseServer を使用する順序を追ったライセンスの割り当ての方法を
説明しています。
構成ページのレファレンス: LicenseServer での管理者のインターフェイスの説明。
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4.1.1 ネットワーク情報

Altova LicenseServer は、ライセンスを必要とする Altova 製品が作動するすべてのクライアントからアクセスできるサー
バーマシンにインストールされている必要があります。クライアントとサーバのファイアウォールは、 LicenseServer が正しく作
動するために必要な LicenseServer から/へのネットワークトラフィックのフローを許可しなければなりません。

LicenseServer マシンでは ポート 35355 がライセンス配布用に使用されます。ですので、クライアントマシンとネットワー
クトラフィックのために開かれている必要があります。

以下が LicenseServer のデフォルトのネットワークパラメータおよび必要条件です:

LicenseServer ライセンス配布用:
以下の一方または両方
IPv4 TCP 接続   ポート 35355 
IPv6 TCP 接続   ポート 35355

管理タスクに関しては、 LicenseServer はポート 8088 を使用する Web インターフェイスからアクセスできます。使用す
るポートに関しては 条件に合った構成を参照してください。

altova.com のマスターライセンスサーバーへの接続 
Altova LicenseServer は、ライセンスに関連したデータを検証と認証し、 Altova ライセンス使用許諾契
約書への継続的な遵守を確認するため、altova.com　のマスター Licensing Server と通信する必要
があります。この通信は HTTPS を介して、ポート 443 を使用して行われます。altova.com　のマスター
Licensing Server との最初の検証の後、Altova LicenseServer が altova.com と 5 日間 (=
120 時間)、再接続できない場合、Altova LicenseServer は Altova LicenseServer に接続して
Altova ソフトウェア製品を使用することを許可しません。 

Altova マスターサーバーへの接続損失はAltova LicenseServer の構成ページのメッセージ
(Messages) タブ にログされます。更に、管理者は、 altova.com への接続が失われた場合、自動的
に警告の電子メールを送信するように Altova LicenseServer を構成することができます。電子メールの設
定の変更は、構成ページ の設定 タブ で行うことができます。
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4.1.2 インストール (Windows)

Altova LicenseServer は Windows システムに 2 通りの方法でインストールすることができます:

独立したインストール
Altova サーバー製品の一部としてのインストール。 (Altova サーバー製品: Altova FlowForce Server、
Altova MapForce Server、 Altova StyleVision Server、 Altova RaptorXML(+XBRL) および
Altova MobileTogether Server)。 Altova サーバー製品をインストールする際、LicenseServer がシステム
にインストールされていない場合、 LicenseServer のインストールのオプションはインストールセットアップ中にデフォ
ルトで選択されます。LicenseServer が既にインストールされている場合、インストールするオプションは解除され
ます。デフォルトのオプションは変更可能です。

LicenseServer を使用して、ライセンスを割り当てる方法に関しての情報は、ライセンスの割り当て方法セクションを参照
してください。

システムの必要条件
Windows

Windows Vista, Windows 7/8/10

Windows Server

Windows Server 2008 R2 または以降

LicenseServer のバージョンと他の Altova 製品との互換性

Altova サーバー製品の新しいバージョンは、サーバ製品のリリース時に最新のバージョンである LicenseServer のバ
ージョンによりのみライセンスを受けることができます。ですが、 Altova サーバー製品の古いバージョンは新しいバージョン
の LicenseServer と作動することができます。

ですから、新しいバージョンの Altova サーバー製品をインストールする場合、現在の LicenseServer のバージョンが
最新でない場合、この古い LicenseServer バージョンをアンインストールし、Altova Web サイトで利用可能な最
新バージョンをインストールしてください。古いバージョンの LicenseServer の全ての登録およびライセンス情報は、ア
ンインストール時にサーバーマシンのデータベースに保存され、新しいバージョンに自動的にインポートされます。 新しい
バージョンの LicenseServer をインストールする際は、古いバージョンを新しいバージョンをインストールするまでにアン
インストールします。

現在インストールされている LicenseServer のバージョンは、 LicenseServer 構成ページ (全てのタブ)の下部に
表示されます。 

現在のバージョン: 2.3

サーバー製品の特定のバージョンに適切な LicenseServer のバージョン番号がのインストールプロセスの最中に表示され
ます。サーバ製品と共にこのバージョンの LicenseServer をインストールすることができます、また、新しいバージョンの
LicenseServer を個別にインストールすることもできます。どちらのケースの、インストーラーは前のバージョンをアンインストー
ルして、新しいバージョンをインストールします。 
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4.1.3 インストール (Linux)

Altova LicenseServer は Linux システム (Debian、Ubuntu、CentOS、RedHat) にインストールすることができま
す。

システムの必要条件
Linux

CentOS 6 または以降
RedHat 6 または以降
Debian 7 または以降
Ubuntu 12.04 または以降

次のライブラリはアプリケーションをインストールし実行するために必要とされるライブラリです。下のパッケージが使用中
Linux のマシンで使用できない場合、 yum (または、適用できる場合、 apt-get を) コマンドを実行してインストー
ルしてください。

サーバー CentOS  RedHat Debian Ubuntu

FlowForce Server libidn, krb5-libs libidn11, libgssapi-
krb5-2

libidn11, libgssapi-
krb5-2

LicenseServer krb5-libs libgssapi-krb5-2 libgssapi-krb5-2

古いバージョン LicenseServer のアンインストール
Linux コマンドラインインターフェイス (CLI) で以下のコマンドを使用して LicenseServer がインストールされているか確
認することができます: 

[Debian, Ubuntu]:   dpkg --list | grep Altova 
[CentOS, RedHat]:   rpm -qa | grep server 

LicenseServer がインストールされていない場合、以下のステップでインストールしてください。LicenseServer がインス
トールされていて、新しいバージョンをインストールしたい場合、以下のコマンドを使用して古いバージョンをアンインストールし
てください:

[Debian, Ubuntu]:   sudo dpkg --remove licenseserver 
[CentOS, RedHat]:   sudo rpm -e licenseserver 

Altova LicenseServer のインストール
Linux システムでは、 LicenseServer は他の Altova サーバー製品と別途にインストールされる必要があり、 Altova サ
ーバー製品のインストールパッケージには含まれていません。  Altova  Web サイト から Altova LicenseServer をダウ
ンロードして、直接 Linux システムのディレクトリにパッケージをコピーします。

ディストリビューション インストーラー 
拡張子

http://www.altova.com/ja/
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Debian .deb

Ubuntu .deb

CentOS .rpm

RedHat .rpm

ターミナルウィンドウで、 Linux パッケージをコピーしたディレクトリに切り替えます。例えば (/home/User ディレクトリに存
在する) 、MyAltova という名のユーザーディレクトリーにコピーした場合、 以下のように切り替えます:

cd /home/User/MyAltova 

以下のコマンドを使用して LicenseServer をインストールします:

[Debian]:   sudo dpkg --install licenseserver-2.3-debian.deb 
[Ubuntu]:   sudo dpkg --install licenseserver-2.3-ubuntu.deb 
[CentOS]:   sudo rpm -ivh licenseserver-2.3-1.x86_64.rpm 
[RedHat]:   sudo rpm -ivh licenseserver-2.3-1.x86_64.rpm 

LicenseServer パッケージは以下にインストールされます:

/opt/Altova/LicenseServer 

ライセンスの割り当ての手順に関しては、 ライセンスの割り当て方法のセクションを参照してください。

LicenseServer のバージョンと他の Altova 製品との互換性

Altova サーバー製品の新しいバージョンは、サーバ製品のリリース時に最新のバージョンである LicenseServer のバ
ージョンによりのみライセンスを受けることができます。ですが、 Altova サーバー製品の古いバージョンは新しいバージョン
の LicenseServer と作動することができます。

ですから、新しいバージョンの Altova サーバー製品をインストールする場合、現在の LicenseServer のバージョンが
最新でない場合、この古い LicenseServer バージョンをアンインストールし、Altova Web サイトで利用可能な最
新バージョンをインストールしてください。古いバージョンの LicenseServer の全ての登録およびライセンス情報は、ア
ンインストール時にサーバーマシンのデータベースに保存され、新しいバージョンに自動的にインポートされます。 新しい
バージョンの LicenseServer をインストールする際は、古いバージョンを新しいバージョンをインストールするまでにアン
インストールします。

現在インストールされている LicenseServer のバージョンは、 LicenseServer 構成ページ (全てのタブ)の下部に
表示されます。 

現在のバージョン: 2.3
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4.1.4 インストール (Mac OS X)

Altova LicenseServer は Mac OS X システム (バージョン 10.8 または、以降)にインストールすることができます。前
のバージョンがアンインストールする必要がある場合は、アンインストールを先に行ってください。

システムの必要条件
Mac OS X

OS X 10.10、 10.11、 macOS 10.12  または以降

古いバージョン LicenseServer のアンインストール
LicenseServer をアンインストールする前に、以下のコマンドでサービスを停止します:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.LicenseServer.plist 

サービスが停止されたか確認するには、アクティビティ モニター ターミナルを開き、 LicenseServer がリストにないことを確認
します。

アプリケーションで、LicenseServer アイコンを右クリックし、「ごみ箱へ移動」 を選択します。アプリケーションはごみ箱に
移動されます。しかし、usr フォルダーからアプリケーションを削除しなければなりません。このためには以下のコマンドを使用し
ます:

sudo rm -rf /usr/local/Altova/LicenseServer

Altova LicenseServer のインストール
ダウンロードページ http://www.altova.com/ja/download.html を開き、 Mac のためのサーバーソフトウェア製品の中
から Altova LicenseServer を検索します。イメージ (.dmg) ファイルをダウンロード後、クリックして開きます。これにより、
新しい仮想ドライブがコンピューターにマウントされます。仮想ドライブで、パッケージ (.pkg) ファイルをダブルクリックして、画面
上の指示に従います。手続きを続行するには、使用許可承諾書に同意する必要があります。 

LicenseServer パッケージは以下のフォルダーにインストールされます:

/usr/local/Altova/LicenseServer

インストール後仮想ドライブを取り出すには、右クリックして、 「取り出し」 を選択します。

http://www.altova.com/ja/download.html
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4.1.5 Altova ServiceController

Altova ServiceController (略してServiceController) は Windows システム上で Altova サービスを便利に開
始、停止、構成できるアプリケーションです。

ServiceController は Altova LicenseServer とおよび サービスとしてインストールされる Altova サーバー製品
(FlowForce Server, RaptorXML(+XBRL) Server, and Mobile Together Server)と共にインストールされま
す。 スタート | Altova LicenseServer | Altova ServiceController をクリックして開始されます。 (このコマンド
はAltova サーバー製品がサービスとしてインストールされている (FlowForce Server, RaptorXML(+XBRL)
Server, and Mobile Together Server)スタートメニューフォルダーでも利用可能です。)  ServiceController が開
始した後、システムトレイからアクセスすることができます。 (下部スクリーンショット)。  

システムログイン時に ServiceController の自動開始を指定するには、システムトレイの ServiceController アイコン
をクリックして　 ServiceController メニューを表示します (下部スクリーンショット)。　スタートアップ時に Altova
ServiceController を作動する(Run Altova ServiceController at Startup) コマンドに切り替えます。 (こ
のコマンドはデフォルトで切り替えられています。) ServiceController を終了するには、システムトレイの 
ServiceController アイコンをクリックして、表示されるメニューから Altova ServiceController の終了(Exit
Altova ServiceController) をクリックします (下部スクリーンショット参照)。

サービスの開始と停止
インストールされた Altova サービスコンポーネントは ServiceController メニューでエントリとして表示されます (上部スク
リーンショット参照)。 Altova サービスは ServiceController のサブメニューのコマンドを介して開始または停止することが
できます。更に、 ServiceController メニューを介して、個別サービスの管理タスクにアクセスすることができます。上部のス
クリーンショットでは、例えば、 Altova LicenseServer サービスにはサブメニューがあり、「構成」 (Configure) コマンド
を介して LicenseServer の構成ページにアクセスすることを選択できます。　
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4.1.6 ライセンスの割り当て方法

 Altova LicenseServer を使用して、 Altova 製品にライセンスを与えるには以下の手順を踏んでください:

1. LicenseServer の開始
2.  Windows  Linux、または Mac OS X で LicenseServer の管理者のインターフェイスである

LicenseServer 構成ページ を開きます。
3. Altova から、Altova LicenseServer のライセンスプールへ受信されたライセンス をアップロードします。

LicenseServer 構成ページのライセンス プール (License Pool) タブから行います。
4. Altova サーバー製品 (FlowForce Server  MapForce Server StyleVision Server 

RaptorXML(+XBRL) Server) を LicenseServer で登録します。製品の種類により、 LicenseServer
への登録方法は異なります: 製品の Web UI またはコマンドラインを介しての登録。詳細に関しては、 Altova サ
ーバー製品のドキュメンテーションを参照してください。 

5. LicenseServer 構成ページ のクライアント管理 タブで、 Altova 製品にライセンスの割り当て を行うことができま
す。

コアとライセンスについてのメモ
Altova サーバー製品へのライセンスは製品マシンで使用可能なプロセッサ コアの数をベースにしています。 例えば、デュアル
コア プロセッサはコアが 2 つ、クアッド コア プロセッサはコアが 4 つ、ヘキサ コア プロセッサはコアが 6 つ等々。特定のサーバ
ーマシン上の製品にライセンスされたコアの数は、物理または仮想マシンで、サーバーで使用可能なコア数よりも多くまたは同
数である必要があります。例えば、サーバーが 8 コア(オクタル コア プロセッサ)の場合、少なくとも 8-コア ライセンスを購入す
る必要があります。また、ライセンスを合計してコア数を満たすこともできます。2 つの 4-コアライセンスは、8-コアライセンスの
代わりにオクタル コア サーバーで使用できます。

大きい CPU コアを持つコンピューターサーバーを使用し、少量を処理する場合、少ないコアを割り当てる仮想マシンを作成
し、その数のライセンスを購入することもできます。このようなデプロイは、もちろん、サーバーの全ての利用可能なコアが利用さ
れている場合に比べ、処理スピードが落ちます。

メモ: 各 Altova サーバー製品のライセンスは、使用されていないライセンス容量があっても、 1 度に 1 つのクライアントマ
シンにだけしか使用することができません。例えば 10-コアライセンスが 6 CPU コアのクライアント マシンに使用され
る場合、残りの 4 コア ライセンスは他のマシンで同時に使用することができません。

MobileTogether Server ライセンス
MobileTogether Server ライセンスには2つの種類があります。 カスタマーは必要に応じてライセンスの種類を選択するこ
とができます。

コアライセンス: サーバーマシンのコア数をベースにして MobileTogether Servers に割り当てられます。上の例を
参照してください。上の説明を参照してください。コアライセンスは、無制限の数量の MobileTogether クライアン
トデバイスによりサーバーへの接続を許可します。しかしながら、「単一スレッドの実行」チェックボックスがチェックされて
いると、1度に MobileTogether Server に接続できるモバイルデバイスは１台です。これは、評価と小さい規模の
テストを行う際に役に立ちます。この場合、2台目のモバイルデバイスが MobileTogether Sever に接続される場
合、 ライセンスは2台目が使用するようになります。最初のデバイスは、接続できないようになり、エラーメッセージが
表示されます。
デバイスライセンス:  MobileTogether Server にいつでも接続することのできる MobileTogether Client デ
バイスの最高使用数を指定します。

LicenseServer の開始

このセクション:
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Windows システム での LicenseServer の開始方法
Linux システム での LicenseServer の開始方法
Mac OS X システム での LicenseServer の開始方法
altova.com への接続 についてのメモ 

Windows システム
システムトレイにある Altova ServiceController を介して、 LicenseServer を開始します。

最初に、 「スタート | すべてのプログラム | Altova LicenseServer | Altova ServiceController」 をクリックし
て、 Altova ServiceController を開始して、システムトレイのアイコンを表示します (下のスクリーンショット参照)。 スタ
ートアップ オプション で Altova ServiceController の実行を選択すると、Altova ServiceController が開始し、シ
ステムトレイにアイコンが利用可能になります。

LicenseServer を開始するには、システムトレイのサービスコントローラー(ServiceController) アイコンをクリックします。
ポップアップしたメニューの Altova LicenseServer をポイントして、 (下のスクリーンショット参照)、 LicenseServer
サブメニューから 「サービスの開始」 (Start Service) を選択します。 LicenseServer が既に作動している場合、
Start Service オプションは無効化されます。

Linux システム
LicenseServer をサービスとして Linux システムで開始するには、ターミナルウィンドウで以下のコマンドを実行します:

   [Debian 7]:         sudo /etc/init.d/licenseserver start
   [Debian 8]:         sudo systemctl start licenseserver 
   [Ubuntu <=14]:      sudo initctl start licenseserver  
   [Ubuntu 15]:        sudo systemctl start licenseserver
   [CentOS 6]:         sudo initctl start licenseserver 
   [CentOS 7]:         sudo systemctl start licenseserver 
   [RedHat]:           sudo initctl start licenseserver 

 
(LicenseServer を停止する必要がある場合、上記のコマンドの start を stop と置換えてください。)

Mac OS X システム
LicenseServer をサービスとして Mac OS X  システムで開始するには、ターミナルウィンドウで以下のコマンドを実行しま
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す:

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/com.altova.LicenseServer.plist 

LicenseServer を停止する必要がある場合、以下を使用します:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.LicenseServer.plist 

altova.com のマスターライセンスサーバーへの接続 
Altova LicenseServer は、ライセンスに関連したデータを検証と認証し、 Altova ライセンス使用許諾契
約書への継続的な遵守を確認するため、altova.com　のマスター Licensing Server と通信する必要
があります。この通信は HTTPS を介して、ポート 443 を使用して行われます。altova.com　のマスター
Licensing Server との最初の検証の後、Altova LicenseServer が altova.com と 5 日間 (=
120 時間)、再接続できない場合、Altova LicenseServer は Altova LicenseServer に接続して
Altova ソフトウェア製品を使用することを許可しません。 

Altova マスターサーバーへの接続損失はAltova LicenseServer の構成ページのメッセージ
(Messages) タブ にログされます。更に、管理者は、 altova.com への接続が失われた場合、自動的
に警告の電子メールを送信するように Altova LicenseServer を構成することができます。電子メールの設
定の変更は、構成ページ の設定 タブ で行うことができます。

LicenseServer の構成ページの開きかた (Windows)

このセクション: 

LicenseServer が同じコンピューターにある場合の構成ページの開きかた 
LicenseServer が他のコンピューターにある場合の構成ページの開きかた 
初回パスワードでのログイン 
構成ページの固定ポートの設定 

 LicenseServer が同じコンピューターにある場合の構成ページの開きかた
Windows システムで、 LicenseServer が既にコンピュータにある場合、 LicenseServer の構成ページ を 2 通りの
方法で開くことができます:

「スタート | すべてのプログラム | Altova LicenseServer | LicenseServer 構成ページ
(Configuration Page)」 をクリックします。構成ページはインターネットブラウザーの新しいタブとして開かれま
す。
システムトレイの Altova ServiceController アイコンをクリックします。ポップアップしたメニューの Altova
LicenseServer (下のスクリーンショット参照) をポイントして「構成」 (Configure) を LicenseServer
サブメニューから選択します。  
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構成ページ は新しいブラウザーウィンドウで開かれ、ログインマスクが表示されます(下のスクリーンショット)。

LicenseServer が他のコンピューターにある場合の設定ページの開きかた
LicenseServer 構成ページ をローカルネットワークの(LicenseServer がインストールされている)他の Windows マシ
ーンから開く場合、 ブラウザーのアドレスバーに LicenseServer 構成ページ URL を入力して、 「Enter」 を押します。
構成ページのデフォルトの URL 以下の通りです:

http://<serverIPAddressOrName>:8088/ 

構成ページ自身の HTML コードで示されたWebUI.html という名前の URL は以下で見つけることができます:

C:/ProgramData/Altova/LicenseServer/WebUI.html 

構成ページの URL の設定 を動的に生成した場合、 (構成ページの設定タブで)、 LicenseServer を開始する都度、
新しい URL が生成されます。 WebUI.html の現在のバージョンをチェックして、構成ページの　現在の URL を確認して
ください。

WebUI.html 内で動的に生成された URL は以下のようなフォームで表示されます:
http://127.0.0.1:55541/optionally-an-additional-string   <head> 要素の終わり近くのスク
リプト内の関数checkIfServiceRunning()にあります。 URL 内のポート番号のみが動的に割り当てられますが、
IP アドレスは部分的に LicenseServer がインストールされたサーバーを識別します。LicenseServer 構成ページ を
他のマシーンからアクセスする場合、 URL の IP アドレスが LicenseServer がインストールされているサーバーの正確な
IP アドレスまたは名前であることを確認してください。例えば、 URL は以下のようになります: http://
SomeServer:55541。

初回パスワードでのログイン
上記のステップを踏んだ後、 構成ページ のログインマスクが表示されます(下のスクリーンショット)。初回パスワード
default でログインすることができます。ログインした後、 設定(Settings) タブでパスワードを変更することができます。
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構成ページの固定または動的ポートの設定
構成ページ (Web UI)のポート?と結果的にアドレス?は設定 (Settings) ページにて指定することができます。 デフォル
トのポートは 8088 です。LicenseServer 構成ページ (下のスクリーンショット参照)の他のポートを設定することもでき
ます。また、 LicenseServer が開始されるたびにポートを動的に選択することも許可されています。この場合、構成ページ
の URL をファイル WebUI.htmlから検索する必要があります。 (LicenseServer 構成ページ (Windows) を開く 
LicenseServer 構成ページを開く (Linux) と LicenseServer 構成ページ (Linux) を開くを参照してください)。

固定ポートの利点は、ページ URL が事前に把握することができ、そのため、簡単にアクセスすることができます。ポートが動
的に割り当てられる場合、 URL のポートのパートは LicenseServer が開始されるたびにをファイル WebUI.htmlから
検索される必要があります。

LicenseServer の構成ページの開きかた (Linux)

このセクション: 

返された URL で構成ページを初めて開く 
LicenseServer 構成ページの URL  
初回パスワードでのログイン 
ページ構成ページの固定ポートの設定 
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返された URL で構成ページを初めて開く
Linux システムでは、 CLI を介して LicenseServer に Altova サーバー製品を登録した場合、 LicenseServer の
構成ページの URL が返されます。ブラウザーでこの URL を開く際、ライセンス使用許諾契約書を読んで合意するようにプ
ロンプトされます。ライセンス使用許諾契約書に合意した後、構成ページのログインマスクが表示されます(下のスクリーン
ショット)。

メモ: Altova デスクトップ製品は、 Windows のみで使用することができます。

LicenseServer 構成ページの URL
LicenseServer 構成ページ 開くには、 アドレスバーに URL を入力して、「Enter」  を押します。構成ページのデフォル
トの URL は以下の通りです:

http://<serverIPAddressOrName>:8088/ 

構成ページ自身の HTML コードで示されたWebUI.html という名前の URL は以下で見つけることができます:

/var/opt/Altova/LicenseServer/webUI.html 

構成ページの URL の設定 を動的に生成した場合、 (構成ページの設定タブで)、 LicenseServer を開始する都度、
新しい URL が生成されます。 WebUI.html の現在のバージョンをチェックして、構成ページの　現在の URL を確認して
ください。

WebUI.html 内で動的に生成された URL は以下のようなフォームで表示されます:
http://127.0.0.1:55541。  <head> 要素の終わり近くのスクリプト内の関数checkIfServiceRunning()
にあります。 URL 内のポート番号のみが動的に割り当てられますが、 IP アドレスは部分的に LicenseServer がインスト
ールされたサーバーを識別します。LicenseServer 構成ページ を他のマシーンからアクセスする場合、 URL の IP アドレ
スが LicenseServer がインストールされているサーバーの正確な IP アドレスまたは名前であることを確認してください。例
えば、 URL は以下のようになります: http://MyServer:55541。

初回パスワードでのログイン
上記のステップを踏んだ後、 構成ページ のログインマスクが表示されます(下のスクリーンショット)。初回パスワード
default でログインすることができます。ログインした後、 設定(Settings) タブでパスワードを変更することができます。
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構成ページの固定または動的ポートの設定
構成ページ (Web UI)のポート?と結果的にアドレス?は設定 (Settings) ページにて指定することができます。 デフォル
トのポートは 8088 です。LicenseServer 構成ページ (下のスクリーンショット参照)の他のポートを設定することもでき
ます。また、 LicenseServer が開始されるたびにポートを動的に選択することも許可されています。この場合、構成ページ
の URL をファイル WebUI.htmlから検索する必要があります。 (LicenseServer 構成ページ (Windows) を開く 
LicenseServer 構成ページを開く (Linux) と LicenseServer 構成ページ (Linux) を開くを参照してください)。

固定ポートの利点は、ページ URL が事前に把握することができ、そのため、簡単にアクセスすることができます。ポートが動
的に割り当てられる場合、 URL のポートのパートは LicenseServer が開始されるたびにをファイル WebUI.htmlから
検索される必要があります。

LicenseServer の構成ページの開きかた (Mac OS X)

このセクション: 

返された URL で構成ページを初回開く 
LicenseServer 構成ページの URL 
初回パスワードでのログイン 
構成ページの固定ポートの設定 
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返された URL で構成ページを初回開く
Mac OS X システムでは、 CLI を介して LicenseServer に Altova サーバー製品を登録した場合、
LicenseServer の構成ページの URL が返されます。ブラウザーでこの URL を開く際、ライセンス使用許諾契約書を読
んで合意するようにプロンプトされます。ライセンス使用許諾契約書に合意した後、構成ページのログインマスクが表示されま
す(下のスクリーンショット)。

メモ: Altova デスクトップ製品は、 Windows のみで使用することができます。

LicenseServer 構成ページの URL
LicenseServer 構成ページ 開くには、 アドレスバーに URL を入力して、「Enter」  を押します。構成ページのデフォル
トの URL は以下の通りです:

http://<serverIPAddressOrName>:8088/ 

構成ページ自身の HTML コードで示されたWebUI.html という名前の URL は以下で見つけることができます:

/var/Altova/LicenseServer/webUI.html 

構成ページの URL の設定 を動的に生成した場合、 (構成ページの設定タブで)、 LicenseServer を開始する都度、
新しい URL が生成されます。 WebUI.html の現在のバージョンをチェックして、構成ページの　現在の URL を確認して
ください。

WebUI.html 内で動的に生成された URL は以下のようなフォームで表示されます:
http://127.0.0.1:55541。  <head> 要素の終わり近くのスクリプト内の関数checkIfServiceRunning()
にあります。 URL 内のポート番号のみが動的に割り当てられますが、 IP アドレスは部分的に LicenseServer がインスト
ールされたサーバーを識別します。LicenseServer 構成ページ を他のマシーンからアクセスする場合、 URL の IP アドレ
スが LicenseServer がインストールされているサーバーの正確な IP アドレスまたは名前であることを確認してください。例
えば、 URL は以下のようになります: http://MyServer:55541。

メモ: 構成ページ はまた、「ファインダー | アプリケーション | Altova License Server」 アイコンを介してアクセスす
ることができます。

初回パスワードでのログイン
上記のステップを踏んだ後、 構成ページ のログインマスクが表示されます(下のスクリーンショット)。初回パスワード
default でログインすることができます。ログインした後、 設定(Settings) タブでパスワードを変更することができます。
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構成ページの固定または動的ポートの設定
構成ページ (Web UI)のポート?と結果的にアドレス?は設定 (Settings) ページにて指定することができます。 デフォル
トのポートは 8088 です。LicenseServer 構成ページ (下のスクリーンショット参照)の他のポートを設定することもでき
ます。また、 LicenseServer が開始されるたびにポートを動的に選択することも許可されています。この場合、構成ページ
の URL をファイル WebUI.htmlから検索する必要があります。 (LicenseServer 構成ページ (Windows) を開く 
LicenseServer 構成ページを開く (Linux) と LicenseServer 構成ページ (Linux) を開くを参照してください)。

固定ポートの利点は、ページ URL が事前に把握することができ、そのため、簡単にアクセスすることができます。ポートが動
的に割り当てられる場合、 URL のポートのパートは LicenseServer が開始されるたびにをファイル WebUI.htmlから
検索される必要があります。

ライセンスの LicenseServer へのアップロード

このセクション: 

ライセンスを LicenseServer のライセンスプールへアップロード 
License 状態 
使用を希望するライセンスのアクティブ化  
次のステップ 
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ライセンスのを LicenseServer のライセンス プールへアップロード
Altova からライセンスを取得した後、ライセンスを Altova LicenseServer にアップロードする必要があります。各ライセン
スファイルは購入により 1 つ以上のライセンスを含みます。ライセンスファイルをアップロードする際、ファイルのすべてのライセン
スが LicenseServer のライセンスプールにアップロードされ、 LicenseServer に登録された Altova 製品に割り当てら
れます。アップロードされた1 つまたは 1 以上のライセンスファイルからの Altova 製品のライセンスは、すべて
LicenseServer の 1 つのライセンスプールに収集されます。ライセンスプールは LicenseServer の構成ページのライセン
スプールタブに表示されます(下のスクリーンショット)。

ライセンスはライセンスプールタブのアップロード機能を使用して LicenseServer にアップロードされます (スクリーンショット
参照)。

ライセンスファイルは、ライセンスプール (License Pool) タブの ライセンスファイルのアップロード (Upload License File)
機能を使用して、 LicenseServer にアップロードされます (上のスクリーンショット参照)。「参照」 (Browse) ボタンをク
リックして希望するライセンスファイルを選択します。ライセンス ファイルのアップロード (Upload License File) テキスト フィ
ールドにライセンス ファイルが表示され、 「アップロード」 (Upload) ボタンが有効化されます。 「アップロード」
(Upload) ボタンをクリックしてライセンス ファイルをアップロードします。ファイルの全てのライセンスは、アップロードされライセン
スプールタブに表示されます。下のスクリーンショットは、複数のライセンスファイルからアップロードされた複数のライセンスを表
示しています。

ライセンスの状態
ライセンスの状態の値は以下の通りです:

アクティブ化: ライセンスが、 LicenseServer のライセンスプールにアップロードされると、サーバーはライセンスに関
連したデータを altova.com マスター ライセンス サーバーに、検証、認証、与えられたライセンスをアクティブ化す
るために送信します。これは、 Altova ライセンス使用許諾契約書への順守を確認するために必要です。通常 30
秒から数分かかる、初回アクティブ化と認証トランザクション中、 インターネットの接続スピードとネットワークの交通量
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にもよりますが、ライセンスの状態はアクティブ化 (Activating....) と表示されます。

失敗した検証: altova.com マスターライセンスサーバーへの接続が確立しなかった場合、プール内のライセンス
の状態は失敗した検証 (Failed Verification) と表示されます。これは起こり得ることですので、インターネットの
接続とファイアウォールのルールを確認して、 LicenseServer がaltova.com マスターライセンスサーバーと通信
できるように確認してください。

アクティブ: ライセンスが認証されてアクティブ化されると、状態はアクティブ (Active) に変更されます。

非アクティブ: ライセンスは検証されたが、ネットワークの他の LicenseServer に存在する場合、状態は非アク
ティブ (Inactive) と表示されます。非アクティブ状態は、管理者がライセンスプール内でのライセンスを手動で非アク
ティブ化に設定した際におこります。

保留: ライセンスの開始の日付が未来の日付である場合、ライセンスは保留として表示されます。この状態は、製
品に割り当てることができ、現在のライセンスの有効期限が切れた場合でも、製品に対するライセンスが、継続され
ることを保証します。 (製品に対して一度に2つのアクティブなライセンスを割り当てることが許可されています。)

ブロックされた: ライセンスの認証に問題がある場合、ライセンスはブロックされた(Blocked) と表示されます。 ま
た、 altova.com マスターライセンスサービスが　このライセンスを使用する許可を与えていない場合も表示されま
す。 使用許諾契約書の違反、ライセンスの過度の使用、または他の順守問題などにより引き起こされます。 ライ
センスがブロックされた (Blocked) と表示されている場合、 Altova サポートにライセンスおよび他の関連情報と
共に連絡してください。

これらの状態は以下のテーブルにまとめられています:

状態 意味

アクティブ化
Activating...

アップロードする際、ライセンスの情報は altova.com に検証のために送信されます。
アップデータされた状態を確認するためにブラウザーを更新してください。検証とアクティブ
化は数分かかります。

失敗した検証
Failed
Verification

altova.com への接続が確立しませんでした。接続を確立し、サーバーを再開始する
か、([Activate] ボタンを使用して)ライセンスをアクティブ化します。

アクティブ
Active

検証に成功し、ライセンスはアクティブ化されました。

非アクティブ
Inactive

検証には成功しましたが、ライセンスがネットワークの他の LicenseServer に存在しま
す。 ライセンスは [Deactivate] ボタンにより非アクティブ化することができます。  

ブロックされた
Blocked

検証が成功しませんでした。ライセンスは無効でブロックされています。 Altova サポート
に連絡してください。

メモ: ライセンスが altova.com に検証のため送信された後、アップデートされた状態を確認するためにブラウザーを更
新する必要があります。検証とアクティブ化は数分かかります。

メモ: altova.com への接続が確立しない場合、状態は失敗した検証 (Failed Verification) と表示されます。
接続を確立した後、への接続が確立しませんでした。接続を確立し、サーバーを再開始するか、([Activate] ボタ
ンを使用して)ライセンスをアクティブ化します。

メモ: ライセンス状態が非アクティブまたはブロックされたと表示されている場合、ステータスを説明したメッセージがメッセー
ジログに追加されます。

製品のインストールにはアクティブな、または、保留されているライセンスのみを割り当てることができます。非アクティブなライセ

http://www.altova.com/ja/support.html
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ンスはアクティブ化されるか、またはライセンスプールから削除することができます。ライセンスがライセンスプールから削除された場
合、ライセンスファイルを再度アップロードすることでアップロードできます。 ライセンスファイルがアップデートされると、プールに存
在しないライセンスのみがアップロードされます。ライセンスをアクティブ化、非アクティブ化、または削除するには、それぞれ、 
[Activate]  [Deactivate] または [Delete] ボタンをクリックしてください。

使用を希望するライセンスのアクティブ化
 Altova 製品へライセンスを割り当てる前に、ライセンスをアクティブ化する必要があります。ライセンスがアクティブ化されている
ことを確認してください。非アクティブの場合、選択して「アクティブ化」 (Activate) してください。

次のステップ
LicenseServer にライセンスファイルをアップロードし、希望するライセンスがアクティブ化されていることを確認した後、以下
を行います:

1. Altova サーバー製品 (FlowForce Server  MapForce Server  StyleVision Server) を
LicenseServer に登録する。(ライセンスファイルのアップロード前にこの手順を既に済ませている場合、ライセンス
の割り当てを開始することができます。)

2.  LicenseServer に登録された Altova 製品にライセンスの割り当てを行います。

製品の登録

Altova サーバー製品にライセンスの割り当てる前に、 LicenseServer に製品のインストールを登録しなけばなりません。
Altova サーバー製品から登録がされ、 Web UI があるサーバー製品と、コマンドラインのみで作動する製品ではプロセスが
異なります。登録を実行するには、 LicenseServer がインストールされているマシンのサーバー名または IP アドレスが必
要です。

デスクトップ製品: ソフトウェアのライセンス認証ダイアログを使用して、登録が行われます。
Web UI を持つサーバー製品 : FlowForce Server と MobileTogether Server の登録は、 Web UI
の セットアップ タブまたは製品の CLI により行うことができます。
Web UI を持たないサーバー製品: MapForceServer、 RaptorXML(+XBRL) Server、 と
StyleVisionServer の登録は、これらの製品の CLI を使用して行います。 LicenseServer がインストールさ
れているマシンのサーバー名または IP アドレスが登録のために必要になります。 

異なる Altova サーバー製品の登録方法を説明します:

Altova デスクトップ製品の登録
FlowForce Server の登録
MapForce Server の登録
MobileTogether Server の登録
RaptorXML(+XBRL) Server の登録
StyleVision Server の登録

Altova デスクトップ製品の登録

Altova LicenseServer に Altova デスクトップ製品を登録するには、以下を行います:

1. メニューコマンド 「ヘルプ | ソフトウェアのライセンスの認証」 を選択して、製品のソフトウェアライセンス認証ダイア
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ログに移動します。ライセンスの承認は、 (i) Altova LicenseServer を使用して、または、 (ii) キーコードの詳
細を入力しておこなうことができます。 このドキュメントでは、 Altova LicenseServer を使用した場合のライセン
スの認証について説明します。

2. LicenseServer を使用して製品のライセンスの認証をおこなうには、(ダイアログの下にある)「Altova
LicenseServer を使用する」 をクリックします(下のスクリーンショットを参照してください)。

3. これによりダイアログが LicenseServer のライセンス認証モードに切り替えられます (下のスクリーンショット参
照)。 Altova LicenseServer コンボボックスのドロップダウンリストから、 LicenseServer を選択します。

選択された LicenseServer への接続が構築されると、製品はすぐに選択された LicenseServer に登録され
ます。 クライアント管理タブ, 内で使用中の製品リストに製品が表示されます。

デスクトップ製品の登録解除
デスクトップ製品の登録を解除するには、LicenseServer の クライアント管理タブ に移動し、製品のライセンス ペイン内
の右側にある 製品の 「製品の登録解除」 ボタンをクリックします。

FlowForce Server の登録

このセクション: 

LicenseServer に FlowForce Server を登録する方法 
FlowForce Server セットアップページへのアクセス (Windows) 
FlowForce Server セットアップページへのアクセス (Linux) 
セットアップページを介しての FlowForce Server の登録 
FlowForce CLI  を介しての FlowForce Server の登録 (Windows) 
FlowForce CLI  を介しての FlowForce Server の登録 (Linux) 
次のステップ 

LicenseServer に FlowForce Server を登録する方法
FlowForce Server の LicenseServer への登録は以下の方法が使用できます:
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FlowForce Server セットアップページを介して 
FlowForce CLI を介して(Windows) 
FlowForce CLI を介して(Linux) 

FlowForce Server セットアップページへのアクセス (Windows)
FlowForce Server セットアップページへは以下の方法でアクセスできます: 

スタート メニューから:
スタート | Altova FlowForce Server 2017 | FlowForce Server セットアップ ページ 

Altova ServiceControllerから: システムトレイの ServiceController アイコンをクリックします。ポップアップした
メニューから Altova FlowForce Web | Setup を選択します。　

FlowForce Server セットアップページ(上部スクリーンショット) がポップアップします。

FlowForce Server セットアップページへのアクセス (Linux)
 Linux に FlowForce Server をインストールした後、(手順に関しては FlowForce Server ユーザード
キュメンテーションを参照してください)。 以下のコマンドを使用して FlowForce Web Server をサービ
スとして開始します:

sudo /etc/init.d/flowforcewebserver start 

 FlowForce Server の URL を含んだメッセージがターミナルウィンドウに表示されます: 

FlowForceWeb running on http://127.0.1.1:3459/setup?key=52239315203 

アドレスフィールドに URL を入力して、 FlowForce Server セットアップページにアクセスするために
「Enter」  を押します。 (下のスクリーンショット)。

セットアップページを介しての FlowForce Server の登録
セットアップページ (下のスクリーンショット)?へのアクセス方法は上記されています?LicenseServer フィールドは
Altova LicenseServer を登録するために指定されています。
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LicenseServer 以下の 2 つの方法で指定できます。

現在ネットワークで使用可能な、つまり現在作動している、 Altova LicenseServers を検索することができま
す。この手順は、「Altova LicenseServers 検索」 (Search for Altova LicenseServers) ボタンをク
リックすることで実行できます (下のスクリーンショットで黄色にハイライトされています)。

検索によりネットワーク上で使用可能な Altova LicenseServers のリストが返されます。 1 つの
LicenseServer が選択され、 (下のスクリーンショット) 他はコンボボックスのドロップダウンリストで使用可能で
す。 FlowForce ライセンスが保管されている LicenseServer を選択します。

または、 LicenseServer のアドレスを LicenseServer のフィールドに入力します。現在作動するがドロップダウ
ンリストで使用可能な場合、「手動でアドレスを入力」 (Manually Enter Address) ボタンをクリックして、
LicenseServer フィールドにアドレスを入力することができます。



70 ライセンス Altova LicenseServer

(C) 2017 Altova GmbHAltova FlowForce Server 2017

LicenseServer を指定した後、「LicenseServer により登録」 (Register with LicenseServer)をクリックし
ます。 指定された LicenseServer により、サーバーアプリケーションが登録され LicenseServer の構成ページのクライ
アント管理タブ がブラウザーで開かれます(下のスクリーンショット)。

メモ: LicenseServer 構成ページを表示するためにポップアップを許可しなければならないかもしれません。

上部のスクリーンショットでは、 3 つの製品が DOC.altova.com の Altova LicenseServer に登録されています。　
ライセンスの割り当て方法に関しては、次のセクション登録された製品へのライセンスの割り当てで説明されています。

 FlowForce CLI  を介しての FlowForce Server の登録 (Windows)
Windows マシーンでは、FlowForce Server は licenseserver コマンドを使用し、コマンドライン(CLI)を介して
ネットワーク上の Altova LicenseServer に登録することができます:

FlowForceServer licenseserver Server-Or-IP-Address 

例えば、 LicenseServer が http://localhost:8088 で作動している場合、 FlowForce Server を以下で
登録します:
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FlowForceServer licenseserver localhost 

FlowForce Server が他のサーバー製品のサブパッケージとしてインストールされている場合、 FlowForce Server の
登録は自動的に Altova サーバー製品も登録します。 FlowForce Server の登録に成功すると、 LicenseServer
に移動して、 FlowForce Server にライセンスを割り当てます。手順は登録された製品へのライセンスの割り当てのセク
ションに説明されています。

 FlowForce CLI  を介しての FlowForce Server の登録 (Linux)
Linux マシーンでは、 FlowForce Server は FlowForce Server CLI の licenseserver コマンドを使用して
LicenseServer に登録することができます。FlowForce Server はルート権限とともに開始されなければならないことに
注意してください。

sudo /opt/Altova/FlowForceServer2017/bin/flowforceserver licenseserver

localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。 FlowForce
Server 実行可能ファイルの場所は以下の通りです:

/opt/Altova/MapForceServer2017/bin 

FlowForce Server の登録が成功すると、 LicenseServer に移動して、 FlowForce Server にライセンスを割り
当てます。手順は登録された製品へのライセンスの割り当てのセクションに説明されています。

次のステップ
Altova 製品を LicenseServer に登録した後、以下を行ってください:

1. LicenseServer にまだライセンスファイルをアップロードしていない場合、(前述のセクション ライセンスのアップロード
を参照してください)、ライセンスファイルをアップロードし、アクティブ化したいライセンスをチェックします。既に、この手順
が済んでいる場合、次のステップライセンスの割り当てに進んでください。 

2. LicenseServer に既に登録されている Altova 製品にライセンスの割り当てを行ってください。　

MapForce Server の登録

このセクション: 

FlowForce Server からの MapForce Server の登録 (Windows) 
スタンドアロンの MapForce Server の登録 (Windows) 
MapForce Server の登録 (Linux) 
次のステップ 

MapForce Server は FlowForce Server の一部として、またスタンドアロンのサーバー製品としてインストールすること
ができます。どちらの場合でも、 Altova LicenseServer に登録されなければなりません。 LicenseServer に登録され
た後のみ、 LicenseServer からライセンスが割り当てられます。 Windows システムでは、 MapForce Server が
FlowForce Server の一部としてインストールされる場合、 FlowForce が登録される際自動的に登録されます。
Linux システムでは、 MapForce Server が FlowForce Server の後にインストールされる場合、 FlowForce
Server が登録される際に自動的に登録されます。MapForce Server が FlowForce Server の前にインストールさ
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れると、両方の製品を個別に登録する必要があります。

FlowForce Server からの MapForce Server の登録 (Windows)
MapForce Server は FlowForce Server にパッケージされており、 FlowForce Server がネットワークの Altova
LicenseServer に登録されている場合、 MapForce Server は自動的に LicenseServer に登録されます。
FlowForce Server の登録方法は、のドキュメンテーションのLicenseServer に FlowForce Server を登録するセ
クションに説明されています。

登録の後、 LicenseServer に移動して MapForce Server ライセンスを MapForce Server に割り当てます。手
順は 登録された製品にライセンスを割り当てるセクションに説明されています。

スタンドアロンの MapForce Server の登録 (Windows)
MapForce Server をスタンドアロン パッケージとしてインストールした場合、ネットワークの Altova LicenseServer に
登録し、 Altova LicenseServer からライセンスを与える必要があります。 MapForce Server を コマンドラインインタ
ーフェイス(CLI) 介して licenseserver コマンドを使用して登録することができます:

MapForceServer licenseserver Server-Or-IP-Address 

例えば、 LicenseServer が以下で作動している場合、 http://localhost:8088  MapForce Server を以
下で登録します:

MapForceServer licenseserver localhost 

MapForce Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、 MapForce Server にライセンスを割り当
てます。手順はセクション登録された製品にライセンスを割り当てるに説明されています。

MapForce Server の登録 (Linux)
Linux マシンでは、  MapForce Server を LicenseServer に MapForce Server CLI の licenseserver
コマンドを使用して登録することができます。 MapForce Server はルート権限とともに開始されなければならないことに注
意してください。

sudo /opt/Altova/MapForceServer2017/bin/mapforceserver licenseserver

localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。 MapForce
Server 実行可能ファイルの場所は以下の通りです:

/opt/Altova/MapForceServer2017/bin 

MapForce Server の登録が成功すると、 LicenseServer に移動して、 MapForce Server にライセンスを割り当
てます。手順は登録された製品へのライセンスの割り当てのセクションに説明されています。
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次のステップ
Altova 製品を LicenseServer に登録した後、以下を行ってください:

1. LicenseServer にまだライセンスファイルをアップロードしていない場合、(前述のセクション ライセンスのアップロード
を参照してください)、ライセンスファイルをアップロードし、アクティブ化したいライセンスをチェックします。既に、この手順
が済んでいる場合、次のステップライセンスの割り当てに進んでください。

2. LicenseServer に既に登録されている Altova 製品にライセンスの割り当て を行ってください。

MobileTogether Server の登録

MobileTogether Server を開始するには、システムトレイの 「ServiceController」 アイコンをクリックします。ポップ
アップしたメニュー Altova MobileTogether Server をポイントし、 (下のスクリーンショット参照) 
MobileTogether Server  サブメニューから 「サービスの開始」(Start Service) を選択します。MobileTogether
Server が既に作動している場合、 サービスの開始(Start Service) オプションは無効化されます。

MobileTogether Server の登録:

MobileTogether Server Web UI の設定タブ : (i)  ServiceController を介して、MobileTogether を
開始する(前述のポイント参照)。 (ii) 構成ページにアクセスするためにパスワードを入力する。 (iii) 設定タブを選
択する。(iv)ページ下の LicenseServer ペインに移動する。 LicenseServer 名またはアドレスを入力し、 
「LicenseServer により登録」 (Register with LicenseServer)をクリックする。

CLI の licenseserver コマンドを使用する:
MobileTogetherServer licenseserver [options] ServerName-Or-IP-Address 
例えば、 LicenseServer がインストールされているサーバー名 localhost の場合:
MobileTogetherServer licenseserver localhost 

登録に成功した後、 LicenseServer の 構成ページのサーバー管理ページに移動して、MobileTogether Server に
ライセンスを割り当てます。 

RaptorXML(+XBRL) Server の登録

このセクション: 

RaptorXML(+XBRL) Server の登録 (Windows) 
RaptorXML(+XBRL) Server  の登録 (Linux) 
次のステップ 
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RaptorXML(+XBRL) Server は LicenseServer が接続されているサーバーマシンにインストールされ、サービスとして
開始される必要があります。 また、 LicenseServer に登録されていなければなりません。登録後のみ、
LicenseServer から ライセンスの割り当て を行うことができます。このセクションでは、 RaptorXML(+XBRL) Server
の LicenseServer での登録方法を説明します。

RaptorXML(+XBRL) Server の登録 (Windows)
RaptorXML(+XBRL) Server をコマンドラインインターフェイス CLI を介し licenseserver コマンドを使用して登
録することができます: 

RaptorXML Server: RaptorXML licenseserver Server-Or-IP-Address

RaptorXML+XBRL
Server:

RaptorXMLXBRL licenseserver Server-Or-IP-Address

例えば、 LicenseServer が以下で作動している場合 http://localhost:8088  RaptorXML(+XBRL)
Server を以下で登録します:

RaptorXML Server: RaptorXML licenseserver localhost

RaptorXML+XBRL
Server:

RaptorXMLXBRL licenseserver localhost

RaptorXML(+XBRL) Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、 RaptorXML(+XBRL)
Server にライセンスを割り当てます。手順はセクション登録された製品にライセンスを割り当てるに説明されています。

RaptorXML(+XBRL) Server  の登録 (Linux)
Linux マシーンでは、RaptorXML(+XBRL) Server を LicenseServer に RaptorXML(+XBRL) Server CLI
の licenseserver コマンドを使用して登録することができます。 RaptorXML(+XBRL) Server はルート権限ととも
に開始されなければならないことに注意してください。

sudo /opt/Altova/RaptorXMLServer2017/bin/raptorxmlserver licenseserver

localhost 
sudo /opt/Altova/RaptorXMLXBRLServer2017/bin/raptorxmlxbrlserver

licenseserver localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。
RaptorXML(+XBRL) Server 実行可能ファイルの場所は以下の通りです:

/opt/Altova/RaptorXMLServer2017/bin 
/opt/Altova/RaptorXMLXBRLServer2017/bin 

RaptorXML(+XBRL) Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、 RaptorXML(+XBRL)
Server にライセンスを割り当てます。手順はセクション登録された製品にライセンスを割り当てるに説明されています。
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次のステップ
Altova 製品を LicenseServer に登録した後、以下を行ってください:

1. LicenseServer にまだライセンスファイルをアップロードしていない場合、(前述のセクション ライセンスのアップロード
を参照してください)、ライセンスファイルをアップロードし、アクティブ化したいライセンスをチェックします。既に、この手順
が済んでいる場合、次のステップライセンスの割り当てに進んでください。

2. LicenseServer に既に登録されている Altova 製品にライセンスの割り当て を行ってください。

StyleVision Server の登録

このセクション: 

FlowForce Server からの StyleVision Server の登録 (Windows) 
スタンドアロンの StyleVision Server の登録 (Windows) 
StyleVision Server の登録 (Linux) 
次のステップ 

StyleVision Server は FlowForce Server の一部として、またスタンドアロンのサーバー製品としてインストールするこ
とができます。どちらの場合でも、 Altova LicenseServer に登録されなければなりません。 LicenseServer に登録さ
れた後のみ、 LicenseServer からライセンスが割り当てられます。 Windows システムでは、 StyleVision Server が
FlowForce Server の一部としてインストールされる場合、 FlowForce が登録される際自動的に登録されます。
Linux システムでは、 StyleVision Server が FlowForce Server の後にインストールされる場合のみ、 FlowForce
Server が登録される際に自動的に登録されます。

FlowForce Server からの StyleVision Server の登録 (Windows)
StyleVision Server は FlowForce Server にパッケージされており、 FlowForce Server がネットワークの Altova
LicenseServer に登録されている場合、 StyleVision Server は自動的に LicenseServer に登録されます。
FlowForce Server の登録方法は、のドキュメンテーションの LicenseServer に FlowForce Server を登録するセ
クションに説明されています。

登録の後、 LicenseServer に移動して StyleVision Server ライセンスを StyleVision Server に割り当てます。
手順は 登録された製品にライセンスを割り当てるセクションに説明されています。

スタンドアロンの StyleVision Server の登録 (Windows)
StyleVision Server をスタンドアロン パッケージとしてインストールした場合、ネットワークの Altova LicenseServer に
登録し、 Altova LicenseServer からライセンスを与える必要があります。  StyleVision Server を コマンドラインイン
ターフェイス(CLI) 介して licenseserver コマンドを使用して登録することができます:

StyleVisionServer licenseserver Server-Or-IP-Address 

例えば、 LicenseServer が以下で作動している場合、 http://localhost:8088  StyleVision Server を
以下で登録します:
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StyleVisionServer licenseserver localhost 

 StyleVision Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、 StyleVision Server にライセンスを割り
当てます。手順はセクション登録された製品にライセンスを割り当てるに説明されています。

StyleVision Server の登録 (Linux)
Linux マシンでは、StyleVision Server を LicenseServer に StyleVision Server CLI の licenseserver
コマンドを使用して登録することができます。 StyleVision Server はルート権限とともに開始されなければならないことに
注意してください。

sudo /opt/Altova/StyleVisionServer2017/bin/stylevisionserver licenseserver

localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。 StyleVision
Server 実行可能ファイルの場所は以下の通りです:

/opt/Altova/StyleVisionServer2017/bin

StyleVision Server の登録が成功すると、 LicenseServer に移動して、 StyleVision Server にライセンスを割り
当てます。手順は登録された製品へのライセンスの割り当てのセクションに説明されています。

次のステップ
Altova 製品を LicenseServer に登録した後、以下を行ってください:

1. LicenseServer にまだライセンスファイルをアップロードしていない場合、(前述のセクション ライセンスのアップロード
を参照してください)、ライセンスファイルをアップロードし、アクティブ化したいライセンスをチェックします。既に、この手順
が済んでいる場合、次のステップライセンスの割り当てに進んでください。

2. LicenseServer に既に登録されている Altova 製品にライセンスの割り当て を行ってください。

登録された製品へのライセンスの割り当て

このセクション: 

ライセンスの割り当ての前に 
クライアント管理タブ 
クライアント管理タブ内のアイコン  
コアとライセンスについてのメモ 
ライセンスの割り当て 
LicenseServer からの製品の登録解除 

ライセンスの割り当ての前に
Altova 製品にライセンスを割り当てる前に以下を確認してください:

LicenseServer のライセンスプール  に対応したライセンスがアップロードされ、ライセンスがアクティブであること。



(C) 2017 Altova GmbH

Altova LicenseServer 77ライセンス

Altova FlowForce Server 2017

Altova 製品が LicenseServer に登録されていること。

クライアント管理タブ
構成ページの クライアント管理タブ 内でライセンスは割り当てられます (下のスクリーンショット)。 スクリーンショットは、左側
のペイン内に、3つの Altova 製品が LicenseServer に登録されているマシンが1台あることを表示しています。

クライアント管理タブについての以下の点に留意してください:

左側のペインで、 各製品は、クライアントマシンの名前の下にリストされています。 上のスクリーンショットでは、 1台
のクライアントマシンがリストされています。このクライアントマシンには、3つの Altova 製品が LicenseServer に
登録されています。Altova 製品が異なる クライアントマシンでこの LicenseServer に登録されている場合も左
側のペインに表ｊされます。 
左側のペインで、クライアントマシンを選択すると、マシンに登録されている製品の詳細は、右側のペインに表示され
ています。個々では、各製品のライセンスの割り当てを編集することができます。 
クライアントマシン上に登録されている各 Altova 製品には、自身のキーコードエントリがあり、ライセンスのキーコード
を読み取ります。登録されている製品は、「割り当てられたライセンスを編集する」 ボタンをクリックし、ライセンスプ
ール内からその製品に使用することのできる必要なライセンスを選択することによりライセンスに割り当てられます (下
のアイコンのリストを参照してください)。この手順に関しては、下で更に詳しく説明されています。
サーバー製品にも、クライアント上でライセンスが作動するために必要なコア数を表示するラインがあります。ライセンス
されているコアが、必要なコア数よりも少ない場合、この情報は赤でマークされます (下のスクリーンショット参照)。
(ライセンスされる必要のあるコア数は、は、クライアント上の CPU コアの数で、LicenseServer によりクライアント
マシンから取得されます)。 
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単一製品の 複数のバージョン (例えば、StyleVision Server 2013 と StyleVision Server 2014) が 1
つのコンピュータにインストールされ、インストールが 1 つの LicenseServer と登録された場合、複数の登録は、ク
ライアント管理タブ内で 1 つの登録として統合され、 1 つの登録として表示されます。 ライセンスがこの 1 つの登
録に割り当てられる際、この登録により指定される全てのインストールにライセンスが与えられます。しかし、単一イン
ストールの複数のインスタンスは、クライアントマシンで同時に作動することができます。例えば、 StyleVision
Server 2013 の複数のインスタンスまたは、 StyleVision Server 2014 の複数のインスタンスは同時に作動
することができますが、 StyleVision Server 2013 の 1 つのインスタンスと StyleVision Server 2014の 1
つのインスタンスはできません。 新しくインストールされたバージョンは作動するために登録されている必要がありま
す。 
Altova サーバー製品の新しいバージョンは、製品のリリース時の LicenseServer の最新バージョンによりのみライ
センスを受けることができます。古い Altova サーバー製品はLicenseServer の新しいバージョンと作動することが
できます。ですから、新しいバージョンの Altova サーバー製品をインストールする際、現在使用している
LicenseServer のバージョンが最新でない場合、古いバージョンの LicenseServer をアンインストールして、最
新バージョンをインストールしてください。 アンインストールの際、古いバージョンの LicenseServer の登録とライセ
ンス情報はクライアントマシンのデータベースに保存され、新しいバージョンに自動的にインポートされます。 (サーバー
製品の特定のバージョンに適切な LicenseServer バージョン番号がサーバー製品のインストール中表示されま
す。サーバー製品と共にこのバージョンを選択することができます。 現在インストールされているバージョンは 
LicenseServer 構成ページの下部に表示されます。 )

クライアント管理タブのアイコン

割り当てられたライセンスの編集。 各製品のリストで使用することができます。新しいライセンスを
製品に割り当てることのできる、すでに割り当てられたライセンスを編集できる  割り当てられたライセ
ンスの編集 がポップアップします。

ライセンスの表示。 各ライセンスに表示されます License Pool タブ に切り替えができ、選択さ
れたライセンスをハイライトされることによりライセンスの詳細がわかります。

製品の登録解除。各製品で利用可能です。(選択されたクライアントマシン上の) 選択された製
品を LicenseServer から削除することができます。

コアとライセンスについてのメモ
Altova サーバー製品へのライセンスは製品マシンで使用可能なプロセッサ コアの数をベースにしています。 例えば、デュアル
コア プロセッサはコアが 2 つ、クアッド コア プロセッサはコアが 4 つ、ヘキサ コア プロセッサはコアが 6 つ等々。特定のサーバ
ーマシン上の製品にライセンスされたコアの数は、物理または仮想マシンで、サーバーで使用可能なコア数よりも多くまたは同
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数である必要があります。例えば、サーバーが 8 コア(オクタル コア プロセッサ)の場合、少なくとも 8-コア ライセンスを購入す
る必要があります。また、ライセンスを合計してコア数を満たすこともできます。2 つの 4-コアライセンスは、8-コアライセンスの
代わりにオクタル コア サーバーで使用できます。

大きい CPU コアを持つコンピューターサーバーを使用し、少量を処理する場合、少ないコアを割り当てる仮想マシンを作成
し、その数のライセンスを購入することもできます。このようなデプロイは、もちろん、サーバーの全ての利用可能なコアが利用さ
れている場合に比べ、処理スピードが落ちます。

メモ: 各 Altova サーバー製品のライセンスは、使用されていないライセンス容量があっても、 1 度に 1 つのクライアントマ
シンにだけしか使用することができません。例えば 10-コアライセンスが 6 CPU コアのクライアント マシンに使用され
る場合、残りの 4 コア ライセンスは他のマシンで同時に使用することができません。

MobileTogether Server ライセンス
MobileTogether Server ライセンスには2つの種類があります。 カスタマーは必要に応じてライセンスの種類を選択するこ
とができます。

コアライセンス: サーバーマシンのコア数をベースにして MobileTogether Servers に割り当てられます。上の例を
参照してください。上の説明を参照してください。コアライセンスは、無制限の数量の MobileTogether クライアン
トデバイスによりサーバーへの接続を許可します。しかしながら、「単一スレッドの実行」チェックボックスがチェックされて
いると、1度に MobileTogether Server に接続できるモバイルデバイスは１台です。これは、評価と小さい規模の
テストを行う際に役に立ちます。この場合、2台目のモバイルデバイスが MobileTogether Sever に接続される場
合、 ライセンスは2台目が使用するようになります。最初のデバイスは、接続できないようになり、エラーメッセージが
表示されます。
デバイスライセンス:  MobileTogether Server にいつでも接続することのできる MobileTogether Client デ
バイスの最高使用数を指定します。

ライセンスの割り当て
登録されている製品にライセンスを割り当てるには、製品の [割り当てられたライセンスの編集(「割り当てられたライセン
スを編集する」)] ボタンをクリックします。ライセンスの管理 (Manage Licenses) ダイアログがポップアップします (下のス
クリーンショット)。

ライセンス管理ダイアログに表示されるライセンスについての以下の点に注意してください:
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ライセンスされる製品はダイアログの上部左にリストされます。上部のスクリーンショットでは、製品は Altova
RaptorXML+XBRL Server です。
サーバーがインストールされているマシン (上のスクリーンショットでは doc-aab  ) が横にリストされます。
ダイアログは、ライセンスプールにあるその製品の現在アクティブなライセンスを表示します。スクリーンショットでは、 現
在アクティブなライセンスである、 RaptorXML+XBRL Server ライセンスがライセンスプールにあります。
LicenseServer は自動的にプール内の製品のために発行された各ライセンスを検知します。
ライセンスの種類は、コア数ごと (cores) ( MobileTogether Server を含むすべての  Altova サーバー製品)
　またはユーザーごと (Users) (MobileTogether Server のみ)であることができます。ライセンスの種類はライセ
ンスの種類  (License Type) カラムに表示されています。
上のスクリーンショット内のライセンスは 16 CPU コア分ライセンスされています。
Altova サーバー製品がインストールされているサーバーのプロセッサーコア数を把握する必要があります。マシンが
デュアル コア  プロセッサの場合、 2-コア ( CPU コア数) ライセンスが必要です。 サーバー製品の登録に必要なコ
ア数はマシンの名前の下にリストされています。サーバーに割り当てるライセンスはコア数に対して十分有効である必
要があります。 必要なコア数を達成するためにライセンスを組み合わせることができます。マシンのプロセッサがオクタコ
ア( 8 コア)の場合、2 つの 4 コアライセンスを組み合わせることができます。
割り当てされたライセンスの編集ダイアログは、製品の現在アクティブなライセンスのみをリストします。他の Altova
製品のライセンスはリストされません。 
既に割り当てられたライセンスに関しては、たとえば、ネットワークでの製品の他のインストールは、チェックボックスが
チェックされています。ですからチェックされていないライセンスのみが選択できます。
CPU コア (または、MobileTogether Server のためのユーザー数) カラムは、ライセンスに有効な CPU コア数
(または MobileTogether クライアント数) を表示しています。
ライセンスプールの変更を希望する場合、例えば、ライセンスのアップロード、アクティブ化、非アクティブ化、および削
除は [ライセンスプールへの移動 (Go to License Pool)] ボタンをクリックしてください。

割り当てを希望するライセンスの選択。ライセンスチェックボックスがチェックされます。また、製品のライセンスされた CPU コア
数がダイアログ上部左に最大限ライセンスされた CPU コア (Max licensed CPU コア) とリストされます  (上部スク
リーンショット参照)。クライアントの製品のライセンスされた　CPU コア数を増やしたい場合は更にライセンスを選択すること
ができます。 最大限ライセンスされた CPU コア はこの場合、選択されたすべてのライセンスのコア総数です。

ライセンスを選択した後、 「変更を適用」(Apply Changes) をクリックします。 製品に割り当てられたライセンスはクライ
アント管理タブに表示されます(下のスクリーンショット参照)。以下のスクリーンショットは　 Altova RaptorXML+XBRL
 に 16-CPU-コア ライセンスが割り当てられたことを表示しています。

LicenseServer からの製品の登録解除
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LicenseServer により登録された各 Altova 製品は、クライアントマシン名の下の右側のペイン (製品ライセンス) に表
示されており、エントリの下に 製品の登録解除ボタンがあります (上のスクリーンショット参照)。 LicenseServer から製
品の登録を解除するために、このボタンをクリックします。ライセンスが製品に割り当てられている場合、割り当ては登録が解
除されると停止されます。全ての製品の登録を解除するには、(製品ライセンス)ペインの右上にあるクライアントと全ての
製品の登録を解除するボタンをクリックします (このセクションの最初のスクリーンショットを参照してください)。

LicenseServer から製品の登録を解除するには以下を行います:

サーバー製品: サーバー Web UI 内の設定ページに移動します。Web UI がサーバーに存在しない場合、コマ
ンドプロンプトウィンドウを開き、製品の CLI を使用して、製品を登録します。各サーバー製品のための手順は以
下で説明されています: Register FlowForce Server Register MapForce Server Register
MobileTogether Server Register StyleVision Server、 と Register RaptorXML(+XBRL)
Server。
デスクトップ製品: 製品の ソフトウェアのライセンス認証ダイアログ 「Help | ソフトウェアのライセンス認証」
(Help | Software Activation) により、 LicenseServer モードからライセンス承認を切り替えることができま
す。 Altova LicenseServer フィールドから登録する LicenseServer を選択します。製品は登録され、
LicenseServer のクライアント管理タブの登録された製品のリストに表示されます。

LicenseServer に登録された各 Altova 製品はクライアント管理タブにクライアントマシン名の下にリストされ、 「登
録解除」(Unregister) アイコンがペインの下にあります(上のスクリーンショット参照)。にあります。このアイコンをク
リックして製品の登録を解除します。ライセンスが製品に割り当てられている場合、製品の登録が解除されると、割り
当ては終了します。全ての製品の登録を解除するには、クライアント管理タブの下にある 「クライアントとすべての
製品の登録解除」 (Unregister Client  and All Products) ボタンをクリックします (このセクションの最
初のスクリーンショットを参照してください)。

製品を再登録する場合、「割り当てられたライセンスを編集する」 (Edit Assigned Licenses) ボタンをクリックしま
す。
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4.1.7 構成ページ レファレンス

LicenseServer 構成ページは LicenseServer (Web UI) の管理者インターフェイスです。このページにより、
LicenseServer の管理と LicenseServer により登録された Altova 製品(FlowForce Server  MapForce
Server  StyleVision Server  RaptorXML(+XBRL) Server) へのライセンス供与を行うことができます。
LicenseServer 構成ページは Web ブラウザーで閲覧できます。 構成ページの開き方は以下のセクションで説明されて
います: LicenseServer 構成ページの開き方(Windows) と LicenseServer 構成ページの開き方 (Linux)。

このセクションは構成ページのユーザーレファレンスが構成ページのタブにより整理されています:

License Pool 
クライアント管理
クライアントの監視
設定
メッセージ、ログアウト 

LicenseServer でのライセンスの割り当てについてのステップ バイ ステップの手順は、ライセンスの割り当て方法セクション
を参照してください。

ライセンスプール

このセクション: 

ライセンスのアップロード 
ライセンスの状態  
ライセンスのアクティブ化、非アクティブ化、および削除 
ライセンスプール (License Pool) タブのアイコン 
ライセンスの情報 
デスクトップ製品のライセンスに関するメモ 
コアとライセンスについてのメモ

ライセンスプール (License Pool) タブは、 LicenseServer で現在使用することのできるライセンスに関する情報を表
示します(下のスクリーンショット参照)。ライセンスファイル、このページの 「アップロード」(Upload) ボタンを使用して、
LicenseServer にアップロードされると、ライセンスファイル内に含まれている全てのライセンスが LicenseServer 上のラ
イセンスプールに置かれます。ライセンスプールページは、ですから、上で現在使用することのできる全ての Altova 製品ライセ
ンスの概要を、これらのライセンスの詳細と共に提供します。 このページでは、更にライセンスプールにライセンスをアップロード
できるだけではなく、選択されたライセンスを認証、認証の解除、または削除することができます。
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ライセンスのアップロード
(株式会社 Altova から Altova サーバー製品に与えられた.altova_licenses ファイル)をアップロードするには、
「参照」(Browse)ボタンをクリックします。ライセンスファイルを参照し、選択します。「アップロード」(Upload) をクリックし
て、ライセンスファイルに含まれている全てのライセンスをライセンスプールにプールすると、ライセンスプールページにライセンスが
表示されます (下のスクリーンショット)。

ライセンスの状態
ライセンスの状態の値は以下の通りです:

アクティブ化: ライセンスが、 LicenseServer のライセンスプールにアップロードされると、サーバーはライセンスに関
連したデータを altova.com マスター ライセンス サーバーに、検証、認証、与えられたライセンスをアクティブ化す
るために送信します。これは、 Altova ライセンス使用許諾契約書への順守を確認するために必要です。通常 30
秒から数分かかる、初回アクティブ化と認証トランザクション中、 インターネットの接続スピードとネットワークの交通量
にもよりますが、ライセンスの状態はアクティブ化 (Activating....) と表示されます。

失敗した検証: altova.com マスターライセンスサーバーへの接続が確立しなかった場合、プール内のライセンス
の状態は失敗した検証 (Failed Verification) と表示されます。これは起こり得ることですので、インターネットの
接続とファイアウォールのルールを確認して、 LicenseServer がaltova.com マスターライセンスサーバーと通信
できるように確認してください。

アクティブ: ライセンスが認証されてアクティブ化されると、状態はアクティブ (Active) に変更されます。

非アクティブ: ライセンスは検証されたが、ネットワークの他の LicenseServer に存在する場合、状態は非アク
ティブ (Inactive) と表示されます。非アクティブ状態は、管理者がライセンスプール内でのライセンスを手動で非アク
ティブ化に設定した際におこります。

保留: ライセンスの開始の日付が未来の日付である場合、ライセンスは保留として表示されます。この状態は、製
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品に割り当てることができ、現在のライセンスの有効期限が切れた場合でも、製品に対するライセンスが、継続され
ることを保証します。 (製品に対して一度に2つのアクティブなライセンスを割り当てることが許可されています。)

ブロックされた: ライセンスの認証に問題がある場合、ライセンスはブロックされた(Blocked) と表示されます。 ま
た、 altova.com マスターライセンスサービスが　このライセンスを使用する許可を与えていない場合も表示されま
す。 使用許諾契約書の違反、ライセンスの過度の使用、または他の順守問題などにより引き起こされます。 ライ
センスがブロックされた (Blocked) と表示されている場合、 Altova サポートにライセンスおよび他の関連情報と
共に連絡してください。

これらの状態は以下のテーブルにまとめられています:

状態 意味

アクティブ化
Activating...

アップロードする際、ライセンスの情報は altova.com に検証のために送信されます。
アップデータされた状態を確認するためにブラウザーを更新してください。検証とアクティブ
化は数分かかります。

失敗した検証
Failed
Verification

altova.com への接続が確立しませんでした。接続を確立し、サーバーを再開始する
か、([Activate] ボタンを使用して)ライセンスをアクティブ化します。

アクティブ
Active

検証に成功し、ライセンスはアクティブ化されました。

非アクティブ
Inactive

検証には成功しましたが、ライセンスがネットワークの他の LicenseServer に存在しま
す。 ライセンスは [Deactivate] ボタンにより非アクティブ化することができます。  

ブロックされた
Blocked

検証が成功しませんでした。ライセンスは無効でブロックされています。 Altova サポート
に連絡してください。

メモ: ライセンスが altova.com に検証のため送信された後、アップデートされた状態を確認するためにブラウザーを更
新する必要があります。検証とアクティブ化は数分かかります。

メモ: altova.com への接続が確立しない場合、状態は失敗した検証 (Failed Verification) と表示されます。
接続を確立した後、への接続が確立しませんでした。接続を確立し、サーバーを再開始するか、([Activate] ボタ
ンを使用して)ライセンスをアクティブ化します。

メモ: ライセンス状態が非アクティブまたはブロックされたと表示されている場合、ステータスを説明したメッセージがメッセー
ジログに追加されます。

製品のインストールにはアクティブな、または、保留されているライセンスのみを割り当てることができます。非アクティブなライセ
ンスはアクティブ化されるか、またはライセンスプールから削除することができます。ライセンスがライセンスプールから削除された場
合、ライセンスファイルを再度アップロードすることでアップロードできます。 ライセンスファイルがアップデートされると、プールに存
在しないライセンスのみがアップロードされます。ライセンスをアクティブ化、非アクティブ化、または削除するには、それぞれ、 
[Activate]  [Deactivate] または [Delete] ボタンをクリックしてください。

altova.com のマスターライセンスサーバーへの接続 
Altova LicenseServer は、ライセンスに関連したデータを検証と認証し、 Altova ライセンス使用許諾契
約書への継続的な遵守を確認するため、altova.com　のマスター Licensing Server と通信する必要
があります。この通信は HTTPS を介して、ポート 443 を使用して行われます。altova.com　のマスター
Licensing Server との最初の検証の後、Altova LicenseServer が altova.com と 5 日間 (=
120 時間)、再接続できない場合、Altova LicenseServer は Altova LicenseServer に接続して
Altova ソフトウェア製品を使用することを許可しません。 

http://www.altova.com/ja/support.html
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Altova マスターサーバーへの接続損失はAltova LicenseServer の構成ページのメッセージ
(Messages) タブ にログされます。更に、管理者は、 altova.com への接続が失われた場合、自動的
に警告の電子メールを送信するように Altova LicenseServer を構成することができます。電子メールの設
定の変更は、構成ページ の設定 タブ で行うことができます。

ライセンスのアクティブ化、非アクティブ化、および削除
アクティブなライセンスは、ライセンスを選択して「非アクティブ化」(Deactivate) をクリックすることで非アクティブ化することが
できます。使用されていないライセンスはアクティブ化(Activate ボタン)または、削除(Delete ボタン)することができます。ラ
イセンスが削除された場合、ライセンスプールから除去されます。削除されたライセンスはライセンスファイルをライセンスプールに
アップロードすることで、再度追加することができます。 ライセンスが再アップロードされた場合、ライセンスプールに存在しない
ライセンスのみがライセンスプールに追加されます。既にライセンスプールに存在するライセンスは再度追加されません。

ライセンスプール (License Pool) タブのアイコン

Altova MissionKit ロゴ。 デスクトップ製品ライセンスが MissionKit の一部である場合、 Altova デスク
トップ製品名の横に表示されます。 次を参照してください: デスクトップ製品のライセンスに関するメモ 。 

割り当てられたクライアントの表示。　割り当たられたライセンスのクライアント列 内に表示されます。 クライア
ントの登録されている製品のライセンスを管理する クライアント管理 タブに移動します。

実行中のクライアントの表示。 現在さぢょう中のソフトウェアに割り当てられているライセンスのクライアント列
内に表示されます。ソフトウェアを差ぢょうしているクライアントマシンのクライアントの監視に移動します。 ここで、
選択されたクライアントと登録されたソフトウェアが表示されます。

情報の表示。割り当てられていないライセンスのクライアント列内に表示されます。ユーザーの人数、ライセンス
がライセンスバンドルの一部であるか等のライセンスに関する情報を表示します。 

ライセンス情報
次のライセンス情報が表示されます:

状態: 以下の値であることができます: アクティブ化 | 失敗した検証 | アクティブ | 非アクティブ| ブロックされた。
次を参照してください: ライセンスの状態 。
名前、会社: ライセンスの名前と会社名です。この情報は、購入の際に提供された情報を基にしています。
製品、エディション、バージョン: ライセンスされている製品のバージョンとエディションです。 各列の一番上は、ライセ
ンスをカテゴリ別にフィルターするコンボボックスです。
キーコード、バンドル ID: 製品のロックを解除するライセンスキーです。単一の Altova MissionKit バンドル内の
全ての製品は、バンドル ID同じを有しています。 バンドルされていない製品には、バンドル ID は存在しません。
開始日、終了日: ライセンスの有効期限を示します。有効期限の無いライセンスには、終了日がありません。
有効期限日数、 SMP (残りの日数): ライセンスの有効期限が切れるまでの日数。ライセンスされている各購入
には、特定の日数の間有効なサーポート & メンテナンスパッケージが付随します。 SMP 列は、有効な SMP 日
数を表示しています。
#、ライセンスの型: カラム内にリストされている許可されているユーザー数または CPU コア数。 許可がユーザーま
たはコアに与えられるかは、ライセンスの型カラムに表示されています。 Altova MobileTogether Server 製品の
場合、ライセンスは、 MobileTogether Server に接続されている クライアントデバイスの数に基づいています。つ
まりサーバーのユーザー数。その他の Altova サーバー製品では、ライセンスは CPU コア数のみをベースに割り当
てられています (下を参照)。 Altova デスクトップ製品の場合、 ライセンスユーザーの数をベースに割り当てられま
す。 デスクトップ製品のライセンスに関するメモ を参照してください。
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クライアント: この列は、 MobileTogether Server ライセンス と デスクトップ製品 ライセンス のためのみのエント
リです。サーバー製品 ライセンス のためのエントリは存在しません。MobileTogether Server device ライセンス
のために、ライセンスが割り当てられているかを表示しています。この列は、デスクトップ製品のために、列は、マシンの
台数とユーザーの人数を下記に説明されるように表示します。

デスクトップ製品: マシンの台数 と ユーザーの人数
マシンの台数 は、与えられたライセンスでソフトウェアを実行することできるライセンスされたマシンの台数を表します。
例えば、 7/10 マシンは、ソフトウェアインスタンスを10台のマシンで使用することができ、現在7台のマシンでソフトウェアの
ために使用されていることを意味します。  「割り当てられているクライアントを表示」　(Show Assigned
Client) ボタンをクリックし、 クライアント管理 タブに移動し、クライアントマシンのライセンスの詳細を確認します。
ユーザーの人数 は、許可されているユーザーの総数内の現在のユーザーの数を表しています。現在作動している、
ライセンスされたソフトウェアのインストールのみが数えられます。例えば、 3/10 users は、使用を許可されている
10名のユーザー中3名のユーザーが現在ライセンスを使用していることを意味します。ライセンスされているソフトウェア
のインストールが現在実行中の場合、  「現在作動中のクライアント」(Show Running Client) ボタンをク
リックし、 クライアントの監視タブ を開き、ネットワーク上のクライアントマシンで作動中の Altova 製品の詳細を確認
します。
ユーザーの人数 と マシンの台数 は共に、現在のライセンスの許容量と与えることのできるライセンスの使用状況に
ついての情報を表します。 例えばインストールされているユーザーライセンス のマシンの台数が、 7/10 であり、ユー
ザーの任数が 3/10 の場合、以下を意味します: (i) 製品 ソフトウェアは、10台のマシンにライセンスを与えること
ができます。 (ii) ソフトウェアは、7台のマシンにライセンスを与えました。(iii) ライセンスを与えられた7台のソフトウェ
アのうち3台が現在作動中です。

ライセンスの割り当ての解除
マシン上のソフトウェアインストールからライセンスの割り当てを解除するには、 クライアント管理 タブに移動します。割り当てを
解除するマシンとソフトウェアを選択します。「割り当てられたライセンスを編集する」 ボタンをクリックして、ライセンスの割り
当てを解除し、「変更の適用」(Apply Changes) をクリックします。 

デスクトップ製品のライセンスに関するメモ
ユーザーライセンスには3つの種類があります:

インストールされているユーザー: ライセンスがソフトウェアをインストールする台数分購入されます。  例えば、10台
分のユーザーインストールライセンスを購入すると、10台までのマシンにソフトウェアをインストールし使用することができ
ます。各ライセンスを与えられているマシンでは、同時に複数のソフトウェアのインスタンスを開始することができます。
各 「インストールされているユーザー」 のためのライセンスは、そのマシン上で使用される製品を意味します。 
同時に使用するユーザー: この種類のライセンスは、同時に使用するユーザーの人数の10倍のコンピューターの台
数にソフトウェアをインストールすることのできるライセンスです。すべてのインストールは、同じ物理ネットワーク上に存
在しなくてはなりません。 ソフトウェアは、同時に使用するユーザーの人数に対して許可されている数のみ使用する
ことができます。 例えば、同時にしようするユーザーのために10個のライセンスを購入したとします、 この場合、ソフト
ウェアは200台までのコンピューターに同じ物理ネットワーク上でインストールすることができ、20台のコンピューター上
で使用されることができます。同時に使用するユーザー ライセンスを異なる物理ネットワーク上で使用する場合、
各ネットワークのために個別のライセンスを購入する必要があります。同時に使用するユーザー のライセンスを複数
のネットワークで使用することはできません。
名前の与えられたユーザー: 名前の与えられているユーザーライセンスは、それぞれ5台のマシンまで、ソフトウェアを
インストールすることができます。しかしながら、ライセンス内で名前が挙げられているユーザーのみがソフトウェアを使用
することができます。このライセンスを使用すると、ソフトウェアが1つのインスタンスのみを使用すると仮定される場
合、ユーザーは異なるマシンで作業することができます。

Altova MissionKit ライセンスに関するメモ
Altova MissionKit は、 Altova デスクトップ製品のパッケージです。 Altova MissionKit ライセンスは、 MissionKit
パッケージ内で、各デスクトップ製品のための個別のライセンスから構成されています。 これら個別の製品ライセンスには、異
なる一意のキーコードが存在しますが、同一の MissionKit バンドル ID を有します。Altova MissionKit ライセンスをラ

http://www.altova.com/missionkit.html
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イセンスプールにアップロードすると、 ( Altova MissionKit ロゴ が横に表示され) MissionKit を構成する各製品の個別
のライセンスがライセンスプールに表示されます。これらの製品ライセンスの1つを特定のユーザーに割り当てると、 MisisonKit
バンドル内の他の全ての製品のライセンスもこのユーザーに割り当てられます。この結果、この特定の MissionKit バンドル
内の他の製品を他のユーザーに割り当てることはできません。

ライセンスのチェックアウト
ライセンスが製品マシン上に保管されるように、ライセンスをライセンスプールから 30 日間チェックアウトすることができ
ます。これにより、オフラインで作業することが可能になります。これはとても役に立ちます。Altova LicenseServer
にアクセスできない環境(例えば、旅行中に Altova 製品がインストールされたラップトップコンピューターで作業する)
場合などが挙げられます。ライセンスはチェックアウトされていますが、 LicenseServer は、ライセンスが使用中と表
示し、ライセンスは他のマシンで使用することができません。ライセンスはチェックアウトの期間が終わると自動的に
チェックインされた状態を戻します。 または、チェックアウトされたライセンスはソフトウェアのライセンスの認証ダイアログ
のボタンを使用してチェックインすることができます。 ライセンスをチェックアウトするには、Altova デスクトップ製品の
ヘルプメニューに移動し、ソフトウェアのライセンスの認証を選択します。詳細に関しては Altova 製品のマニュア
ルを参照してください。

コアとライセンスについてのメモ
Altova サーバー製品へのライセンスは製品マシンで使用可能なプロセッサ コアの数をベースにしています。 例えば、デュアル
コア プロセッサはコアが 2 つ、クアッド コア プロセッサはコアが 4 つ、ヘキサ コア プロセッサはコアが 6 つ等々。特定のサーバ
ーマシン上の製品にライセンスされたコアの数は、物理または仮想マシンで、サーバーで使用可能なコア数よりも多くまたは同
数である必要があります。例えば、サーバーが 8 コア(オクタル コア プロセッサ)の場合、少なくとも 8-コア ライセンスを購入す
る必要があります。また、ライセンスを合計してコア数を満たすこともできます。2 つの 4-コアライセンスは、8-コアライセンスの
代わりにオクタル コア サーバーで使用できます。

大きい CPU コアを持つコンピューターサーバーを使用し、少量を処理する場合、少ないコアを割り当てる仮想マシンを作成
し、その数のライセンスを購入することもできます。このようなデプロイは、もちろん、サーバーの全ての利用可能なコアが利用さ
れている場合に比べ、処理スピードが落ちます。

メモ: 各 Altova サーバー製品のライセンスは、使用されていないライセンス容量があっても、 1 度に 1 つのクライアントマ
シンにだけしか使用することができません。例えば 10-コアライセンスが 6 CPU コアのクライアント マシンに使用され
る場合、残りの 4 コア ライセンスは他のマシンで同時に使用することができません。

MobileTogether Server ライセンス
MobileTogether Server ライセンスには2つの種類があります。 カスタマーは必要に応じてライセンスの種類を選択するこ
とができます。

コアライセンス: サーバーマシンのコア数をベースにして MobileTogether Servers に割り当てられます。上の例を
参照してください。上の説明を参照してください。コアライセンスは、無制限の数量の MobileTogether クライアン
トデバイスによりサーバーへの接続を許可します。しかしながら、「単一スレッドの実行」チェックボックスがチェックされて
いると、1度に MobileTogether Server に接続できるモバイルデバイスは１台です。これは、評価と小さい規模の
テストを行う際に役に立ちます。この場合、2台目のモバイルデバイスが MobileTogether Sever に接続される場
合、 ライセンスは2台目が使用するようになります。最初のデバイスは、接続できないようになり、エラーメッセージが
表示されます。
デバイスライセンス:  MobileTogether Server にいつでも接続することのできる MobileTogether Client デ
バイスの最高使用数を指定します。

クライアント管理

このセクション: 
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クライアント管理タブ内のアイコン 
製品のリストペイン内のライセンスの管理  
ライセンスの割り当て  
単一スレッドの実行  
異なる名前の下での1つのクライアントマシン 
評価ライセンスのリクエスト 
製品の登録解除 

「クライアント管理」 (Client Management) タブ (下のスクリーンショット)は、2つのペインに分割されています:

登録されているクライアント: 左側のペインは、LicenseServer に登録されている  Altova 製品を少なくとも1つ
テーブルに表示します。このようなマシンは、 登録されているクライアント と呼ばれます。各登録されているクライア
ントは、左側のペインに登録されている全ての商品をリストしています。LicenseServer に製品を登録する方法
は、製品の登録で説明されています。このペイン内の表示は、ペインの列の上にフィルターを入力することによりフィル
ターできます。 
製品のライセンス: これは右側のペインです。登録されているクライアントが左側のペインで選択されると、 (登録さ
れているクライアント) クライアントの 登録されている製品のライセンスに関する情報が右側のペインに表示されま
す。各登録されている製品のライセンスを管理することができます (この点については下で説明されています)。

クライアント管理タブ内のアイコン

割り当てられたライセンスの編集。 各製品のリストで使用することができます。新しいライセンスを
製品に割り当てることのできる、すでに割り当てられたライセンスを編集できる  割り当てられたライセ
ンスの編集 がポップアップします。

ライセンスの表示。 各ライセンスに表示されます。License Pool タブ に切り替えができ、選択さ
れたライセンスをハイライトされることによりライセンスの詳細がわかります。

製品の登録解除。 (選択されたクライアントマシン上の) 各製品で利用可能です。選択された製
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品を LicenseServer から削除することができます。 製品の登録解除 を参照してください。クラ
イアントとその全ての製品の登録解除を行うには、ペインの上の「クライアントとその全ての商品の
登録を解除する」(Unregister client and all products) をクリックしてください。 

製品のリストペイン内のライセンスの管理
右側の 製品のライセンス ペインでは、以下を行うことができます:

割り当て、割り当ての解除、製品のライセンスの変更: 製品の 「割り当てられたライセンスを編集する」
(Edit Assigned Licenses) ボタンをクリックして行います。 次を参照してください: ライセンスの割り当て 。
各サーバー製品には、クライアント上で製品を作動するためにライセンスされることが必要な CPU コア数が表示さ
れています。ライセンスされているコアが必要なコア数よりも少ない場合、情報は赤でマークされています(ライセンスさ
れる必要がある CPU コアの数は、そのクライアント上の CPU コアの数で、 LicenseServer によりクライアントマ
シンから取得されます)。
単一コア、クライアントの単一コアを使用するためのサーバー製品のセットアップ: 次を参照してください: 単一
スレッドの実行 。
LicenseServer を製品から登録解除する : 製品の 「製品の登録解除」 ボタンを使用します。次を参照し
てください: 製品の登録解除 。

ライセンスの割り当て
登録されている製品にライセンスを割り当てるには、その製品の「割り当てられたライセンスを編集する」 (Edit
Assigned Licenses) ボタンをクリックしてください。 これは、「割り当てられたライセンスを編集する」 ダイアログを表示し
ます (下のスクリーンショット)。

割り当てるライセンスを選択し、「変更の適用」(Apply Changes) をクリックします。 ライセンスは、その製品に割り当て
られ、 クライアント管理タブの製品のライセンス タブ内に表示されます (下のスクリーンショット参照)。
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単一スレッドの実行
ライセンスプール内で、製品ライセンスが、1つのコアのためにのみ有効な場合、複数のコアを持つマシンが1つ
のコアのライセンスに割り当てられることができます。 このような場合、マシンはその製品を単一のコアで作動しま
す。ですから、処理は、(複数のコアのみで可能な)複数のスレッドが使用できないため遅くなります。 製品は、
そのマシン上で単一のスレッドモードで実行されます。 

単一コアのライセンスを複数のコアマシンに割り当てるには、その製品のために単一スレッドの実行に制限
チェックボックスをチェックします。

MobileTogether Server (MTS) の場合、 MTS コアライセンスのために単一スレッドの実行が選択さ
れている場合、MobileTogether Server に接続することのできるモバイルデバイスは1台です。2台目のデ
バイスが MobileTogether Sever に接続されると、ライセンスは引き継がれます。最初のデバイスは接続す
ることができなくなり、このためにエラーメッセージが表示されます。 

異なる名前で使用される1つのクライアントマシン
クライアントマシンが1度以上 LicenseServer に登録されている場合、クライアント管理タブ内で複数の名前が表示され
る可能性があります。これは、複数のエントリが表示されるという意味です。これは、マシンが異なるフォームのホスト名で再登
録された場合発生します。 

追加ライセンスが同じマシンに異なる名前で登録されないように確認してください。 (製品のライセンス) ペインの右上にあ
る 「クライアントと全ての製品の登録を解除する」 ボタンを使用して余計なクライアントマシンの登録を解除してください。
また、同じライセンスが同じマシンに複数回割り当てられるライセンスの競合が発生する場合があります。ですので、これら2つ
のシチュエーション(冗長ライセンスと単一ライセンスの複数回の割り当て)を回避するために、単一クライアントマシンの複数
回のエントリは、登録解除されることが奨励されます。

クライアント管理タブ内で取られるマシン名の例です:

ドメイン名を持つホスト名 (完全修飾された ドメイン名、 FQDN)例: "win80-
x64_1.my.domain.com" または "Doc3.my.domain.com"。 これは(ドメイン情報を持つ、または、持た
ない) マシンのホスト名が LicenseServer に登録するために使用される licenseserver CLI コマンドの引
数としてパスされた場合に発生します。 例: <AltovaServerProduct> licenseserver Doc3. これは
以下を含む FQDN を作成します: Doc3.my.domain.com.

FQDN は、また localhost が Windows 7 と 10 システム上でホスト名として与えられた場合に生成されま
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す。

ドメイン名を持たないホスト名。 例: "win80-x64_1" または "Doc3"。 これは、 Windows 8 システム上
で localhost がマシン名として与えられた場合、発生します。

localhost. 一部の場合、 localhost は、マシン名として表示されます。

メモ: Windows マシンに Altova サーバー製品をインストール中、 マシンが自動的に LicenseServer に登録される
場合、 localhost がインストーラーマシン名として使用されます。

評価ライセンスのリクエスト
30-日間無料の評価ライセンスをクライアントにインストールされている LicenseServer に登録されている Altova 製品の
ために取得することができます。ペインの右上にある 「評価ライセンスのリクエスト」(Request Evaluation
Licenses) ボタン (製品のライセンス) をクリックします。 (クライアントマシン上の) LicenseServer に登録されている
Altova 製品のリストを含むダイアログが表示されます。評価ライセンスを必要とする製品がチェックされ選択されていることを
確認し、登録フィールドに記入し、リクエストを送信します。 30-日間有効な 評価ライセンスが含まれる電子メールを
Altova から受信します。  サーバー製品に関しては、リクエストが送信された時点で製品が必要とする有効なコア数が含ま
れます。 ライセンスをディスクに保存して、ライセンスプールにアップロードします。

製品の登録解除
LicenseServer に登録されている各 Altova 製品 が右側のペイン (製品のライセンス)で クライアントマシン名の下に
表示されます。 「製品の登録解除」(Unregister Product)  ボタンがエントリの下に表示されています。
LicenseServer から製品の登録を解除するためにこのボタンをクリックします。製品にライセンスが割り当てられている場
合、割り当ては、製品の登録が解除されると解消されます全ての製品の登録を解除するには、(製品のライセンス)ペイン
の右上にある「クライアントと全ての製品の登録を解除する」(Unregister client and all products) ボタンをク
リックしてください (このセクションの最初のスクリーンショットを参照してください)。

LicenseServer から登録の解除を行うには、以下を行います:

サーバー製品: サーバー製品の Web UI 内の設定ページに移動し、 サーバー製品に Web UI が存在しない
場合は、コマンドプロンプトウィンドウを開き、製品の CLI を使用して登録します。各製品のための手順は以下で
説明されています: FlowForce Server の登録, MapForce Server の登録  MobileTogether Server
の登録  StyleVision Server の登録、と RaptorXML(+XBRL) Server の登録。
デスクトップ製品: 製品の ソフトウェアのライセンス認証 ダイアログ 「Help | ソフトウェアのライセンス認証」
(Help | Software Activation) により LicenseServer モードからソフトウェアの認証に切り替えます。
Altova LicenseServer フィールド内から、製品を登録する LicenseServer を選択します。 製品は、
LicenseServer の クライアント管理タブ内の登録された製品リスト内にに表示されます。 

詳細に関しては、次のセクションを参照してください: 登録された製品へのライセンスの割り当て。

クライアントの監視

クライアントの監視 タブにより選択されたクライアントマシンの概要を確認することができます。 タブには以下が表示されま
す：

チェックアウトされているクライアント
(サーバー製品ではなく)  XMLSpy または MapForce などの、Altova デスクトップ製品, のエンドユーザーは、
LicenseServer に登録されているライセンスをチェックアウトすることができます。エンドユーザーのマシンが一定の期間オフラ
インであることが想定される場合、この機能が使用されます。 LicenseServer からライセンスをマシンがオフラインである一
定の期間チェックアウトすることができます。この期間内で、エンドユーザーは Altova デスクトップ製品を LicenseServer
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に通信を取ることなく使用し続けることができます。現在チェックアウトされているライセンスとユーザーは、この見出しと共にリス
トされます。

メモ: エンドユーザーは、 Altova デスクトップ製品のソフトウェアのライセンスの認証ダイアログ(Help | Software
Activation)によりライセンスをチェックアウトすることができます。

実行中のクライアント
現在クライアント上で実行されている Altova 製品のリストです。 製品の複数のインスタンスが実行されている場合、これら
のインスタンスがリストされています。

メモ: Failover LicenseServers は、v2015rel3 または以降であるクライアントアプリケーションと作動します。
(Altova MobileTogether Server の場合、バージョン 1.5 または以降)。古いクライアントにはフラグが立てられ
ます。

メモ: フェールオーバー LicenseServers は、v2015rel3 または以降であるクライアントアプリケーションと作動します。
( Altova MobileTogether Server の場合、バージョン 1.5 または以降)。古いクライアントにはフラグが立てられ
ます。 

クライアントの監視タブ内のアイコン

ライセンスの表示。 製品のインスタンスに表示されます。 License Pool タブに切り替えができ、選択された
製品のインスタンスがハイライトされることによりライセンスの詳細がわかります。

クライアントの管理。 各 製品のインスタンスに表示されます。  クライアント管理 タブに切り替えができ、選択
された 製品のインスタンスをハイライトします。 

設定

このセクション: 

フェールオーバー LicenseServer 設定
ネットワーク設定 
電子メールの設定の変更 
その他の設定 

設定 タブに関しては下で説明されています。 次を設定することができます:

LicenseServer をシャットダウンするまでの待ち時間。 シャットダウンは、通常サーバーのメンテナンスのために
実行されます。 シャットダウンする時間は、 Altova デスクトップ製品を実行中のクライアントの作業を減らすために
使用することができます。 選択されたシャットダウンタイムは、シャットダウンの最長の時間です。 デスクトップ製品を
作動するクライアントに LicenseServer が接続されていない場合、LicenseServer は即時シャットダウンされ
ます。 シャットダウンまでの待ち時間は、「シャットダウン」をクリックすると開始されます。 シャットダウンをキャンセルす
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るには、「シャットダウンの中断」をクリックします。 LicenseServer のシャットダウン中に、クライアントの作動を有
効化するには、 フェールオーバー LicenseServerを構成してください。
プライマリ LicenseServer が使用できなくなった場合、2番目の LicenseServer が、プライマリ
LicenseServer から引き継ぐように構成することができます。この2番目の LicenseServer は、フェールオーバ
ー LicenseServerと呼ばれます。この2番目の LicenseServer は、フェールオーバー LicenseServer こ
の設定の指定方法はここから確認することができます。 
この2番目の LicenseServer にログインするためのパスワード。 希望するパスワードを入力し、 「パスワードの変
更」(Change Password) をクリックします。
Altova への接続をテストするには、「Altova への接続をテストする」(Test Connection to Altova) をク
リックします。 接続をテストする前に、(ペインの下の 「保存」(Save) ボタンをクリックして )新しい設定を保存する
必要があることに注意してください。「Altova への接続をテストする」(Test Connection to Altova) ボタン
は、テスト中は無効化されており、テストが完了すると有効化されます。 
ウェブベースの 構成ページ (Web UI) のためのネットワーク設定は、(存在する場合) インターネットに接続するた
めに使用されるプロキシサーバー、およびライセンスサービスの使用のためです。これらの設定に関しては下の ネットワ
ーク設定 で説明されています。
電子メールサーバー設定と、 LicenseServer に関する重要な事項が発生した場合に電子メールが送信される
宛先です。これらの設定に関しては下の 電子メールの設定の変更 で説明されています。
設定を変更した後、 ペインの下の 「保存」 をクリックします。変更された設定は、保存されるまで効果が適用され
ません。

フェールオーバー LicenseServer 設定
プライマリ LicenseServer が使用不可能になった場合、プライマリ LicenseServer から第 2  LicenseServer への
LicenseServer 切り替えを構成することができます。この第 2 LicenseServer は フェールオーバー
LicenseServer と称されます。

LicenseServer をフェールオーバー LicenseServer と設定するには、以下をおこないます:
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1. インストールセクションの指示に従い LicenseServer をインストールします。
2. LicenseServer のモードを、 対応するラジオボタンを選択して、フェールオーバー LicenseServer に設定しま
す。 (上のスクリーンショットを参照)。 (デフォルトでは、 LicenseServer モードはプライマリ LicenseServer
に設定されています。)

3. 表示されるプライマリ LicenseServer を検索ダイアログ (下のスクリーンショット) にフェールオーバー
LicenseServer によりバックアップされるプライマリ LicenseServer を入力します。 手順は以下の方法で行うこ
とができます: (i) 「LicenseServers の検索」 (Search for LicenseServers) をクリックして、コンボボッ
クス内で検索された LicenseServer リストからバックアップする LicenseServer を選択します。 (ii) 「手動で
アドレスを入力」 (Manually Enter Address) をクリックして、バックアップする LicenseServer のアドレス
を入力します。 プライマリ LicenseServer を入力して、 「手動で LicenseServer へ接続」 (Connect
to Primary LicenseServer) をクリックします。

4. 確認ダイアログが表示され、現在の LicenseServer を選択された プライマリ LicenseServer の フェールオー
バー LicenseServer として設定するかが問われます。確認すると、インストールされたライセンスと登録されたクラ
イアントが削除されます。続行する場合は 「はい」 をクリックします。続行を確認することは、インストールされたライ
センスを削除し、現在の LicenseServer から登録されたクライアントの登録を解除することに注意してください。

フェールオーバー LicenseServer が構成されると、プライマリ LicenseServer と フェールオーバー LicenseServer の
双方に対するモードに関する通知が構成ページの上に表示されます。下のスクリーンショットで、最初に フェールオーバー
LicenseServer が、次に プライマリ LicenseServer が表示されています。 

以下の点に注意してください:

フェールオーバー LicenseServer が構成された後に、定期的にプライマリからのすべてのライセンス、登録されたク
ライアント、 使用許諾契約を同期化します。 プライマリ が使用不可能になると、 フェールオーバー が
LicenseServer の役割を引き継ぎます。 プライマリ が再び使用可能になると、 プライマリがフェールオーバーを引
き継ぎます。  フェールオーバー に加えられたライセンスに関連する変更は、プライマリが管理を再び開始すると失わ
れます。 
フェールオーバー LicenseServer は、 2015 rel 3以降、(Altova MobileTogether Server の場合は、 v
1.5 または以降) のバージョンのクライアントのみにライセンスを提供します。プライマリ LicenseServer (下のスクリ
ーンショット) の クライアント管理タブ で古いクライアントはフラッグされます。フェールオーバー LicenseServer 機
能を使用する場合は、クライアントのアプリケーションを 2015 rel 3 以降にアップグレードするか、または、後に行っ
てください。(Altova MobileTogether Server の場合は、 v 1.5 または以降) 
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ネットワークの設定
管理者は LicenseServer 構成ページおよび LicenseServer にポイントされるネットワークアクセスを指定することがで
きます。

Web UI: 許可された IP アドレスの、すべてのインターフェイス、マシンの IP アドレス、固定アドレス、ポートは動的
に計算されるか固定されることができます。これにより広範囲の IP-アドレス:ポート設定が許可されます。デフォルト
のポート設定は 8088 です。
プロキシ サーバー (v1.3 以降使用可能): プロキシサーバーがインターネットに接続する際使用される場合、プロ
キシサーバーの詳細はプロキシサーバーペインに入力される必要があります(上部スクリーンショット参照)。これらの
フィールドはプロキシサーバーが使用時のみ記入される必要があります。プロキシサーバーを使用するために
LicenseServer を構成するには、プロキシサーバーのホスト名と、必要であれば、ポート番号を入力します。プロ
キシサーバーが認証を必要としない場合、ユーザー名とパスワードのフィールドは空白にしておくことができます。 
License サービス: がインストールされているマシンは、1つまたは複数のネットワークインターフェイスから、複数また
は1つのネットワークに接続することができます。それぞれのネットワークで、 License Server マシンはホスト名と
IP アドレスにより検出されます。 License Service 設定により、どのネットワークライセンスサービスを使用すること
ができるか知ることができます。 localhost オプションは、ローカルマシンのみでのサービスを許可します。ホスト名
またはおよび IP アドレスをリストする場合、スペースを使用せず、コンマのみでリストを区切ります。 (例: 
hostname1,IPAddress1,hostname2)。サービスのポート番号は、 35355 に固定されています。
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デフォルトでは、これらの設定は LicenseServer と LicenseServer が接続されているネットワークの構成ページへのへ
の制限のないアクセスを許可します。LicenseServer または、構成ページへのアクセスを制限したい場合は、適切な設定
を入力して[保存(Save)]  をクリックしてください。

接続テスト(上部参照) 実行して設定が正しいか確認してください。

メール通知の設定
Altova LicenseServer は、 altova.com サーバーに接続されている必要があります。接続が24*5 時間(5 日間)
途切れた場合、 LicenseServer はライセンスを許可しません。この結果、 LicenseServer にライセンスされた Altova
製品との作業セッションが失われる可能性があります。 

接続エラー状態を管理者に通知するために、通知メールを電子メールアドレスに送信することができます。 管理者の電子メ
ールアドレスに通知メールを送信する通知メールペイン (下のスクリーンショット参照) に設定を入力します。

SMTP ホストおよび SMTP ポートは電子メール通知が送信される電子メールサーバーのアクセスの詳細です。  ユ
ーザー認証(User Authentication) と ユーザーパスワード(User Password) は電子メールサーバーにアクセスするた
めのユーザーの資格情報です。 From フィールドに電子メールの送信者の電子メールアカウントのアドレスを入力します。
To フィールドは受信者の電子メールアドレスを入力します。

完了すると [保存 (Save)] をクリックしてください。メール通知の設定タブを保存した後、電子メール通知が、
altova.com への接続エラーなどの重大な出来事が起きた際に指定されたアドレスに送信されます。この様なエラーの際
はメッセージタブにも記録されますので、メッセージタブで確認することもできます。 
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その他の設定

評価ライセンスの受け取りとデプロイのヒントの表示
構成ページ下部のこのボックス (上のスクリーンショット参照) をチェックすることにより、簡単な評価ライセンスを評価しデプロ
イする簡単な説明が表示されます。

作動している製品とのコンタクトエラーが発生した場合に警告電子メールを送信する
ライセンスされ作動している製品とのコンタクトエラーが発生した場合、 From アドレスから警告メッセージが送信されます。

メッセージ、ログアウト

メッセージ(Messages) タブは LicenseServer のライセンスプール内のライセンスに関連したにすべてのメッセージを表
示します。各メッセージには 削除(Delete) があり、特定のメッセージを削除することができます。

ログアウト(Log Out) タブはログアウトボタンとして機能します。タブをクリックすることにより、すぐにログインマスクが表示され
ます。
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4.1.8 パスワードのリセット

LicenseServer パスワードを忘れた場合、から passwordreset コマンドを使用してパスワードをデフォルトにリセットす
ることができます。

1. コマンド ライン ウィンドウを開く
2. LicenseServer アプリケーションまたは実行可能ファイルがインストールされているディレクトリに変更する
3. 次のコマンドを入力する: licenseserver passwordreset
これにより LicenseServer 管理者のパスワードを default に設定します

4. 管理者にパスワード default を使用して、ログインすることができます。
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5 サーバーの構成

このセクションは FlowForce Server 構成の命令について説明されています。

FlowForce Server 設定を Web 管理インターフェイスから、または、 FlowForce Server .ini ファイルを編集して、
変更することができます。サーバーメンテナンス、または構成タスクをコマンドラインインターフェイスから使用することができます 
(以下を参照: コマンド ライン インターフェイス )。

.ini ファイルを手動で編集した後、 設定を有効にするために FlowForce サービスを再起動します。 サービスを手動で再
起動するには、以下を参照してください::

サービスの開始と停止 (Linux)
サービスの開始と停止 (Mac OS X)
サービスの開始と停止 (Windows)
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5.1 FlowForce Server アプリケーションデータ

このセクションでは、 FlowForce Server アプリケーションデータディレクトリのコンテンツについて説明されています。この情
報は、手動でメジャーな FlowForce Server バージョンにデータを移行する場合、または、 .ini ファイルを編集することに
より FlowForce Server 構成設定を変更する場合、役にたちます。

アプリケーションデータディレクトリは、 FlowForce Server と、ジョブ、トリガー、システム関数、サーバーログ、他のファイル
など、そのユーザーにより生成されたデータを保管します。 

アプリケーションデータディレクトリは、複数の .ini スタイル構成ファイルも含んでいます。 管理者は、  Web 管理インターフェ
イス または、 コマンド ライン インターフェイスから設定を変更する代替として、.ini 構成ファイルをテキストエディターで編集す
ることができます。 

アプリケーションデータディレクトリへのパスは、 オペレーションシステムとプラットフォームにより以下のように異なります。

Linux /var/opt/Altova/FlowForceServer2017

Mac OS X /var/Altova/FlowForceServer2017

Windows Vista, Windows 7,
Windows 8, Windows 10

C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2017

下のテーブルは、アプリケーションデータディレクトリ内のメインのファイルとフォルダーのリストを表しています。

flowforceserver.ini FlowForce Server のグローバル構成設定を保管します。(現在サー
バーログとエラーメッセージに使用されている言語です )。

flowforceweb.ini FlowForce Web Server のグローバル構成設定を保管します。
(Web 管理インターフェイスの言語 )。

flowforceweb.html セットアップページは、 Altova LicenseServer を使用して、
FlowForce Server を登録、およびデフォルトの Web 管理インター
フェイスのアドレスとポートを構成するために使用されます (以下も参照: 
セットアップページを開く )。 このページは、 FlowForce Web Server
サービスを再起動すると登録されます。

data/cache.db このデータベースファイルは、 FlowForce のキャッシュ機能に関連したデ
ータを保管します(以下を参照: ジョブの結果をキャッシュする  )。

data/state.db このデータベースファイルは、 FlowForce の可変の状態(つまり、構成さ
れていない状態)を保管します。

data/ffweb.log
data/flowforce.log

これらのふぃあるは、 FlowForce Web Server と FlowForce
Server からのログメッセージをそれぞれ保管します。これは、
Windows、Mac OS X、および、  Debian 7、Ubuntu 14、および
CentOS 6 (または以前) システムに対して適用されます。

Debian 8、Ubuntu 15 および CentOS 7 または以降に対しては、ロ
グはシステムログに書き込まれます  ( /var/log/syslog  )。 

data/flowforce.db このデータベースファイルは、FlowForce Server オブジェクトシステム、ア
クティブなデータ、アクティブなジョブ、ロール、およびその他を保管します。 

data/flowforcelog.db このデータベースファイルは、 FlowForce Server ログを保管します。

data/flowforce.ini この構成ファイルは、 FlowForce Server のポートとのリッスンインター
フェイスを定義します。



102 サーバーの構成 FlowForce Server アプリケーションデータ

(C) 2017 Altova GmbHAltova FlowForce Server 2017

data/flowforceweb.ini この構成ファイルは、 FlowForce Web Server のポートとのリッスンイ
ンターフェイスを定義します。

data/files デプロイされた機能に関連したファイルを保管します。

data/logs ジョブ実行ステップからのキャプチャされた出力を含みます。

data/tmp 一時ファイルを保管します。

data/tools (MapForce Server または StyleVision Server などの)他の
Altova サーバー製品が FlowForce Server と共にインストールされる
場合、このディレクトリは FlowForce Server がこれらの製品作業を可
能にする .tool ファイルを保管します。 

このディレクトリが空の場合、各製品のインストールディレクトリから各製品
のツールファイルを手動でコピーすることができます。

MapForce マッピング、または、 StyleVision 変換の実行に必要な
.tool ファイルを環境変数を設定するために編集する必要がある可能性
があります (以下を参照: 環境変数の設定 )。
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5.2 セットアップページを開く方法

FlowForce Server と FlowForce Web Server がリッスンするホストとポートを含む、FlowForce Server セット
アップページは、 Web 管理インターフェイスのデフォルトのネットワークアドレスとポートと LicenseServer のネットワークアド
レスを指定することができます。 セットアップページは、 FlowForce Web Server サービスを開始する都度登録されま
す。 

必要条件

FlowForce Web Server サービスは、起動されていない場合、起動する必要があります  (以下を参照:  
Linux, Mac OS X、および Windows で起動する方法)。
FlowForce Web Server が起動されるランダムなポートアドレスがファイアウォールによりブロックされていないこと
を確認してください。

セットアップページを開く方法 (Linux):

以下のうちの1つを行ってください:

Linux に GUI ブラウザーが存在する場合、  flowforceweb.html ファイルを実行してください (このアクションに
は、ルートの特権が必要な点に注意してください):

file:///var/opt/Altova/FlowForceServer2017/flowforceweb.html

ブラウザーでセットアップページの URL を開きます。デフォルトの URL は、アプリケーションの構成フォルダー内の
flowforceweb.html ファイルにあります。   (URL は、以下のフォーマットを使用します:フォーマットがあります
http://127.0.0.1:34597/setup?key=52239315203 )。

セットアップページを開く方法 (Mac OS X):

以下のうちの1つを行ってください:

「アプリケーション」 から FlowForce Server アイコンをダブルクリックします (このアクションには管理者の特権が
必要な点に注意してください )。 FlowForce Server セットアップページが Web ブラウザーを開きます。
ブラウザーでセットアップページの URL を開きます。デフォルトの URL は、アプリケーションの構成フォルダー内の
flowforceweb.html ファイルにあります。   (URL は、以下のフォーマットを使用します:フォーマットがあります
http://127.0.0.1:34597/setup?key=52239315203 )。

Mac マシンの名前が IP アドレスを解決できない場合、ブラウザーは次のメッセージを表示するページを開きます :
「http://<hostname>:<port> で FlowForceWeb を使用できません。再起動の後、このページを再ロードしてく
ださい。」このメッセージが表示されると以下を行ってください(次を参照してください: 必要条件): 

a. このメッセージ内のリンクをクリックする。
b. ブラウザーのアドレスバー内の <hostname> を使用中の Mac の IP アドレスと置き換えてください。

セットアップページを開く方法 (Windows):

以下のうちの1つを行ってください:

システム通知エリアの、ServiceController アイコン (  ) をクリックします。そして、「Altova FlowForce
Web > Setup」を選択します。
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ブラウザーでセットアップページの URL を開きます。デフォルトの URL は、アプリケーションの構成フォルダー内の
flowforceweb.html ファイルにあります。   (URL は、以下のフォーマットを使用します:フォーマットがあります
http://127.0.0.1:34597/setup?key=52239315203 )。
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5.3 ネットワーク設定の定義

FlowForce Server と FlowForce Web Server がリッスンするホストとポート、およびネットワークに関連した設定を
セットアップページから指定することができます。セットアップページをオペレーティングシステムに従い異なる方法で開くことができ
ます (次を参照する: セットアップページを開く)。または、設定の大半は、構成ファイルを用いて定義することができます (次を
参照: ファイル参照の構成)。 セットアップページ内で定義されている設定は、 FlowForce Server  の新規のマイナーバ
ージョンをインストール場合保管されます。 メジャーバージョンのマイナーバージョンをインストールすると、 インストール中、前の
メジャーバージョンからデータを移行する場合のみ設定は保管されます。 
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セットアップページ

設定を以下のように構成することができます。 (「FlowForce Web Server」 と 「FlowForce Server」の違いを理解
するには、次を参照してください 作動の仕組み.)
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LicenseServer

FlowForce Server は、LicenseServer に登録されている必要があります  (次を参照する: Altova
LicenseServer)。 インストール中に  LicenseServer ホストが指定されていない場合、 Altova
LicenseServer が作動するマシンのここにアドレス、または、ホスト名を入力します。  ( LicenseServer がロー
カルでインストールされている場合)これはローカルマシン、または、ネットワークアドレスであることができます。 

FlowForce Web Server

この設定のグループにより、 FlowForce Web Server のホスト (バインドアドレス) とポートを設定することがで
き、暗号化されていない接続、および、SSL 暗号化された接続を受け入れるか否かを設定することができます。

インストール*中、または構成ファイルから変更されていない場合、デフォルトでは、(暗号化されていない) プレーンな
HTTP から FlowForce Web Server への接続が有効化されています。次を参照してください 設定ファイルの
参照。 Windows 上では、Web 管理者インターフェイスは、ポート 8082 のネットワークインターフェイスで使用す
ることができます。Linux と Mac OS では、ポート番号は、インストール中にランダムに選択されます 「ローカルの
み」 または 「全てのインターフェイス」以外にカスタムのアドレスを指定するには、「他の」テキストボックスに入力しま
す。

* FlowForce Server インストール中のネットワークシステムの変更は Windows のみで許可されていま
す。

SSL 暗号化された接続を有効化するには、「SSL 暗号化された 接続」の下の「有効化済み」 チェックボックス
を選択し、SSL 暗号化された接続のために FlowForce Server がリッスンする、適用することができるインター
フェイス(「ローカルのみ」、「全てのインターフェイス」、またはカスタムアドレス) を選択します。 次に、 「ポート」 の横
で、既に使用中のポートを指定します。３番目に、 機関の証明書ファイルへの絶対パス、証明書の秘密キーを対
応するテキストボックスに入力します。これらは、機関の IT 部署、または、類似する部署により提供されます。 証
明書は、 PEM フォーマット内に存在する必要があります。PEM 証明書のファイル拡張子は通常 .pem です
が、 .cert、 .cer、 または .crt であることができます。秘密キーは、 FlowForce ユーザーインターフェイスからこの
パスワードが入力されるなどの複雑な問題が発生する可能性があるため、パスワードて保護されていてはなりませ
ん。アン税制の理由のため、証明書と秘密キーは、権利を持たないユーザーによりアクセスすることのできないディレク
トリに保管される必要があります。 

所属機関が、機関内部のネットワークで頻繁に使用されている、セルフデジタル 証明書で署名する場合、 各クライ
アントオペレーティングシステム(適用できる場合は、ブラウザー) が証明書を信頼するように構成されている必要があ
ります。それ以外の場合、(even though the 接続 自身は暗号化されている場合でも) ユーザーが HTTPS を
使用して FlowForce Server にアクセスすると、ブラウザーは、「接続は安全ではありません」、「ウェブサイトのセ
キュリティ証明書に問題があります」などの警告を表示します。Windows の信頼される証明書ストアに証明書を
追加するための詳細に関しては、次を参照してください https://technet.microsoft.com/en-us/library/
cc754841(v=ws.11).aspx. オペレーティングシステムに関しては、次を参照してください:

Linux 上でサーバー証明書を信頼する
Mac 上でサーバー証明書を信頼する

以下の点に注意してください: 

信頼される証明書ストアに証明書が追加された後、FlowForce Server が実行される場所で、証明書の共
通名 (CN) がドメイン名、または、 IP アドレスに対応しない場合、ブラウザーはセキュリティ警告を表示します。 
信頼される証明書ストアに証明書が追加された後、 オペレーティングシステムのストア以外の証明書ストアを使
用する場合 (例えば、Windows 10 で Mozilla Firefox 52.0.1を使用する場合など)ブラウザーはセキュリ
ティ警告を表示します。 この場合、( 例えば、 所属する機関などの、機関により発行される)個人の証明書と
(例えば、 所属する機関などの)信頼を希望する機関の証明書がブラウザーにインポートされる必要がありま
す。 

https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc754841(v=ws.11).aspx
https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc754841(v=ws.11).aspx
http://manual.altova.com/Mapforce/mapforceenterprise/cert_trust_linux.htm
http://manual.altova.com/Mapforce/mapforceenterprise/cert_trust_mac.htm
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「設定を適用し、 FlowForce サービスを再開する」 をクリックする際、SSL 暗号化された 接続を選択
すると、  (「http」 ではない) 「https」 URL にリダイレクトされます。SSL 設定が正確に構成されていないと、
セットアップページにアクセスできなくなる場合があります。この場合、(有効化されている場合) 暗号化されてい
ない URL を使用、 または、 SSL 設定を手動で変更します (次を参照: 設定ファイルの参照)。

FlowForce Server

FlowForce Server のデフォルトの設定は、 ポート 4646 上の同じマシン (127.0.0.1) からのリクエストを暗号
化されていない接続を使用して受け入れます。 リモートのマシンから HTTP を使用して、 Web サービスとしてジョ
ブを開始する場合は、アドレスをバインド コンボボックスから「全てのインターフェイス (0.0.0.0) 」を選択します。

SSL 暗号化された接続を受け入れるように FlowForce Server を有効化するには、FlowForce Web
Server のために説明されたステップと必要条件を満たす必要があります。

FlowForce Server のために暗号化されていない接続は、無効化されてはなりません。 安全ではない
HTTP 接続は、 FlowForce Server が FlowForce Web Server と通信するために必要とされていま
す。
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5.4 Configuration File Reference

FlowForce Server と FlowForce Web Server のネットワーク設定は、セットアップページ (次を参照: ネットワーク
設定の定義) または .ini 構成ファイルを以下で説明されるように編集することで構成することができます。HTTPS 設定
は、 .ini ファイルからのみ構成することができることに注意してください。 

以下の2つの .ini ファイルが存在します:  FlowForce Server (flowforceserver.ini) のためのファイル、
FlowForce Web Server (flowforceweb.ini) のためのファイル。.ini 構成ファイル は、次のパスで見つけることがで
きます:

Linux /var/opt/Altova/FlowForceServer2017/data/flowforceserver.ini
/var/opt/Altova/FlowForceServer2017/data/flowforceweb.ini

Mac OS X /var/Altova/FlowForceServer2017/data/flowforceserver.ini
/var/Altova/FlowForceServer2017/data/flowforceweb.ini

Windows C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2017\data
\flowforceserver.ini
C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2017\data\flowforceweb.ini

サンプルの flowforceserver.ini ファイルは以下のようになります:

[Listen]
host=127.0.0.1
port=4646
active=1

[ListenSSL]
active=1
SSL=1
host=0.0.0.0
port=4647

[SSL]
certificate=/path/to/certificate.crt
private_key=/path/to/private_key.key

サンプルの flowforceweb.ini ファイルは以下のようになります:

[Listen]
host=0.0.0.0
port=8082
active=1

[ListenSSL]
active=1
SSL=1
host=0.0.0.0
port=8083

[SSL]
certificate=path/to/certificate.crt
private_key=path/to/private_key.key

[FlowForce]
host=127.0.0.1
port=4646
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.ini ファイルは、下に説明されるようにセクションに整理されています。2つのファイルの違いは下で説明されています。

[Listen]

[Listen] セクションは、 HTTP 接続設定を定義します。複数の [Listen] セクションを定義することも可能
です。各 [Listen] セクションは、「Listen」で開始する必要があります、例：[ListenSSL]。

active (任意) [Listen] セクションを有効化、または無効化します。 有効な値:

0 無効化済み

1 有効化済み

例えば、 active=1 は、 HTTP 接続が有効化済みであることを意味します。

ssl (任意) この [Listen] セクションのための SSL サポートを有効化します。 有効
な値:

0 無効化済み

1 有効化済み

SSL サポートを有効化するには、 ssl=1 を設定し、[SSL] セクションを以下に示
されるように作成します。

host FlowForce (Web) Server のホストアドレスを指定します例えば、 
127.0.0.1. これは IPv4 または IPv6 アドレスであることができます。 0.0.0.0
を使用して全てのインターフェイスをリッスンしてください。 ローカルアクセスのためにに
は、 127.0.0.1 を使用します。

port FlowForce (Web) Server がリッスンするポートを指定します。

メモ: FlowForce Server は、 FlowForce Web Server と通信するために、常に、アクティブな HTTP
インターフェイスを必要とします。

[SSL]

このセクションは SSL/HTTPS 接続設定を定義します。

certificate .crt 証明書ファイルへの絶対パスを指定します。

private_key 秘密キー ファイルへの絶対パスを指定します。

certificate_chai
n

証明書チェーンファイルへの(任意の)パスを指定します。

[FlowForce]

このセクションは FlowForce Web Server (flowforceweb.ini ファイル) のみに適用することができます。
FlowForce Web Server と FlowForce Server 間の接続の詳細を定義します。SSL 接続は、
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FlowForce Web Server と FlowForce Serverの間ではサポートされていません。

host FlowForce Server のホストアドレスを指定します。

port FlowForce Server がリッスンするポートを指定します。

[FlowForceWeb]

このセクションは FlowForce Web Server (flowforceweb.ini ファイル)にのみ適用することができます。

timezone FlowForce Web Server のデフォルトのタイムゾーンを指定します。例： 
timezone=Europe/Berlin
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5.5 デフォルトのタイムゾーンの設定

時間をベースにしたトリガーを使用するジョブを作成すると、適用されるタイムゾーンを指定する必要があります。ジョブの構成
ページのデフォルトの設定が選択されていると、タイムゾーンをグローバルに構成することができます。

デフォルトのタイムゾーンの設定:

1. 「管理」をクリックします。
2. 「設定」をクリックします。
3. 「入力フォーマット」 から、デフォルトのタイムゾーンを選択してください。
4. 「保存」 をクリックします。
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5.6 電子メールのパラメーターの設定

電子メールを送信するジョブを作成する場合、 (つまり、 FlowForce Server ビルトイン /system/mail/send 関
数を使用するジョブ) メールサーバーの SMTP アドレスとポート、および SMTP 資格情報を構成する必要があります。 

FlowForce は、TLS または SSL を介して、暗号化された接続を構築しようと試みます。暗号化された接続に失敗する
と、FlowForce は、暗号化と無しで接続を開始します。そして、 SMTP サーバーが明示的に要求する場合、接続を暗
号化する可能性があります。 それ以外の場合、 SMTP 接続は、テキスト書式のまま保持されます。

電子メール設定の変更:

1. 「管理」をクリックします。
2. 「設定」をクリックします。
3. 「SMTP サーバー」 と 「SMTP ポート」 に、電子メールサーバーの名前とポートをそれぞれ入力します。標準の

SMTP サーバーはポート 25 で接続を受け入れます。 SSL/TLS プロトコールで暗号化される接続を必要とする
SMTP サーバーは、通常 465 または 587 である、他のポートからの接続を受け入れます。

4. SMTP サーバーが認証を必要とする場合、「ユーザー認証」 の横のプラスのアイコンをクリックし、ユーザー名とパス
ワードを入力します。

5. 任意で、RFC2822 compliant メールボックスアドレスの値を 「デフォルトの送信元」 フィールドに入力します。
ここで入力されるファイルは、 /system/mail/send 関数のパラメーターのデフォルト 「差出人」 として使用
されます。 
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5.7 Windows Active Directory 設定を変更する

FlowForce Server が Windows ベースの オペレーティングシステムで作動している場合、Windows Active
Directory に任意で統合することができます。FlowForce Server パースペクティブからの Windows Active
Directory との統合は以下を意味します:

ユーザーは、 Windows ユーザー名とパスワードを使用して、FlowForce Server にログオンすることができま
す。 
管理者 can either allow 既存のドメインユーザーに Windows 資格情報 (つまり、明示的なユーザーインポー
ト) を使用して、FlowForce Server へのログオンを許可、 または、 ドメイン ユーザーとグループを FlowForce
Server に明示的にインポートすることを許可することができます(以下を参照: ドメインユーザーとロールをインポー
ト )。 どちらの場合でも、 インポートされた Windows アカウントは、 FlowForce Server のユーザーアカウント
管理ページで表示されています。これにより、管理者は、 ビルトイン FlowForce Server アカウントと同様に、
Windows グループ または ユーザーアカウントに特権とパーミッションを追加、または、削除することができます (以
下を参照: 特権の作動方法 と パーミッションの動作方法 )。 管理者は、また、 FlowForce Server ロールを
Windows グループ または ユーザーアカウント割り当てることができます (以下を参照: ユーザーにロールを割り当て
る )。
管理者は、 FlowForce Server にインポートされた Windows ユーザーの名前を変更、またはパスワードを変
更することはできません。 
管理者は、FlowForce Server にインポートされた Windows グループの名前を変更、またはメンバーシップを
変更することはできません。 
管理者 FlowForce Server からインポートされた Windows アカウントを削除することができます。 これは、
Windows ドメインからアカウントを削除することは無く、関連した Windows 特権を変更することはありません。
インポートされた Windows アカウントが、割り当てられた FlowForce Server 特権とパーミッションを保有する
場合、これらは、特権レポートに表示されます  (以下を参照: 特権レポートの閲覧 )。

Windows Active Directory 設定の変更:

1. 「管理」をクリックします。 そして「設定」をクリックします。
2. Active Directory ログインで必要に応じてオプションを設定し、 「保存」をクリックします。

使用することのできる設定は、以下のとおりです:

有効化 Windows ユーザー名とパスワードを使用して、ユーザーが FlowForce Server
にログオンすることを有効化する場合、このチェックボックスを選択します。 これにより、 
「ログイン」と呼ばれる、追加ドロップダウンリストが FlowForce Server ログインペ
ージに追加されます。ドロップダウンリストにより、ユーザーは、 以下のアイテムを含む
認証オプションを選択することができます: 

ディレクトリ これはデフォルトの FlowForce Server 認証オプションです。
特定の Windows ドメイン は、下のドメイン サフィックスの候補 オプショ
ンにより構成されます。

ドメインユーザーにログインを許
可

FlowForce に Windows ドメイン資格情報を使用してユーザーがログオンする際
にユーザーの Windows アカウント が FlowForce ユーザーデータベースにインポー
トされる場合、このチェックボックスを選択します。
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このオプションが無効化されていると、 Windows アカウントが既に FlowForce
Server にインポートされていない限り、 Windows ユーザーは FlowForce
Server にログオンすることができます。

ドメイン サフィックスの候補 「ログイン」 ドロップダウンリスト内の選択のために使用することのできる Windows
ドメインのサフィックスを入力することにより、 ユーザー がログインした際、特定のプリン
シパル Windows ドメインを選択することができます。 例えば、ログオンするために
Windows プリンシパルを example.company.com ドメイン サフィックス から有
効化するには、  このフィールドに  値 example.company.com  を入力します
(サンプル Windows は以下の通りです: 
john.doe@example.company.com)。

デフォルトとしてドメイン サフィッ
クスを設定

ドメインサフィックスがデフォルトとして選択される場合、の場合、このチェックボックスを
選択します。 ドメインサフィックスが FlowForce Server 認証ページ内の 「ログイ
ン」 ドロップダウンリストのデフォルトの選択内のデフォルトの選択として選択されま
す。 

チェックボックスを無効化すると、ビルトイン FlowForce Server 認証 ("ディレクト
リ")は、 デフォルトの選択になります。

以下も参照:

ドメインユーザーとロールをインポート
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5.8 サービスの開始と停止 (Linux)

FlowForce Web Server サービスの開始:

[CentOS 6]:    sudo initctl start flowforcewebserver 
[CentOS 7]:    sudo systemctl start flowforcewebserver 
[Debian 7]:    sudo /etc/init.d/flowforcewebserver start 
[Debian 8]:    sudo systemctl start flowforcewebserver 
[RedHat]:      sudo initctl start flowforcewebserver 
[Ubuntu <=14]: sudo initctl start flowforcewebserver 
[Ubuntu 15]:   sudo systemctl start flowforcewebserver

FlowForce Web Server サービスの停止:

[CentOS 6]:    sudo initctl stop flowforcewebserver 
[CentOS 7]:    sudo systemctl stop flowforcewebserver 
[Debian 7]:    sudo /etc/init.d/flowforcewebserver stop 
[Debian 8]:    sudo systemctl stop flowforcewebserver 
[RedHat]:      sudo initctl stop flowforcewebserver 
[Ubuntu <=14]: sudo initctl stop flowforcewebserver 
[Ubuntu 15]:   sudo systemctl stop flowforcewebserver 
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5.9 サービスの開始と停止 (OS X /  macOS)

FlowForce Server サービスの開始:

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/com.altova.FlowForceServer.plist 

FlowForce Web Server サービスの開始:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/
com.altova.FlowForceWebServer.plist 

FlowForce Server サービスの停止:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/
com.altova.FlowForceServer.plist 

FlowForce Web Server サービスの停止:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/
com.altova.FlowForceWebServer.plist 
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5.10 サービスの開始と停止 (Windows)

デフォルトでは、 FlowForce Server サービスは、 Windows が開始されると自動的に開始されます。サービスを手動で
管理する必要がある場合、以下の命令に従ってください。 

FlowForce Server サービスの開始:

システム通知エリアの、ServiceController アイコン (  ) をクリックします。そして、 「Altova FlowForce Server
> Start service」　を選択します。

FlowForce Web Server サービスの開始:

システム通知エリアの、ServiceController アイコン(  )をクリックします。そして、 「Altova FlowForce Web >
Start service」　を選択します。

FlowForce Server サービスの停止:

システム通知エリアの、ServiceController アイコン(  )をクリックします。そして、 「Altova FlowForce Server >
Stop service」　を選択します。

FlowForce Web Server サービスの停止:

システム通知エリアの、ServiceController アイコン(  )をクリックします。そして、 「Altova FlowForce Web >
Stop service」　を選択します。

FlowForce Server サービスをMicrosoft 管理コンソール(コントロールパネル > 管理ツール > サービス )を使用して開
始、または、停止することができます。 
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5.11 FlowForce Server のローカライズ

FlowForce Server は以下の言語へのサポートを搭載しています: 英語、フランス語、ドイツ語、 スペイン語、および 日
本語。これらの言語のローカライズされたバージョンを作成する必要はありません。これら４つの言語をデフォルトの言語として
設定する場合は、 FlowForce Server の setdeflang コマンドを使用してください。 

FlowForce Server のローカライズされたバージョンを作成する:

1. exportresourcestrings コマンドを使用してリソース文字列を含む XML ファイルを生成します。
2. リソース文字列をターゲット言語に翻訳します。 リソース文字列は、 XML ファイル内の <string> 要素のコンテ
ンツです。 {option} または {product} などの、中かっこ内の変数は翻訳しないでください。 

3. 翻訳された XML ファイルからローカライズされた DLL ファイルを生成するには、 Altova サポートに連絡を取ってく
ださい。

4. Altova サポート からローカライズされた DLL ファイルを受信すると、 <INSTALLATION FOLDER>
\FlowForceServer2017\bin フォルダーに DLL を保存してください。 DLL ファイルは、以下のフォームを
使用します: FlowForceServer2017_lc.dll 。名前の_lc 部分は、言語コードを含んでいます。 例え
ば、  FlowForceServer2017_de.dll では、 de パート がドイツ語 (Deutsch) のための言語コードで
す。

5. 使用する　FlowForce Server アプリとして、ローカライズされた DLL ファイルを設定するには、 setdeflang
コマンドを使用します。 setdeflang コマンドの引数として DLL 名の一部である言語コードを使用します。

http://www.altova.com/support
http://www.altova.com/support
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5.12 環境変数の設定

FlowForce Server 管理下でジョブとして、 MapForce Server マッピング、または、 StyleVision Server スタイル
シートが作動する場合、では環境変数が設定される必要がある場合があります。 (例えば、データベースに接続する際に
JDBC ドライバーの場所を指定するための CLASSPATH  )。 

 MapForce Server マッピング、または、 StyleVision Server 変換に必要な環境変数を設定するには、対応する
Altova サーバー製品の .tool ファイルを編集してください。.tool ファイルの場所は以下のとおりです:

Linux /var/opt/Altova/FlowForceServer2017/tools/

Mac OS X /var/Altova/FlowForceServer2017/tools/

Windows 8, Windows 7, Windows
Vista

C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2017\data\tools\

.tool ファイルが上記のディレクトリに存在しない場合、それぞれの Altova サーバー製品のインストールディレクトリからコピー
してください。上記のディレクトリ内の .tool ファイルは、他のディレクトリ内に存在する .tool ファイルよりも優先順序が高いで
す。 .tool ファイルが上記のディレクトリ内に存在しない場合、 FlowForce Server のサーバー、または、対応する
Altova サーバー製品からコピーしてください。

.tool ファイル内の [Environment] セクションの下に必要な環境変数を追加することができます。例えば、
CLASSPATH 変数を設定する .tool ファイルは、以下のようになります:

[Environment]
CLASSPATH=.:/usr/local/jdbc/oracle/ojdbc6.jar

サンプル .tool ファイル (Linux)

.tool ファイル内出設定された環境変数は、他の方法で定義された環境変数をオーバーライドします。 

シェルコマンドの実行、または、 FlowForce Server ジョブとしてスクリプトとして実行するには、 /system/shell/
commandline 関数を参照してください。
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ユーザーアクセスの管理
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6 ユーザーアクセスの管理

このセクションには FlowForce Server 内のユーザーアクセス管理に適用することのできる手順と概念が含まれます。
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6.1 ユーザーとロール

このセクションは以下のトピックを含んでいます:

ユーザーの作成
ロールの作成
ドメインユーザーとロールをインポート
デフォルトのユーザーとロール
ユーザーとロールの名前の変更
ユーザーにロールを割り当てる
ロールを他のロールに割り当てる
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6.1.1 ユーザーの作成

ユーザーとは FlowForce Server にログオンしジョブを構成、または MapForce または StyleVision 変換をデプロイ
し、 FlowForce Server を管理する個人を指します。ユーザーが使用することのできるアクションは以下には 影響されま
せん:

a) 割り当てられた パーミッション または 特権
b) ユーザーがメンバーであるロールに割り当てられているパーミッション と 特権 

FlowForce Server ユーザーを追加する:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ユーザー」をクリックします。
2. 「ユーザーの作成」 をクリックします。
3. 必要なフィールドに情報を入力します。

ユーザー名 ユーザー名を入力します。 以下の制約が適用されます:
フィールドが空であってはなりません。
ユーザー名の始めと終わりにスペースを使用することはできません。
許可されている文字: 英数字、数字、アンダースコア、 ( _ )、ダッ
シュ、 ( - )、およびピ、リオド ( . )。

パスワード ユーザーのパスワードを入力します。

パスワードの再入力 ユーザーのパスワードを再入力します。

 次回ログインでパスワードを
変更する

このチェックボックスを選択すると、ユーザーはパスワードを次回ログインで変更す
るように問われます。

4. 任意で、ユーザーに必要な特権を与えてください (使用することのできる特権に関しての詳細は、以下を参照してく
ださい: 特権 )。 ユーザーに特権をこのページから直接与えるか、既に特権を有するロールにユーザーを割り当て特
権を与えることができます。ユーザーの管理を簡素化するために、後者のアプローチが奨励されます (以下を参照:
ロールの追加 と ユーザーにロールを割り当てる )。

5. 「保存」をクリックします。
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6.1.2 ロールの作成

ロールは、ビジネスニーズをベースにしたセキュリティの強化を手助けする 特権 のセットです。標準的なロールをベースにしたセ
キュリティには、最低2つのロールが含まれます: 管理者と一般ユーザー。各ロールは、ロールに与えられた特権により定義さ
れています。例えば、 管理者は、自身のおよび他のユーザーのパスワードを変更することができますが、一般ユーザーは自身
のパスワードのみしか変更することができません。ユーザーにロールを割り当て、必要に応じて、ユーザーのロールを取り消すこと
ができます。 

FlowForce Server ロールを追加する:

1. 「管理」 をクリックし、「ロール」 をクリックします。
2. 「ロールの作成」をクリックします。
3. ロール名を入力します (例えば、 "Administrator" )。
4. 「特権」 から、ロールに割り当てられる特権を選択します (使用することのできる特権に関しての詳細は、以下を参
照してください: 特権 )。

5. 「保存」をクリックします。
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6.1.3 ドメインユーザーとロールをインポート

FlowForce Server ユーザーの作成に加え、ドメイン ユーザーアカウントとグループを Windows Active Directory か
らインポートすることができます。

「ドメインユーザーにログインを許可 」 設定が Windows Active Directory 設定内で有効化されている場合、
Windows ドメインユーザーは、アカウントが FlowForce Server データベースに明示的にインポートされていない場合で
も、 FlowForce Server にログオンすることができます。ドメインユーザーの FlowForce サーバーへのログオンを確実にす
るには、ユーザーの Windows アカウントが明示的に管理者によりインポートされており、「ドメインユーザーにログインを許
可 」設定が無効化され手いる状態で、ドメインユーザーをインポートします。

メモ: ローカルマシンのアカウントは Active Directory の一部ではない可能性があり、 FlowForce Server にインポ
ートできません。

Windows ドメイン ユーザーアカウントを FlowForce Server にインポートする:

1. 「管理」 の下の、「ユーザー」をクリックします。
2. 「ドメインユーザーのインポート」をクリックします。

3. インポートするユーザーアカウント名を入力します。 部分的な検索は有効です、ですから、例えば、 "ad" などの値
を入力すると、アカウント "管理者"、 "Admanager"、および "Admin" は、 Active Directory から抽出さ
れ、Web ページダイアログで表示されます。 FlowForce Server は、単一の句内で複雑な検索条件を指定す
ることのできる Ambiguous Name Resolution (ANR) 検索のアルゴリズムを使用します。 例えば、"ji sm" と
入力することにより、 Jim Smith という名前の個人のアカウントを抽出することができます。 Active Directory
内の Ambiguous Name Resolution に関する Microsoft ドキュメント を参照してください。

4. インポートされる記録の横のチェックボックスをチェックし、「インポート」をクリックします。 Active Directory から記
録が抽出されるまで待ってください。ドメインがローカルではない場合、待ち時間が増加する可能性があります。
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Windows ドメイングループを FlowForce Server にインポートする:

1. 「管理」から Rolesをクリックします。
2. 「ドメインロールのインポート」 をクリックします。
3. 上のステップ 3-4 に従います。

以下も参照:

Windows Active Directory 設定の変更
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6.1.4 デフォルトのユーザーとロール

デフォルトのユーザー
FlowForce Server には、以下の定義済みのユーザーが存在します。

 root ユーザーは、最初の、トップレベルの FlowForce Server 管理者です。デフォルト
では、 システム内の全てのパーミッションおよび特権を有します。

 anonymous これは、明示的にログインしないユーザーのための特別なアカウントです。 
FlowForce Server 管理インターフェイスへの匿名のアクセスは、不可能ですが、と
して示されている特定の Web サービスのための匿名のアクセスを有効化することが
できます (以下を参照: ジョブを Web サービスとして表示する )。

特権を変更することはできますが、ビルトインユーザーを削除することはできません。 

メモ: ユーザー  root は、自身のパーミッションと特権を含む特権とパーミッションを全て変更することができます。  意図
せず自身のシステムアクセスを失う可能性があるため、 root としてログインする場合は、慎重にルートの特権を
編集してください。

デフォルトのロール
FlowForce Server には、以下の定義済みのロールが存在します。

 authenticated このロールは、既存のユーザー名とパスワードの使用を認証されている全てのユーザー
を含みます。ユーザー anonymous 以外の各 FlowForce Server ユーザー
は、このロールのメンバーです。 デフォルトでは、 このロールは、自身のパスワードを
設定する特権を有しています。

 all このロールは、ユーザー anonymous を含む全ての FlowForce Server ユー
ザを含みます。デフォルトでは、 このロールには特権は与えられていません。

ロール  authenticated または  all は、ビルトインのため、これらのロールをユーザーに割り当てる、または、ユーザー
から削除することはできません。ビルトインロールのメンバーシップは自動的に FlowForce Server により管理されていま
す。新しいユーザーを追加する都度、 FlowForce Server は、自動的に新しいユーザーにロール  authenticated
とロール  all を割り当てます。

ビルトインのユーザーとロールの特権を変更する場合は、この変更が引き起こす影響を考慮してください。現在与えられてい
全ての特権のグローバルなビューを確認するには、特権レポートを使用してください (以下を参照: 特権レポート )。
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6.1.5 ユーザーとロールの名前の変更

ユーザー名を変更する:

1. 「管理」をクリックします。そして、「ユーザー」をクリックします。
2. 編集するレコードをクリックします。
3. 「ユーザー名」テキストボックスに新しい名前を入力し、 「保存」をクリックします。

メモ:
ユーザー名が変更されても、現在割り当てられているユーザーパスワードは変更されません。
(名前変更の特権を有すると仮定して)ユーザー自身の名前を変更する場合、変更された名前は保存をク
リックすると有効になり、ページの右上に表示されます。

ロールの名前を変更する:

1. 「管理」をクリックし、「ロール」 をクリックします。
2. 編集するレコードをクリックします。
3. 「ロール名」テキストボックスに新しいロール名を入力し、 「保存」をクリックします。

メモ:
ロールの名前が変更されても、ロールのメンバーは変更されません。
デフォルトロールである all と authenticated は変更することができません。
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6.1.6 ユーザーにロールを割り当てる

ユーザーに１つまたは複数のロールを割り当てる:

1. 「管理」をクリックします。そして、「ユーザー」をクリックします。
2. ユーザーのリストから、 編集するレコードをクリックします。
3. 「利用可能なロール」 から、ユーザーに割り当てられるロールを選択し、「割り当て」をクリックします。 

ユーザーから１つまたは複数のロールを削除する:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ユーザー」をクリックします。
2. ユーザーのリストから、 編集するレコードをクリックします。
3. 「ユーザー '<ユーザー名>' に割り当てられたロール」から、ユーザーから削除するロールを選択し、「削除」をク
リックします。

ロールを複数のユーザーに割り当てる:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ロール」をクリックします。
2. ロールのリストから、 編集するレコードをクリックします。
3. 「利用可能なユーザー/ロール」 から、ロールを割り当てられるユーザーを選択し、「割り当て」をクリックします。 

ロールを複数のユーザーから削除する:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ロール」をクリックします。
2. ロールのリストから、 編集するレコードをクリックします。
3. 「ロール '<ロール名>' のメンバー」 からロールを削除するユーザーを選択し、「削除」をクリックします。
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6.1.7 ロールを他のロールに割り当てる

ロールを他のロールに割り当てることにより所属する機関、または、ビジネスの階層を FlowForce Server 内でモデルする
ことができます。例えば、  社員 というロールと、  マーケティング部署 というロールを作成します。ロール  マーケティ
ング部署 を  社員 のメンバーになるように割り当てます。これは、  社員 に与えられた全ての特権とパーミッションが
自動的に  マーケティング部署 のメンバーにより継承されることを意味します。

ロールを他のロールに割り当てる:

1. 「管理」をクリックします。 そして、「ロール」をクリックします。
2. ロールのリストから、他のロールを割り当てるロールをクリックします(例えば、ロール  マーケティング部署 にロール

 社員　から特権を継承する場合 社員 (Employees) をクリックします )。
3. 「利用可能なユーザー/ロール」 から、割り当てられるロールを選択し、「割り当て」をクリックします。 

以下も参照:

特権の動作方法
パーミッションの動作方法
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6.1.8 ルートパスワードの再設定

root ユーザーアカウントのパスワードを忘れた場合、または紛失した場合、 コマンドラインインターフェイスからデフォルトの
値をリセットすることができます (以下を参照: コマンド resetpassword  )。 

ルートパスワードをリセットする場合、FlowForce バイナリとデータファイルを含む、 FlowForce が動作しているオペレーティ
ングシステムへのアクセスを有するとみなします。これは、 FlowForce をインストールする場合、または、新規 FlowForce
バージョンまたはサーバーを手動で移行する場合に必要なアクセスと同類のアクセスです。

パスワードをリセットする場合、 root ユーザー の特権は、デフォルト値に戻されます (つまり、全ての特権が与えられます
)。 

ルートパスワードのリセットは、 root ユーザーのみに影響し、他の FlowForce ユーザーには影響しません。 
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6.2 特権

このセクションは以下のトピックを含んでいます:

特権の作動方法
特権レポートの閲覧
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6.2.1 特権の作動方法

特権は、FlowForce Server 内でユーザーが行うことのできる内容を定義します(例えば、 自身のパスワード設定、ユーザ
ーとロールの読み取り、ジョブの停止、など )。 特権は、パーミッションはコンテナーへのユーザーアクセスを管理し、特権はグロ
ーバルに FlowForce Server 全体に対して効果がある点でパーミッションと異なります。次の簡単なルールは、特権とパー
ミッションの違いを理解する助けになります: 特権はグローバルであり、パーミッションはローカルです。

パーミッションに類似して、特権は個々のユーザーとロールに割り当てることができます。ですから、ユーザーが FlowForce
Server にログオンすると、有効な特権は以下により決定されます:

a)直接割り当てられた特権
b)ユーザがメンバーであるロールに割り当てられた特権 

以下の特権が FlowForce Server で使用することができます

グローバルな設定の管理 この特権は、タイムゾーンとメールサーバー設定などの設定ページ内で使用することの
できる FlowForce Server グローバル設定を変更する権利を与えます。 これは、
FlowForce Server 管理者の特権であり、管理者のみに与えられる特権です。 

ユーザー、ロール、特権の管理 この特権は、次のデータを追加、編集、および削除する権利です :

ユーザー
ロール
特権
パスワード

これは、 FlowForce Server 管理者の特権であり、管理者のみに与えられる特
権です。 デフォルトでは、 ユーザー root のみがこの特権を有しています。

セキュリティの上書き’ この特権を持つユーザーは、セキュリティの "書き込み" パーミッション無しに コンテナー
を変更することができます。 これにより FlowForce Server 管理者は、誤ってアク
セス付加になったアクセスを取り戻すことができます。

これは、 FlowForce Server 管理者の特権であり、管理者のみに与えられる特
権です。 デフォルトでは、 ユーザー root のみがこの特権を有しています。

ユーザーとロールの読み取り デフォルトでは、 ユーザーは、自身のユーザーアカウントとメンバーであるロールを閲覧
することができます。この特権を有すると、 ユーザー は、全ての既存のユーザーとロー
ルを閲覧することができます。

デフォルトでは、 ユーザー root のみがこの特権を有しています。

パスワードの設定 この特権は、ユーザーにユーザー自身のパスワードを変更する権利を与えます。この
特権を有さないユーザーは FlowForce Server 管理者が設定したパスワードを取
得する必要があります。 

デフォルトでは、 anonymous 以外の  authenticated ロールとすべての
ユーザーアカウントがこの特権を有します。

ジョブの停止 この特権は、ジョブを作成したユーザーに関わり無く、実行中の FlowForce
Server ジョブを停止する権利を与えます。 

フィルター処理無しのログの表
示

デフォルトでは、 ユーザーは、"読み取り" アクセスがある構成に関連したログエントリを
閲覧することができます。この特権を有すると、ユーザーは、特定の構成に関連しない
すべてのログエントリを閲覧することができます。 

デフォルトでは、 ユーザー root のみがこの特権を有しています。
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継承
ユーザー (例えば、 Alethia Alonso に) 直接、または、特定のロール(例えば、  マーケティング部課長 )に割り当
てることができます。長期的に特権の管理を簡素化するため、後者のアプローチが奨励されます。例えば、 ユーザーは所属
部署を変更、または、入社、退社する可能性があります。この場合、個々のユーザーの特権を管理することは、非効率的
なタスクになる可能性があります。特権を、ユーザーではなく、ロールに割り当てることにより、細部に及ぶ管理を簡素化するこ
とができ、各ユーザーではなく、各グループ、または部署のビジネスニーズに焦点を当てることができます。

ロールを他のロールに割り当てることにより所属する機関、または、ビジネスの階層を FlowForce Server 内でモデルする
ことができます。例えば、  社員 というロールと、  マーケティング部署 というロールを作成します。ロール  マーケティ
ング部署 を  社員 のメンバーになるように割り当てます。これは、  社員 に与えられた全ての特権とパーミッションが
自動的に  マーケティング部署 のメンバーにより継承されることを意味します。

更に、  マーケティング部課長 ロールに  マーケティング部署 ロールのメンバーになるように割り当てることができます。
この場合、  マーケティング部課長 ロールは、 マーケティング部署 と  社員 ロールの双方から特権を継承しま
す。 新しいマネージャーが入社すると、  Alethia Alonso が  マーケティング部課長 ロールに割り当てられている
と、広いロールからの特権を継承することになります。 

図が表示するように、 Alethia Alonso は、パーミッションと特権 をロール  マーケティング部課長 から継承しま
す。このロール、は  マーケティング部署 およびから特権を継承します。 

新規にインストールされた FlowForce Server システムでは、 デフォルトのユーザー とロール、ユーザーと特権のダイアグラ
ムは以下のようになります。

図が表示するように、 システム内の各ユーザーは、  all ロール内で定義された特権を継承します。 しかしながら、既存の
ユーザー (この場合、  root) のみが、  authenticated ロール内で定義された特権を継承します。FlowForce
Server に新規のユーザーを追加すると、これらのユーザーは  all と  authenticated ロールに割り当てられます
(該当する場合、これらのロール内で定義された特権が与えられます) 。
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以下も参照:

デフォルトのユーザーとロール
特権レポートの閲覧
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6.2.2 特権レポートの閲覧

As a FlowForce Server 管理者として、特にユーザーとロールの数が増えると、各ロールまたはユーザーに与えられた特
権を管理することは難しく感じるかもしれません。現在ユーザーとロールに割り当てられている全ての特権の概要を素早く確
認するために  FlowForce Server には以下のレポートが搭載されています:

特権レポート
ユーザー レポートの特権

これらのレポートを閲覧するには、 「管理」をクリックし、 「レポート」.をクリックします。

特権レポート
このレポートは、FlowForce Server 特権をリストしています。 それぞれの特権に関して、特権を与えられたユーザー、また
は、ロールにより継承された特権 を確認することができます。

特権レポート (サンプル)

ユーザーレポートによる特権
このレポートは、 FlowForce Server ユーザーをリストします。 それぞれのユーザーに関して、現在割り当てられている特
権、および、これらのユーザーが与えられている、または、継承している特権を確認することができます。
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ユーザーレポートによる特権 (サンプル)
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6.3 パーミッションとコンテナー

このセクションは以下のトピックを含んでいます:

パーミッションの動作方法
コンテナーを理解する
コンテナーの作成、名前変更、および移動
コンテナーのパーミッションの閲覧
コンテナーのパーミッションの変更
/public コンテナーへのアクセスの制限
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6.3.1 パーミッションの動作方法

パーミッションは、ユーザーのコンテナーへのアクセスを管理します。特権と同様、 パーミッション は、ユーザーとロールに与えられ
ることができます。ですから、ユーザーがロールの一部である場合、ロールに与えられたパーミッションは、ユーザーにも自動的に
適用されます。

デフォルトで、コンテナーに設定されたパーミッションは、親コンテナーから継承されます。 例えば、 コンテナー A には、子コンテ
ナー B があるとします。コンテナー A にアクセスするパーミッションを持つユーザーは、コンテナー B にもアクセスすることのできる
デフォルトのパーミッションを持つことになります。しかしながら、管理者は、コンテナーの階層の全てのレベルで、全てのユーザー
およびロールのパーミッションを再定義することができます。

FlowForce は、ユーザーがコンテナーと作業するとコンテナーパーミッションをチェックします。 例えば、ユーザーは必要とされる
パーミッションを与えられている場合のみコンテナーのコンテンツを閲覧、または、変更することができます。ジョブの実行でパー
ミッションは評価されないため、パーミッションの変更は既存のジョブには適用されません。 

各 FlowForce Server コンテナーのために、以下のパーミッションの型を設定することができます。

コンテナー コンテナーパーミッションは、ユーザーがコンテナー内のオブジェクトで行える事柄につい
て定義しています。 

継承 ユーザーに、親コンテナーで定義されたアクセス権利と同じ権利
を与えます。 

読み取り ユーザーに、コンテナーのコンテンツをリストするす権利を与えま
す。

読み取り、書き
込み

ユーザーにコンテナーのコンテンツをリストし、コンテナーのコンテン
ツを削除する権利を与えます。 メモ: 新規構成オブジェクトを
作成するには、または、既存のオブジェクトを削除するには、ユ
ーザーに 読み取り、書き込み (コンテナー) パーミッションと 読
み取り、書き込み (構成) パーミッションを与える必要がありま
す。

アクセスなし ユーザー対してコンテナーに入力するアクセスを拒否します (具
体的には、 コンテナーは、ユーザーが無効化されていると表示
します )。

構成 構成パーミッション ユーザーが構成オブジェクトで行える事柄について定義していま
す。 (具体的には、 ジョブと資格情報 )。

継承 ユーザーに、親コンテナーで定義された構成オブジェクトに関連
する権利と同じ権利を与えます。 

読み取り ユーザーに、コンテナー内の構成オブジェクトの詳細を閲覧する
権利を与えます (実行ステップまたはジョブのトリガーなど)。

読み取り、書き
込み

ユーザーに、コンテナー内の構成オブジェクトを変更する権利を
与えます (例えば、ジョブのトリガーの編集など )。  メモ: 新規
構成オブジェクトを作成、または、既存のオブジェクトを削除す
るには、 読み取り、書き込み (コンテナー) パーミッションと 読
み取り、書き込み (構成) パーミッション.がユーザーに与えら
れていることが必要です。

アクセスなし ユーザー対して、コンテナー内の構成オブジェクトの詳細を閲覧
する権利を拒否します (具体的には、 構成オブジェクトがユー
ザーに対して無効と表示されます )。
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サービス サービスパーミッションは、 HTTP リクエストインターフェイスを使用した Web サービス
として公表されている ジョブへのアクセスを定義します。 

継承 ユーザーに、親コンテナーで定義されたサービスに関連する権利
と同じ権利を与えます。 

使用 ユーザーに、サービスにアクセスし、リクエストインターフェイスを利
用してジョブを実行する権利を与えます。

メモ
サービス パーミッションチェックは、コンテナーの階層チェッ
クをスキップします。  ですから、 「使用」 パーミッション
が与えられている場合、ユーザーはコンテナーへの 読み
取り アクセスを有さないでサービスを使用することができ
ます。 
「使用」 パーミッション をユーザー anonymous
に与えた場合、サービスは公的に使用することができ、
認証を必要としません。

アクセスなし ユーザーに対して、Web サービスとしてジョブにアクセスする権
利を拒否します。

認証 継承 ユーザーに、親コンテナーで定義された資格情報に関連する権
利と同じ権利を与えます。 

使用 このコンテナーで定義されたすべての資格情報を再利用する権
利をユーザーに与えます。

アクセスなし ユーザーに対して、 このコンテナーで定義された資格情報を再
利用する権利を拒否します。 

関数 関数パーミッションは、ユーザーが他の関数内の実行ステップとして関数を呼べ出せる
かを定義します。

継承 ユーザーに、親コンテナーで定義された関数に関連した権利と
同じ権利を与えます。 

使用 他の関数からのコンテナー内で定義された関数を呼び出す権利
をユーザーに与えます。

アクセスなし ユーザーに対して、他の関数からのコンテナー内で定義された関
数を呼び出す権利を拒否します。 

セキュリティ セキュリティパーミッションは、現在のコンテナー内で定義された子コンテナーのパーミッ
ションへのアクセスを管理します。  メモ: デフォルトでは、 ユーザーは自身に適用され
るパーミッションのみ使用することができます (つまり、 自身に与えられた パーミッション
を自身がメンバーであるロールを指します )。 しかしながら、読み取り ユーザーとロー
ル 特権を有するユーザーは、全てのパーミッションエントリを読み取ることができます。

継承 ユーザーに、親コンテナーで定義されたセキュリティに関連した権
利と同じ権利を与えます。

セキュリティの読
み取り

ユーザーに、コンテナーの子のパーミッションを閲覧する権利を与
えます。

セキュリティの読 ユーザーに、コンテナーの子のパーミッションを変更する権利を与
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み取りと書き込
み

えます。

アクセスなし ユーザーに対して、コンテナーの子のパーミッションを閲覧する権
利を拒否します。 
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6.3.2 コンテナーを理解する

名前が意味するように、コンテナーはパッケージされたデータです。 FlowForce Server では、コンテナーは、オペレーシング
システム上のフォルダーと大まかに比較することができます。コンテナーは以下を含むことができます: ジョブ, 資格情報, 関数,
と他のコンテナー。コンテナーで パーミッション を設定することにより、コンテナー内のデータを閲覧およびデータにアクセスする権
利を管理することができます。データをコンテナー別に整理し、対応するパーミッションを各コンテナーのためにセットアップするこ
とは、よいセキュリティ対策となるでしょう。

FlowForce Server の一番上のコンテナーは、ルート ( / ) コンテナーです。 デフォルトでは、 ルートコンテナーは次の定義
済みの FlowForce Server コンテナーを含んでいます。

/public /public コンテナーは、FlowForce ユーザーがジョブと資格情報を作成する
ことのできるデフォルトのロケーションです。 デフォルトの状態は空で、
FlowForce のユーザー全てがアクセスすることができます。  /public コンテナ
ー は次の場合デフォルトのロケーションとして使用されます:

マッピングを MapForce から FlowForce Server にデプロイする
場合。
StyleVision からの変換を FlowForce Server にデプロイする場
合。

しかしながら、マッピングまたは変換を必要であれば、異なるコンテナーにデプロ
イすることができます。

/RaptorXML このコンテナーは、 RaptorXML Server がライセンスされている場合、使用
することができます。このコンテナーは、 RaptorXML Server に固有の検証と
他の関数を保管します。

/system system コンテナーは、 FlowForce Server システム関数を含んでいます。
このコンテナーを変更することは、奨励されません。

クリックして、コンテナーのコンテンツを確認し、 Web 管理インターフェイスからコンテナーをナビゲートすることができます。次の
スクリーンショットは、複数の構成オブジェクトを含むサンプル /public コンテナーを表しています。 

サンプル FlowForce コンテナー

階層内のコンテナーに戻るには、ページ上の階層リンク ナビゲーションを使用してください。  

(再帰的 チェックボックスがチェックされている場合)子オブジェクトを含む現在のコンテナー内、または、 (再帰的 チェックボッ
クス のチェックが解除されている場合 )現在のコンテナー内のみでオブジェクトを検索することができます。
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コンテナーは、ジョブ、デプロイされた MapForce マッピング または StyleVision 変換、関数、資格情報などを含みま
す。コンテナーを開くと、オブジェクトに関する次の情報を確認することができます:

プロパティ 説明

名前 ファイルシステムのオブジェクトの名前を指定します。新規オブジェクトを作成する場合、使用さ
れている名前を使用することはできない点に注意してください。

型 (資格情報、ジョブ、または、関数などの)オブジェクトの型を定義します。オブジェクトの型を対
応するアイコンで識別することができます:

資格情報

(ビルトイン関数、MapForce マッピングと StyleVision 変換を含む)関数

ジョブ

コンテナー

日付は変更されまし
た

オブジェクトが最後に作成された、または、最後に編集された日時を指定します 

以下により変更され
ました

オブジェクトを変更したユーザーの名前を指定します。 

次の実行 トリガーにより実行されることが計画されているジョブのために、この列は、ジョブ設定内で定義さ
れているように、次回の実行の日時を指定します。

ログビュー ジョブのために、このボタンを使用することにより、対応するジョブの実行ログへ素早くアクセスする
ことができます。

 パーミッション を有すると想定し、  (例えば、 各部署にコンテナーをそれぞれ作成する場合など)カスタム FlowForce サー
バーデータを保管するために複数の追加コンテナーを作成することができます。または、認証されたユーザーが使用することの
できる、 /public コンテナー内にデータを保管することもできます。 必要に応じて、/public コンテナーへのアクセスを制限す
ることも可能です (以下を参照: /public コンテナーへのアクセスの制限 )。

相対するパーミッションを有する箇所でコンテナーの移動、名前の変更、および削除を行うことができます。
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6.3.3 コンテナーの作成、名前変更、および移動

(メンバーであるロールが) コンテナー / 読み取り、書き込み パーミッションを有する場合、コンテナーの作成、名前変更、お
よび移動することができます。 (以下も参照: パーミッションの動作方法  )。

メモ: FlowForce Server によりデフォルトで与えられた /RaptorXML と /system コンテナーの内容を変更すること
は奨励されません。

コンテナーの作成方法:

1. 「構成」をクリックします。
1. 新規コンテナーを作成するために、既存のコンテナーをクリックします。階層のトップのレベルにコンテナーを作成する場
合は、 このボタンを無視してください。  

2. ページの左下にある 「コンテナーの作成」 ボタンをクリックします。 

3. コンテナー名を入力してください。以下の名前に関する制約が適用されます:
o フィールドが空であってはなりません。
o 空白文字で開始、または終了することはできません。
o 英数字、数字、単一の空白、アンダースコア ( _ )、ダッシュ ( - )、およびピリオド ( . ) 文字を使用することが
できます。

4. 「保存」をクリックします。

コンテナーの名前を変更する:

1. 「構成」、をクリックし、名前を変更するコンテナーに移動します。
2. ページの左下にある  「選択されたオブジェクトの移動または名前を変更する」 ボタンをクリックします。 
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3. 名前ボックスにコンテナー名を入力し、「名前の変更」をクリックします。

コンテナーの移動方法:

1. 「構成」、をクリックし、移動するコンテナーに移動します。
2. ページの左下にある  「選択されたオブジェクトの移動または名前を変更する」 ボタンをクリックします。 

3. コンテナーの定義を以下をおこない選択します:
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o コンテナー テキストボックス内にパスを入力します。
o インタラクティブなナビゲーションコントロールを使用して、保存先コンテナーに移動します。

4. 任意で、名前ボックス内にコンテナーの新しい名前を入力します。 
5. 「移動」をクリックします。

複数のコンテナーの名前を変更、または、コンテナーを移動する:

横のチェックボックスをクリックし、 単一のコンテナーの名前の変更または移動と同じロジックを使用してください。

コンテナー内の全てのオブジェクトを選択、または削除する:

一番上のチェックボックスをクリックします。
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6.3.4 コンテナーパーミッションの閲覧

関連するパーミッションを有する箇所で、コンテナーのパーミッションを閲覧することができます (以下も参照: パーミッションの動
作方法 )。 デフォルトでは、コンテナーに対するユーザー自身のパーミッションを閲覧することができます。ロールのメンバーであ
る場合、ユーザーがメンバーであるロールに与えられているパーミッションを確認することができます。 ユーザーとロールの読み
取り の特権を有する場合、 コンテナーに対しての他のユーザーとロールのパーミッションを確認することができます。

To view コンテナーのパーミッション:

1. 「構成」をクリックします。
2. 以下のうちの1つを行ってください:

o コンテナー記録の横の、 「パーミッション」 ボタンをクリックします。  
o コンテナー記録をクリックして、ページの右下にある 「パーミッション」 ボタンをクリックします。 

ユーザートロール名 列は確認する権利を有するパーミッションを持つユーザーとロールを表示します。 パーミッション 列は、
コンテナーに対して特定のユーザーまたはロールが使用できるパーミッションの型を表示します。 

各パーミッションの空の詳細に関しては、 以下を参照してください: パーミッションの動作方法。
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6.3.5 コンテナーパーミッションの設定

コンテナーのパーミッションを以下の条件を満たす場合変更することができます:

ユーザー (またはメンバーであるロール) が セキュリティ / セキュリティの読み取りと書き込み パーミッションを変更す
る箇所に相対する親コンテナーで有する場合。例えば、 "Marketing" のコンテナーの子である、コンテナー "ジョブ"
のパーミッションを変更する場合、コンテナー "Marketing" のパーミッション セキュリティ / セキュリティの読み取りと
書き込み を有する必要があります。コンテナー(以下を参照: パーミッションの動作方法 )。
ユーザー (またはメンバーであるロール)がセキュリティの上書きの特権を与えられている (以下を参照: 特権の作動
方法)。

コンテナーのパーミッションの変更:

1. 「構成」をクリックします。
2. 以下のうちの1つを行ってください:

o コンテナー記録の横の、 「パーミッション」 ボタンをクリックします。  
o コンテナー記録をクリックして、ページの右下にある「パーミッション」 ボタンをクリックします。 

3. 以下のうちの1つを行ってください:
o リストされるユーザーとロールのパーミッションを変更する場合、相対するユーザーまたはロールの横の 「変更」 ボ
タンをクリックします。 

o リストされていないユーザーとロールにパーミッションを追加する場合、「パーミッションの追加」をクリックします。

4. パーミッションの編集のセクションから、ユーザーとロールリストからパーミッションを変更するユーザーまたはロールを選択
してください。 
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5. 必要に応じて、パーミッションの相対するグループを変更してください。 各パーミッションの空の詳細に関しては、 以
下を参照してください: パーミッションの動作方法。パーミッションの型を全て１度のクリックで変更する場合、  「継
承」、 「フルアクセス」、および 「アクセスなし」 ボタンを使用してください。

6. 「変更の保存」をクリックします。
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6.3.6 / public コンテナーへのアクセスの制限

(トップレベルのルートコンテナーの下に存在する) /public コンテナーは、デフォルトでは、FlowForce Server 内で使用
することができます。定義済みの パーミッションなしで、 FlowForce Server すべてのユーザーが全ての場所から
FlowForce Server にアクセスし、データを保管するための場所として、使用されます。 ですから、 デフォルトでは、/
public コンテナーには以下のパーミッションがあります。

 /public コンテナーのデフォルトのパーミッション

これは、デフォルトでは、 ユーザー名とパスワードを持つ FlowForce Server ユーザー   (つまり、   authenticated
ロールのメンバーであるユーザー) は以下を行うことができます:

/public コンテナー内のオブジェクト(具体的には、ジョブ、 資格情報、 または 他のコンテナー)を追加、変更、およ
び削除することができます。
 /public コンテナー内で使用することのできる資格情報を再利用することができます。
ジョブは Web サービスとして使用できるように構成されていると想定して、/public コンテナー内に存在するジョブ
を Web サービスとしてアクセスすることができます。
/public コンテナー内で使用することのできる関数を参照することができます。
/public コンテナーに割り当てられているパーミッションを読み取ることができます。

メモ: これらのパーミッションは /public コンテナーの子であるコンテナーにより継承されるかもしれません。通常、新規のコ
ンテナーは親コンテナーのパーミッションを継承します。しかしながら、 パーミッションは、  root ユーザー、または、
対応する特権を持つ他のユーザーにより、オーバーライドされる可能性があります。

/public コンテナーへのアクセスを必要に応じて制限することができます。 しかしながら、 このドキュメントに含まれる ジョブの
構成の例 は /public コンテナーが存在することを想定していることに注意してください。

/public コンテナーへのアクセスの制限:

1.   authenticated ロールからこのコンテナーのパーミッションを取り消します (以下を参照: コンテナーパーミッショ
ンの設定 )。

2. 新しいロールを作成し、このロールを /public コンテナーへアクセスするためにパーミッションが必要な全てのユーザー
に割り当てます (以下を参照: ロールの作成 と ユーザーにロールを割り当てる )。

3. 新規のロールには、必要とされるパーミッションのみを割り当ててください (以下を参照してください: コンテナーパーミッ
ションの設定 )。
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6.4 パスワードポリシー

このセクションは以下のトピックを含んでいます:

パスワードポリシーの動作方法
パスワードポリシーの作成と割り当て
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6.4.1 パスワードポリシーの動作方法

FlowForce Servers は、管理者が複雑なユーザーパスワードを管理するパスワードポリシーを使用します。パスワードポリ
シーとは、有効になるためにユーザーパスワードが必要とする最低条件です (例えば、 最低 N 文字のなど)。 

パスワードポリシー内で定義することのできる、パスワードの複雑度のルールは、以下の通りです:

パスワードの合計の長さの最小数 (つまり、 パスワードは、有効であるためには、少なくとも N 文字の長さである必
要があります)。
パスワードが含む必要がある英字の最小数
パスワードが含む必要がある数字の最小数

(ユーザー、ロール、特権の管理の特権があると想定して)必要に応じて、パスワードポリシーを必要な数定義することがで
きます。パスワードポリシーを定義すると、 FlowForce ユーザーに割り当てることができます。 ユーザーアカウントは、1度に1
つの パスワードポリシーを有することができます。

ユーザーがパスワードの変更をリクエストすると、システムは、ユーザーのパスワードポリシー内で定義されたをチェックします。シ
ステムは、新しいパスワードがユーザーのワードポリシー内で定義されたパスワードの複雑度を満たすかをチェックします。 パス
ワードがパスワードポリシー内で定義された複雑度の条件を満たさない場合は、パスワードの変更は否定され、システムは関
連したメッセージを表示します。 

管理者がユーザーのパスワードを変更すると、 FlowForce Server は、パスワードポリシーを強制しません。また、パスワー
ドポリシーが変更されても、既存のパスワードは影響を受けることはありません。後者の場合、ユーザーが既存のパスワードを
変更しようと試みると、パスワードポリシーが強制されます。 

デフォルトでは、 FlowForce Server は、パスワードの複雑度を強制しない空のパスワードポリシーを含むパスワードを含ん
でいます。 FlowForce Serverは、明示的にデフォルトのパスワードポリシーを、カスタム化されたパスワードポリシーを有さ
ないユーザーアカウントに割り当てます。  デフォルトのパスワードポリシー を変更することはできません。

以下も参照:

パスワードポリシーの作成と割り当て
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6.4.2 パスワードポリシーの作成と割り当て

新規パスワードポリシーの作成:

1. 「管理」をクリックします、 「パスワードポリシー」をクリックします。
2. 「ポリシーの作成」をクリックします。

3. 必要とされるパスワードポリシールールを入力し、「保存」をクリックします。現在のユーザーのリストが定義されたポリ
シー下で使用することができます。 新規ポリシーに割り当てられるユーザー記録をクリックし、「割り当て」をクリックし
ます。

以下も参照:

パスワードポリシーの動作方法
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7 ジョブと作業

このセクションは、 FlowForce Server ジョブの構成に適用することのできる手続きとコンセプトを含んできます。
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7.1 資格情報

このセクションは以下のトピックを含んでいます:

資格情報との作業方法
資格情報の定義
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7.1.1 資格情報との作業方法

資格情報の記録は、ジョブが実行される FlowForce Server オペレーティングシステム上のユーザーアカウントに関連した
ユーザー名とパスワードにより構成されています。FlowForce Server 内でジョブを定義すると、実行される必要のあるジョ
ブの資格情報を与える必要があります。与えられた資格情報に関連したユーザーアカウントが、オペレーティングシステム上で
十分な権利がない場合、ジョブを成功裏に実行することはできません。

資格情報を新規ジョブを作成する都度に( ローカルの資格情報として参照することにより)確認する、または、 コンテナー内
のスタンドアロンオブジェクトとして( スタンドアロン資格情報として参照することにより)保管することができます。後者の場合
は、対応するパーミッションを保有すると想定して、ジョブを作成中に全てのスタンドアロン資格情報を参照することができま
す。スタンドアロン資格情報は、変更に応じて更新することができるため、とても便利です。 一方、新規ジョブを定義する都
度ローカルの資格情報を作成することは、資格情報が変更される都度、全てのジョブを手動で更新する必要があります。

スタンドアロン資格情報をジョブからのみならず、パラメーターとして資格情報を必要とするジョブ関数から参照することもできま
す。 特に、ジョブステップ内で ftp 関数を使用する場合、資格情報をローカルで指定し、スタンドアロン資格情報を与えるこ
ともできます。 

メモ: 
関連するパーミッションが与えられていない場合、コンテナー内に保管されている資格情報を参照することはで
きません。特定のコンテナーからの資格情報を、ユーザーまたはロールがアクセスできるようにするには、 管理者
が資格情報 - 使用 パーミッションをのユーザーまたはロールに与えなければなりません。 (以下を参照: パー
ミッションの動作方法 )。
資格情報パスワードは空の文字列である場合があります。 
明確なテキストパスワードがオペレーティングシステムのログイン関数に送信される必要があるため、パスワード
は、可逆的に暗号化された FlowForce Server フォームでデータベースに保管されます。管理者は、
FlowForce Server のデータベースファイルのアクセスが制限されていることを確認してください。
ファイルウォッチトリガーも資格情報を必要とします。
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7.1.2 資格情報の定義

必要条件

コンテナー - 読み取り、書き込み と 構成 - 読み取り、書き込み パーミッションが資格情報を保管するコンテナ
ーに与えられていることを確認してください。
資格情報により識別されたユーザーアカウントがオペレーティングシステム上で十分な権利を有することを確認してく
ださい。 例えば、 資格情報は、ディレクトリに書き込むジョブ内で参照されるため、ユーザーアカウントはそのディレク
トリに書き込む権利を有する必要があります。 

資格情報を定義する:

1. 資格情報を保管するコンテナーに移動します(例えば、 /public )。
2. 「作成」、クリックし、 「資格情報の作成」をクリックします。
3. 資格情報の名前とオペレーティングシステム ユーザー名とパスワードを入力します。Windows ドメイン内出ユーザー
名を指定するには、フォーム username@domain を使用します。

4. 「保存」をクリックします。



160 ジョブと作業 ジョブの作成

(C) 2017 Altova GmbHAltova FlowForce Server 2017

7.2 ジョブの作成

このトピックでは、 FlowForce Server Web 管理インターフェイスから、ジョブを作成する方法について説明されていま
す。 一般的な手順は、使用することのできる設定とジョブの構成をよりよく理解するためのものです。 しかしながら、リストされ
ている全てのステップおよび設定が、実際のシナリオに適用できるとは限りません。定義として、ジョブは柔軟性を持つプロセス
であり、1つの結果を得るために、幾通りもの方法があります。 ジョブとの作業により行うことのできる多種のアイディアを得るた
めにこのドキュメントには他のジョブの構成の例が含まれています。

必要条件

ジョブが作成されるコンテナーのために、以下のパーミッションが与えられていることを確認してください (以下を参照:
コンテナーのパーミッションの閲覧)。
o コンテナー - 読み取り、書き込み
o 構成 - 読み取り、書き込み

ヒント

ジョブを作成する前に、ジョブが実行されるのオペレーティングシステム ユーザーアカウント資格情報を保管することが
奨励されています (以下を参照: 資格情報の定義 )。
ジョブを作成する際、ジョブ間、または、ステップ間で値をパスすることを想定している場合、一般的なエラーを避ける
ために、以下を参照してください: FlowForce 式言語。

ジョブを作成する:

1. 「構成」をクリックし、ジョブを作成するコンテナーに移動します。 
2. 「作成」をクリックし、 「ジョブの作成」をクリックします。
3. ジョブ名、および、任意でジョブの説明を入力します。
4. ジョブがランタイムに値をパスする場合、必要とされるジョブ入力パラメーターを作成します (以下を参照: 入力パラメ
ーターの管理 )。

5. 実行ステップで、 ジョブのステップを追加します (以下を参照: ステップの管理 )。 ジョブには少なくとも1つのステップ
が必要です。

6. ジョブの最後のステップが結果を返すと、また、結果を他のジョブで使用する場合、実行の結果から戻り値の型を選
択します。(以下を参照: ジョブの戻り値の型を宣言する )。

7. FlowForce Server で返された結果をキャッシュする場合、キャッシュの優先順位を指定してください (以下を参
照: ジョブの結果をキャッシュする )。

8. トリガーから、 ジョブを実行するトリガーを追加します(以下を参照: トリガーの管理 )。 ジョブが Web サービスとし
て公開される場合、 トリガーを追加する必要はありません。

9. ジョブが Web サービスとして公開される場合、 「このジョブを HTTP を介して利用可能にする」 チェックボック
スをクリックします (以下を参照: ジョブを Web サービスとして表示する )。

10.資格情報から、既存の資格情報の記録、または、ローカルの資格情報を指定します。 (以下を参照: 資格情
報 )。

11.ジョブが返した結果を他のジョブで使用する場合、 または、 Web サービスとして公開する場合、ジョブのキャッシュ
設定を定義してください (以下を参照: ジョブの結果をキャッシュする )。

12.任意で、 ジョブのキュー設定を定義します (以下を参照: キュー設定の定義 )。
13.「保存」をクリックします。 FlowForce Server は、入力された情報を検証し、必要であれば、注目が必要なフィ
ールドを赤でハイライトします。 
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7.3 ジョブの複製

既存のジョブのコピーを必要であれば作成することができます。コピーされたジョブは、 (実行ステップ、 トリガー、キャッシュの設
定など)元のジョブと同じ性質を有します。ジョブの複製により時間を節約することができます。例: 既存のジョブをテンプレート
として素早くジョブを作成する場合など。

既存のジョブのコピー:

1. 既存のジョブを開き、そして、ページの下にある、 「名前を付けて保存」 ボタンをクリックします。  
2. 新規ジョブの名前を入力して 「名前を付けて保存」 ボタンをクリックします。

メモ: 既存のジョブの資格情報がジョブ内で、ローカルに定義されている場合、FlowForce は、セキュリティ上の理由か
ら、もう一度パスワードを入力するように問います。スタンドアロン資格情報として資格情報が定義されている場合、
このステップは、必要ありません。 スタンドアロンとローカルの資格情報の違いに関する詳細は、以下を参照してくだ
さい: 資格情報との作業方法。

メモ: ジョブを複製する際に、特定のジョブコンポーネントが競合を引き起こす場合、 FlowForce は、エラーを表示し、
ジョブの複製を行いません。例えば、 Web サービスを含むジョブを複製しようと試みると、サービスは既に元のジョブ
により使用中のため、複製することはできません。 この場合、  Web サービスの URL を変更するか、または、完全
に削除してください。

現時点では、複製されたジョブは、既存のジョブとして同じコンテナーに保存されます。異なるコンテナーに移動する場合は、
2つのステップから構成されるオペレーションとして行うことができます:

1. 最初に、既存のジョブを上記のように新しい名前で保存します。 ページを移動することなく同じジョブのコピーを複数
作成することもできます。

2. 親コンテナーページに移動し、1つまたは複数のジョブを選択し、「選択されたオブジェクトを移動」 をクリックしま
す。 
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7.4 入力パラメーターの管理

FlowForce Server ジョブ のコンテキストで、入力パラメーターは、どのジョブが特定の方法で実行されるかを表したジョブ
に与えられた任意の情報を意味します。ジョブの入力パラメーターは、関数引数にプログラム言語の観点から類似していま
す。 入力パラメーターは多種の型(例えば、ファイルまたはディレクトリレファレンス、テキスト、番号、ブール値、その他  )である
ことができます。 一部のジョブの型に対しては、 FlowForce Server は、入力パラメーターを自動的に作成します。

メモ:
FlowForce Server は、自動的にファイルシステムまたは HTTP トリガーを使用するジョブに triggerfile
という入力パラメーターを追加します (以下も参照: トリガーの管理)。 triggerfile パラメーターは、トリガーを
アクティブ化する、削除してはならない、ファイル名を含んでいます。
ジョブがパラメーターを使用し Web サービスとして公開されている場合、 FlowForce Server は、リクエスト
内のアプリケーションの呼び出しによりパスされるパラメーターを期待します (以下も参照: ジョブを Web サービ
スとして表示する )。

入力パラメーターは以下のフィールドより構成されています。

名前 必須フィールドです。 入力パラメーターの名前を指定します。  ジョブの実行ステッ
プ、から後にこのパラメーターを参照する可能性があり、詳細を記した名前をできるだ
け使用してください。

型 必須フィールドです。 以下のうちの１つである入力パラメーターのデータ型を指定しま
す:

文字列
ファイルとしての文字列
ディレクトリとしての文字列
ファイルとしての文字列またはディレクトリ
ストリーム
数値
ブール値

期待されるパラメーターの値のデータ型に従いデータ型を選択してください。

デフォルト 任意のフィールドです。パラメーターのデフォルトの値を指定します。この値はランタイム
にジョブの呼び出し元により値が指定されない場合使用されます。 

説明 任意のフィールドです。パラメーターの目的を説明します。 現在のジョブを他のジョブ
の実行ステップとして使用する場合、この説明は、パラメーター名の横に表示されま
す。

以下のボタンをパラメーターを管理するために使用してください。

パラメーターを追加します。

パラメーターを削除します。

パラメーターを複製します。

パラメーターを上下に移動します。

前の削除アクションを元に戻します。



(C) 2017 Altova GmbH

ステップの管理 163ジョブと作業

Altova FlowForce Server 2017

7.5 ステップの管理

ステップは、 FlowForce Server ジョブが実際に行う内容を定義します(例えば、ファイルの削除、 MapForce マッピン
グの実行、または電子メールの送信など )。 最も簡単な形式としては、ステップは失敗または成功した成果を持つオペレー
ションで、実行されるために 関数 を必要とします (以下を参照: 実行ステップ )。 しかしながら、ループとして他のステップを
条件付きで実行する方法を与えるステップも存在します  (以下を参照: 選択ステップ  エラー/成功の処理ステップ および
For-Each ステップ )。 同じジョブ内で必要な数だけステップを作成し、実行される順序を設定することができます。

次のステップの型を作成することができます。

実行ステップ 型"実行ステップ"のステップ を使用することにより特定の FlowForce 関数を実行
することができます。FlowForce Server により提供される MapForce マッピング
をデプロイする、または変換を行う、他のジョブのステップを実行するビルトイン関数を
含む関数を使用することができます。

選択ステップ 型 "選択ステップ" のステップにより、どの条件下で他のジョブステップが実行されるかを
定義することができます。選択ステップには以下の構造があります:

When {some expression}
Execute (some step)

Otherwise
Execute (some other step)

各 "選択ステップ"の下では、他の選択ステップ(サブ条件)をネストすることができま
す。 例:

When {expression}
When {expression}

Execute (step)
Otherwise

Execute (step)
Otherwise

Execute (step)

定義することのできる条件ステップの数量に制限はありません。  

When / Otherwise ペアの中では、 FlowForce Server は、 true である条
件のみを実行します。他の条件は無視されます。

For-Each ステップ 型 "For-Each ステップ" のステップにより、シーケンス中を反復し、実行ステップを無
制限に繰り返すことができます (例えば、 ディレクトリ内のファイルのリスト) 。 "For-
Each" ステップの構成は以下の通りです:

For each item in sequence {sequence expression}
Execute (step)

FlowForce は、シーケンス式の全てのアイテムをループして完了するまでステップを
実行します。

エラー/成功の処理ステップ ジョブのステップに失敗すると、 FlowForce Server は、ジョブを中断します。型
"エラー/成功の処理ステップ" のステップを使用して、ジョブを完全に完了する前に、ク
リーンアップアクションを実行します (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。

ステップを追加するには、 ステップの型に対応するボタンをクリックします。 
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以下のボタンをステップを管理するために使用してください。

ステップを追加する。

ステップを削除する。

ステップを複製する。

上下に移動します。

前の削除アクションを元に戻す。
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7.6 順番にステップを処理する

FlowForce ジョブを最も簡単な方法で作動するには "実行ステップ"のシングルステップとして追加することです。このような
ステップは、 FlowForce ビルトイン関数、シェルコマンド、MapForce マッピング、 StyleVision 変換、 RaptorXML
関数、またはスクリプトを呼び出すために使用することができます。 

複数の実行ステップをジョブに追加する場合、 FlowForce は、(一番上の)最初から最後のステップをステップを順番に処
理します。このルールは、ステップ内のサブステップにも適用されます。下の図はこのシナリオを表しています。 

順次処理

デフォルトでは、 FlowForce にエラーが発生した場合、エラーが発生した箇所で、処理は停止し、 その後のステップは、実
行されません。 

順次処理エラー

ステップが失敗しても、ジョブ全体の実行を停止しない場合があります。 この場合、 ジョブの実行が停止されないように実行
ステップと呼ばれる関数を構成します。 その後のステップ全ては、ステップが失敗しても、通常通り処理されます。  次の 関
数を呼び出すステップのみにこの振る舞いを与えることができることに注意してください:

/system/filesystem の下の全ての関数。
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/system/ftp の下の全ての関数。
システム /system/mail/send 関数
 /system/shell/commandline 関数。

詳細に関しては、 各関数(特に 「エラー時には中断」パラメーター)の説明を参照してください。

順次処理は、 FlowForce ジョブ を処理するための1つの方法で、ニーズに常に応えるとは限りません。 高度な処理に関
しては、以下を参照してください:

条件付きでステップを処理
ステップのエラーの処理
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7.7 条件付でステップを処理

条件に従いステップを処理するには、型 "選択"のステップを追加します。条件に従いステップを処理するには、 型のステップ
を追加します。このようなステップは次の2つの部分から構成されています:  「When (の場合)」 部分と「Otherwise 」部
分。

条件付き処理を含むジョブの抽象的な表現

上のイメージで表示されている通り、 「When」 パート 「Otherwise」パートは、実行ステップを必要とします。 また、
「When 」 パートは式を必要とします。 この式は、 ジョブが実行される際、2つのパートのうちどのパートを実行するかを決定
します。具体的には、「When 」 式がブール値の true を評価すると、 ステップ C が実行されます。 それ以外の場合、
ステップ D が実行されます。   抽象的なジョブの処理のシーケンスは、以下のとおりです (実行エラーが存在しないと仮定し
て):

1. ステップ A
2. ステップ B
3. ステップ C または、式により D 
4. ステップ E
5. ステップ F

例えば、 下に示されている通り、FlowForce は式 "fileexists" がブール値の true  を評価すると、 ビルトイン
delete 関数を実行します。
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"fileexists"は、前のステップで(または入力パラメーターとして)宣言されている必要があります。 例:

それ以外の場合、 構文検証エラーを表示します:

FlowForce 式に関する概要に関しては、以下を参照してください: FlowForce 式言語。FlowForce ジョブ内での条
件付きの処理の例に関しては、 以下を参照してください: 例: パスが存在するか確認する。
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7.8 ステップのエラーの処理

ジョブのステップに失敗すると、 ジョブは中断されます。 (ログ、または、電子メールの送信などのために)ジョブを完全に終了
する前に、クリーンアップのアクションを行うには、型 「エラー/成功の処理ステップ」のステップを作成することができます。「保護
されたブロック」として参照されるステップを処理するエラー/成功により、ステップの実行を保護することができます。 次の図は、
保護されたブロックの構成を表示しています。

保護されたブロックの構造

保護されたブロック内の1つのステップに失敗すると、エラーハンドラーは、ジョブが終了される前に何が起こるかを管理します。
エラーハンドラー は以下の内の1つです:

成功時 (保護されたブロック内の全てのステップに成功すると、システムにアクションを実行するように命令します)。
エラー時 (保護されたブロック内の1つのステップに成功すると、システムにアクションを実行するように命令します)。
常に (保護されたブロック内のステップの成功に関わらず、システムにアクションを実行するように命令します)。

 
保護されたブロックが実行を完了すると、 FlowForce Server は、出力をベースにした定義されたハンドラーを実行しま
す。 例えば、 上に表示される図では、保護されたブロックは、ステップ A と ステップ B です。また、エラー処理の論理は以
下の通りです:

A が失敗すると、 A、C および E が実行されます。 
B が失敗すると、A、B、C および E が実行されます。
A と B に成功すると、 A、B、D および E が実行されます。

実際には、処理する各ジョブのために3つすべてのハンドラーの型を定義する(ことはできますが) 必要はありません。最も一般
的なシナリオは 「エラー時」 と 「常に」 ハンドラーのみを定義することです。 

以下も参照:

エラー処理をジョブに追加する (例)
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7.9 ジョブの戻り値の型を宣言する

ジョブの結果を他のジョブで使用する場合、ジョブの結果をキャッシュする場合、ジョブの戻り型を宣言する必要があるかもし
れません。戻り値の型を宣言する場合は、以下の点を考慮してください:

戻り値の型は、結果を実際に返すジョブのためには意味があります。 
ジョブの結果をキャッシュする場合、戻り値の型を宣言する必要があります。
ジョブの戻り値の型は、ジョブ内の最後のステップの同じデータ型である必要があります。ジョブの最後のステップが、
ジョブのために宣言されたものと異なるデータの型を返すと、 FlowForce Server は、「型と結果は一致しません」
に類似したエラーを返します。このような型の一致に関するエラーが生じると、式関数を使用して、ジョブ内の最後ス
テップのデータ型をジョブの戻り値の型として宣言されたデータ型に変更します (以下を参照: データ型をステップで処
理する )。 

ジョブの戻り値の型を宣言します:

1. 新規ジョブを作成、または既存のファイルを編集のために開きます。
2. 実行の結果 セクション内の戻り値の型のを選択します。

使用することのできる戻り値の型は、以下のとおりです.

無視’/破棄 これはデフォルトの戻り値の型です。 これは、ジョブの結果が存在すると想定し
て、FlowForce Server にジョブの結果を無視、または、破棄するように命
令します。ジョブが結果を返さない場合、または、返された結果を処理する必
要がない場合このオプションを選択してください。 

文字列 ジョブにより返されるデータが、テキスト値 (文字列 ) を示すことを指定します。 

ストリーム ジョブにより返されるデータが、ストリームを示すことを指定します。 

数値 ジョブにより返されるデータが、数値を示すことを指定します。

ブール値 ジョブにより返されるデータが、ブール値であることを指定します。 
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7.10 データ型をステップで処理する

結果をステップから他のステップ、または、ジョブにパスすると、ステップの結果のデータ型を変更する必要がある可能性がありま
す。 例えば、ディレクトリのコンテンツをリストするステップを作成すると、戻り値の型が結果になります。 この結果を特定の方
法で処理するには、 (例えば、電子メールに送信する、またはファイルに書き込む場合 )  結果 を ストリーム または 文字
列 に変換する必要があります。

ステップの戻り値の型 ( ステップ 1 と呼ぶことにします) を以下のように変更することができます:

1. ステップ 1 の 「このステップの結果を割り当てる」 フィールドに値を入力します。ステップの結果にアクセスするため
に、この値を参照する必要があります。

2. ステップ 1 の後に新規の実行ステップを追加します (ステップ 2  と呼びます)。
3. system/compute ビルトイン関数を関数 ステップ 2 の実行関数として設定します。
4. ステップ 2 の式フィールド内では、ステップ 1  により返された値を必要とされるデータ型に変換する式を入力しま
す。例えば、ステップ 1  に返された値が、出力を返すコマンドラインの結果で、これをストリームに変換する場合は、
以下を使用してください:

stdout(result) 

結果 は、 ステップ 1 により返された値に付けられる名前です。

使用される式は、達成を目的とする結果により異なります。FlowForce Server は、演算子と組み合わせ、ス
テップ内で使用する有益な式を作成することのできる、多種の式関数を提供します。 使用することのできるオプショ
ンを理解するには、以下を参照してください: ステップ結果関数。

例
ディレクトリのコンテンツをリストする実行ステップを以下のように作成したと想定しますは、以下の通りです:

この段階では、ステップの出力は、結果 です。  ( 例えば、ディレクトリコンテンツをファイルに書き込む、または、コンテンツを電
子メールとして送信するなど)この結果を他のステップで使用するには、結果 ではなく、型 ストリーム の値が必要になりま
す。

"ストリーム" データ型にステップをリストするディレクトリの出力を変換する:

1. ステップ 1 の結果を  as Step1Output として宣言します。これを行うには、 「このステップの結果を割り当て
る」 フィールド内に Step1Output を入力します。

2. system/compute 関数を呼び出す新規の実行ステップを追加します。 
3. パラメーターに、 次の式を入力します: stdout(Step1Output)  step1output  がステップ１の結果である
箇所.



172 ジョブと作業 データ型をステップで処理する

(C) 2017 Altova GmbHAltova FlowForce Server 2017

この段階では、 ジョブ出力データの型は、意図としたとおり、ストリームです。ステップの2番目の結果を電子メールに
送信する新規の実行ステップを作成することができます。 

電子メールにディレクトリのリストを送信する:

1. stdout(Step1Output) から content(stdout(Step1Output)) にステップ2の式を変更します。こ
れを行うことにより、ストリームの値を文字列の値に変換することができます。

2. ステップ2の結果を Step2Output と宣言します。これを行うには、「このステップの結果を割り当てる」 フィール
ド内に Step2Output を入力します。

3. 新規の実行ステップ (ステップ 3)を次の設定と共に追加します ( 電子メールサーバー設定 は、ビルトイン /
system/mail/send 関数を使用する前に構成されなければならない点に注意してください):

実行関数 次を参照します: /system/mail/send 関数。

差出人 電子メールの差出人を入力します。

宛先 電子メールの宛先を入力します。

件名  電子メールの件名を入力します。 例えば、 "Directory Listing"。

Body
  をクリックし、 Step2Ouput を選択します。

この段階では、 実行ステップは以下のようになります:
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4. ジョブを1度または定期的に実行するタイマートリガーを作成します (例えば、 毎 60 分 )。

5. 「保存」をクリックします。
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7.11 トリガーの管理

ジョブを作成する際、 トリガーとしてジョブをトリガーする条件(または基準) を指定する必要があります。  FlowForce
Server は、定義されたトリガーを監視し、トリガーの条件が満たされるとジョブを実行します。

同じジョブのために、複数のトリガーを作成することができます、また、定義されたトリガーを有効化、または、無効化すること
もできます。有効化されたトリガーが実行されると、FlowForce Server は、ジョブの全てのステップを実行します。

パラメーターを持つジョブ内出トリガーを使用する場合、全てのパラメーターはデフォルトの値を必要とします。 それ以外の場
合、 ジョブは実行されません。

以下の種類のトリガーを作成することができます:
タイマートリガー
ファイルシステムトリガー
HTTP トリガー

タイムトリガーを使用することにより、ジョブが特定の時刻に、(毎日、毎週、または週の特定の日に、または他の日に実行さ
れるなどの )柔軟性に富んだ再帰オプションを使用して、特定の時間の間隔に開始される計画を立てることができます。 

ファイルシステムトリガーを使用することにより、新しく追加されたファイルまたは変更されたファイルなど、ファイルまたはディレクト
リの変更を監視することができます(削除されたファイルは監視できないことに注意してください)。 (例えば、 60 秒ごとに実
行など)変更の収集の間隔を柔軟に構成することも可能です。また、任意でトリガーの開始と終了の日付を設定することも
できます。ワイルドカードを使用して、ディレクトリの特定のファイルをフィルターすることも可能です。

HTTP トリガーを使用することにより、 URI (Uniform Resource Identifier) の変更を監視することができます。特
に、 Last-Modified と Content-MD5 HTTP ヘッダーフィールドの変更を収集することができます。(例えば、 60 秒
ごとに実行など)変更の収集の間隔を柔軟に構成することも可能です。また、任意でトリガーの開始と終了の日付を設定す
ることもできます。 

トリガーを追加するには、トリガーの型に対応したボタンをクリックします。 

下にリストされているトリガーの横にあるボタンを使用してトリガーを管理してください。

トリガーの削除

トリガーの複製

前の削除アクションを元に戻す

トリガーフィールドの一部には  と  ボタンが横に表示されています (例えば、 タイマートリガーの開始
日 )。 これらのボタンを使用してトリガーフィールドの値を設定またはクリアします。値は、ページに表
示されると設定済みとみなされます。例えば、下のイメージでは、「繰り返し」の値は設定されていませ
んが、「開始」の値は、 "2016-03-29 00:00:00" に設定されています:



(C) 2017 Altova GmbH

トリガーの管理 175ジョブと作業

Altova FlowForce Server 2017

トリガーの値が効果を発揮するには、ジョブの保存が必要なことに注意してください。

以下も参照:

タイマートリガー
ファイルシステムトリガー
HTTP トリガー
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7.11.1 タイマートリガー

タイムトリガーを使用することにより、ジョブが特定の時刻に、(毎日、毎週、または週の特定の日に、または他の日に実行さ
れるなどの )柔軟性に富んだ再帰オプションを使用して、特定の時間の間隔に開始される計画を立てることができます。 

下のスクリーンショットはタイマートリガーのサンプルを表示しています。

タイムトリガーの例

タイマートリガーには以下の構成があります。

実行 トリガーが1度、または N 日ごとに周期的に実行されるか定義します。使用すること
のできるオプションは、以下のとおりです:

1度
毎日
週の日で
月の日で
月の週にある日で

繰り返し トリガーの繰り返しオプションを定義します。実行 ドロップダウンリスト内出指定された
日数でイベントが繰り返し実行されます (前のフィールドを参照 )。

毎 フィールドは繰り返しの間隔を分数で定義します。

「から」と「まで」のフィールドは繰り返されるイベントの時間の範囲を定義します。 

開始 トリガーの開始日時を定義します。

「1度」が実行ドロップダウンリストから選択されている場合、開始の日時は入力必
須の項目です。 

日付フィールドをクリックすると、開始日を選択することのできるポップアップカレンダーが
開かれます。

有効期限 トリガーの日時の有効期限を定義します。

タイムゾーン 開始および有効期限の日時に適用することのできるタイムゾーンを定義します。 デ
フォルトのタイムゾーンがサーバー管理設定内で定義されます (以下を参照: デフォル
トのタイムゾーンの設定 )。

有効化 有効化された チェックボックスにより、トリガーを有効化、または、無効化することがで
きます。このオプションは、新しいジョブを作成し、テストする際に便利です。 
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7.11.2 ファイルシステムトリガー

ファイルシステムトリガーを使用することにより、新しく追加されたファイルまたは変更されたファイルなど、ファイルまたはディレクト
リの変更を監視することができます(削除されたファイルは監視できないことに注意してください)。 (例えば、 60 秒ごとに実
行など)変更の収集の間隔を柔軟に構成することも可能です。また、任意でトリガーの開始と終了の日付を設定することも
できます。ワイルドカードを使用して、ディレクトリの特定のファイルをフィルターすることも可能です。

下のスクリーンショットはファイルシステムトリガーの例を表しています。

サンプル ファイルシステムトリガー

ファイルシステムトリガーには以下の構造があります。

チェック トリガーがディレクトリ、または、ファイルをポールするかを指定します:

変更された日
付

トリガーは、指定されたファイルの最後の変更タイムスタンプをチェックし
ます。日付が変更されている場合、または、新しいファイルが追加され
ている場合、トリガーは実行されます。 

コンテンツ このオプションは特定のファイルのためのハッシュコードを計算し保管しま
す。ポーリング間隔が経過すると、ハッシュコードは、再計算され、保管
されている値と比較されます。差異が存在する場合、トリガーが実行さ
れます。これはサーバー大量のロードを課すことになる点に注意してくだ
さい。
日付が変更されると、または、新規ファイルが追加されると、トリガーが
実行されます。

ポーリング間隔 ディレクトリがポールされる間隔を秒数で指定します。

N 秒待つ 次のジョブを開始するまでの待ち時間を秒数で定義します。

開始 トリガーの開始日時を定義します。これは任意のフィールドです。

日付フィールドをクリックすると、開始日を選択することのできるポップアップカレンダーが
開かれます。

有効期限 トリガーの日時の有効期限を定義します。

タイムゾーン 開始および有効期限の日時に適用することのできるタイムゾーンを定義します。 デ
フォルトのタイムゾーンがサーバー管理設定内で定義されます (以下を参照: デフォル
トのタイムゾーンの設定 )。

有効化 有効化された チェックボックスにより、トリガーを有効化、または、無効化することがで
きます。このオプションは、新しいジョブを作成し、テストする際に便利です。 

"triggerfile" パラメーター
ファイルシステムまたは HTTP トリガーを作成する場合、 FlowForce Server は自動的に triggerfile 入力パラメータ
ーをジョブに追加します。ジョブが実行されると、FlowForce Server はパラメータを次に設定します:

a) ジョブをトリガーしたファイル (ファイルシステムトリガーの場合)
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b) 収集された URI (HTTP トリガーの場合 ) のダウンロードコンテンツを含む一時ファイルの名前。 

triggerfile パラメーターの値を次のステップ内の入力値としてパスすることができます。 このようにして、トリガーするファイルを
必要に応じて使用、または、処理することができます。
デフォルトでは、 triggerfile パラメーターは、トリガーするファイルの絶対パスを含んでいます。パスの一部を抽出するには、
ファイルパス式関数を使用します。

triggerfile パラメーターを使用するジョブの例に関しては、以下を参照してください: ディレクトリ ポーリング ジョブを作成す
る。
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7.11.3 HTTP トリガー

HTTP トリガーを使用することにより、 URI (Uniform Resource Identifier) の変更を監視することができます。特
に、 Last-Modified と Content-MD5 HTTP ヘッダーフィールドの変更を収集することができます。(例えば、 60 秒
ごとに実行など)変更の収集の間隔を柔軟に構成することも可能です。また、任意でトリガーの開始と終了の日付を設定す
ることもできます。 

下のスクリーンショットは HTTP トリガーの例を表しています。 

サンプル HTTP トリガー

HTTP トリガーには以下の構造があります。

チェック トリガーが URI をどのようにポールするかを指定します。 有効なオプション:

変更された日
付

Last-Modified HTTP ヘッダーをチェックするようにシステムに命
令します。 Last-Modified HTTP ヘッダーが不足している場合
は、Content-MD5 ヘッダーがチェックされます (次のオプションを参照
)。

コンテンツ Content-MD5 任意の HTTP ヘッダーをチェックするようにシステム
に命令します。 これは、メッセージの整合性をチェックするために使用さ
れる 128-ビット "ダイジェスト" です。 MD5 ヘッダーがポーリング間隔
を経過した後に変更されるとトリガーが実行されます。 ヘッダーがサー
バーにより与えられていない場合、コンテンツが抽出され、ローカルで
ハッシュされます。

ポーリング間隔 URI がポールされる間隔を秒数で指定します。

N 秒待つ 次のジョブを開始するまでの待ち時間を秒数で定義します。

開始 トリガーの開始日時を定義します。これは任意のフィールドです。

日付フィールドをクリックすると、開始日を選択することのできるポップアップカレンダーが
開かれます。

有効期限 トリガーの日時の有効期限を定義します。

タイムゾーン 開始および有効期限の日時に適用することのできるタイムゾーンを定義します。 デ
フォルトのタイムゾーンがサーバー管理設定内で定義されます (以下を参照: デフォル
トのタイムゾーンの設定 )。

有効化 有効化された チェックボックスにより、トリガーを有効化、または、無効化することがで
きます。このオプションは、新しいジョブを作成し、テストする際に便利です。 

"triggerfile" パラメーター
ファイルシステムまたは HTTP トリガーを作成する場合、 FlowForce Server は自動的に triggerfile 入力パラメータ
ーをジョブに追加します。ジョブが実行されると、FlowForce Server はパラメータを次に設定します:

a) ジョブをトリガーしたファイル (ファイルシステムトリガーの場合)
b) 収集された URI (HTTP トリガーの場合 ) のダウンロードコンテンツを含む一時ファイルの名前。 
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triggerfile パラメーターの値を次のステップ内の入力値としてパスすることができます。 このようにして、トリガーするファイルを
必要に応じて使用、または、処理することができます。
デフォルトでは、 triggerfile パラメーターは、トリガーするファイルの絶対パスを含んでいます。パスの一部を抽出するには、
ファイルパス式関数を使用します。

triggerfile パラメーターを使用するジョブの例に関しては、以下を参照してください: ディレクトリ ポーリング ジョブを作成す
る。
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7.12 ジョブを Web サービスとして公開する

FlowForce Server ジョブを Web サービスとして公開することができます。 Web サービスとして公開されるジョブは、プロ
グラミング的にアクセスが可能なことを意味します。このジョブはテストとデバッグの目的のためですが、ブラウザーからこのような
ジョブを呼び出すこともできます。

Web サービスとして使用できるジョブを作成する:

1. 新規ジョブを作成、または既存のファイルを編集のために開きます。
2.  「このジョブを HTTP を介して利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択します。

3. myURL テキストボックス内に Web サービス名を入力する。

リクエストURL が指定されると、FlowForce Server は、 HTTP GET と POST リクエストを受け入れるリスナ サービス
を開始します。サービスとして公開されるジョブは、 FlowForce Server 作動中はアクティブです。

サービスが呼び出されると、 FlowForce Server は指定されたジョブの実行のステップを実行し、以下の1つを行います:

ジョブが結果ファイルを作成する場合、最後のステップの最初のファイル。
結果が作成されない場合、最後のステップの標準出力 (コマンドライン出力と作業する場合)。 

結果に従い設定された Content-Type ヘッダーと共に、 HTTP 200 ステータスと共に、有効な結果が返されます。
Content-Type ヘッダー は、実際の結果により異なります。 MapForce マッピングは XML 出力がある場合、
text/xml として返されます。 また、テキストの出力は text/plain として返されます。 他の関数の標準の出力は、
text/plain. として返されます。結果は修飾を伴わないレスポンスボディとして返されます。 

実行エラーは、ジェネリックなエラーメッセージを伴い、 HTTP 5xx ステータスとしてレポートされます。詳細に関しては、
FlowForce Server ログをチェックしてください (以下を参照: ジョブのログを閲覧する )。

現在作動中の FlowForce Server Web サービスを閲覧する:

ブラウザーを開き、 次の URL をアドレスバーに入力します。

http://[FlowForceServer][ServerPort]/service/*

[FlowForceServer] と [ServerPort] は、 FlowForce Server が作動するネットワークアドレスとポートを示し
ます。 デフォルトでは、(同じマシンからアクセスしていると想定し、) FlowForce Server は、http://localhost:4646 で
作動します。 管理ページ内出サーバー名とポートは定義されています (以下を参照: ネットワークアドレスとポートの設定)。

Web サービス パラメーター
ジョブを Web サービスとして公開する場合、全てのジョブパラメーター は、サービスのためのパラメーターに自動的になりま
す。ジョブパラメーターがデフォルトの値を持たない場合、サービスを呼び出すために与えられる必要があります。 任意のパラメ
ーターは、リクエスト内で与えられない限り、デフォルトの値を取ります。 

サービスが呼び出されると、 FlowForce Server は、リクエスト内で与えられたパラメーターをジョブ内で定義されたものに対
して検証します。パラメーターの検証に失敗すると、 FlowForce Server 5xx HTTP ステータスを返します。 この場合、
FlowForce Server は、デバッグとテストの目的のために、 HTML パラメーター フォームを表示します。 HTML フォームを

http://localhost:4646
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使用して、デバッグとテストの目的のために、手動でパラメーターを入力することができます。  型 ストリームの各パラメーターの
ために、参照ボタンがページ内で使用することができ、これをパラメーターとして必要なファイルをアップロードするために使用す
ることができます。 

HTML フォームを条件なしに表示するには、 (値を持つ )ビルトイン パラメーター showform をリクエスト内に与えます 。

通常、 HTTP GET または HTTP POST としてリクエストは( Content-Type multipart/form-data と共に)
送信されます, パラメーター 型 ストリーム のパラメーターの例外は、 HTTP POST リクエストのためにのみサポートされま
す。

Internet Explorer を使用して、Web サービスとして FlowForce Server ジョブをテストする場合、 詳細設定 タブ内
の"HTTP エラーメッセージを簡易表示する" オプションを無効化します。

認証
ユーザーを認証するために、 FlowForce Server は、 HTTP 基本認証を使用します。ユーザーの資格情報は、
FlowForce Server ユーザーデータベースに対してチェックされます (FlowForce Server Web 管理インターフェイスに
ログインする際に使用されるユーザー名とパスワードと同じ同じユーザー名とパスワード )。 

資格情報なしで使用できる Web サービスを作成するには、デフォルト anonymous ユーザーに サービスの使用パー
ミッションを与えてください (以下も参照: パーミッションの動作方法 )。 

匿名のユーザーが使用することのできるサービスに HTTP 資格情報を与えることもできます。 資格情報は、 FlowForce
Server ユーザーデータベースに対してチェックされ、サービスの実行は、匿名のユーザーではなく、認証されたユーザーに帰属
します。

無効な資格情報が与えられると、 リクエストインターフェイスは、 HTTP ステータスコード 401 を返します。このサービスで、
匿名ユーザーが使用できる資格情報とサービスの使用が与えられていない場合も、 リクエストインターフェイスは HTTP ステ
ータスコード 401 を返します。

有効な資格情報が与えられ、認証されユーザーがサービスで サービスの使用 パーミッションを与えられない場合、 リクエスト
インターフェイス は、 HTTP 4xx 失敗状態を返します。存在しないサービスへのアクセスを試みると、 HTTP 4xx 失敗状
態が返されます。

キューの設定
サービスの実行は、トリガーを使用した実行と同じ振る舞いをし、キューの制約と同じ対象として扱われます(以下を参照: 
キュー設定の定義 )。

以下も参照:

Web サービスとしてジョブをエクスポート (例)
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7.13 ジョブの結果をキャッシュする

キャッシュによりサーバーのロードとジョブのレスポンスの時間を削減することができます。完了するまでに時間がかかり、サーバー
のロード量が大きくなくことがある、 Web サービスとして公開される、またはデータ集中型のジョブにとって、キャッシュは特に
役に立ちます。

ジョブの結果のキャッシュとは、FlowForce Server が、内部のレポジトリにジョブの結果を用意し保管(つまり、 キャッ
シュ )することを基本的に意味します。ジョブにパラメータがーが存在する場合、システムは構成できる上限まで、各パラメータ
ーの組み合わせのためにキャッシュエントリを作成します。( コンシューマーとされる)他のジョブからキャッシュを持つジョブが呼び
出された場合、FlowForce Server は、 (ジョブを再度実行する代わりに)コンシューマーに対する結果を返し、レスポンス
の時間を削減します。

サーバーへのデータのロードの量のバランスを保つには、一方でキャッシュが古くならないように注意し、もう一方で、使用する
環境とジョブによりキャッシュを指定します。このバランスを達成するために、 FlowForce Server に搭載されるキャッシュの
設定に慣れ親しむ、必要に応じてキャッシュを使用してください。

キャッシュされたジョブの結果と作業する場合、以下の点に留意してください:

結果がキャッシュされるジョブによるデータ型を宣言する必要があります (以下を参照: ジョブの戻り値の型を宣言す
る )。
結果がキャッシュされるジョブとコンシューマージョブは、同じ資格情報を使用する必要があります。資格情報が異な
ると、ジョブはキャッシュが定義されていないものとして実行されます。
キャッシュされたジョブの構成を変更すると、既存のキャッシュデータは無効になります(フラッシュされます)。 

キャッシュの設定

使用することのできるキャッシュの設定は、以下のとおりです。

結果をキャッシュする ジョブの結果をキャッシュする場合このボックスを選択します。 このボックスをチェックする
ことにより、現在のジョブの コンシューマー に、ジョブを実行する代わりに、キャッシュさ
れた結果を読み取るように命令します。
定義されたトリガーが実行されたため、またはジョブの Web サービスが呼び出された
ため、(コンシューマーによりではなく)現在のジョブが直接実行されている場合、  
FlowForce Server は、キャッシュを更新します (または、ジョブパラメーターキャッ
シュ内で見つからない場合、与えられたパラメーターの組み合わせをベースにして新規
のキャッシュエントリを作成します )。

コンシューマーによりキ開始され
るキャッシュ

このオプションが有効化されていると、現在のジョブを呼び出す全てのジョブ (つまり、コ
ンシューマー ジョブ) は、キャッシュが既存でない場合、キャッシュを作成します。それ
以外の場合、トリガーと Web サービスの呼び出しのみがキャッシュを作成します。

最大キャッシュエントリ数 このオプションは、各ジョブのために作成されるジョブの結果のキャッシュを制限します。
 ジョブにパラメーターが存在する場合、 (組み合わせは無限と想定して )このオプショ
ンを全ての可能なパラメーターの組み合わせに設定されることが奨励されます。 
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キャッシュコンシューマージョブを
自動的に作成する

キャッシュコンシューマージョブは、 HTTP アドレスで指定される Web サービスです。
コンシューマー Web サービスは、結果がキャッシュされるジョブのキャッシュを取得し管
理する便利な方法としての役割を果たします。 呼び出されると、コンシューマージョブ
は、最初にキャッシュされたメインのジョブの結果を使用しようと試みます。 キャッシュさ
れた結果が存在せず、「コンシューマーにより開始」オプションが無効化されている
と、コンシューマーは、メインジョブにより返される実際の結果を取得します。 キャッシュ
された結果が存在せず、 「コンシューマーにより開始」 オプションが有効化されてい
ると、コンシューマーは、メインジョブにより返された実際の結果を取得し、キャッシュも
作成します。 

キャッシュタイマーの更新 キャッシュタイマーの更新は、システムがどの頻度で現在のジョブをキャッシュするか管
理します。現在キャッシュされているすべてのパラメーターの組み合わせが更新されま
す。

キャッシュタイマーの削除 キャッシュタイマーの削除は、システムが現在のジョブのキャッシュをどのように削除する
かを管理します。 

キャッシュの保存と更新 ボタンをクリックして、キャッシュを手動で保存および更新します。

キャッシュタイマーの更新とキャッシュタイマーの削除は、「削除」 (  ) ボタンとクリックすることにより、他のトリガーと同様に

削除することができます。また、「削除を元に戻す」 (  ) 操作が両方のメニューに対して、保存、またはページの再ロー

ドが適用されるまで使用することができます。 「複製」 ボタン (  ) により、現在のトリガーと同じ設定を持つトリガーを作
成することができます。

以下も参照:
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ジョブの結果をキャッシュする (例)
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7.14 キュー設定の定義

サーバーリソースの使用を管理するために、各ジョブのために並列して実行されていいるインスタンスの数を制限することができ
ます。 特に、ジョブ間の
時間間隔の最小値(秒) で、また、同時に実行することのできるジョブの最大数を設定することができます。

キューの設定

実行間の最短時間: 並列ジョブが開始されたから、他のジョブが開始されるまでの待ち時間を秒数で入力
します。

並列実行の最高数 このオプションは、同じジョブがサーバー上で並列して実行される回数を定義します。 

並列処理は FlowForce Server が使用することのできるサーバーコアにより異なり
ます。例えば、 この値 12 に設定し、1つのコアのみがライセンスされている場合、 12
のジョブが並列して作動されているように表示されますが、1度には、1つのジョブのみ
が進行することができます。

サービスの実行 ブラウザーから、並列サービスの実行をテストする場合、そのブラウザ
ーがそのアドレスと同じ URL の追加リクエストを、保留する可能性があることに注意
してください。解決法として、2つの異なるブラウザーから同じジョブの並列インスタンス
を開始することが挙げられます。
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7.15 ジョブのログを閲覧する

ログビューから FlowForce Server によりログされた特定のジョブに関する詳細を確認することができます。「ログ」 メニュー
アイテム、または 「ログビュー」 ボタンが表示される他のコンテキストからログビューにアクセスすることができます。 

ジョブのログを閲覧する:

1. 「オブジェクトパスによりフィルターする」 コンボボックスを展開し、ジョブのロケーションを参照します。

2. 任意で、 日付の範囲と最小の重要度を変更します。 (デフォルトでは、システムは、「情報」の最小の重要度ととも
に過去7日間のログを表示します)。

3. 「表示」をクリックします。

ジョブの詳細ページから直接ログにアクセスする:

1. ページの右端にある 「ログビュー」 ボタンをクリックします。 この結果、ログビューページに移動することができ、 「オブ
ジェクトパスによりフィルターする」 コンボボックスがジョブの名前を表示します。 

4. 任意で、 日付の範囲と最小の重要度を変更します。 (デフォルトでは、システムは、「情報」の最小の重要度ととも
に過去7日間のログを表示します)。

5. 「表示」をクリックします。
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7.16 ジョブの停止

ユーザーが (または、メンバーであるロール) ジョブの停止 特権を有すると想定し、現在実行されているジョブを停止すること
ができます  (以下を参照: 特権の作動方法 )。

警告: ジョブの停止はデータの破損を招く場合があり、特別な場合のみ行ってください。 

ジョブを停止すると、 FlowForce Server は、最初にジョブの正常な停止を試みます。ジョブの停止が招く結果を想定で
きない場合、 正常な停止プロセスは、(定義されている場合)ジョブに関連したエラーの処理を試みます。正常な停止が可
能では内場合、 FlowForce は、一定の待ち時間の後、ジョブを強制的に停止します。 FlowForce Server に強制
的にジョブを停止するように命令するには、「ジョブの強制停止」 ボタンをクリックします。

実行されているジョブを停止する:

1.  「ホーム」をクリックします。現在実行中のジョブは実行中のジョブページのセクションに表示されています。

2.  「ジョブの停止」をクリックします。 FlowForce Server は、アクションを確認するようにプロンプトします:

3.  「OK」をクリックします。システムはジョブを停止しようと試みます。ジョブインスタンスが停止されると、関連する通知
メッセージが表示され、対応するジョブの記録がハイライトされます。

4. ジョブが通常に停止されなかった場合、 「ジョブの強制停止」をクリックします。
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8 FlowForce 式言語

FlowForce 式は、ジョブが作動する際に FlowForce Server により計算され実行されるステートメントです。
FlowForce 式は、ジョブ内の複数のステップをつなげる FlowForce により理解される基本のスクリプト言語です。
FlowForce 式には、以下のコンテキストが通常必要とされます:

ビルトイン関数のパラメーター内 (つまり、ジョブ構成ページ内の入力フィールドに式を書き込む、または、埋め込むこ
とができます )。 以下は、例の一部です:
o 実行ステップにより返された結果のデータ型を変更します。
o 値の配列を返す結果から特定の値を選択します。
o 文字列を作成するために複数の値を結合します。

条件付きのステートメントを "when" ステップ内で作成します。これにより、ブール値が true を評価する式を与える
とステップを実行することが可能になります。 
"for-each" ステップ内。 "For-each" ステップを使用することにより、シーケンスが式により定義されている箇所の
アイテムのシーケンスをループすることができます。

このセクションでは、上にリストされたシナリオのために FlowForce 式 を構築する際に手助けとなる概念について説明され
ています。 
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8.1 ジョブのインポートとエクスポート

ジョブと(デプロイされた MapForce マッピングと StyleVision 変換を含む)他の構成オブジェクトを FlowForce Server
からインポートすることができます:

他の作動中の FlowForce Server インスタンスへ (オンライン エクスポート)
ファイルへ (オフライン エクスポート)

他の作動中の FlowForce Server インスタンスにオブジェクトをエクスポートする場合、 エクスポートされたオブジェクトは、
サーバーの Web 管理インターフェイスですぐ使用できるようになります。 

オブジェクトをファイルにエクスポートする場合、 FlowForce Server は、選択されたオブジェクトとその依存関係を含む
.zip アーカイブを作成します。zip アーカイブは、エクスポートのオペレーションが実行された日時に従い、名前がつけられま
す。 名づけの変換は以下の通りです: export_YYYYMMDDThhmmss 。例えば、2014 年の 8 月 6 日の
10:51:33 にエクスポートされたファイルは、export_20140806105133.zip と名づけられます。

(インポートされたオブジェクトが保存先に存在せず、また、上書き可能と想定して)次に.zip アーカイブを同じ FlowForce
Server インスタンスにインポートすることもできます または他のインスタンス人ポートすることができます。

コンテナー内で特定の記録、または、コンテナー全体をエクスポートすることができます。 どちらの場合でも、 FlowForce
は、エクスポート前に記録のリストをレビューすることのできるダイアログボックスを表示します。を表示します。 コンテナー全体を
エクスポートするように選択した場合は、例えば、このダイアログボックスは、選択されたコンテナーのすべての子の記録を表示
します (ジョブまたは資格情報 )。 

オブジェクトをエクスポートする前に、 FlowForce は、依存関係を持つ全てのオブジェクト、またはエクスポートするオブジェク
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トにより参照される オブジェクトについて別のページで通知します。これにより、見逃された依存関係を一目で確認することが
できます。オブジェクトを 実行中の FlowForce Server にエクスポートする場合、エクスポート先のサーバー上に各オブジェ
クトが存在するかを確認することができます。

セキュリティ上の理由から、 FlowForce Server は以下に挙げられる重要なデータのカテゴリをエクスポートしません:

ジョブ内でローカルに定義されたパスワード
"スタンドアロン" 資格情報の記録として使用されるパスワード
(/system/ftp 関数などの)システム関数と共に保管されるパスワード 

ですから、型 "資格情報" の記録をエクスポートすることができますが、FlowForce は、エクスポートされる記録内にパ
スワードを含みません。その一方、 資格情報の記録をインポートし、保存先で上書きすることを選択すると、保存先に
既存のパスワードは保存されます。

作動中の FlowForce Server インスタンスへジョブをエクスポートする:

1.  「構成」をクリックし、エクスポートする記録を選択します。 コンテナー内の特定の記録を選択、または、コンテナー
全体を選択することができます。

2.  「選択されたオブジェクトのエクスポート」をクリックします。

3. ダイアログボックスから、「サーバーにエクスポート」をクリックし、 FlowForce Server のホスト名と保存先、および
作動するポートを入力します。

4. FlowForce Server インスタンスの保存先にユーザー名とパスワードを入力します。そして、「エクスポート」をクリッ
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クします。  FlowForce は、依存関係を確認し、エクスポートから除外を選択することのできるページにエクスポート
される全ての記録を表示します。  

黄色い背景を持つ記録は、 エクスポートされる記録です。 黄色い背景色を持たない記録は、横のチェックボックス
のチェックを解除することにより、エクスポートから除外した記録です。 最後に、グレーの背景色を持つ記録は、ビル
トイン システム関数上の依存関係を表しており、これらを操作することはできません 

"リモートサーバー" 列は、"リモートサーバーに存在、または、存在していない可能性" を表示しています。 .zip アー
カイブ FlowForce に再インポートする再に保存先ファイルに依存関係が存在する場合、エクスポートからこれらの
記録を削除することができます。それ以外の場合、 依存関係無しにエクスポートする場合、そして依存関係が保
存先で存在しない場合、ジョブは失敗する可能性が大きいです。

5.  エクスポートするオブジェクトをクリックして選択し、「エクスポートの開始」をクリックします。

ジョブをファイルにエクスポートする:

1.  「構成」をクリックし、および エクスポートする記録を選択します。 コンテナー内の特定の記録を選択、または、コン
テナー全体を選択することができます。

2.  「選択されたオブジェクトのエクスポート」をクリックします。
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3. ダイアログボックスから、「ファイルにエクスポート」をクリックし 「エクスポート」をクリックします。 FlowForce は、
依存関係を確認、または、エクスポートから除外することのできるページで全ての記録を表示します。 

黄色い背景を持つ記録は、 エクスポートされる記録です。 黄色い背景色を持たない記録は、横のチェックボックス
のチェックを解除することにより、エクスポートから除外した記録です。 最後に、 グレーの背景色を持つ記録は、ビル
トイン システム関数上の依存関係を表しており、これらを操作することはできません。

作動中の FlowForce Server インスタンスでは無くファイルをエクスポートしているため、エクスポートされたオブジェ
クトが保存先で存在するかを決定することはできません。 この理由から、 "リモートサーバー" 列は、"リモートサーバ
ーに存在、または、存在していない可能性" を表示しています。 .zip アーカイブ FlowForce に再インポートする
再に保存先ファイルに依存関係が存在する場合、エクスポートからこれらの記録を削除することができます。それ以
外の場合、 依存関係無しにエクスポートする場合、そして依存関係が保存先で存在しない場合、ジョブは失敗す
る可能性が大きいです。

4. 「ファイルへエクスポートを開始する」をクリックします。使用中のブラウザー設定により、 .zip アーカイブをローカル
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ディレクトリに保存するようにプロンプトされるかもしれません。または、構成済みの保存先ディレクトリに自動的に、ブ
ラウザーが自動的に保存する可能性もあります。 

ファイルからジョブをインポートします:

1.  「構成」をクリックし、「オブジェクトのインポート」をクリックします。

2. ダイアログボックスから、「ブラウザー」をクリックし、FlowForce Server からエクスポートされた、ソース .zip アーカ
イブを選択します。 

3. 「インポート」をクリックします。 FlowForce Server は、インポートされた記録を個別のページに依存関係と共に
表示します。  "現状" 列は、 「インポート」 ボタンがクリックされた後の各記録に何が起こるかの情報に関して通
知します。

資格情報をインポートする場合、"上書き" は、現在保管されている同じ名前の資格情報のパスワードに影響
を与えません。このように、 パスワードは、セキュリティ上の理由から、エクスポートされず、この理由のため、インポ
ートで上書きされることはありません。

4.  「インポート」をクリックします。
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8.2 "Hello, World!" ジョブの作成

この例では、テキスト "Hello, World!" をブラウザー内に出力する簡単なジョブの作成方法が説明されています。このテキス
トは、 FlowForce 式を使用して作成されます。 ブラウザー内のリンクをクリックすることにより、必要に応じてジョブをトリガー
することができます (つまり、ジョブは Web サービスとして公開されます )。

"Hello, World!" ジョブの作成:

1. FlowForce Server にログオンし、新しいジョブの作成のパーミッションが与えられているコンテナーに移動します
(この例は、デフォルトの/public コンテナーを使用しています)。

2.  「作成」をクリックし、「ジョブの作成」を選択します。
3. ジョブのタイトルと詳細を入力します。

4. ビルトイン関数 /system/compute を呼び出す新規の実行ステップを追加します。 

5. 「式」 フィールドに、 一重引用符で囲まれた、テキスト 'Hello, World' を入力します。 このフィールドのコンテンツ
は、 FlowForce Server 式を示します。

6. 実行の結果を「文字列」として宣言します。 
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7. 「このジョブを HTTP を介して利用可能にする」 チェックボックスを選択し、 "HelloWorld" を サービス名として
入力します (以下を参照: ジョブを Web サービスとして表示する )。

8. "資格情報"から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください (以下を参照
: 資格情報  )。

9. 「保存」をクリックします。

文字列の値 "Hello, World!" を計算し、ジョブの結果として返すジョブの作成が完了しました。ジョブをテストするには、
FlowForce Server がデフォルトのホストとポート名で作動していると想定し、http://127.0.0.1:4646/service/
HelloWorld  をブラウザーのアドレスバーに入力します。 構成ページ内で他のホストとポート設定を定義した場合、 (以下
を参照: ネットワークアドレスとポートの設定 )、アドレスを必要に応じて変更してください。 Web サービスにアクセスするため
の資格情報を入力するようにプロンプトされた場合は、 FlowForce Server にログオンする資格情報と同じ資格情報を
与えてください。

Internet Explorer を使用して、Web サービスとして FlowForce Server ジョブをテストする場合、 詳細設定 タブ内
の"HTTP エラーメッセージを簡易表示する" オプションを無効化します。

ジョブの実行に成功すると、ブラウザーは、ジョブの出力を表示します:

Hello, World!

ジョブが "0" 以外の終了コードを返すと、ブラウザーは、"サーバー実行の失敗" メッセージを表示します。 この場合、
FlowForce Server 内のジョブのログをチェックして、エラーを確認してください (以下を参照: ジョブのログを閲覧する)。

http://127.0.0.1:4646/service/HelloWorld
http://127.0.0.1:4646/service/HelloWorld
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8.3 式の計算

/system/compute 関数を呼び出す実行ステップを作成することにより、ジョブに埋め込む前に FlowForce 式を簡単
にテストすることができます。 順序を追った例に関しては、 以下を参照してください: "Hello, World!" ジョブの作成。

 /system/compute 関数は、 「式」 パラメーターの値を評価し、計算された結果を返します。 重要な点は、 この関
数は定義された戻り値の型を持ちません。実際の型は、計算される式により異なります。例えば、この関数を式 1+1 にパス
すると、関数は、数値 2 を返します。 しかしながら、例えば、この関数を式 '1+1' にパスすると、関数は、文字列の値 1
+1 を返します。

この概念をより良く理解するために、 /system/compute 関数を呼び出すステップを作成し、式フィールド内に "1+1"
を入力します。ジョブの戻り値の型を下に示されるように「文字列」として宣言してください。 

ジョブを保存しようと試みると、 FlowForce は、「型文字列と数値が一致しません」エラーを表示します。 計算された式が
数値で、ジョブの戻り値の型が文字列の値として宣言されているため、このエラーが生じました。
入力に関する問題を解決するために、ジョブの戻り値の型を「数値」に変更するか、または数値を文字列に変換します。 下
の例は、数値を文字列の値に変換する  FlowForce 式関数 string を呼び出します。

式を計算して、値を文字列として返す場合、代わりに /system/compute-string 関数を使用することができます。こ
の場合、文字列から中かっこを使用して区別される必要があることに注意してください(以下を参照: 文字列フィールド内に
式を埋め込む  )。 
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8.4 式言語のルール

FlowForce 式内でエラーを回避するためには、 以下のルールを守ってください:

許可されたまたは宣言された値のみを使用してください。 
文字列をそのまま使用するには、一重引用符で囲んでください。 
文字列フィールド内に式を埋め込むには、中かっこ、つまり、 { と } 文字で囲んでください。
式は入力された箇所のフィールド内で意味を持つ必要があります。 

式言語のルールの詳細を確認してみましょう。

ルール #1: 許可された、または、宣言された値のみを使用します

FlowForce 式内では以下の構造文を使用することがで許可されています:

FlowForce 式関数 (完全なレファレンスに関しては、 以下を参照してください: 式関数 )
FlowForce 演算子 (以下を参照: 演算子 )
数値
文字列の値
前に宣言された値

FlowForce 式が許可されているフィールドのテキスト内部に入力すると、リアルタイムで構文のチェックが行われます。構文
が正確ではない場合、 FlowForce は、文字を赤でハイライトします。以下は構文検証エラーのサンプルです:

source または target がジョブ内で宣言されていないため、 FlowForce が式を解釈できないため、エラーが発生しま
す。問題はこれらの値を(例えば、ジョブ入力パラメーターとして)宣言することにより解決されます :

ルール #2: 文字列を一重引用符で囲みます 

文字列をそのまま使用するには、一重引用符で囲んでください。 それ以外の場合、 式は、期待しない結果を出す場合が
あり、また、検証に失敗する場合があります。次の例を考慮してください:
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式 評価... 説明

2 値のデータ型は、数値です。

1+1 値のデータ型は、文字列です。

true 値のデータ型は、ブール値です。

データの型を他の型に変換する必要がある場合、 FlowForce 式関数を使用してください (以下も参照: ルール #4 )。

ルール #3: 文字列フィールド内で中かっこを使用します 

文字列フィールド内に式を埋め込むには、中かっこで囲んでください。下のサンプルでは、中かっこは、( FlowForce 式関数
である) 式 instance-id() を文字列の残りから区切ります。

フィールド全体が 型 "式"の場合、中かっこを使用しないでください。 例えば、  system/compute の「式」パラメーターで
は、関数はこの型を持ちます。(中かっこが使用されていない)下の例はこのフィールドのための正しい値の使用の例です:

式フィールド内に中かっこを入力することは、構文エラーをトリガーします:

以下も参照: 文字列フィールド内に式を埋め込む.

ルール #4: 正確なデータ型を使用してください

最後に、 FlowForce は、ジョブを保存する際に、データの型のチェックを行います。 フィールドにより期待されるデータ型に
一致しないフィールドに式が入力されると、エラーが発生します。各フィールドできたいされるデータ型は、各フィールドの右端に
表示されています。 例:

ですから、 1+1 などの式は、明示的に数値として評価されるため、文字列のフィールドでは有効ではありません。その一方、
式 '1+1' は、有効な文字列フィールドです。 次の例を考慮してください:
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式 評価 説明

1/4 0.25 (数値として) 値のデータ型は、数値です。

この式をフィールド内、または、数値を期待するコンテキストで使
用してください。 それ以外の場合、 ジョブの検証は失敗しま
す。

1+1==2 true (ブール値として) 値のデータ型は、ブール値です。

この式をフィールド内、または、ブール値の値を期待するコンテキ
ストで使用してください。 それ以外の場合、 ジョブの検証は失
敗します。

'apple' apple (文字列として) 値のデータ型は、文字列です。

この式をフィールド内、または、文字列の値を期待するコンテキス
トで使用してください。それ以外の場合、 ジョブの検証は失敗し
ます。

concat('1','2','3') 123 (文字列として) 値のデータ型は、文字列です。

この式をフィールド内、または、文字列の値を期待するコンテキス
トで使用してください。  それ以外の場合、 ジョブの検証は失敗
します。

1+'apple' - この式は有効ではありません、 FlowForce は、ジョブを保存し
ようとすると、エラーを返します。2つの異なるデータ型(文字列と
数字)が比較されているため、検証を行うことはできません。

{content

(stdout(result))}

[...] (文字列として) この式は、2つのネストされた式関数を使用します:

関数 stdout は、シェルコマンドの標準出力をストリ
ームとして取得します。
関数 content は、ストリームの値を文字列に変換し
ます。

式は、正確ですが、ジョブは、以下の条件が満たされている場
合のみ検証を成功することができます:

値 「結果」 は既に宣言されています。
値 「結果」  シェルコマンドの標準出力を含んでいま
す。
式は文字列フィールドに埋め込まれています。

以下も参照: 式関数の呼び出し。
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8.5 文字列フィールド内に式を埋め込む

文字列フィールド内で FlowForce 式を使用するには、式を中かっこで囲んでください。つまり、  "{" と "}" 文字で囲んでく
ださい。 文字列フィールドの式の部分は、通常、文字列の他の部分特別しやすい薄い紫色の背景色で表されています。
例:

文字列フィールド内では、式のみが中かっこに囲まれ、 FlowForce により式として扱われます。FlowForce に "{" と "}"
文字をそのまま解釈するように指示する場合は、一重引用符の代わりに中かっこを使用してください。以下のケースを考慮し
てください

次の値を持つ文字列フィールド... 評価 説明

echo Hello, World! (文字列は、埋め込まれた式を含んでいませ
ん)文字列は中かっこを使用しません ですか
ら、そのまま評価されます。

- 文字列を評価することができません。埋め込ま
れた式が構文的に正確ではないため、
FlowForce は、構文エラーを表示します。

echo Hello, World! 文字列は、構文的に正しい埋め込まれた式を
含みます。 しかしながら、 式は、文字列フィー
ルドの内部にあり、評価結果は、式が使用さ
れていない場合と同じになります (最初の例を
参照してください)。

echo {'Hello,
World!'}

エスケープ文字 {{ and }} が使用されたため
文字列は、式を含みません。
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8.6 式関数の呼び出し

FlowForce 式言語は、(主に、実行すてぷにより返される値を扱う)基本的なオペレーションを実行するための一連の関数
を含んでいます。FlowForce 式が有効なコンテキスト(つまり、式内部 )からこれらの関数を呼び出すことができます。 

FlowForce 式関数と FlowForce ビルトイン関数を区別する必要があります。ビルトイン関数は、 FlowForce
実行ステップから呼び出されますが、 (つまり、ステップとして実行されますが)、式関数は FlowForce 式から呼び出さ
れます。

式関数を呼び出す典型的なシナリオは、2つの実行ステップから構成されている、下で説明されているジョブが挙げられるで
しょう。

最初のステップは、シェルコマンドを実行します (具体的には、"Hello, World!" を出力します)。 このステップにより返される
データ型は、 "結果として"であり、 戻り値は、var1  として宣言されています。 

2番目の実行ステップは、  /system/compute-string ビルトイン 関数を呼び出します。この関数は、 var1 を文字
列に変換するために呼び出されます。 式自身は、文(中かっこで示されている)字列フィールドに埋め込まれており、2つのネ
ストされた式関数を呼び出します。 

関数 stdout は、シェルコマンドの標準出力をストリームとして返します。

関数 content は、ストリームの値を文字列に変換します。

データ型の変換が完了し、 文字列の値 var2 をジョブの処理ロジックに従い、更に(例えば、電子メールへの送信などに )
使用することができます 。

使用することのできる式関数に関しては、 以下を参照してください: 式関数。
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8.7 FlowForce データ型

次のデータ型を使用して FlowForce を操作します。

文字列
 文字列の値を表します。 例: 'Hello, World!' 

数値

 数値を表します。 例: -1, 0, 56, 0.45565.

ブール値

 true または false 値を表します。 

結果

実行ステップにより生成された結果を表す抽象的な型です。

実行ステップは、 MapForce マッピング、StyleVision 変換ファイル、 シェル関数、など、多種の実行可能ファイ
ルを処理します。result データ型は、ですから、 そのようなファイルの出力を表します。

実行ステップが、 MapForce マッピングを実行する場合、出力は以下の可能性があります: XML、 XBRL、 テ
キスト、 JSON、および  MapForce により生成される他のファイル型。

実行ステップが、 StyleVision 変換を実行する場合、 出力は以下の可能性があります: PDF、 Word、
HTML ファイル、および StyleVision により生成される他の出力の型。

結果の値にアクセスするには、名前を与え、 (例えば、 "output")、 {result} 式関数にパスします。これによ
り、ストリーム式関数を使用して値をストリームに変換し、更にこの値を処理することができます (以下も参照: 式関
数の呼び出し )。

実行ステップがシェルコマンドを実行すると、出力に応じ特定のステップ結果式関数を呼び出します。例えば、ストリ
ームとしての標準出力を返すためには、式 {stdout(output)} を使用します。標準エラーをストリームで返す
場合、式 {stderr(output)}を使用します。詳細に関しては、 以下を参照してください: ステップ結果関数。

結果

MapForce マッピング または StyleVision 変換が複数のオブジェクトを返す場合があります。このようなステップに
より生成される結果は、データ型として results を持ちます。 

このような出力を扱うには、ストリームの配列を返す {results(output)} 式関数を使用します。nth 関数を
使用して、配列から特定のストリームを選んでください。。

例えば、下で説明されるジョブは FlowForce にデプロイされた StyleVision 変換ファイルから作成されました。こ
のジョブは、入力パラメーターとして、 XML ファイルを取り、多種のフォーマットの複数の出力を返します。
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このジョブには3つの実行ステップが存在します。
1.  最初の実行ステップは、実際のデータ変換をおこないます。
2.  2番名の実行ステップは、この変換の結果を取得するために、 FlowForce の compute 関数を呼び出しま
す。具体的には、式  as-file(nth(results(output), 0)) は、ストリームの列挙内の最初のアイ
テムをファイルとして取得します。 列挙にはゼロベースのインデックスが存在するため、式は、 "1" ではなく、 "0"
を使用します。 

3.  3番目のステップは、 c:\archive ディレクトリに HTML ファイルをコピーします。

アイテム

リストをアセンブルまたは分解する式を作成する必要がある場合があります (以下を参照: リスト関数  )。リストは
ジェネリックな型 item のオブジェクトのリストから構成されています。アイテムには、抽象的なデータ型を持ちます。リ
ストを作成するオブジェクトの型に従い、(文字列、数値、またはストリームであることができる ) item のデータ型を
決定することができます。 リストは同じデータ型のアイテムのみを含むことしかできないことに注意してください。

下のイメージは、リストが数値により構成されているため、 "item" が数値の型であるループを表しています。
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8.8 演算子

FlowForce 式を構築するには、下にリストされる演算子を使用することができます。 ビルトイン関数 system/
compute を使用して全ての式をテストできることを忘れないでください。

演算子 説明 例

== a が b  と等しいかチェックします (数値的に番号が同じで
す。文字列のためのコードポイント )。

2 + 3 == 5 は、true  を算出しま
す。 

2 + 3 == 4 は、false  を算出しま
す。 

!= a が b  と等しくないかチェックします。 次の3つの式は同じで:

a != b 
not (a == b)

a <> b

2 + 2 != 5 は、true
  を算出します。 
3 + 2 != 5 は、 false を算出しま
す。 

< a が b より小さいかチェックします (数値的に番号が小さいで
す。文字列に関しては、以下を参照してください )。

4 < 5  は、true  を算出します。 

<= a が b より小か等しいかチェックします。 5 <= 5  は、true  を算出します。 

> a が b より大きいかチェックします 5 > 1  は、true  を算出します。 

>= a が b より大か等しいかチェックします。 5 >= 5  は、 true を算出します。 

+ 加算 1 + 1 は、2  を算出します。 

- 減算 2 - 1 は、 1 を算出します。 

* 乗算 3 * 2  は、 6 を算出します。 

/ 除算 6 / 3 は、2  を算出します。 

文字列の比較は以下のように行われます: 

2つの文字列の共通のプレフィックスは無視されます (コードポイントで評価されます)
残り2つの文字列が空では内場合、最初のコードポイントが数値的に比較されます。
空の文字列は、空では内文字列よりも小さいと考えられます。

かっこを使用して、 FlowForce にかっこの中の式を最初に計算するように命令します。例:

2 + 3 * 4 は、14 を算出します。

(2 + 3) * 4 は、20 を算出します。 
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8.9 例: パスが存在するか確認する

この例では、 (ファイルまたはディレクトリへの)パスがオペレーティングシステム上に存在するか通知するジョブを作成する方法が
説明されています。 この目的を達成するために、 ビルトイン関数と式関数の組み合わせを使用する必要があります。ジョブ
をブラウザーから URL にアクセスすることにより、需要に応じてトリガーするために、 Web サービスとして定義されます。 ジョ
ブは、パスを引数として取り、 FlowForce Server が作動するオペレーティングシステム上に引数として与えたれたパスが存
在するか通知する文字列を返します。 

ジョブの作成方法:

1. FlowForce Server にログオンし、新しいジョブの作成のパーミッションが与えられているコンテナーに移動します
(この例は、デフォルトの/public コンテナーを使用しています)。

2.  「作成」をクリックし、「ジョブの作成」を選択します。
3. ジョブの名前を追加し、 (この例では、CheckPath) 任意でジョブの説明を追加します。

4. ジョブ入力パラメーターから、 をクリックし、 「パス」パラメーターを以下のように追加します。 

5. /system/shell/commandline 関数を呼び出す新規の実行ステップを追加し、ファイルの存在を確認するシェ
ルコマンドを入力します。このステップの結果を、下に示されるように宣言してください (この例では、 output と呼び
ます)。 

Windows では、パスが存在する場合、シェルコマンドは、 "1" を出力し、パスが存在しない場合は、 "0" を出力
します。FlowForce Server は、 Unix システム上で作動しますが、 コマンドを必要に応じて調整してください。
コマンドは、 FlowForce 式 {path} を埋め込んでいることに注意してください。この式は、前のステップで定義さ
れている入力パラメーターを参照しています。

6. 「実行ステップ」 の下の  ボタンをクリックし、 「新規選択ステップ」を選択します。条件式として、
trim(content(stdout(output))) == '1' を入力します。 この式は、次のネストされた3つの関数か
ら構成されます: stdout content、および trim 。最初に、stdout 関数は、前のステップにより返された結
果の標準出力を取得します。そして、 content 関数は、標準出力を文字列に変換します。最後に、trim 関
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数は、先頭と末尾のスペース、改行、改行文字を標準出力から削除します。結果は、等値演算子を使用し
て、"1" と比較されます。 2つの値が等しいと、パスは存在します。それ以外の場合、パスは存在しません。

7. When 句の下に、 以下に示されるように実行ステップを追加します。この実行ステップは、パスが存在する場合返
される文字列の値を構築するために /system/compute-string 関数を呼び出します。値は、 FlowForce
式 {path} を埋め込んでいることに注意してください。 この式は前のステップで定義された入力パラメーターを参照
しています。 

8. それ以外の場合 句の下に、 以下に示されるように実行ステップを追加します。この実行ステップは、パスが存在し
ない場合返される文字列の値を構築するために /system/compute-string 関数を呼び出します。 値は、
FlowForce 式 {path} を埋め込んでいることに注意してください。この式は前のステップで定義された入力パラメ
ーターを参照しています。 

9. 実行の結果で、 戻り値の値を「文字列」として宣言します。 

10.サービスから  「このジョブを HTTP を介して利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択し、
CheckPath をサービス名として入力します (以下を参照: ジョブを Web サービスとして表示する  )。

11."資格情報"から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください (以下を参照
: 資格情報  )。

12.「保存」をクリックします。

ジョブをテストするには、FlowForce Server がデフォルトのホストとポート名で作動していると想定し、 
http://127.0.0.1:4646/service/CheckPath  をブラウザーのアドレスバーに入力します。 構成ページ内で他のホストと
ポート設定を定義した場合、 (以下を参照: ネットワークアドレスとポートの設定 )、アドレスを必要に応じて変更してくださ
い。 Web サービスにアクセスするための資格情報を入力するようにプロンプトされた場合は、 FlowForce Server にログ
オンする資格情報と同じ資格情報を与えてください。

Internet Explorer を使用して、Web サービスとして FlowForce Server ジョブをテストする場合、 詳細設定 タブ内
の"HTTP エラーメッセージを簡易表示する" オプションを無効化します。

このジョブには引数が存在し、ブラウザー内の Web サービスにアクセスすると引数を与えるようにプロンプトされます。 

http://127.0.0.1:4646/service/CheckPath
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ジョブの実行に成功すると、ブラウザーはジョブの出力を表示します。例:

Path C:\ exists.

ジョブが "0" 以外の終了コードを返すと、ブラウザーは、"サーバー実行の失敗" メッセージを表示します。 この場合、
FlowForce Server 内のジョブのログをチェックして、エラーを確認してください (以下を参照: ジョブのログを閲覧する)。
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9 MapForce/ StyleVision Server 統合

Altova MapForce により作成されたマッピングファイルと  Altova StyleVision により作成された変換ファイルは、次のサ
ーバー製品を使用することにより自動的に作成することができます: MapForce Server (または MapForce Server
Accelerator Edition) と StyleVision Server。 MapForce Server と StyleVision Server は、サーバー環境
(Windows、OS X、Linux) 内でマッピングと変換をマンドラインで、 または  API からの呼び出し、実行することを可能に
しました。これらの製品は、 FlowForce とは同時に実行されません。自動化とは API を呼び出す、または、
MapForce Server または StyleVision のコマンドラインを呼び出すプログラムを開発、または、スクリプトを作成すること
を含みます。

MapForce Server と StyleVision Server が FlowForce Server 管理下で実行される場合、自動化を次のレベ
ルで実行することができます。すなわち、 マッピングと変換を直接に FlowForce Server にデプロイすることができ、ジョブを
実行できることを意味します (次を参照してください: しくみ)。 このように、マッピングまたは変換は以下を含む FlowForce
Server ジョブの全ての利点を活用することができます: スケジュールされた、または、オンデマンドのジョブの実行、 Web サ
ービスとしてのジョブの実行、 FlowForce 式を使用した構成、 エラーの処理、条件付けられた処理、電子メールによる通
知など。FlowForce Server へのマッピング/変換のデプロイは、 MapForce と StyleVision 内での命令に類似してい
ます。以下の方法を参照してください:

MapForce または StyleVision の「ファイル」メニューから、「FlowForce (Server) にデプロイする」をクリッ
クしてください。

必要条件のリストに関しては、 ヒント、デプロイの設定、 MapForce と StyleVision のドキュメントを参照してください:

FlowForce Server にマッピングをデプロイする 
FlowForce Server に変換をデプロイする

1度デプロイされるとマッピングまたは変換は、デプロイ先の FlowForce コンテナー内に表示されます。 FlowForce 内で
は、このようなマッピングと変換 は、関数になり、この結果ジョブに変換されます。 また、他のジョブから呼び出すこともでき、
(通常はファイルである) 多種の入力をパラメータとして受け入れます。FlowForce Server は、このようなマッピング または
変換 関数を自身で実行せず、MapForce Server または StyleVision Server (または 両方) が呼び出され、実際
の実行を行うことに注意してください。

デプロイされたマッピングにより自動的に生成された FlowForce Server 関数

デプロイされた MapForce マッピング または StyleVision 変換からジョブを作成する:

1. MapForce マッピング または StyleVision 変換 (例えば、 コンテナー "/public")をデプロイした、 FlowForce
コンテナー に移動します。

2. 必要とするマッピング または 変換をクリックします。デフォルトでは、 MapForce マッピングは、
SomeFile.mapping と名前を付け、 StyleVision 変換は、SomeFile.transformation と名前をつけま
す。

http://manual.altova.com/Mapforce/mapforceenterprise/mff_automate_deploy_to_flowforce.htm
http://manual.altova.com/Stylevision/stylevisionenterprise/svref_file_deploytoff.htm
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3. 「ジョブの作成」をクリックします。

必要に応じてジョブを構成します: 例えば、「トリガー」 セクション内の設定は、ジョブがどのようにいつ実行されるかを定義しま
す(次を参照してください: トリガーの管理)。入力パラメーターは、元の MapForce マッピング (または StyleVision 変
換)により定義された入力に対応しています。

マッピングまたは変換 関数を実行する ステップ の出力は、実際のファイル または ストリームではなく、ジェネリックな
FlowForce 型を示しています (result)。 「result」 を実際のファイル、または、ストリームに変換するには、
FlowForce 式 関数を使用する必要があります。 次を参照してください: マッピング または 変換ジョブの結果にアク
セスする。

StyleVision 変換をデプロイして、ジョブを作成するための手順を追ったサンプルは、次を参照してください: StyleVision
変換からジョブを作成する。 MapForce マッピングに関しては、次を参照してください: MapForce マッピングからジョブを
作成する。 MapForce Server と StyleVision Server を呼び出す必要のあるジョブのサンプルに関しては、次を参照
してください: サンプル: 複数の PDF を複数の XML から生成する。
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9.1 マッピング/変換結果へのアクセス

MapForce マッピング または StyleVision 変換が FlowForce Server にデプロイされた後、実行ステップから呼び出
すことのできる FlowForce 関数になります。 例えば、下のジョブの最初のステップは、SimpleTotal.mapping と呼ば
れ、実行されます。 

ジョブは、2つのステップにより構成されています:

1. ステップ 1 は、 MapForce Server は、実際に実行する SimpleTotal.mapping 関数を呼び出します。重
要な点は、 「このステップの結果を割り当てる」 フィールドがマッピングの結果に名前を与える点に注意してくださ
い(この場合、 output。 しかしながら、名前を変更することは可能です)。

2. ステップ 2 は、マッピングの出力をストリームに変換する /system/compute 関数を呼び出します。 

デフォルトでは、マッピング または 変換 関数の出力は、 ジェネリックな型 「result」 です。出力を使用するには、
「result」 を必要なデータ(例えば、 文字列、ストリーム、ファイル)に変換する必要があります。この目的のために、 /
system/compute ビルトイン関数と、 FlowForce 式関数を使用することができます。上のサンプルでは、ビルトイン関
数 /system/compute が必要とするデータ型を変換するために呼び出されています。すなわち、式
stdout(output) は、前のステップの結果をストリームに変換します。

下のテーブルは、マッピングまたは変換関数の結果を処理するために使用される可能性のある FlowForce 式の例をリスト
しています。 これら全てのサンプルは、 内に入力された output は、 「このステップの結果を割り当てる」内に入力され
ている名前であることに注意してください。

FlowForce 式 目的

stdout(output) output をストリームに変換します。

as-file(stdout(output)) output をファイルに変換します。

as-file(nth(results(output), 0)) output が 複数のファイルにより構成されている場合このよ
うな式が必要になります。(MapForce または
StyleVision 内で) 単一の出力ではなく、複数の出力を
生成するようにデザインされると発生します。 式は、 
output をストリームのシーケンスに変換し、シーケンスから
最初のストリームをピックアップし、ファイルに変換します。サン
プルに関しては、次を参照してください: StyleVision 変換
からジョブを作成する.
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FlowForce 式 目的

as-file(nth(results(output,
"CompletePO"), 0))

ゼロベースのインデックスではなく、名前別に ストリームのシー
ケンスからファイルは抽出されます (この場合、
"CompletePO")。

ステップ または ジョブの結果を処理するための FlowForce 式関数に関するレファレンスについては、次を参照してください
: ステップ結果関数. FlowForce 式の概要については、次を参照してください: FlowForce 式言語.
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9.2 サンプル: 複数の PDF を複数の XML から生成する

このサンプルでは、複数の XML ファイルを入力として取り、出力 複数の PDF ファイルを返す FlowForce Server ジョ
ブの作成の方法について説明されています。 FlowForce Server ジョブは、 MapForce Server (複数の ソース
XML ファイルから XML 出力を生成するために) と StyleVision Server (XML 出力を PDF に変換するために) を呼
び出します。

このサンプルは、 MapForce マッピング と StyleVision 変換に関する基本的な理解を必要とします。 StyleVision と
MapForce の初心者の場合は、 MapForce と StyleVision ドキュメントの「チュートリアル」チャプターを最初に読むこ
とが奨励されています:

クイックスタートチュートリアル (MapForce)
クイックスタートチュートリアル (StyleVision)

必要条件

必要とされるライセンス: MapForce Enterprise または Professional edition、 StyleVision Enterprise
または Professional edition、 MapForce Server または MapForce Server Accelerator Edition、
StyleVision Server  FlowForce Server
FlowForce Server は、構成されたネットワークアドレスとポートで作動します (次を参照: ネットワーク設定の定
義)。
使用中の FlowForce Server ユーザーアカウントはの内の1つのコンテナー (デフォルトでは、認証済みのユーザ
ーがアクセスすることのできるこのサンプルで使用されている /public コンテナー)へのパーミッションが与えられていま
す。
このサンプルで作成されるマッピング ジョブは、オペレーティングシステム複数の PDF ファイルを作成します。 ですか
ら、FlowForce Server が実行されている場所に対して、ディレクトリ内にファイルを作成することのできる権利が
必要になります (このサンプルは、ディレクトリ C:\FlowForceWorkingDir を使用しています )。

使用することのできるデモファイル

このサンプルは、次のパスでみつけることのできるサンプルファイルを使用しています: <Documents>\Altova
\MapForce2017\MapForceExamples。

MultipleInputToMultipleOutputFiles.mfd (MapForce マッピングファイル)
PersonListWithGrouping.sps (StyleVision 変換 ファイル)
Nanonull-Branch.xml, Nanonull-HQ.xml (ソース XML ファイル)

MapForce マッピングのしくみ

下に表示されるとおり、 マッピングは、ソース コンポーネント (Altova_Hierarchical)、ターゲットコンポーネント
(PersonList)、出力に書き込むためのその他の文字列をビルドするために使用されると多種の MapForce ビルトイン
関数から構成されています。

マッピングはディレクトリ <Documents>\Altova\MapForce2017\MapForceExamples から「Nanonull-」とい
う名前の XML ファイルを入力として取ります。この項目をソース MapForce コンポーネント設定内で定義することができま
す(MapForce 内では、下に表示されるように Altova_Hierarchical コンポーネントのヘッダーを右クリックし、コンテキ
ストメニューから 「Properties」 を選択します)。入力ファイルは、アステリスクがワイルドカードの役割を果たす、
Nanonull-*.xml に設定されています。文字通り、 入力は、「Nanonull-」から開始する、.xml 拡張子を持つファイルで
す。

http://manual.altova.com/Mapforce/mapforceenterprise/mff_tut.htm
http://manual.altova.com/Stylevision/stylevisionenterprise/svtutorials_qs.htm
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MultipleInputToMultipleOutputFiles.mfd

ターゲットコンポーネント、 PersonList  は、ソース XML ファイル.のファイル名をベースにしてファイル名を動的に生成す
るように構成されています。これは、コンポーネントの上の「File/String」ボタンを右クリックし、 「マッピングにより与えられ
る動的ファイル名を使用する」 メニューオプションを選択することにより定義することができます。"ファイル <dynamic>" ノ
ードへの接続は、新規ファイルはソース内の各値のために作成されます。 remove-folder 関数は、ソースパスから(フォ
ルダー名無しの) ファイル名のみを取得することを意味します。これは、 Persons-<Source filename> などの文字列
をビルドするトップ concat 関数に対する値としてパスされます。 

2番目の concat 関数は、マッピングパスへの完全なパスが後に続く、 Generated by Altova... などの文字列をビル
ドします。 結果はターゲット XML ファイル内のコメントとして書き込まれます。

3番目の concat 関数は文字列をビルドするために、ソースからマップされる個人のレコードの個数を示す count 関数の
出力を使用します。 結果はターゲット XML ファイル内のコメントとして書き込まれます。

ターゲット Person ノードへの接続は、ターゲットへのソースから個人のデータをコピーします。マップされる必要のある
「Person」 の各子要素のための個別の接続が存在します。

更に、 ターゲットコンポーネントで 生成された出力を各 XML に生成されたファイルのために PDF に変換するように構成さ
れている場合、ターゲットコンポーネントのヘッダーを右クリックし、 Properties を選択し、 StyleVision .sps スタイルシ
ート への相対パスを指定する StyleVision Power スタイルシート ファイル テキストボックスを確認してください。後者
は、 XML から PDF への実際の変換を実行します(下で更に詳しく説明されています)。

このマッピングの出力を直接 MapForce 内でプレビューするには、マッピングペインの下の 出力 タブをクリックします。
StyleVision 変換の PDF 結果をプレビューするには、 PDF タブをクリックします。出力ペイン内で複数の XML  (または
PDF) が出力されます。以下を参照してください:
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この段階では、(デフォルトでは、 MapForce は一時ファイルを作成するため)ディスクに 2つの 出力 XML ファイルの1つを
保存することが奨励されます。 StyleVision 内で StyleVision パワー スタイルシートを開きテストする場合ファイルは、 サ
ンプル (作業 XML)としての役割を果たします(次のセクションを参照してください)。 出力ファイルを保存するには、「出力」
タブをクリックして、出力 メニューから、「出力ファイルの保存」をクリックします。 

StyleVision 変換について

StyleVision を作動し、 PersonListWithGrouping.sps 変換 ファイルを開きます。このファイルは、 MapForce
マッピング出説明されている同じディレクトリと同じファイルで、 ターゲット MapForce コンポーネントにより参照されていま
す。

PersonListWithGrouping.sps

上記の StyleVision .sps スタイルシートは、 単一の XML をソースとして表示しており、 PDF を作成します。 PDF ド
キュメントは、 見出し ("h2")、紹介パラグラフ、動的に作成されたテーブル、終わりのパラグラフにより構成されています。 
見出しと紹介パラグラフは、静的テキストを含んでいますか、終わりのパラグラフは、ラッピングタブで指定されているとおり、ソー
ス XML ファイルのノードから作成されています。 

StyleVision でこの変換を直接プレビューするには、下のステップに従います: 

1. 「デザイン概要」 ペイン内で、「作業 XML」   をクリックします。
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2. 「作業 XML ファイルの割り当て」 を選択して、 MapForce から保存された XML 出力ファイルを参照します
(前のセクションを参照してください)。

.sps スタイルシートは、実際の名前、または、ソース XML ファイルのオリジンに対して未知であり、(指定された XML スキ
ーマに準拠する限り)入力として与えられた XML ファイル を処理し、 PDF を作成します。このスタイルシートを自動化し、
複数の PDF ファイルを生成するように構成するには、下に示されるように、 FlowForce Server にデプロイされる必要が
あります。 

FlowForce Server にファイルをデプロイする

このサンプル内で使用される MapForce マッピング と StyleVision 変換の目的について説明されましたが、
MapForce マッピング と StyleVision スタイルシートのデザインに関する詳細に関しては、これらの製品のドキュメントを
参照してください (https://www.altova.com/ja/documentation.html)。

自動化を可能にするために、両方のファイルは、 FlowForce Server にデプロイされる必要があります。上の「必要条件」
セクションで指定されているとおり、 FlowForce Server にライセンスが与えられており、 MapForce Server と
StyleVision Server が FlowForce Server の管理下で実行されている必要があります。 Windows 上では、ライセ
ンスのステータスをチェックするための verifylicense コマンドを使用することができます。 ライセンスが見つからない、また
は、無効な場合、他の オペレーティングシステムでは、ジョブ実行に失敗すると、は適切なメッセージが表示されます。 

StyleVision スタイルシートを FlowForce Server にデプロイする:

1. 「ファイル」 メニューから、「FlowForce (Server) にデプロイする」をクリックします。
2. ファイルを PXF (Portable XML Form) フォーマットとしてデザインファイルを保存するようにプロンプトされると、
「OK」をクリックします。

3. デプロイされたパッケージ内に含まれるようにファイルを選択するようにプロンプトされると、デフォルトの設定を保留して
ください。このサンプル内で、 PDF のみが生成されますが、 HTML と RTF 後になどのフォーマットで出力すること
ができます。

https://www.altova.com/ja/documentation.html
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4. プロンプトされると、  FlowForce Web Server への接続の詳細を入力します。簡素化のために、下のイメージ
内では、変換はプレーン HTTP を使用してローカルマシンのポート 8082 にデプロイされていますが、FlowForce
Web Server がこのような接続を受け入れるように構成されていると仮定して、リモートアドレスを指定して、
SSL-暗号化された接続を使用してファイルをデプロイすることもできます (次を参照: ネットワーク設定の定義)。ユ
ーザーとパスワードの値がルート FlowForce アカウントのために説明されています。この場合、指定されたパスにデ
ータを書き込むパーミッションが存在すると仮定し、他の FlowForce ユーザーアカウント を使用できる場合がありま
す。  このサンプルでは、ジョブの構成は異なるステップであり、後に説明されているため、「新規ジョブを作成するた
めにブラウザーを開く」 チェックボックスは、意図的にチェックされていません。 
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MapForce マッピングを FlowForce Server にデプロイする:

「ファイル」 メニューから、「FlowForce Server にデプロイする」をクリックします。 StyleVision のために上で
説明されているとおり接続の詳細を記入します。

FlowForce Server にログインすると、ファイルのデプロイに成功すると、指定された FlowForce コンテナーに対応するエ
ントリが表示されます (この場合、 "/public") :
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上記のエントリは、まだ、ジョブではないことに注意してください。実際のジョブが作成される FlowForce 関数 を作成する
必要があります。

FlowForce ジョブの作成と構成

MapForce マッピング と StyleVision 変換が FlowForce Server にデプロイされました。これらは、必要とするジョブを
作成するために使用されます。方法は以下のとおりです:

1. FlowForce /public コンテナーに移動し、前にデプロイされた 関数
MultipleInputToMultipleOutputFiles.mapping をクリックします。 MapForce マッピングのソースコン
ポーネントは、FlowForce 関数に対する入力パラメーターになっています。また、マッピングにより処理されるインスタ
ンス XML ファイルにパスされるデフォルトの値が存在します。この値は、必要に応じて後に上書きすることができま
す。 「作業ディレクトリ」 パラメーター が自動的に FlowForce により追加されています。 次のステップでこのパラメ
ーターの役割が次のセクションで説明されています。

2. 「ジョブの作成」をクリックします。
3. 名前を入力し、ジョブの詳細を任意で入力します。
4. ジョブの 「実行ステップ」 部分を以下のように構成します。
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5. 「サービス」から、「HTTP を使用してこのジョブを使用する」チェックボックスを選択し、オンデマンドでトリガーされる
Web サービスの名前を入力しますます。ジョブを予定して実行する、または、ファイルシステムトリガーとして実行す
るには、適切なトリガーを設定してください (次を参照してください: トリガーの管理)。

6. 「資格情報」にオペレーティングシステム ユーザーアカウントのユーザー名とパスワードを入力します  (ジョブは、このユ
ーザーとして実行されます)。 FlowForce Web 管理インターフェイスのパスワードとパスワードを区別してください
(次を参照してください:  証明書のしくみ)。

7. 「保存」をクリックします。

ジョブの作動を理解するには、ジョブの 「実行ステップ」 セクションに注目してください。最初の実行ステップは、前にデプロイさ
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れたマッピングを呼び出します。  2番目のパラメーターは、作業ディレクトリを定義します。 作業ディレクトリとは、ジョブが入力
ファイルを展開、または、出力ファイルを保存する場所が必要な場合の、実行ステップにより必要とされるパラメーターです。
FlowForce Server は、また、作業ディレクトリをステップの実行中に発生する相対パスを解決するために、使用します。
作業ディレクトリを与えるように問われた場合、 FlowForce Server が実行されているオペレーティングシステム上の有効
なパスを与えてください。ステップを作成中に、作業ディレクトリが与えられない場合、  FlowForce Server は一時的な
ディレクトリを使用します。 このサンプルでは、 作業ディレクトリは「C:\FlowForceWorkingDir」です。 

最初の実行ステップにより返された出力は、マッピングにより返されたデータを表しています。次のステップ内で参照できるよう
に、 output と明示的に名前が付けられています。

ジョブの2番目のステップは 「for-each」 ステップです。「for-each」 ステップが FlowForce 式 results(output)
を使用して、(マッピングにより返された出力である)最初のステップにより返されたデータにアクセスします。 具体的には、 式
は、前のステップにより返された引数出力として取る関数 results()を呼び出します。次を参照してください:  ステップ結
果関数.  FlowForce 式の説明に関しては、次を参照してください: FlowForce 式言語.

「for-each」 ステップは、2つの小さい実行ステップにより構成されています:

1. 最初のステップは、マッピング出力を(通常 file と呼ばれる ).実際のファイルに変換する /system/compute
ビルトイン関数を呼び出します。 重要な点は、 results(output) 式の出力は、ファイルではなく、ストリーム
である点です。(このサンプル同様)マッピングが複数の出力 を返す場合、 マッピング出力は、ストリームのシーケンス
を表示しています。 この理由のため、 FlowForce 式 関数 (as-file) が(反復される) 現在のストリームを実
際のファイルに変換するために使用されます。

2. 2番目のステップは、前に StyleVision 変換によりデプロイされた反復される各ストリームを呼び出します。 具体的
には、反復ごとに、 StyleVision Server が呼び出され、XML ファイルが入力として与えられ、 and PDF ファイ
ルは、出力として返されます。 FlowForce 式 {filename(file)}.pdf は、 実際の PDF ファイル名を
ディスク上に生成します。このオペレーションは、「作業ディレクトリ」 パラメーターにより指定された作業ディレクトリ内で
実行されます。

メモ: このサンプルでは、 同じ作業ディレクトリは、StyleVision 変換を実行する両方のマッピングとステップで使用されて
います。 一部の場合、ファイル名の競合と、ジョブの実行エラーを回避するために個別に作業ディレクトリを指定する
必要があります。

ジョブの実行

このジョブは、 Web サービスとして作成され、 ブラウザーからリンクをクリックしてオンデマンドで実行することができます。 これ
を行うには、ブラウザー アドレスバー内に 次の URL を入力します: http://localhost:4646/service/。
 FlowForce Server　のために構成された異なるホストとポートに従い URL をアダプトしてください、次を参照してください
: ネットワーク設定の定義.

ジョブを実行するために Web サービスリンクをクリックします (この場合、「GenerateMultiplePDFs」)。 ジョブが完了する
と、 作業ディレクトリ C:\FlowForceWorkingDir 内にジョブにより生成された PDF ファイルが表示されます。簡素化
のために、 エラーの処理はジョブ内で使用されていません。  PDF ファイルをブラウザーに出力することができないため、ブラウ
ザーに「ジョブを出力することができません」 が、実行が成功した場合でも表示されます。 (これは、ブラウザーに出力すること
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のできないファイルが生成されるために発生します)。ジョブがなんらかの理由で実行に失敗した場合、 ブラウザーは、「サービ
スの実行に失敗しました」メッセージを表示します。  この場合、 ジョブのエラーログをチェックして、ステップの失敗の原因を確
認するには、次を参照してください: ジョブ ログの確認.





チャプター 10

コマンド ライン インターフェイス
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10 コマンド ライン インターフェイス

FlowForce Server は、(リスニング、トラブルシューティング、内部データベースのバックアップなどの)管理の目的で使用さ
れるコマンドラインインターフェイスです。コマンドラインインターフェイスには以下のコマンドが含まれます:

help 引数として与えられたコマンドのためのヘルプを表示します。

assignlicense Windows プラットフォームのみにこのコマンドを適用することができ
ます。FlowForce Server にライセンスファイルをアップロード、お
よびライセンスファイルを割り当てるために使用されます。

createdb 新規の FlowForce データベースを作成します。

createdb 新規 FlowForce データベースを作成します。

debug デバッグモードでアプリケーションを開始します。

exportresourcestrings XML ファイルに全てのアプリケーションリソース文字列をエクスポー
トします。

foreground アプリケーションを前景で開始します。

initdb FlowForce データベースを作成または更新します。

install アプリケーションを Windows サービスとしてインストールします。

licenseserver ローカルネットワーク上の Altova LicenseServer に
FlowForce Server を登録します。

migratedb FlowForce Server データを前のバージョンから最新のバージョ
ンに移行します。

repair アプリケーションを修復モードで開始します。

resetpassword root ユーザーのパスワードをデフォルトの値にリセットし、 
root ユーザーに全ての特権を与えます。

setdeflang | sdl デフォルトの言語を設定します。

start アプリケーションをサービスとして開始します。

uninstall アプリケーションを Windows サービスとしてアンインストールしま
す。

upgradedb FlowForce Server データベースを最新のバージョンにアップグレ
ードします。

verifylicense Windows プラットフォームのみにこのコマンドを適用することができ
ます。 FlowForce Server にライセンスが与えられているか、与
えら得たライセンスキーが既に FlowForce Server に与えられ
ているかを検証するために使用されます。

FlowForce Server 実行可能ファイルのロケーション

Linux Linux システム上では、 FlowForce Server 実行可能ファイ
ル (flowforceserver) は、デフォルトで以下にあります:

/opt/Altova/FlowForceServer2017/bin/
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flowforceserver

最初のスラッシュがルートディレクトリを示します。

Mac OS X Mac OS X システムでは、 FlowForce Server 実行可能
ファイル (flowforceserver) は、デフォルトで以下にあります
:

/usr/local/Altova/FlowForceServer2017/bin

Windows Windows システム上では、 FlowForce Server 実行可能
ファイル (FlowForceServer.exe) は、デフォルトで以下に
あります:

<ProgramFilesFolder>\Altova
\FlowForceServer\bin\FlowForceServer.exe 

一般構文

FlowForceServer のための一般コマンドライン構文は、以下の通りです:

Windows
FlowForceServer --h | --help | --version | <command> [options]

[arguments]

UNIX
flowforceserver --h | --help | --version | <command> [options]

[arguments]

where

--h | --help ヘルプテキストを表示します。

--version FlowForce Server のバージョンを表示します。

角かっこ内のオプションと引数は任意です。

メモ: Unix システムでは、FlowForce Server 実行可能ファイルのディレクトリ内で、現在のディレクトリ ("./") に実行
可能ファイル名を先頭に追加する必要がある可能性があります。 例:

CentOS 7
./flowforceserver --version

Mac OS X 
./FlowForceServer --version
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10.1 help

目的

引数として与えられたコマンドのためのヘルプを表示します。

構文

FlowForceServer help Command

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

引数

ヘルプコマンドは単一の引数を取ります: ヘルプが必要なコマンド名。コマンドの正確な構文と正確なコマンドの実行に関
連する他の情報を表示します。 

サンプル

FlowForceServer help createdb

--help を他のコマンドのためのオプションとして使用する

コマンドに関するヘルプ情報は、 そのコマンドの --help オプションで使用することができます。例えば、 createdb コマン
ドを使用した --help オプションの使用方法 は、以下の通りです:

FlowForceServer createdb --help

以下と同じ結果が得られます: 

FlowForceServer help createdb
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10.2 assignlicense

目的

Windows プラットフォームのみにこのコマンドを適用することができます。ライセンスファイルを FlowForce Server にアッ
プロードし割り当てるために使用されます。

構文

FlowForceServer assignlicense [options] FILE

引数

FILE ライセンスファイルがアップロードされるパスを指定します。

オプション

--t, --test-only=true|
false

true に設定されていると、ライセンスはアップロードされ
検証されます。

false に設定されていると、ライセンスはアップロード、
検証、および割り当てられます。

このオプションが指定されていないと、デフォルトの値は 
true です。
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10.3 compactdb

目的

削除されたレコードを含む FlowForce .db ファイルのサイズを縮小します。このコマンドは、 archive-log または
truncate-log システム管理関数を実行した後とても役にたちます ( /system/maintenance を参照してくださ
い)。

構文

FlowForceServer compactdb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE VALUE は、縮小される .db ファイルのデータディレクトリ
のパスです。このオプションが指定されていない場合、 /
data ディレクトリがデフォルトで使用されます (次も参
照してください： FlowForce Server アプリケーション
データ )。
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10.4 createdb

目的

新規データベースを作成します。データベースが既存の場合、コマンドは失敗します。デフォルトのデータベースはインストー
ル時に作成され、通常このコマンドを使用する必要はありません。

構文

FlowForceServer createdb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE VALUE は、データディレクトリのパスです。
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10.5 debug

目的

一般使用のためのコマンドではありません。このコマンドは FlowForce Server デバッグモードで開始します (つまり、サ
ービスではなく開始します )。 このモードを停止するには、「CTRL+C」を押します。 

構文

FlowForceServer debug [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE VALUE は、データディレクトリのパスです。
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10.6 exportresourcestrings

目的

FlowForce Server のリソース文字列を含む XML ファイルを出力します。以下の引数を取ります: (i) 出力 XML
ファイル内のリソース文字列の言語、および (ii) 出力 XML ファイルのパスと名前。 有効なエクスポート言語は以下の通
りです(言語コードはかっこの中です) : 英語 (en)、 ドイツ語、 (de), スペイン語 (es)、および 日本語 (ja )。

構文

FlowForceServer exportresourcestrings Language XMLOutput

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

引数

Language エクスポートされた XML ファイル内のリソース文字列の言語を指定し
ます。
許可される言語: en, de, es, ja

XMLOutput エクスポートされた XML ファイルの場所と名前を指定します。

サンプル

このコマンドは、英語の FlowForce Server アプリケーションの全てのリソース文字列を含む c:\ に Strings.xml
という名前のファイルを作成します。 

FlowForceServer exportresourcestrings en c:\Strings.xml
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10.7 foreground

目的

一般使用のためのコマンドではありません。このコマンドは、 Altova FlowForce Server を前景で開始します。 Linux
のためのスタートアップスクリプトにより内部で使用されます。
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10.8 initdb

目的

新規データベースを作成、または、既存のものを最新のバージョンにアップデートします。データベースが既存の場合、コマン
ドは失敗します。デフォルトのデータベースはインストール時に作成され、通常このコマンドを使用する必要はありません。

構文

FlowForceServer initdb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE VALUE は、データベースディレクトリのパスです。
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10.9 install

目的

このコマンドは FlowForce Server インストーラーにより自動的に実行され、一般の目的には使用することができませ
ん。 このコマンドは Altova FlowForce Server をサービスとして Windows にインストールします。このコマンドを
Linux と Mac OS X に適用することはできません。
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10.10 licenseserver

目的

FlowForceServer を LicenseServer に登録します。FlowForceServer を LicenseServer に登録するに
は、管理者の特権(ルート)が必要です。詳細に関しては、 以下を参照してください:  LicenseServer ドキュメント.

構文

FlowForceServer licenseserver [options] Server-or-IP-Address

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

サンプル

FlowForceServer licenseserver DOC.altova.com

上のコマンドは、 DOC.altova.com という名前のマシンが Altova LicenseServer を動作しています。
LicenseServer がユーザーのマシンで作動している場合、 次のコマンドも使用することができます:

FlowForceServer licenseserver localhost
FlowForceServer licenseserver 127.0.0.1

オプション

オプションは下にリストされており、 短い書式 (最初の列) と長い書式 (２番目の列)はそれぞれ詳細を記載しています。
コマンドライン上では、１つまたは２つのダッシュが短い、および、長い書式のために使用されています。

--j --json  JSON オブジェクトとして登録の結果を生成しようと試みます。
フォーム: --json=true|false
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10.11 migratedb

目的

FlowForce Server データを前のバージョンから最新のバージョンに移行します。 

構文

FlowForceServer migratedb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

--olddatadir=VALUE VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

サンプル

"C:\Program Files(x86)\Altova\FlowForceServer2017\bin\FlowForceServer.exe"
migratedb
--datadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2017\data --olddatadir=C:
\ProgramData\Altova\FlowForceServer2015\data
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10.12 repair

目的

FlowForce Server を全てのトリガーとジョブの実行プロセスを無効化した状態で、トラブルシューティングを有効化する
ために開始します。

構文

FlowForceServer repair [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

サンプル

FlowForceServer repair --datadir=C:\ProgramData\Altova\FlowForceServer2017
\data
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10.13 resetpassword

目的

root ユーザーのパスワードをデフォルトの値にリセットし、 root ユーザーに全ての特権を与えます。 このオペレーショ
ンを開始する前に、実行中の FlowForce Server インスタンスを停止することが奨励されます。I (以下を参照: 
Linux Mac OS X、および Windows 上でサービスを開始または停止するための命令)。

構文

FlowForceServer resetpassword [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

サンプル

FlowForceServer resetpassword --datadir=C:\ProgramData\Altova
\FlowForceServer2017\data
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10.14 setdeflang (sdl)

目的

setdeflang コマンド (略して sdl) は、 FlowForce Server のデフォルトの言語を設定します。デフォルトの言語
を変更するには、FlowForceServer と FlowForceWebServer サービスのためにこのコマンドを実行してください
(以下を参照: 構文 )。

構文

FlowForceServer setdeflang | sdl LanguageCode
FlowForceWebServer setdeflang | sdl LanguageCode

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

LanguageCode の値には以下があります。

en 英語

es スペイン語

de ドイツ語

fr フランス語

ja 日本語

サンプル

FlowForceServer setdeflang de
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10.15 start

目的

FlowForce Server をサービスとして開始します。 このコマンドは、内部でスタートアップスクリプト、または、 Windows
サービスインストールにより使用され、一般の使用のためではありません。

構文

FlowForceServer start [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE VALUE は、データベースディレクトリのパスです。
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10.16 uninstall

目的

このコマンドは FlowForce Server インストーラーにより自動的に実行され、一般の目的には使用することができませ
ん。 このコマンドは Altova FlowForce Server をサービスとして Windows にインストールします。 このコマンドを
Linux と Mac OS X に適用することはできません。
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10.17 upgradedb

目的

データベースを最新のバージョンにアップグレードします。 デフォルトのデータベースは自動的にインストール時にアップブレー
ドされるため、手動でこのコマンドを使用する必要はありません。

構文

FlowForceServer upgradedb [options]

メモ: Linux システム上では、 全て小文字の flowforceserver を使用して実行可能ファイルを呼び出します。

オプション

--datadir=VALUE VALUE は、データベースディレクトリのパスです。

サンプル

FlowForceServer upgradedb --datadir=C:\ProgramData\Altova
\FlowForceServer2017\data
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10.18 verifylicense

目的

Windows プラットフォームのみにこのコマンドを適用することができます。 FlowForce Server にライセンスが与えられて
いるか、与えら得たライセンスキーが既に FlowForce Server に与えられているかを検証するために使用されます。

構文

FlowForceServer verifylicense [options]

オプション

--l, --license-
key=VALUE

このオプションにより、特定のライセンスキーが既に
FlowForce Server に与えられているかを検証するこ
とができます。

検証するライセンスキーに値が設定されている必要があり
ます。





チャプター 11

ビルトイン関数
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11 ビルトイン関数

このセクションでは、 FlowForce Server に内蔵されているシステム関数について説明しています。ビルトイン関数を使用
することにより、ファイルをコピー、移動し、ディレクトリを作成し、シェルコマンドを実行するなど多種のアクションを実行すること
ができます。 FlowForce Server ビルトイン関数は、 /system コンテナー内で使用することができます。

以下のトピックは、ルートコンテナーに相対したパスに従いグループ化されたビルトイン関数について説明しています。 
/system/abort
/system/compute
/system/compute-string
/system/filesystem
/system/ftp
/system/mail
/system/maintenance
/system/shell
/RaptorXML
/RaptorXMLXBRL

Windows ネットワークパスを参照する
マップされたネットワークドライブなどの、Windows ネットワークパスを参照する場合、 Universal Naming Convention
(UNC) 構文を使用します。これは、ドライブ文字は、システムに対してグローバルではないため、また、各ログインセッション
は自身のドライブ文字に割り当てられているため、これは必須です。

UNC 構文は以下のフォームをとります:

\\server\sharedfolder\filepath

該当する箇所:
server が (DNS により定義される)ネットワーク内のサーバー名を参照する箇所.
sharedfolder が管理者により定義されるラベルを参照する箇所(例えば、 admin$ が通常オペレーティングイ
ンストールのルートディレクトリである箇所 )。
filepath がシェアの下のサブディレクトリを参照する箇所。
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11.1 / system/ abort

 abort

目的 ジョブの実行を中断します。 この関数は、通常条件(つまり、 選択ステップ)内で条件が満たされた
場合、ジョブを意図的に中断するために使用されます。 プログラム言語内の throw または
raise 関数と同じです。 この関数は、値を返しません。

パラメーター メッセージ 必須の文字列パラメーターです。 ジョブを停止する際に出力されるメッセージ
を指定します。

サンプル 次のジョブでは、  abort 関数は、チェックされた値が10個のアイテムを超えると、ジョブがエラー
を返して完了するために使用されます。 アイテムの数が、10個よりも少ない、または、10個の場
合、ジョブは"リストのアイテムは10個よりも少ないです" というテキストをローカルシステム上のファイル
にか書き込みます。
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11.2 / system/ compute

 compute

目的 式 の結果を計算し、計算された値を返します。 計算され値は、パラメータ内、または
他の実行ステップの式内で使用することができます。サービスとして使用されるジョブの出
力を定義するためにこの関数を使用することができます (例を参照)。

この関数は、任意の型を示す値 T0 を返します。 つまり、 返されたデータ型は、式パラ
メーター内で使用された式から推定されます。

パラメーター 式 計算される FlowForce Server 式。

サンプル このサンプルは、2つの実行ステップを使用するジョブに関する説明をします。 最初のス
テップは、 c:\temp ディレクトリ内のシェルコマンドを実行、 結果は hello として宣言
されています。

次に、この結果は 2番目の実行ステップにパスされます。 2番目の実行ステップは式言
語 (特に、 stdout と content 関数) を使用して以下を行います:

最初のステップの結果の標準出力を取得します。
出力を文字列に変換します。

compute 関数は、式テキストボックスに入力された式を評価します。
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11.3 / system/ compute- string

 compute-string

目的 式 の結果を文字列として出力します。 このステップ関数は、フォーマットが式ではなく文
字列である以外、 compute 関数と基本的に同じ処理を行います。 

関数は、文字列の値として計算された式を返します。

パラメーター 式 計算される(文字列としての) FlowForce Server 式

サンプル /system/compute/ と /system/compute-string 関数の違いを理解する
には、以下の点に留意してください:

上記のジョブでは、3つの実行ステップがあります。

最初のステップは、 /system/compute/ 関数を呼び出します。 中かっこが使用され
ていないことに注意してください。 (背景色により示されるように)フィールド全体が式を保
管する場合、 中かっこを示します。 式は、2つの値を連結し、ジョブ入力パラメーターによ
り文字列を作成します。  例えば、入力パラメーター が "c:\temp
\invoices.txt" の場合、ステップは、(outputname1 と宣言された)文字列の
値"invoices.txt" を返します。

2番目のステップは、/system/compute-string 関数を呼び出します。 この関数
は、埋め込まれた FlowForce 式を含む文字列を処理します。ここでは、中かっこは、
文字列の残りから式を区別するために使用されています。 埋め込まれた式は、文字列の
残りの部分と背景色が異なることに注意してください。異なる技術が使用されています
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が、ステップの結果 (outputname2) は outputname1 と同じです。

最後に、3番目のステップは、  outputname1 と outpuname2 を比較するため
に /system/compute/ 関数をもう1度呼び出します。 両方の値が同じの場合、結
果は文字列の値 "両方の式は同等です"となります。 それ以外の場合、 結果は"両方
の式は同等ではありません"となります。 
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11.4 / system/ filesystem

system/filesystem コンテナー は、 FlowForce Server が作動するオペレーティングシステム上のファイルとディレクトリ
を管理するために使用される関数を含んでいます。

ジョブの実行内のファイルパスは、使用中のローカルマシンではなく、 FlowForce Server が作動するオペレーティング
システム上のパスである必要があります。

 copy

目的 ファイルをコピーします。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター ソース コピーするソースファイルのファイル名とパス。

ターゲット 保存先ディレクトリのパスとファイル名。ファイルの名前を変更する
場合、保存先フィールドに異なる名前を入力することもできます。

上書き TRUE の場合は、保存先ファイルが上書きされます。デフォルトの
値は、FALSE  です。 

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

作業ディレクトリ  作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:\temp )。

 delete 

目的 ファイルの削除。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター パス 削除するファイルのパスとファイル名。
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エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

作業ディレクトリ  作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:\temp )。

 mkdir

目的 指定されたパスにディレクトリを作成します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター パス 新規ディレクトリのパス。

親に設定 クリックすると、チェックボックスが生成されます。 アクティブ化すること
により、階層パスが1つのステップで作成されます。

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

作業ディレクトリ  作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:\temp )。

サンプル 作業ディレクトリ が c:\temp  パス が temp2\temp3 の場合、関数は、新規
ディレクトリ c:\temp\temp2\temp3 を作成します。

 move

目的 ファイルを移動またはファイルの名前を変更する。 

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター ソース 移動するソースファイルのパスとファイル名。
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保存先 保存先ディレクトリの名前。このフィールドにディレクトリ名のみが与
えられている場合、元の名前が保持されます。 

ターゲットの上
書き

クリックすると、チェックボックスが生成されます。 アクティブ化されると
目的ファイルは上書きされます。

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

作業ディレクトリ  作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:\temp )。

 rmdir 

目的 ディレクトリの削除

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター パス 削除するディレクトリの名前。

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

作業ディレクトリ  作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:\temp )。
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11.5 / system/ mail

system/mail コンテナー は、電子メールを送信するために使用される 関数 send を含んでいます。

メモ: この関数を使用する前に、 メールのサーバー設定が構成されていることを確認してください (以下を参照: 電子
メールパラメーターの設定 )。

 send

目的 指定された宛先、通常は管理者、に電子メールを送信します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター 差出人 電子メールが送信されるアドレス

宛先 電子メールアドレスの宛先

件名 メッセージの件名

メッセージ本文 メッセージの本文。メッセージの本文は、 ASCII と Unicode 文
字をサポートします。

添付 電子メールと共に送信される添付ファイルの名前。

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。
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11.6 / system/ ftp

system/ftp コンテナー は、リモートの FTP サーバー上の FTP オペレーションを実行するために使用する関数を含んでい
ます。 

 delete

目的 FTP サーバーからファイルを削除します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター FTP サーバー URL または IP アドレスとしてのリモート FTP サーバーのアドレス

ポート FTP サーバーに接続するために使用されるポート番号

ホスト上のディレ
クトリ

削除するファイルが存在するホスト上のディレクトリの名前

ログインユーザ
ー名

ホストに接続するために必要なユーザー名。

ログインパスワー
ド

ホストに接続するために必要なパスワード。

パッシブモードの
使用

接続エラーが発生すると、パッシブモードを使用します(例えば、 ル
ーターまたはファイアウォールがアクティブな接続を回避するように設
定されている場合 )。

ターゲットファイ
ル

サーバーから削除するファイル名。

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

アカウント リモートサーバー上のファイルにアクセスを許可されたユーザーの
FTP アカウント名

 mkdir

目的 FTP サーバー上にディレクトリを作成します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:
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「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター FTP サーバー URL または IP アドレスとしてのリモート FTP サーバーのアドレス

ポート FTP サーバーに接続するために使用されるポート番号

ホスト上のディレ
クトリ

新規ディレクトリを作成するホスト上のディレクトリの名前

ログインユーザ
ー名

ホストに接続するために必要なユーザー名。

ログインパスワー
ド

ホストに接続するために必要なパスワード。

パッシブモードの
使用

接続エラーが発生すると、パッシブモードを使用します(例えば、 ル
ーターまたはファイアウォールがアクティブな接続を回避するように設
定されている場合 )。

ターゲットディレ
クトリ

サーバー上に作成するディレクトリの名前。

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

アカウント リモートサーバー上のファイルにアクセスを許可されたユーザーの
FTP アカウント名

 move

目的 FTP サーバー上からファイルを移動します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター FTP サーバー URL または IP アドレスとしてのリモート FTP サーバーのアドレス

ポート FTP サーバーに接続するために使用されるポート番号

ホスト上のディレ
クトリ

ファイルを移動するホスト上のディレクトリの名前。

ログインユーザ
ー名

ホストに接続するために必要なユーザー名。
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ログインパスワー
ド

ホストに接続するために必要なパスワード。

パッシブモードの
使用

接続エラーが発生すると、パッシブモードを使用します(例えば、 ル
ーターまたはファイアウォールがアクティブな接続を回避するように設
定されている場合 )。

ソースファイル 別のロケーションに移動するソースファイルの名前。

ターゲットファイ
ル

ターゲットのロケーションでのコピーされたファイルの名前。コピーされ
たファイルの名前を変更する場合は異なる名前を使用してくださ
い。 

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

アカウント リモートサーバー上のファイルにアクセスを許可されたユーザーの
FTP アカウント名

 retrieve

目的 FTP サーバーからファイルを取得します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター FTP サーバー URL または IP アドレスとしてのリモート FTP サーバーのアドレス

ポート FTP サーバーに接続するために使用されるポート番号

ホスト上のディレ
クトリ

ファイルを取得するホスト上のディレクトリの名前。

ログインユーザ
ー名

ホストに接続するために必要なユーザー名。

ログインパスワー
ド

ホストに接続するために必要なパスワード。

パッシブモードの
使用

接続エラーが発生すると、パッシブモードを使用します(例えば、 ル
ーターまたはファイアウォールがアクティブな接続を回避するように設
定されている場合 )。

ソースファイル 取得するソースファイルの名前。

ターゲットファイ
ル

取得された後ファイルに名前を与えますフ (名前を変更して名前
の変更を行います )。

ターゲットの上 クリックすると、チェックボックスが生成されます。 アクティブ化されると
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書き 目的ファイルは上書きされます。

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

作業ディレクトリ 実行ステップ 作業ディレクトリ を指定します。

アカウント リモートサーバー上のファイルにアクセスを許可されたユーザーの
FTP アカウント名

 rmdir

目的 FTP サーバーからディレクトリを削除します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター FTP サーバー URL または IP アドレスとしてのリモート FTP サーバーのアドレス

ポート FTP サーバーに接続するために使用されるポート番号

ホスト上のディレ
クトリ

削除するディレクトリが存在するホスト上のディレクトリの名前

ログインユーザ
ー名

ホストに接続するために必要なユーザー名。

ログインパスワー
ド

ホストに接続するために必要なパスワード。

パッシブモードの
使用

接続エラーが発生すると、パッシブモードを使用します(例えば、 ル
ーターまたはファイアウォールがアクティブな接続を回避するように設
定されている場合 )。

ターゲットディレ
クトリ

サーバー上で削除するディレクトリの名前。

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

アカウント リモートサーバー上のファイルにアクセスを許可されたユーザーの
FTP アカウント名
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 store

目的 FTP サーバー上にファイルを保管します。

実行に成功すると、この関数はブール値の TRUE を返します。ジョブの実行に失敗す
ると、結果は 「エラー時には中断」 パラメーターの値により以下のように異なります:

「エラー時には中断」  パラメーターが  TRUE (デフォルトの値) の場合、ジョ
ブの実行は中断されます。この場合、エラーを保護されたブロックを使用して処
理することができます (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。
「エラー時には中断」 パラメーターが FALSE の場合、関数は、FALSE を
返します。

パラメーター FTP サーバー URL または IP アドレスとしてのリモート FTP サーバーのアドレス

ポート FTP サーバーに接続するために使用されるポート番号

ホスト上のディレ
クトリ

ファイルを保管するホスト上のディレクトリ名。

ログインユーザ
ー名

ホストに接続するために必要なユーザー名。

ログインパスワー
ド

ホストに接続するために必要なパスワード。

パッシブモードの
使用

接続エラーが発生すると、パッシブモードを使用します(例えば、 ル
ーターまたはファイアウォールがアクティブな接続を回避するように設
定されている場合 )。

ソースファイル 保管するファイル名

ターゲットファイ
ル

ファイルがターゲットロケーションに保管されます。コピーされたファイ
ルの名前を変更する場合は、異なる名前を使用してください。

エラー時には中
断

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定しま
す。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、ブー
ル値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE
の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルトの値は、
TRUE です。

作業ディレクトリ 実行ステップ 作業ディレクトリ を指定します。

アカウント リモートサーバー上のファイルにアクセスを許可されたユーザーの
FTP アカウント名
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11.7 / system/ maintenance

system/maintenance コンテナー は、サーバー上でのオペレーションを管理するために使用される関数を含んでいます。

 archive-log

目的 古いログ記録をサーバー上のアーカイブファイルに移動します。  作成されるアーカイブ
ファイルの名前を文字列の値として返します。

パラメーター 日、よりも古い ここに入力された日数よりも古いアーカイブファイル。デフォルト=30

アーカイブディレ
クトリ

アーカイブディレクトリ名 (例えば、 c:\temp )。 必須です。

アーカイブファイ
ルプレフィックス

アーカイブファイルのプレフィックス。 デフォルトは "flowforcelog"
です。 

アーカイブされた
記録の削除

FlowForce データベースからアーカイブされた記録を削除しま
す。

作業ディレクトリ  作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:\temp )。 

 cleanup-files

目的 使用されていないファイル、または、デプロイされたオブジェクト(MapForce マッピングと
StyleVision 変換など )により参照されるファイルを削除します 。 数値として削除され
たファイルの数量を返します。

デプロイされたオブジェクトを削除、 または、変更されたファイルを持つ既存のオブジェクト
を再デプロイすると、以前デプロイされたオブジェクトに関連するファイルは未使用になりま
す。デフォルトでは、 FlowForce Server は未使用のファイルを削除しません。 です
から、 デ特に複数のユーザーがオブジェクトを FlowForce Server にデプロイする企
業の環境では、ディスク容量をクリーンアップするためには、この関数を定期的に呼び出
すジョブを作成することが奨励されます。 

 デプロイされたオブジェクトにより使用されている現在のディスク容量を確認するには、
FlowForce Server アプリケーションデータフォルダー内にあるファイルフォルダーのサイ
ズを確認してください (以下を参照: FlowForce Server アプリケーションデータ )。

パラメーター なし

 truncate-log

目的 与えられた日付よりも古いログ記録を削除します。削除された記録の数を数量の値で
返します。 

パラメーター 日、よりも古い ここに入力された日数よりも古いアーカイブファイルを削除します。
デフォルトの値は、30  です。 
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11.8 / system/ shell

system/shell コンテナー には、シェルコマンド、または、スクリプトを実行する関数 commandline が含まれています。

メモ: FlowForce Server ジョブに環境関数を読み込ませるには、スクリプト内で定義されている必要があります。また
はスクリプトは /system/shell/commandline 関数により実行されなければなりません。 FlowForce
Server は、インタラクティブでは内シェルにより作動されています。これは、( Linux 上の executing .profile また
は .bashrc などの)インタラクティブなシェル特有の振る舞いには適用することができない点に注意してください。

 commandline

目的 シェルコマンドまたはバッチファイルを実行します。

シェルコマンドからの終了コードが "0" よりも大きい場合、出力 は、以下の通りです:

パラメーター「エラー時には中断」 が TRUE (デフォルト)の場合、  この関数は、実行を
中断します。 この場合、 エラーを保護されたブロックとして処理することができます。 (以下
を参照: ステップのエラーの処理 )。
パラメーター 「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、標準の出力、標準のエ
ラーおよび終了コードを含むシェルコマンドの結果を返します。 

最後のコマンドから終了コードが "0" (success) の場合、関数は最後のシェルコマンドの結果を、
ジェネリックな型として返します。この関数により返された値を、他のステップまたはジョブで処理するに
は、以下を行ってください:

1. 「このステップの結果を以下に割り当てる」 テキストボックス内に値を入力して返された
結果に名前をつけます。 (例えば、 myresult )。

2. 必要とする戻り値の型により、 関数 compute または compute-string を実行する
新規ステップを作成します。

3.  FlowForce ステップ結果関数を使用して。上記の関数の引数として、ジェネリックな結
果から希望する部分を取得する式を入力します。 例えば、式 stdout(myresult)
を入力して、ストリームとしての結果の標準出力を取得する、または、標準エラー出力スト
リームを取得するために stderr(myresult) を入力します。 文字列と同じ値を取得
するには、それぞれ content(stdout(myresult)) と
content(stderr(myresult)) を使用します。

stdout 関数 (とジョブ) は、シェルコマンドが標準の出力を返さない場合、失敗することに注意し
てください。 同様に、stderr 関数は、標準のエラーがない場合でも失敗します。 

詳細に関しては、 以下を参照してください: データ型をステップで処理する と ステップ結果関数.

パラメーター コマンド 実行するシェルコマンドを入力します。

エラー時には中
断

このブール値のパラメーター は、ジョブが失敗した場合返される関数の値を決
定します。 「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数は、標準出
力、標準エラー、および、終了コードを含む、シェルコマンドの結果を返しま
す。「エラー時には中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行は中断されま
す。 デフォルトの値は、TRUE  です。

作業ディレクトリ  作業ディレクトリ を指定します(例えば、 c:\temp )。 

サンプル MapForce 内で XSLT コードを生成する場合、 「ファイル」メニューから、「XSLT2 でコードを
生成する」をクリックすると、 DoTransform.bat ファイルが作成されます。 commandline
関数を使用して、毎日決められた時刻にバッチファイルを実行することができます。 
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コマンドフィールドにコマンドラインの呼び出しを入力し、 RaptorXML エンジンを直接呼び出すこと
ができます。 

詳細に関しては、 以下を参照してください:  RaptorXML Server ドキュメント。

http://www.altova.com/documentation.html
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11.9 / RaptorXML

/RaptorXML コンテナー は、 RaptorXML Server に適用することのできるビルトイン関数を含んでいます。
RaptorXML Server にライセンスが与えられている場合、このコンテナーを内で使用することができます。 使用することので
きる関数は以下の通りです (詳細に関しては、以下を参照してください:  RaptorXML Server ドキュメント )。

 valany
 valdtd
 valjson
 valjsonschema
 valxml-withdtd
 valxml-withxsd
 valxquery
 valxsd
 valxslt
 wfany
 wfdtd
 wfjson
 wfxml
 xquery
 xslt

/RaptorXML コンテナーは以下のように整理されています:

/RaptorXML コンテナー内にある関数は、 FlowForce Server (RaptorXML 関数をサポートする最初のバ
ージョン)の 2014 バージョンと互換性があります。
以降のリリースが拡張機能を追加し、最新の関数が、コンテナー名がリリース番号を示している、コンテナーから使用
することができます。

最新の FlowForce Server 機能を活用するために、各製品のアップグレードの後、最新の関数を使用してジョブを変更
することが奨励されます。 

FlowForce Server ジョブ内で RaptorXML Server 関数を使用する例に関しては、 以下を参照してください:

RaptorXML を使用してドキュメントを検証する
エラーログのある XML ドキュメントを検証する

http://www.altova.com/documentation.html
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_xmlval_any.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_xmlval_dtd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_json_valjson.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_json_valjsonschema.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_xmlval_xmldtd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_xmlval_xmlxsd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_xquery_valxquery.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_xmlval_xsd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_xslt_valxslt.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_wf_any.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_wf_dtd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_json_wfjson.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_wf_xml.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_xquery_xquery.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlserver/rxcli_xslt_xslt.htm
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11.10 / RaptorXMLXBRL

/RaptorXMLXBRL コンテナー は、 RaptorXML+XBRL Server に適用することのできるビルトイン関数を含んでい
ます。 RaptorXML+XBRL Server にライセンスが与えられている場合、このコンテナーを内で使用することができます。
使用することのできる関数は以下の通りです (詳細に関しては、 以下を参照してください:  RaptorXML+XBRL
Server ドキュメント )。

 valany (XML、DTD、XML スキーマ)
 valany (XBRL)
 valdtd
 valjson
 valjsonschema
 valxbrl
 valxbrltaxonomy
 valxml-withdtd
 valxml-withxsd
 valxquery
 valxsd
 valxslt
 wfany
 wfjson
 wfdtd
 wfxml
 xquery
 xslt

/RaptorXMLXBRL コンテナーは以下のように整理されています:

/RaptorXMLXBRL コンテナー内にある関数は、 FlowForce Server (RaptorXML+XBRL 関数をサポ
ートする最初のバージョン)の 2014 バージョンと互換性があります。
以降のリリースが拡張機能を追加し、最新の関数が、コンテナー名がリリース番号を示している、コンテナーから使用
することができます。

FlowForce Server の最新の機能を有効に使用するには、それぞれの製品がアップグレードされた後、使用することので
きる最新の関数を使用してジョブを変更することが奨励されます。 

http://www.altova.com/documentation.html
http://www.altova.com/documentation.html
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xmlval_any.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xbrl_valany.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xmlval_dtd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_json_valjson.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_json_valjsonschema.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xbrl_valxbrl.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xbrl_valxbrltaxonomy.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xmlval_xmldtd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xmlval_xmlxsd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xquery_valxquery.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xmlval_xsd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xslt_valxslt.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_wf_any.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_json_wfjson.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_wf_dtd.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_wf_xml.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xquery_xquery.htm
http://manual.altova.com/RaptorXML/raptorxmlxbrlserver/rxcli_xslt_xslt.htm
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12 式関数

このセクションでは、 FlowForce 式関数に関するレファレンスについて説明されています。式の使用方法を理解する概念
に関する情報に関しては、 以下を参照してください: FlowForce 式言語。

式関数は以下に示されるようにグループ化されています:

ステップ結果関数
ストリーム関数
ファイルシステム関数
ファイルパス関数
リスト関数
文字列関数
ブール値関数
ランタイム情報関数
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12.1 ステップ結果関数

ステップ結果関数は、ジョブにより返された結果(または、ジョブ内での実行ステップにより返された結果 )を処理します。 

exitcode

目的 結果の数値終了コードを返します。

署名 exitcode(result) of type number 

パラメーター result 取得する終了コードを持つステップの結果

サンプル 例えば、以下を参考: エラー処理をジョブに追加する 。

failed-step

目的 ステップ結果を返します。この関数の使用は、 保護されたブロックを使用してエラーの処
理 をする場合、意味があります。failed-step 関数は、 「エラー時」 ハンドラーの
一部である必要があります。それ以外の場合、ステップを使用している箇所で、エラーの
ステップが存在しないため、失敗します。 

このように、この関数は、エラーが発生したステップを指しません。 属性の結果を確認す
るには、 stdout 、または、 stderr などの関数への引数としてこの関数をパスしてく
ださい。

stderr(failed-step())
stdout(failed-step())

署名 failed-step() of type result

パラメーター なし

サンプル 以下の例を参照してください:
エラー処理をジョブに追加する
エラーログのある XML ドキュメントを検証する

results

目的 オプションで名前でフィルターされた指定された結果のストリームの配列を返します。  関
数 nth を使用して、配列内の特定の値にアクセスしてください。

署名 results(result, name) of type stream  
results(result) of type stream 

パラメーター result 必須のパラメーターです。ストリームの配列を返すステップの結果で
す。 

name 任意のパラメーターです。与えられると、結果内で特定な値を名
前に従いフィルターします。 

サンプル MapForce コンポーネント CompletePO 複数のストリームから構成される結果を
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作成し、最初の結果にアクセスする場合、以下を使用します:

{as-file(nth(results(MapForceMapping,
"CompletePO"), 0))}

results 関数は、 MapForce コンポーネントからストリームの配列を選びます。 
nth 関数は、この配列から最初のアイテムを選びます。 as-file 関数はストリーム
からファイルを作成します。

他の例に関しては、 StyleVision 変換からジョブを作成する を参照してください。

stdout

目的 (シェルコマンドを実行する) などの実行ステップの一部は、標準の出力を返します。 例
えば、 シェルコマンド dir はディレクトリのリストを返します。

ステップが結果を返すと、 FlowForce Server は、自動的に結果を一般的な型の
result に割り当てます。 stdout 関数に関しては、result の標準の出力は、以
下の通りです:

stdout(result)

result は実行ステップにより返された値です。

この関数は、 result が標準の結果を与えない場合失敗します。

署名 stdout(result) of type stream 

パラメーター result 標準出力を得るステップの結果。

サンプル 以下の例を参照してください:
エラー処理をジョブに追加する
エラーログのある XML ドキュメントを検証する

stderr

目的  結果の標準エラーを返します。結果が標準のエラーを返さない場合失敗します。

署名 stderr(result) of type stream 

パラメーター result .標準エラーを得るステップの結果。

サンプル 例に関しては、 エラー処理をジョブに追加する を参照してください。
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12.2 ストリーム関数

ストリーム関数は、データのストリームを処理するために使用されます。ストリームを Web サービスまたはステップ結果から
FlowForce Server にパスすることができます。 

as-file

目的 ストリームソースがファイルの場合ファイルを作成します。ストリームソースがファイルでは内
場合、一時ファイルを作成します。

署名 as-file(stream) of type string 

サンプル エラーログのある XML ドキュメントを検証するを参照してください。

content

目的 指定されたストリームのコンテンツを指定されたエンコード内のテキストとして読み取りま
す。 

署名 content(stream, encoding = 'UTF-8') of type string 

empty-stream

目的 空のストリームを作成します。

署名 empty-stream() of type stream

stream-from-string

目的 与えられたエンコードを使用する文字列からストリームを作成します。 コンテンツの型はス
トリームに関連しています。このストリームの型は自動的にファイルとして保存されませ
ん。 

署名 stream-from-string (string, encoding = "UTF-8",
contenttype="text/plain") of type stream

stream-open

目的 既存のファイルからストリームを作成します。

署名 stream-open(name, contenttype="application/octet-
stream") of type stream

サンプル stream-open("C:\files\textfile.txt")
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12.3 ファイルシステム関数

ファイルシステム関数は、ファイルシステムへのアクセスを許可します。これらの関数を実行するために、ジョブはオペレーティング
システムの対応するアクセス権を使用してユーザーアカウントの資格情報を使用する必要があります。 

list-files

目的 (ワイルドカードにより中断される可能性のある)パス内のファイルをリストし、 結果の文字
列のリストを返します。

パスがパス区切り文字、または、ワイルドカードで終了しない場合、指定されたアイテム
の検索が親ディレクトリ内で行われます。

署名 list-files(path) of type "list of string" 

list-directories

目的 (ワイルドカードにより中断される可能性のある) パス内のサブディレクトリをリストし、 結
果の文字列のリストを返します。

署名 list-directories(path) of type "list of string" 

read-lines

目的 与えられたファイルからラインを読み取り、文字列のリストとして返します。

署名 read-lines(file name, encoding="UTF-8") of
type "list of string" 
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12.4 ファイルパス関数

ファイルパス関数は、パスとファイル名の特定の一部を抽出するために使用されます。 これを行う場合、 例えば、ディレクトリ
をポールし、 triggerfile パラメーターからジョブをトリガーしたファイル名を抽出します(以下も参照: ファイルシステムトリガ
ー )。 

extension

目的 パスからファイル拡張子を抽出します。 

署名 extension(path) of type string

サンプル 次の式は

extension("c:\temp\file.txt")

以下を返します: ".txt"。

filename

目的 パスからファイル名を抽出します。

署名 filename(path)  of type string

サンプル 次の式は

filename("c:\temp\file.txt")

以下を返します: "file"。

filename-with-extension

目的 パスからファイル名と拡張子を抽出します。

署名 filename-with-extension(path)  of type string

サンプル 次の式は

filename-with-extension("c:\temp\file.txt")

以下を返します: "file.txt"。

parent-directory

目的 パスから親ディレクトリを抽出します。例えば、 次の 式は、 "c:\temp\" を返します。

parent-directory("c:\temp\file.txt")
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署名 parent-directory(path) of type string

サンプル XML ファイルからデータベースを更新する MapForce マッピングが存在すると仮定しま
す。 FlowForce Server には既にデプロイされており、ジョブも既に作成されていま
す。また、ディレクトリが変更されると実行されるジョブも構成ずみです(つまり、ジョブはファ
イルシステムトリガー,を使用します。以下を参照してください: ファイルシステムトリガ
ー )。 

ジョブの最初のステップは、データベースを更新するマッピングを実行します:

マッピングステップが実行を完了すると、目的は、ソース XML ファイルを "processed"
 という名前のサブディレクトリに移動することです。これを行うことにより、どのファイルが処
理済みかを管理することができます。この目的を達成するには、 /system/
filesystem/move 関数を呼び出す新しいステップを追加し、下に表示されるソースと
保存先の値を入力します:

ソース フィールドのパラメーター値 {triggerile} は、 FlowForce にマッピングを
トリガーしたファイルを移動するように命令します。

パラメーター値:

 {parent-directory(triggerfile)}processed

保存先 フィールドが現在のディレクトリ内の "processed" という名前のディレクトリに
設定します。これは、式と文字列により構成されています。 式の部分が中かっこにより区
切られていることに注意してください (以下を参照: 文字列フィールド内に式を埋め込
む  )。 式 {parent-directory(triggerfile)} は、 parent-
directory 関数を呼び出し、これを値 "triggerfile" に引数として与えます。

ですから、 ジョブが実行されると、 次のアクションが実行されます:

1. スクリプト、または、ユーザーがファイルを現在の作業ディレクトリに (例えば、 C:
\FFSERV )コピーします (source.xml) 。

2. トリガーが実行され source.xml は "triggerfile" になります。
3. FlowForce Server は、マッピングを作動するステップを実行します。 
4. FlowForce Server は、 source.xml を"processed" サブディレクトリ
に移動するステップを実行します。パス C:\FFSERV\processed 存在し
なくてはならないことに注意してください。
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12.5 リスト関数

リスト関数は、リストを作成、または、分解するために使用されます。リストは常に、単一の型のアイテムを含んでいます (例
えば、 文字列のみ、数値のみ、ネストされた同じアイテムの型のリストなど)。 複合型のリストは存在しません。

char

目的 引数として与えられた数字の Unicode 文字を含む文字列を返します。 例えば、
char(10) は改行を返します。

署名 char(number) of type string

code

目的 引数として与えられた文字列の最初の文字の Unicode 値を返します。

署名 code(string) of type number

from-to

目的 "from" と "to" の間の整数のリストを作成します。 "from" > "to" の場合、このリスト
は空です。

署名 from-to(from, to) of type list of number 

join

目的 2番目のリストを各リストのペアの区切りとして使用し、最初の引数のリストを結合しま
す。

署名 join(list of lists, separator = empty list)    of type
list

length

目的 リスト内のアイテムの数を返します。

署名 length(list) of type number 

list

目的 単一アイテムのリストを構築します。全てのアイテムは同じ型である必要があり、’結果の
リストはその型のアイテムのリストです。 

署名 list(item1, item2, ...) of type list 
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nth

目的 リストから指定されたアイテムを返します。インデックスは、ゼロベースです。インデックスが
範囲外の場合は失敗します。

署名 nth(list, index) of type item 

slice

目的 リストからリストの一部を選択します。

引数 "start" は、スライス内に含まれる最初のリストアイテムのゼロベースのインデックス
です。 

引数 "end" は、スライス内で無視される最初のアイテムのゼロベースのインデックスで
す。 

署名 slice(list, start, end=length(list)) of type list

サンプル 次の式は、

slice(list(1,2,3,4),1,3)

 list(2,3) を返します。
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12.6 文字列関数

文字列関数は基本的な文字列のオペレーションを行います。

concat

目的 すべての分割された文字列を一つの文字列に結合します。

(list(string1, string2, ...) )と同じように作動します。

署名 concat(string1, string2, ...) of type string 

contains

目的 最初の文字列がサブストリングの発生を１度でも含む場合、 TRUE を返します。  そ
れ以外は FALSE を返します。

署名 contains(string, substring) of type boolean 

ends-with

目的 場合、 string 引数内で与えられた文字列が end 引数内で与えられた文字列で
終わる場合、 TRUE を返します。 

署名 ends-with(string, end) of type boolean 

find-all

目的 パターンが正規表現の箇所で、文字列内の全てのパターンの発生を抽出します。

署名 find-all(string, pattern) of type list of string 

number

目的 文字列の数値での表示を計算します。例、文字列を数値に変換します。 

署名 number(string) of type number

split

目的 区切り文字の発生ごとに文字列を分割します。

署名 split(string, separator) of type list of string 
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starts-with

目的 場合、  string 引数内で与えられた文字列が、 start 引数内で与えられた文字列
で開始する場合、 TRUE を返します。 

署名 starts-with(string, start) of type boolean 

string

目的 与えられた数値の文字列表示を計算します。例、数値を文字列に変換します。

署名 string(number) of type string 

string-join

目的 "文字列のリスト" を結合し、それぞれの間に区切りを挿入します。 

署名 string-join(list of strings, separator = an empty
string) of type string

string-length

目的 文字列内の文字の数量を返します。

署名 string-length(string) of type number 

substring

目的 特定のサブ文字列を返します。開始と終了は、ゼロベースの文字の位置です。

署名 substring(string, start, end = string-length(string)) 
of type string

trim

目的 先頭および末尾スペースを文字列から削除します (スペース、タブ、改行、 リターン キ
ー、フォームフィード、 垂直タブ )。 

署名 trim(string) of type string 

trim-start

目的 先頭スペースを削除します (以下も参照: trim )。 

署名 trim-start(string) of type string 
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trim-end

目的 末尾スペースを削除します (以下も参照: trim )。 

署名 trim-end(string) of type string 
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12.7 ブール値関数

TRUE/FALSE 式を検証するためにブール値関数を使用します。

all

目的 全てのブール値がTRUE の場合 TRUE を返します。最初の false 値の後に停止
し、 FALSE を返します。

署名 all(boolean1, boolean2, ...) of type boolean

any

目的 ブール値の１つがTRUE の場合 TRUE を返します。最初の true 値の後に停止し、
全ての値が false の場合、 FALSE を返します。

署名 any(boolean1, boolean2, ...) of type boolean 

false

目的 ブール値の FALSE を返します。

署名 false() of type boolean 

if

目的 ブール値が  true の場合、True を返し、 false の場合、False を返します。選択さ
れたサブ式のみが評価されます。両方のサブ式は戻り値でもある同じ型である必要があ
ります。 

サンプル: XML スキーマに適合した値としてブール値をパスするには、以下を使用しま
す。

if(b, "true", "false") 
または 
if(b, "1", "0") 

署名 if(boolean, valueTrue, valueFalse) of type ...

not

目的 引数として与えられたブール値の否定型を返します

署名 not(boolean) of type boolean 

true
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目的 ブール値の TRUE を返します。

署名 true() of type boolean
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12.8 ランタイム情報関数

ランタイム情報関数は、現在実行されているジョブの詳細を処理するために使用されます。

instance-id

目的 各ジョブの実行のために一意の文字列を返します。これは、文字列がディレクトリ名を定
義するために使用される、各ジョブの実行のために一意のディレクトリを作成するためにも
使用することができます。

署名 instance-id()         of type string

slot-number

目的 現在ジョブを実行しているキューのスロット番号を返します。この番号は、ファイル名とし
て使用されてはなりません。 この番号は、 並列ジョブ(簡単な負荷分散 )を実行する
ために異なるサーバーにアクセスするために使用されます。

スロット番頭は、スロット実行が開始されたキューにより異なります。現在のジョブ方の
ジョブにより呼び出された場合、呼び出しジョブのスロット番号を継承します。

署名 slot-number()      of type number
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13 ジョブの構成の例

このセクションは多種の FlowForce Server ジョブの構成を含みます。例は、以下の通りです:

MapForce マッピングからジョブを作成する
ジョブを他のジョブのステップとして使用する
ディレクトリ ポーリング ジョブを作成する
エラー処理をジョブに追加する
Web サービスとしてジョブをエクスポート
ジョブの結果をキャッシュする
StyleVision 変換からジョブを作成する
RaptorXML を使用してドキュメントを検証する
エラーログのある XML ドキュメントを検証する
RaptorXML を使用してキー/値 パラメーターペアをパスする
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13.1 MapForce マッピングからジョブを作成する

この例では、MapForce マッピングから FlowForce Server ジョブを作成する方法が説明されています。 最初に、
MapForce から FlowForce Server でもマッピングファイルをデプロイします。マッピングのデプロイとは、 MapForce が
マッピングに使用されるリソースをオブジェクトに整理し、 FlowForce Server にパスすることを意味します。マッピングが
FlowForce Server にデプロイされると、サーバージョブをこれから作成することができます。この特定の例は、毎日特定の
時刻に実行されるマッピングジョブの構成方法を命令する方法について説明しています。

必要条件

必須のライセンス: MapForce Enterprise または Professional エディション、 MapForce Server、
FlowForce Server
FlowForce Server が構成された ネットワークアドレスとポートで動作していること (以下を参照: ネットワークアド
レスとポートの設定)
コンテナー の1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること (デフォルトで
は、この例で使用されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。
この例で作成されたマッピングジョブは XML ファイルを実行する都度作成します。 ですから、 FlowForce
Server が作動するオペレーティングシステム でディレクトリ内にファイルを作成する権利を持つ必要があります。 (こ
の例では、以下を使用します C:\temp ディレクトリ )。 

使用されるデモファイル

CompletePO.mfd は次のパスで見つけることができます: <Documents>\Altova\MapForce2017
\MapForceExamples。

MapForce マッピングからジョブを作成する:

1. MapForce 内で CompletePO.mfd ファイルを開きます。 

2. まだ行っていない場合、マッピングの変換言語を「ビルトイン」に設定します。 
3. 「ファイル」 メニューから、「FlowForce Server にデプロイ」をクリックします。 .
4. 関連したフィールドに、サーバー名と Web 管理インターフェイスののポートを入力します (例えば、FlowForce

Server がデフォルトのホストとポートと同じマシンで作動している場合は、 localhost と 8082 です )。 
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5. FlowForce Server ユーザー名とパスワードを入力し、 ログインの横の デフォルトの オプションをそのままにしま
す。 

Windows Active Directory 統合が有効化されていると、 ユーザー名とパスワードを入力し、Windows
ドメイン名をログインドロップダウンリストから選択します(以下を参照: Windows Active Directory 設定の
変更) 。 

6. 「Web ブラウザーから新規ジョブを作成する」  チェックボックスが選択されていることを確認してください。マッピン
グがデプロイされる先のパスを変更することはできますが、このサンプルの目的のために、選択されたパスはそのままにし
てください。 

7. 「OK」をクリックします。 デプロイが完了すると、 FlowForce Server 管理インターフェイスは Web ブラウザーを
開き、部分的に記入されたジョブのページが表示されます。 下に示されているように、記入済みの一部のパラメータ
ーを持つ実行ステップが自動的に作成されます。 この例のスコープのために、パラメーター値そのままにしてください.
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8. 作業ディレクトリ ボックスでは、 FlowForce Server がジョブの出力を保存する必要があるディレクトリへのパスを
入力してください。 この例は、作業ディレクトリとして、 C:\temp を使用しています。

作業ディレクトリとは、ジョブが入力ファイルを展開、または、出力ファイルを保存する場所が必要な場合の、実行ステップによ
り必要とされるパラメーターです。 FlowForce Server は、また、作業ディレクトリをステップの実行中に発生する相対パス
を解決するために、使用します。 作業ディレクトリを与えるように問われた場合、 FlowForce Server が実行されているオ
ペレーティングシステム上の有効なパスを与えてください。ステップを作成中に、作業ディレクトリが与えられない場合、 
FlowForce Server は一時的なディレクトリを使用します。

9. トリガーから、  「新規タイマー」をクリックします。
10.実行の横から、 タイマーを毎日、１日１回実行するように設定します。 開始の横から、ジョブが開始される日時を
選択します。 例:
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11.資格情報から、既存の資格情報の記録、または、ローカルの資格情報を指定します。 (以下も参照: 資格情
報 )。

資格情報の記録は、ジョブが実行される FlowForce Server オペレーティングシステム上のユーザーアカウントに関連した
ユーザー名とパスワードにより構成されています。FlowForce Server 内でジョブを定義すると、実行される必要のあるジョ
ブの資格情報を与える必要があります。与えられた資格情報に関連したユーザーアカウントが、オペレーティングシステム上で
十分な権利がない場合、ジョブを成功裏に実行することはできません。

12. 「保存」をクリックします。 トリガー内で指定された日付で、 FlowForce Server マッピングジョブを実行します。
ジョブの実行に成功すると、結果 (CompletePO.xml) を生成し、前に指定された作業ディレクトリ内で使用で
きるようになります。 ジョブの実行が成功したかを確認するため、ジョブのログを参照してください (以下を参照: ジョ
ブのログを閲覧する )。
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13.2 ジョブを他のジョブのステップとして使用する

この例では、他のジョブのステップとして定義されたジョブを使用する方法が説明されています。  このサンプルは、前に作成さ
れたジョブを必要とするため、サンプルをこのサンプルを完了する前に、MapForce マッピングからジョブを作成する を完了す
ることが奨励されます。

MapForce マッピングからジョブを作成する サンプルから思い出せるかもしれませんが、 CompletePO.job は、実行さ
れる都度、 XML ファイルを一時フォルダーに生成します。以下を行ってください:

1. 一時フォルダーからアーカイブフォルダーに生成されたファイルをコピーするジョブを作成します (このジョブは 
copy2archive と呼ばれます)。

2. CompletePO.job を変更し、copy2archive ジョブを追加実行ステップとして追加します。

必要条件

必須のライセンス: MapForce Enterprise または Professional エディション、 MapForce Server、および
FlowForce Server
FlowForce Server が構成された ネットワークアドレスとポートで動作していること (以下を参照: ネットワークアド
レスとポートの設定)
コンテナーの1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること  (デフォルトで
は、 /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。
この例内で作成されたマッピングジョブは、ファイルを1つのディレクトリから他のディレクトリに移動します。 ですから、
FlowForce Server が作動するオペレーティングシステム は、両方のディレクトリが存在し、2つのディレクトリ内に
ファイルを作成する権利があることを保証します。 (この例では、以下を使用します C:\temp と C:\archive ディレ
クトリ )。 
MapForce マッピングからジョブを作成する 内で説明されているステップを完了してください。

使用されるデモファイル

FlowForce Server 管理ページの内の /public コンテナー で CompletePO.job を使用することができま
す。

"copy2archive" ジョブを作成する:

1. 「構成」をクリックし、  /public コンテナーに移動します。
2. 「作成」をクリックし、 「ジョブの作成」をクリックします。
3. ジョブの名前を入力します (この例では、 "copy2archive" )。
4. 実行ステップで、 最初の実行ステップを以下の通り追加してください:

a. 関数の実行の横で、system/filesystem/copy 関数に移動します (関数に関する詳細は、 以下を参
照してください: ビルトイン関数 )。

b. ソーステキストボックス内に、コピーされるファイルのパスを入力します (例えば、 " C:\ temp
\ ContactsCompletePO.xml" )。 

c. ターゲットテキストボックス内に、 保存先パスを入力します (例えば、 "C:\archive" )。これは、 FlowForce
Server が作動するオペレーティングの既存のディレクトリである必要があります。 コピーされた際、ファイルの名
前の変更する場合、パスにファイル名を追加します。 例えば、 "C:\archive\PurchaseOrders.xml"。

d. 「上書き」 チェックボックスをクリックして選択ます。これは、 FlowForce Server に保存先パスで検索された
同じ名前を持つファイルを上書きするように命令します。

e. 「エラー時に中断」のオプションをそのままにしておきます。

このブールパラメーターはジョブが失敗した場合の戻り値を決定します。  「エラー時には中断」 が FALSE の場合、関数
は、ブール値の FALSE を返します。 「エラー時には中断」 が TRUE の場合、ジョブの実行は中断されます。デフォルト
の値は、 TRUE です。
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a.作業ディレクトリボックス内に 、作業ディレクトリを入力します (例えば、 "C:\temp" )。

5. 資格情報から、 既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください (以下を参照: 
資格情報 )。

6.  「保存」をクリックします。

既知かもしれませんが、作成されたジョブにはトリガーが存在しません。他のジョブからこのジョブを呼び出すため、トリガーは定
義されていません。

"CompletePO" ジョブのステップとして "copy2archive" ジョブを追加する:

1. /public コンテナーから、 CompletePO.job 記録を開くためにクリックします。
2. 実行ステップで、  「新規実行ステップ」をクリックし、既存のステップの後に新規ステップを追加します。 
3. 実行関数の横で、copy2arhive ジョブの場所を参照してください。 実行ステップの外観は、以下のとおりです:

4. タイムトリガーから、「保存」をクリックします。
5. トリガー内に入力された日時から、 FlowForce Server は、ジョブを実行し、CompletePO.xml ファイルを一
時的なロケーションからアーカイブのロケーションにコピーします。ジョブの実行が成功したかを確認するため、ジョブログ
を参照してください (以下を参照: ジョブのログを閲覧する )。
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13.3 ディレクトリ ポーリング ジョブを作成する

この例では、ファイルシステムトリガーを使用して新規 XML ファイルのためのディレクトリを監視する方法が説明されています
 (以下も参照: ファイルシステムトリガー )。 新規 XML ファイルがディレクトリに追加されると、 FlowForce Server は、
XML ファイルを入力パラメーターとして取るマッピングジョブを実行します。 マッピングジョブの出力は、アーカイブディレクトリに
コピーされます。

必要条件

必須のライセンス: MapForce Enterprise または Professional エディション、 MapForce Server、および
FlowForce Server
FlowForce Server が構成された ネットワークアドレスとポートで動作していること (以下を参照: ネットワークアド
レスとポートの設定)
コンテナーの1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること  (デフォルトで
は、 /public コンテナー には、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。
この例内で作成されたマッピングジョブは、ファイルを1つのディレクトリから他のディレクトリに移動します。 ですから、
FlowForce Server が作動するオペレーティングシステム は、両方のディレクトリが存在し、2つのディレクトリ内に
ファイルを作成する権利があることを保証します。 (この例では、以下を使用します C:\temp と C:\archive ディレ
クトリ )。 

使用されるデモファイル

ShortApplicationInfo.mfd は、 MapForce サンプルプロジェクトに対して相対的な次のパスで使用するこ
とができます: MapForceExamples > マッピングフォルダー > XML スキーマ > 複合コンテンツ。 ( MapForce
内で MapForce サンプルプロジェクトを開くには、MapForceExamples.mfp を 「プロジェクト」 メニューから
クリックします。)
ApplicationsPage.xml は、MapForce アプリケーションデータフォルダー (このフォルダーのロケーションはオペ
レーティングシステムにより異なります)内にあります。 

ディレクトリ ポーリング ジョブを作成する:

1. MapForce 内で ShortApplicationInfo.mfd を開き、FlowForce Server コンテナーに移動します (マッ
ピングをデプロイする方法に関しての例は、 以下を参照してください: MapForce マッピングからジョブを作成す
る )。 

2. FlowForce Server Web 管理インターフェイス内で、コンテナーからマッピング記録を開きます。デプロイ先のコン
テナーからマッピング記録 を開きます。「ジョブの作成」をクリックします。 一部入力済みのパラメーターを持つトップ
ページが表示されます。

3. 作業ディレクトリ ボック内で、このパスに適用することのできる 作業ディレクトリのパスを入力します。この例は、作業
ディレクトリとして C:\temp を使用しています。

作業ディレクトリとは、ジョブが入力ファイルを展開、または、出力ファイルを保存する場所が必要な場合の、実行ステップによ
り必要とされるパラメーターです。 FlowForce Server は、また、作業ディレクトリをステップの実行中に発生する相対パス
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を解決するために、使用します。 作業ディレクトリを与えるように問われた場合、 FlowForce Server が実行されているオ
ペレーティングシステム上の有効なパスを与えてください。ステップを作成中に、作業ディレクトリが与えられない場合、 
FlowForce Server は一時的なディレクトリを使用します。

4. トリガーから、  「新規 Filesystem トリガー」をクリックします。 FlowForce Server は、入力パラメーターに新
規 triggerfile パラメーターを自動的に追加することに注意してください。

5. 次のトリガーの値を設定します:

チェック: 変更された日付
ファイルまたはディレクトリ: c:\temp\*.xml
ポーリング間隔: 60 秒

6. 実行ステップで、 {triggerfile} パラメーターを SectionedPage パラメーターに対する入力値としてパスしま

す。 これを行うには、SectionedPage パラメーターの横の  ボタンをクリックし、 {triggerfile} を選択
します。この結果、SectionedPage パラメーターの値は、 {triggerfile} に変更されます。

7. 実行ステップで、新規実行ステップを追加します。 このステップは、マッピングの出力 (ShortInfo.xml) を作業ディ
レクトリからアーカイブディレクトリに移動します。  ステップの構成方法は、以下の通りです (ソースと保存先フィールド
は大文字と小文字を区別することに注意してください):

実行関数: /system/filesystem/move
ソース: c:\temp\ShortInfo.xml
保存先: c:\archive
作業ディレクトリ: c:\temp
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8. 資格情報から、既存の資格情報の記録、または、ローカルの資格情報を指定します。 (以下を参照: 資格情
報 )。

9.  「保存」をクリックします。

ApplicationsPage.xml を作業ディレクトリにコピーすることによりジョブをテストすることができます。 これにより、
FlowForce Server は、マッピングジョブを実行し、結果の出力ファイルをアーカイブディレクトリにコピーします。

ジョブの実行が成功したかを確認するため、ジョブログを参照してください (以下を参照: ジョブのログを閲覧する )。



296 ジョブの構成の例 エラー処理をジョブに追加する

(C) 2017 Altova GmbHAltova FlowForce Server 2017

13.4 エラー処理をジョブに追加する

この例では、ディレクトリのコンテンツをリストするシンプルなジョブにエラー処理を追加する方法について説明されています。具
体的には、 FlowForce Server の構成方法を説明します:

何らかの理由でジョブが実行に失敗した場合、名前の挙げられた宛先に通知メールが送信されます。
ジョブの実行が完了すると、実行の状態に関わらず、ローカルシステム上のファイルのジョブの内部 ID にログされま
す。

FlowForce Server では、この例では、次の2つのエラー処理 条件のために保護されたブロックを作成します: 「エラー時」
と 「常に」 (それぞれ上記のシナリオの内の1つを処理します)。

必要条件

必須のライセンス: FlowForce Server
FlowForce Server が構成された ネットワークアドレスとポートで動作していること (以下を参照: ネットワークアド
レスとポートの設定)
FlowForce Server メールの設定が構成済みであること (以下を参照: 電子メールパラメーターの設定)
コンテナー の1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること (デフォルトで
は、 /public コンテナー には、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。

ヒント

この例は、ジョブの戻り値を処理するために必要とされる、 FlowForce Server 式を使用しています。 この例をよ
りよく理解するには、以下を確認してください: instance-id  stderr  stdout、および failed-step
式関数 (以下を参照: ステップ結果関数 )。
この例は、 Windows パスとコマンドを使用していますが、 パスとコマンドを必要に応じて変更すると、他のオペレー
ティングシステム上でテストすることができます。

エラー処理ジョブの作成:

1. FlowForce Server が作動するマシンで、JobLog.txt という名前のファイルを作成します(このファイルは次のス
テップでも使用されます)。

2. FlowForce Server にログオンし、新しいジョブの作成のパーミッションが与えられているコンテナーに移動します
(この例は、デフォルトの/public コンテナーを使用しています)。

3. 「作成」をクリックし、「ジョブの作成」を作成します。 

4. 実行ステップで、  ボタンをクリックし、「新規 エラー/成功の処理ステップ」. を選択します。

5. 「新規エラー/成功ハンドラーの実行」 の下の  ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加
を選択します定:

実行関数 次を参照します: /system/shell/commandline 関数。

コマンド 以下のシェルコマンドを入力します:

dir /s

Windows では、このコマンドは再帰的に作業ディレクトリのコンテンツをリストします。 
(次の設定を参照してください)。

作業ディレクトリ 値を、 FlowForce Server が作動するマシン上の既存の場所に設定します。例えば、 
c:\
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6. 「エラー時」 条件から  ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加を選択します:

実行関数 次を参照します: /system/mail/send 関数。

差出人 出人の電子メールアドレスを入力します。 管理ページからメールの設定を既に構成してい
る場合は、このフィールドを空にしてください。

宛先 電子メールのアドレスを入力します。

件名 通知電子メールの通知の件名を入力します。電子メール は、以下のとおりです:

Job {instance-id()} has failed

メッセージ本文 以下の FlowForce Server 式を入力します:

Exit Code: {string(exitcode(failed-
step()))}
Standard Error: {content(stderr(failed-
step()))}
Standard Output: {content(stdout(failed-
step()))}

ここで使用される各関数の目的についての詳細に関しては、以下を参照してください: ス
テップ結果関数。

7.  「新規エラー/成功ハンドラー」をクリックし、「常に」を選択します。 

8. 「常に」条件から  ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加を選択します

実行関数 次を参照します: /system/shell/commandline 関数。

コマンド 以下のシェルコマンドを入力します:

echo {instance-id()} >>
JobLog.txt

Windows では、このコマンドは、ジョブ ID を JobLog.txt と呼ばれるファイルに書き込
みます。ファイルにデータが含まれる場合、新規テキストが既存のデータの後に追加されま
す。 

作業ディレクトリ 前のステップで JobLog.txt ファイルが作成され値が存在するディレクトリに設定します。
FlowForce Server が作動するマシン上の既存のディレクトリである必要があります。例
えば、 c:\

この段階では、ジョブは以下のようになります (異なるパスまたはシェルコマンドが使用されていないことを想定して )。
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9. トリガーから、毎 N 分 (例えば、 5 分 )ごとに実行されるタイムトリガーを追加します。

10.資格情報から、既存の資格情報の記録、または、ローカルの資格情報を指定します。 (以下を参照: 資格情
報 )。

11. 「保存」をクリックします。

この段階では、ジョブ構成が完了しました。そして以下のうちの1つを行ってください:

 「常に」 条件をテストするには、トリガー条件が満たされるまで待ってください。トリガー条件が満たされると、新規の
ジョブ ID が JobLog.txt ファイルのコンテンツに追加されます。
「エラー時」条件をテストするには、最初のステップのパラメーターに(存在しないパスの指定など)意図的に間違った
値を与えてください。 この場合、 FlowForce Server は、「エラー時」処理の宛先フィールドで指定されたアドレス
に電子メールを送信します。 更に、 JobLog.txt ファイル内でジョブ ID をログします。 これは、「常に」 条件内
でこの振る舞いが構成されているためです。
ジョブの実行が成功したかを確認するため、ジョブログを参照してください (以下を参照: ジョブのログを閲覧する )。
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13.5 Web サービスとしてジョブをエクスポートする

この例では、 Web サービスとしてのサンプルマッピングジョブを公表する方法が説明されています。 このサンプルを完了する
と、ブラウザーから Web サービスを呼び出すことができます。 Web サービスにパラメーターを与えると、「送信」 ボタンボタン
をクリックしてください。 Web サービスにより返される結果は、ブラウザー内に表示されます。

必要条件

必須のライセンス: MapForce Enterprise または Professional エディション、 MapForce Server、
FlowForce Server
FlowForce Server が構成された ネットワークアドレスとポートで動作していること (以下を参照: ネットワークアド
レスとポートの設定)
コンテナーの1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること  (デフォルトで
は、 /public コンテナー には、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。

使用されるデモファイル

DB_PhoneList.mfd は、 MapForce サンプルプロジェクトに対して相対的な次のパスで使用することができま
す: MapForceExamples > マッピングフォルダー > データベース > WHERE/ORDER コンポーネント
( MapForce 内で MapForce サンプルプロジェクトを開くには、  MapForceExamples.mfp から 「プロ
ジェクト」 メニューからクリックします。)

Web サービスとしてマッピングジョブを公開する:

1. MapForce 内で DB_PhoneList.mfd を開き、FlowForce Server コンテナーにデプロイします (マッピング
をデプロイする方法に関しての例は、以下を参照してください: MapForce マッピングからジョブを作成する )。 この
例の目的のために、マッピングを /public コンテナーにデプロイすることが奨励されます。

2. FlowForce Server Web 管理インターフェイスから、デプロイしたコンテナーからマッピング記録を開き、「ジョブの
作成」をクリックします。 

3. 入力パラメーターから、 型 文字列 の新規入力パラメーターを作成し、NamePrefix と名前をつけます。

4. 実行ステップで、 NamePrefix の横の「設定」をクリックして、 NamePrefix を選択します。マッピングパラメータ
ーの値 NamePrefix を前のステップで作成された NamePrefix 入力パラメーターの値に設定します。

5. サービスから 「このジョブを HTTP を介して URL 上で利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択し、
GetPhoneList をサービスの名前として入力します。
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6. 資格情報から、既存の資格情報の記録、または、ローカルの資格情報を指定します。 (以下を参照: 資格情
報 )。

7.  「保存」をクリックします。

作成された Web サービスを呼び出すことができます。

Web サービスを呼び出す:

1. Web ブラウザー を開き、アドレスバーに 次の URL を入力します。 ( [FlowForceServer] と [Port] を
管理ページ内で構成された設定と置き換えます):

http://[FlowForceServer]:[Port]/service/GetPhoneList

Internet Explorer を使用して、Web サービスとして FlowForce Server ジョブをテストする場合、 詳細設
定 タブ内の"HTTP エラーメッセージを簡易表示する" オプションを無効化します。

2. 資格情報を与えるように問われると、 FlowForce Server Web 管理インターフェイスにアクセスするために使用
される資格情報を入力します。

3. Web サービスのパラメーターを入力するように問われると、 F を入力します。

4.  「送信」をクリックします。 FlowForce Server はジョブを処理し、結果を返します。

パラメーターのフォームを表示するには、  ブラウザーの「戻る」 ボタンをクリックします。 

ジョブの実行が成功したかを確認するため、ジョブログを参照してください (以下を参照: ジョブのログを閲覧する )。
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13.6 ジョブの結果をキャッシュする

この例では、( キャッシュプロデューサーとして参照される)ジョブの結果をキャッシュし、 ( キャッシュコンシューマーとして参照さ
れる)他のジョブ内で使用する方法が説明されています。  両方のジョブは、次の振る舞いを持つ Web サービスとして公開
されます:

キャッシュプロデューサー Web サービスが呼び出されると、再帰的にディレクトリのコンテンツがリストされ、キャッシュを
作成または更新し、ブラウザー内に結果を出力します。 
キャッシュコンシューマー Web サービスが呼び出されると、キャッシュプロデューサーサービスにより作成されたキャッシュ
を読み取り、ブラウザー内に結果を出力します。

目的は、両方のジョブの実行にかかった時間を比較し、2番目のジョブの実行がキャッシュされたデータを使用することにより、
1番目のジョブの実行よりも大幅に速いかを確認することです。

必要条件

必須のライセンス: FlowForce Server
FlowForce Server が構成された ネットワークアドレスとポートで動作していること (以下を参照: ネットワークアド
レスとポートの設定)。
コンテナーの1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること (デフォルトで
は、 /public コンテナー には、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。

ヒント

この例は、 Windows パスとコマンドを使用していますが、 パスとコマンドを必要に応じて変更すると、他のオペレー
ティングシステム上でテストすることができます。

キャッシュプロデューサーと キャッシュコンシューマージョブの作成:

1. 「構成」をクリックし、 /public コンテナーに移動します。
2. 「作成」をクリックし、 「ジョブの作成」をクリックします。
3. ジョブ名のボックスに、DirectoryListing を入力します。
4. 実行ステップで、 次の設定を持つ新しい実効ステップを追加します:

実行関数 次を参照します: /system/shell/commandline 関数。

コマンド 以下のシェルコマンドを入力します:

dir /s

Windows では、このコマンドは再帰的に作業ディレクトリのコンテンツをリスト
します。  (次の設定を参照してください)。

作業ディレクトリ 値を FlowForce Server が作動するマシン上のディレクトリに設定します。
例:

c:\

ステップの結果を割り当て 次のステップ内で実行ステップにより返された値を参照する必要があるため、名
前が必要になります。この例のスコープのため、dir をこのフィールドの値として入
力します。
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5. 実行ステップで、 次の設定を持つ新しい実効ステップを追加します:

実行関数 次を参照します: /system/compute 関数。

式 以下の FlowForce Server 式を入力します:

stdout(dir)

stdout 関数は、前の実行ステップにより返されたフォーマットされていない結
果をデータのストリームに変換します (以下を参照: ステップ結果関数 )。

6. 実行の結果で、 戻り値の型をストリームに設定します。既に気がついているかも知れませんが、ジョブの最後の実
行ステップから返された同じデータの型に設定します。 

7. キャッシュの結果から、 「結果をキャッシュする」 チェックボックスを選択します。
8. Auto-create 新規 キャッシュコンシューマージョブ チェックボックスを選択して、

DirectoryListingCached を Web サービスの名前として入力します。
9. サービスから  「このジョブを HTTP を介して利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択し、

DirectoryListing をサービスの名前として入力します。

この段階では、ジョブは以下のようになります (異なるパスまたはシェルコマンドが使用されていないことを想定して )。

10.資格情報から、既存の資格情報の記録、または、ローカルの資格情報を指定します。 (以下を参照: 資格情
報 )。

11. 「保存」をクリックします。

この段階では、 キャッシュプロデューサーとキャッシュコンシューマージョブの双方の構成が完了されました。両方のジョブのパフォ
ーマンスを比較するために、以下を行ってください:
 

1. ブラウザー内キャッシュプロデューサーサービス (DirectoryListing) の URL にアクセスします: http://
[FlowForceServer]:[Port]/service/DirectoryListing (Web サービスへのアクセスに問題
がある場合は、構成されたネットワークアドレスとポート をチェックしてください)。 ジョブが c:\ ディレクトリのコンテンツを
再帰的にリストするように構成されているため、完了するまでに数分かかる可能性があります。
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2. ジョブを完了するまでかかった時間を確認するために、ジョブログを参照してください  (以下を参照: ジョブのログを閲
覧する )。

3. 次に、 キャッシュコンシューマー サービス (DirectoryListingCached )に対しても同じ処理を行ってくださ
い。 このサービスは、既存のディレクトリリストの代わりにキャッシュされたデータを使用するので、短い時間で完了する
ことが期待されます。
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13.7 StyleVision 変換からジョブを作成する

この例では、StyleVision 変換から FlowForce Server ジョブを作成する方法が説明されています。 最初に、
StyleVision から FlowForce Server へデモの変換ファイルをデプロイします。変換ファイルのデプロイとは、
StyleVision が変換にしようされたリソースをオブジェクトに整理し、FlowForce Server にパスすることを意味します。
FlowForce Server に変換がデプロイされると、サーバージョブを作成することができます。ジョブは、 以下の3つのステップ
から構成されています:

1. 最初のステップは、最初に StyleVision 変換を実行します。
2. 変換は、複数のストリームの配列を返すため、 2番目のステップは、 FlowForce Server 式を使用して変換によ
り作成された複数のファイルにアクセスします。

3. 3番目のステップは、ファイルをアーカイブフォルダーにコピーします。

必要条件

必須のライセンス: StyleVision Enterprise または Professional エディション、 StyleVision Server、
FlowForce Server
FlowForce Server が構成された ネットワークアドレスとポートで動作していること (以下を参照: ネットワークアド
レスとポートの設定)
コンテナーの1つでパーミッションを有する FlowForce Server ユーザーアカウントを有していること  (デフォルトで
は、この例で使用されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。
FlowForce Server が作動するオペレーティングシステムでは、 次のディレクトリが存在している必要があり、これら
のディレクトリ内にファイルを作成する権利を有していること:
o c:\archive

o c:\temp

使用されるデモファイル

AutoCalc.sps は、 StyleVision サンプルプロジェクトに相対する次のパスで使用することができます:
Examples > Basics AutoCalc.sps. (StyleVision 内で StyleVision サンプルプロジェクトを開くには、
Examples を 「プロジェクト」 メニューからクリックします。)

StyleVision 変換からジョブを作成する:

1. AutoCalc.sps を StyleVision 空開きます。 .
2. 「ファイル」 メニューから、「FlowForce にデプロイ」をクリックします。 このオプションが無効化されていると デザイ
ンタブが選択されていることを確認してください。

3. 変換を PXF ファイルとして保存するようにプロンプトされると、デフォルトの設定をそのままにし、  「OK」をクリックしま
す。

4. 関連したフィールドに、サーバー名と Web 管理インターフェイスののポートを入力します (例えば、FlowForce
Server がデフォルトのホストとポートと同じマシンで作動している場合は、 localhost と 8082 です )。 

5. FlowForce Server ユーザー名とパスワードを入力し、 ログインの横の デフォルトの オプションをそのままにしま
す。 

Windows Active Directory 統合が有効化されていると、ユーザー名とパスワードを入力し、Windows ド
メイン名をログインドロップダウンリストから選択します (以下を参照: Windows Active Directory 設定の
変更) 。 



(C) 2017 Altova GmbH

StyleVision 変換からジョブを作成する 305ジョブの構成の例

Altova FlowForce Server 2017

6. 「Web ブラウザーから新規ジョブを作成する」  チェックボックスが選択されていることを確認してください。マッピン
グがデプロイされる先のパスを変更することはできますが、このサンプルの目的のために、選択されたパスはそのままにし
てください。 

7.  「OK」をクリックします。 デプロイが完了すると、 FlowForce Server 管理インターフェイスは Web ブラウザーを
開き、部分的に記入されたジョブのページが表示されます。 下に示されるように、入力済みのパラメーターと共に実
行ステップが自動的に作成されます。 

8. パラメーター / OutHtml の横の  ボタンをクリックします。 これにより、 AutoCalc.html を出力ファイルとして宣
言します。

9. 「ステップの結果を割り当て」 ボックス内に、 step1 を入力します。FlowForce Server にジョブの最初の実
行ステップにより返された結果に、 step1 という名前を与えるように命令します。この結果を後で参照する必要があ
ります。

10.作業ディレクトリ ボックスに、FlowForce Server がジョブの出力を保存するディレクトリへのパスを入力します。こ
の例は、作業ディレクトリとして c:\temp を使用しています。

作業ディレクトリとは、ジョブが入力ファイルを展開、または、出力ファイルを保存する場所が必要な場合の、実行ステップによ
り必要とされるパラメーターです。 FlowForce Server は、また、作業ディレクトリをステップの実行中に発生する相対パス
を解決するために、使用します。 作業ディレクトリを与えるように問われた場合、 FlowForce Server が実行されているオ
ペレーティングシステム上の有効なパスを与えてください。ステップを作成中に、作業ディレクトリが与えられない場合、 
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FlowForce Server は一時的なディレクトリを使用します。

11.既に作成されている、実行ステップから、  「新規実行ステップ」をクリックし、 ステップを以下のように構成します:

実行関数 次を参照します: /system/compute 関数。

式 以下の FlowForce Server 式を入力します: 

as-file(nth(results(step1),
0))

この式は、 FlowForce Server に以下を行うように命令します:
1.前に宣言された step1 により返された配列を取得するために、 式関数
results を呼び出します。

2.配列内の最初のアイテムを取得するために 関数 nth に配列をパスしま
す。  配列インデックスは、ゼロベースであるため、関数 nth の2番目の引
数として0 を使用します。

3.ファイルとして宣言するために、値を関数 as-file にパスします。

ステップの結果を割り当て step2 と入力します。これにより FlowForce Server にステップにより返され
た結果に、step2 という名前が付けられるように命令します。この結果を後に
参照する必要があります。

12. 「新規実行ステップ」 をクリックし、ステップを以下のように構成します:

実行関数 次を参照します: /system/copy 関数。

ソース
  をクリックし、 step2 を選択します。

ターゲット c:\archive\AutoCalc.html

上書き 「上書き」 チェックボックスを選択します。 

作業ディレクトリ c:\temp

この段階では、 ジョブページの実行ステップセクションは、以下のようになります:

13.トリガーから、  「新規タイマー」をクリックします。
14.実行の横から、 タイマーを毎日、１日１回実行するように設定します。 開始の横から、ジョブが開始される日時を
選択します。 例:
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15.資格情報から、既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください (以下も参照:
資格情報 )。

資格情報の記録は、ジョブが実行される FlowForce Server オペレーティングシステム上のユーザーアカウントに関連した
ユーザー名とパスワードにより構成されています。FlowForce Server 内でジョブを定義すると、実行される必要のあるジョ
ブの資格情報を与える必要があります。与えられた資格情報に関連したユーザーアカウントが、オペレーティングシステム上で
十分な権利がない場合、ジョブを成功裏に実行することはできません。

16. 「保存」をクリックします。 トリガー内で指定された日付で、 FlowForce Server は、StyleVision 変換ジョブ
を実行します。ジョブの実行に成功すると、  c:\archive ディレクトリ内で、AutoCalc.html ファイルは使用で
きるようになります。ジョブの実行が成功したかを確認するため、ジョブログを参照してください (以下を参照: ジョブの
ログを閲覧する )。
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13.8 RaptorXML を使用してドキュメントを検証する

この例では、XML スキーマファイルを検証するジョブの作成する方法が説明されています。 検証ジョブは、FlowForce
Server に組み込まれている valany RaptorXML 関数を使用します。RaptorXML 関数のリストに関しては、以下を
参照してください: RaptorXML Server 関数。

必要条件

必須のライセンス: FlowForce Server、 RaptorXML (または RaptorXML+XBRL) Server。
FlowForce Server が構成された ネットワークアドレスとポートで動作していること (以下を参照: ネットワークアド
レスとポートの設定)。
コンテナー の内の１つへのパーミッションを持つ FlowForce Server ユーザーアカウント(デフォルトでは、この例で
使用されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。

使用されるデモファイル

この例は、 RaptorXML Server インストールフォルダー内の address.xsd ファイルを使用しています。 32-
ビット FlowForce Serverを作動する Windows 8 システムでは、、 RaptorXML Server を異なるフォルダ
ーにインストールした場合以外は、パスは以下の通りです C:\Program Files (x86)\Altova
\RaptorXMLServer2017\examples\address.xsd 。

検証ジョブを作成する:

1. 「構成」、をクリックして、"RaptorXML" コンテナーをクリックします。 
2.  valany 関数 (この関数 は、特定の RaptorXML リリースに関連するコンテナーで見つけることができます。 例
えば、 2016r2 )をクリックします。

3. ページの下にある、 「ジョブの作成」 ボタンをクリックします。  デフォルト名 "valany.job" を持つジョブを作成しま
す。必要に応じてジョブの名前を変更してください。
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valany 関数に適用することのできるパラメーターは、ページで表示されます。与える必要のある必須パラメーターは
展開されたフィールドとして表示されていることに注意してください。

4. 「ファイル」 フィールド内に、検証するファイルのパスとファイル名を入力します。例えば、 C:\Program Files
(x86)\Altova\RaptorXMLServer2017\examples\address.xsd。

5. トリガーから、  「新規タイマー」 をクリックし、ジョブを将来の特定の日時に実行するトリガーを作成します (以下も
参照: タイマートリガー )。

6. 資格情報から、 既存の資格情報の記録を選択、 または、ローカルの資格情報を指定してください (以下も参照
: 資格情報 )。

7. 「保存」をクリックします。 トリガーで指定された時刻にジョブは実行されます。ジョブの実行が成功したかを確認する
ため、ジョブログを参照してください (以下を参照: ジョブのログを閲覧する )。特に、ログエントリの詳細ページ、
result="OK" は、検証のプロセスが成功したことを意味します。 例:
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file:///C:/Program%20Files%20(x86)/Altova/RaptorXMLServer/examples/
address.xsd: runtime="0ms" result="OK"

ファイルが検証しなかった場合、 ログエントリは以下を表示します: result="Fail"。
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13.9 エラーログのある XML ドキュメントを検証する

この例では、 XML ファイルをスキーマに対して検証するジョブの作成する方法が説明されています。 ジョブが何らかの理由で
失敗した場合、詳細がログファイルに書き込まれます。検証に関しては RaptorXML Server の valxml-withxsd 関
数 を使用します ( RaptorXML Server がライセンスされていると FlowForce Server 内で、 RaptorXML Server
関数を使用することができます)。エラーのログに関してですが、この例で説明されている技術は RaptorXML Server に依
存するものではなく、他のジョブの型に適用することもできます。 

この特別な例では、 ジョブは、 Web サービスとして定義されており、ブラウザーから URL にアクセスして、オンデマンドでトリ
ガーすることができます。 しかしながら、 必要であれば、他の例で説明されているように タイマー (または ファイルシステム) ト
リガーにジョブを追加することもできます。 同じジョブにトリガーと Web サービス の組み合わせを追加することもできます。 こ
のようにして、ジョブは、 Web サービス呼び出された場合、トリガーのルールで定義されたのみではなく、オンデマンドで実行
されることも可能です。 

必要条件

必須のライセンス: FlowForce Server、 RaptorXML (または RaptorXML+XBRL) Server
FlowForce Server が構成された ネットワークアドレスとポートで動作していること (以下を参照: ネットワークアド
レスとポートの設定)
FlowForce Server ユーザーアカウントがコンテナーの１つへのパーミッションを有していること  (デフォルトでは、この
例で使用されている /public コンテナーには、認証されたユーザーがアクセスすることができます)。
この例で作成されるジョブは、実行される都度ログファイルを生成します。ですから、 FlowForce Server が作動
するオペレーティングシステム でディレクトリ内にファイルを作成する権利を持つ必要があります。 (この例では、以下
を使用します C:\FlowForce  )。

使用されるデモファイル

この例で検証された XML ファイルは、 RaptorXML Server インストールフォルダー内の次のパスにあります: C:
\Program Files\Altova\RaptorXMLServer2017\examples\NanonullOrg.xml. 64-ビッ
ト Windows 上で 32-ビットの FlowForce を作動するには、FlowForce Server、 RaptorXML Server
を異なるフォルダーにインストールした場合以外は、パスは以下の通りです C:\Program Files (x86)
\Altova\RaptorXMLServer2017\examples\NanonullOrg.xml 。 

検証ジョブを作成する:

1. FlowForce Server にログオンし、新しいジョブの作成のパーミッションが与えられているコンテナーに移動します
(この例は、デフォルトの/public コンテナーを使用しています)。

2. 「作成」、をクリックし、 「ジョブの作成」を選択します。
3. ジョブの名前を追加し、 (この例では、ValidateFile) 任意でジョブの説明を追加します。

4. 「実行ステップ」から、  ボタン、およびをクリックし、 「新規 エラー/成功の処理ステップ」を選択します。
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5. "エラー/成功処理を使用して実行"から、  ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加を
選択します:

実行関数 値を次に設定します:

/RaptorXML/valxml-withxsd

RaptorXML リリースに対応したコンテナーとこの関数を見つけることができま
す。 例えば、 /RaptorXML/2016r2/valxml-withxsd。

パラメーター XML ファイル パラメーターの値を次に設定します: 

C:\Program Files (x86)\Altova
\RaptorXMLServer2017\examples\NanonullOrg.xml

6. 「エラー時」 条件から、 ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加を選択します:

実行関数 /system/compute

パラメーター 式の値を以下に設定してください: 

as-file(stdout(failed-step()))

ステップの結果を割り当て このジョブの結果を一意に識別することのできる値を入力します。 (例えば、 
MyResult )。 これを行うことにより、この値を変数として宣言し、次でステップ
で使用することができます。
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7. 前の実行ステップから  ボタンをクリックして、次の設定を持つ新規の実行ステップの追加を選択します:

実行関数 /system/filesystem/copy

パラメーター
ソース パラメーターの横から、   をクリックして、既に宣言されている
MyResult 変数を選択します。

「ターゲット」 パラメーターの横に、ログが保存されるパスを入力します  (この例
では、 パスは、 C:\FlowForce\ValidateFile.log です)。 C:
\FlowForce ディレクトリ は、 FlowForce Server が作動しているサーバ
ー上に存在し、このディレクトリに書き込むためのバーミッションが必要なことに注
意してください。

 「上書き」 パラメーターの横のチェックボックスを選択します。ジョブが実行される
都度、ログファイルは生成されます。これにより、ログファイルが既存であっても、
ジョブが失敗することはありません。 
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8. サービスから 「このジョブを HTTP を介して利用可能にする」 チェックボックスをクリックして選択し、
ValidateFile をサービスの名前として入力します。

9. "資格情報" から、既存の資格情報の記録または、ローカルの資格情報を指定してください (以下を参照: 資格
情報  )。

10.「保存」をクリックします。

ジョブをテストするには、 FlowForce Server がデフォルトのホストとポート名で作動していると想定し、 
http://127.0.0.1:4646/service/ValidateFile  をブラウザーのアドレスバーに入力します。 構成ページ内で他のホスト
とポート設定を定義した場合、 (以下を参照: ネットワークアドレスとポートの設定 )、アドレスを必要に応じて変更してくださ
い。 Web サービスにアクセスするための資格情報を入力するようにプロンプトされた場合は、 FlowForce Server にログ
オンする資格情報と同じ資格情報を与えてください。

ジョブの実行に成功すると、 (つまり、終了コード "0"を返します)ブラウザーは、ジョブの標準の出力を表示します。例:

file:///C:/Program%20Files%20(x86)/Altova/RaptorXMLServer/examples/
NanonullOrg.xml: runtime="16ms" result="OK"

(例えば、 有効でないパス、 検証エラー、などによる)ジョブが "0" 以外の終了コードを返すと、 ブラウザーは、"サーバー実
行の失敗 メッセージを表示し、 出力が C:\FlowForce\ValidateLog.log ファイルに書き込まれます。 ログファイル
が生成されない場合、FlowForce Server 内のジョブのログを確認して、エラーを識別してください (以下を参照: ジョブの
ログを閲覧する)。 以下の可能性が考えられます: 例えば、 /system/filesystem/copy 関数は、ターゲットパスへ書
き込むためのパーミッションが不足しているために、ログファイルが生成されず、失敗したなど。

http://127.0.0.1:4646/service/ValidateFile
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13.10 RaptorXML を使用してKey/ Value パラメーターペアをパスする

FlowForce Server は、 RaptorXML により実行されるキーと値ペア パラメーターを XSLT スタイルシートにパスすること
ができます。 この一般化された例では、 XSLT ファイルは、入力 XML ファイルを異なる言語に変換します。2番目の
XML ファイルは元と翻訳された値/用語を含んでいます。2組の関連したパラメーターは、ですからのこの変換のためには必
須です。

1. ジョブの構成ページで、  /RaptorXML コンテナー内の  xslt 関数を参照します。この関数を特定の
RaptorXML リリースに関連するコンテナーで見つけることができます。 (例えば、 /RaptorXML/2017/xslt):

すべての XSLT パラメーターは、パラメーターのセクションにリストされています。

2. 「XSLT ファイル」 に XSLT ドキュメントへのパスを入力します (この例では、
MultiLangBy2ndFile.xslt )。

3. 「XSLT 入力」 にXSLT 入力ファイルへのパスを入力します (この例では、 I-9_Form.xml )。  「Primary
Output」 に生成された出力ファイルのパスを入力します (この例では、 c:\altova\output.html )。
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4. 最初のパラメーターのペアを作成するためにパラメーターラベルの右の "+" ボタン をクリックします。

5. そのパラメーターの「キー」と「値」を右のフィールドに入力します。例 Language と 'G'.

6. これら2つのフィールドの下の "+" ボタン をクリックし、2番目の キーと値ペアを入力します。例: Translation と
'FormTranslation.xml'。 Translation 要素は FormTranslation.XML ファイル.の言語の値を含んでいま
す。

ジョブにトリガーを追加し、実行すると、与えられたキー/値パラメーターのペアを使用して、 XSLT 変換が実行されま
す。 

メモ: "値" フィールドのコンテンツは、XPath 式で、型 "文字列" として定義されるために引用符(一重引用符、または、
二重引用符のどちらも使用することができます )で囲まれる必要があります
または、パラメーターブロックの右横の "設定" ボタンをクリックすると、 XSLT 式を単一のフィールドに入力することが
できます。 例:
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14 用語

用語のセクションは FlowForce Server に関する用語のリストを含みます。
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14.1 C

キャッシュ コンシューマー

使用可能な場合キャッシュからデータを取得するジョブ(つまり、キャッシュを "消費する" ジョブ )。キャッシュの結果が
使用できない場合、コンシューマーはジョブを実行し、実際のジョブの結果を取得します。 

キャッシュプロデューサー

データを使用してキャッシュを作成するジョブ (つまり、キャッシュを "作成する" ジョブ  )。 

選択ステップ

型 "選択ステップ" のステップにより、どの条件下で他のジョブステップが実行されるかを定義することができます。選択ステップ
には以下の構造があります:

When {some expression}
Execute (some step)

Otherwise
Execute (some other step)

各 "選択ステップ"の下では、他の選択ステップ(サブ条件)をネストすることができます。 例:

When {expression}
When {expression}

Execute (step)
Otherwise

Execute (step)
Otherwise

Execute (step)

定義することのできる条件ステップの数量に制限はありません。  

When / Otherwise ペアの中では、 FlowForce Server は、 true である条件のみを実行します。他の条件は無
視されます。

コンテナー

名前が意味するように、コンテナーはパッケージされたデータです。 FlowForce Server では、コンテナーは、オペレーシング
システム上のフォルダーと大まかに比較することができます。コンテナーは以下を含むことができます: ジョブ, 資格情報, 関数,
と他のコンテナー。コンテナーで パーミッション を設定することにより、コンテナー内のデータを閲覧およびデータにアクセスする権
利を管理することができます。データをコンテナー別に整理し、対応するパーミッションを各コンテナーのためにセットアップするこ
とは、よいセキュリティ対策となるでしょう。

資格情報

資格情報の記録は、ジョブが実行される FlowForce Server オペレーティングシステム上のユーザーアカウントに関連した
ユーザー名とパスワードにより構成されています。FlowForce Server 内でジョブを定義すると、実行される必要のあるジョ
ブの資格情報を与える必要があります。与えられた資格情報に関連したユーザーアカウントが、オペレーティングシステム上で
十分な権利がない場合、ジョブを成功裏に実行することはできません。
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14.2 E

エラー/成功の処理ステップ

ジョブのステップに失敗すると、 FlowForce Server は、ジョブを中断します。型 "エラー/成功の処理ステップ" のステップを
使用して、ジョブを完全に完了する前に、クリーンアップアクションを実行します (以下を参照: ステップのエラーの処理 )。

実行の結果

FlowForce Server 内では、ステップの実行はステップの実行後に返される内容を定義します (例えば、ファイル、または、
テキスト )。 ジョブと作業する際、ステップの実行の結果を特定のデータ型(文字列またはブール値)になるように、または破棄
されるように、明示的に宣言することができます。通常、結果を他のジョブで使用する場合、または、結果をキャッシュする場
合、実行の結果を宣言する必要があります。

実行ステップ

型"実行ステップ"のステップ を使用することにより特定の FlowForce 関数を実行することができます。FlowForce
Server により提供される MapForce マッピングをデプロイする、または変換を行う、他のジョブのステップを実行するビルト
イン関数を含む関数を使用することができます。
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14.3 F

For-Each ステップ

型 "For-Each ステップ" のステップにより、シーケンス中を反復し、実行ステップを無制限に繰り返すことができます (例え
ば、 ディレクトリ内のファイルのリスト) 。 "For-Each" ステップの構成は以下の通りです:

For each item in sequence {sequence expression}
Execute (step)

FlowForce は、シーケンス式の全てのアイテムをループして完了するまでステップを実行します。

関数

ジョブ のコンテキストでは、関数は、FlowForce Server により理解される、ターゲットファイルシステム上のオペレーションを
実行するための命令です。関数は以下であることができます:

ビルトイン FlowForce 関数 (以下を参照: ビルトイン関数)
StyleVision 変換
MapForce マッピング
ジョブの実行ステップ

関数の多くは入力パラメーターを有します。必須インプットパラメーターは、ステップを成功裏に実行するため呼び出し側により
与えられる必要があります。
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14.4 I

入力パラメーター

FlowForce Server ジョブ のコンテキストで、入力パラメーターは、どのジョブが特定の方法で実行されるかを表したジョブ
に与えられた任意の情報を意味します。ジョブの入力パラメーターは、関数引数にプログラム言語の観点から類似していま
す。 入力パラメーターは多種の型(例えば、ファイルまたはディレクトリレファレンス、テキスト、番号、ブール値、その他  )である
ことができます。 一部のジョブの型に対しては、 FlowForce Server は、入力パラメーターを自動的に作成します。
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14.5 J

ジョブ

ジョブとは FlowForce Server 内のコア概念です。この概念サーバー上で実行されるはタスクまたはタスクのシーケンスを表
します。ジョブは、電子メールの送信など1つのステップから構成されるジョブであることができます。しかしながら、複数のアクショ
ンを実行し結果(例えば、ファイル)を他のジョブのパラメーターとしてパスするジョブを作成することもできます。ジョブは入力パラ
メーター ステップ トリガーおよび他の設定から構成されます。
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14.6 P

パスワードポリシー

FlowForce Servers は、管理者が複雑なユーザーパスワードを管理するパスワードポリシーを使用します。パスワードポリ
シーとは、有効になるためにユーザーパスワードが必要とする最低条件です (例えば、 最低 N 文字のなど)。 

パーミッション

パーミッションは、ユーザーのコンテナーへのアクセスを管理します。特権と同様、 パーミッション は、ユーザーとロールに与えられ
ることができます。ですから、ユーザーがロールの一部である場合、ロールに与えられたパーミッションは、ユーザーにも自動的に
適用されます。

デフォルトで、コンテナーに設定されたパーミッションは、親コンテナーから継承されます。 例えば、 コンテナー A には、子コンテ
ナー B があるとします。コンテナー A にアクセスするパーミッションを持つユーザーは、コンテナー B にもアクセスすることのできる
デフォルトのパーミッションを持つことになります。しかしながら、管理者は、コンテナーの階層の全てのレベルで、全てのユーザー
およびロールのパーミッションを再定義することができます。

特権

特権は、FlowForce Server 内でユーザーが行うことのできる内容を定義します(例えば、 自身のパスワード設定、ユーザ
ーとロールの読み取り、ジョブの停止、など )。 特権は、パーミッションはコンテナーへのユーザーアクセスを管理し、特権はグロ
ーバルに FlowForce Server 全体に対して効果がある点でパーミッションと異なります。次の簡単なルールは、特権とパー
ミッションの違いを理解する助けになります: 特権はグローバルであり、パーミッションはローカルです。

パーミッションに類似して、特権は個々のユーザーとロールに割り当てることができます。ですから、ユーザーが FlowForce
Server にログオンすると、有効な特権は以下により決定されます:

a)直接割り当てられた特権
b)ユーザがメンバーであるロールに割り当てられた特権 
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14.7 R

RaptorXML Server

(略して RaptorXML と呼ばれる) Altova RaptorXML Server は、パラレル コンピューティング環境と最新の標準のた
めに最適化された Altova の第3世代の、高速 XML プロセッサーです。 高水準なクロスプラットフォームの機能性のために
デザインされたエンジンは、 XML の高速な処理を行うために、現在のマルチコアコンピュータの利点を活用しています。
RaptorXML には2つのエディションが存在します: (i) RaptorXML Server と (ii) RaptorXML+XBRL
Server。 RaptorXML+XBRL Server エディションは、 XML に加え、 XBRL (eXtensible Business
Reporting Language) ドキュメントの検証と処理へのサポートを含んでいます。

RaptorXML+XBRL Server

RaptorXML+XBRL Server は、検証へのサポートを含み、 XML に加え XBRL (eXtensible Business
Reporting Language) 、ドキュメントを処理する RaptorXML Server の特別なエディションです。

ロール

ロールは、ビジネスニーズをベースにしたセキュリティの強化を手助けする 特権 のセットです。標準的なロールをベースにしたセ
キュリティには、最低2つのロールが含まれます: 管理者と一般ユーザー。各ロールは、ロールに与えられた特権により定義さ
れています。例えば、 管理者は、自身のおよび他のユーザーのパスワードを変更することができますが、一般ユーザーは自身
のパスワードのみしか変更することができません。ユーザーにロールを割り当て、必要に応じて、ユーザーのロールを取り消すこと
ができます。 
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14.8 S

ステップ

ステップは、 FlowForce Server ジョブが実際に行う内容を定義します(例えば、ファイルの削除、 MapForce マッピン
グの実行、または電子メールの送信など )。 最も簡単な形式としては、ステップは失敗または成功した成果を持つオペレー
ションで、実行されるために 関数 を必要とします (以下を参照: 実行ステップ )。 しかしながら、ループとして他のステップを
条件付きで実行する方法を与えるステップも存在します  (以下を参照: 選択ステップ  エラー/成功の処理ステップ および
For-Each ステップ )。 同じジョブ内で必要な数だけステップを作成し、実行される順序を設定することができます。
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14.9 T

トリガー

ジョブを作成する際、 トリガーとしてジョブをトリガーする条件(または基準) を指定する必要があります。  FlowForce
Server は、定義されたトリガーを監視し、トリガーの条件が満たされるとジョブを実行します。
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14.10 U

ユーザー

ユーザーとは FlowForce Server にログオンしジョブを構成、または MapForce または StyleVision 変換をデプロイ
し、 FlowForce Server を管理する個人を指します。ユーザーが使用することのできるアクションは以下には 影響されま
せん:

a) 割り当てられた パーミッション または 特権
b) ユーザーがメンバーであるロールに割り当てられているパーミッション と 特権 
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14.11 W

Web 管理インターフェイス

FlowForce Server Web 管理インターフェイスは、サーバーを管理し、ジョブを構成する FlowForce Server のフロン
トエンドです。Web 管理インターフェイスにアドレスとポートの構成 の Web のブラウザーからアクセスすることができます。 

作業ディレクトリ

作業ディレクトリとは、ジョブが入力ファイルを展開、または、出力ファイルを保存する場所が必要な場合の、実行ステップによ
り必要とされるパラメーターです。 FlowForce Server は、また、作業ディレクトリをステップの実行中に発生する相対パス
を解決するために、使用します。 作業ディレクトリを与えるように問われた場合、 FlowForce Server が実行されているオ
ペレーティングシステム上の有効なパスを与えてください。ステップを作成中に、作業ディレクトリが与えられない場合、 
FlowForce Server は一時的なディレクトリを使用します。
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